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序

幅川は利根川水系の一つて、岡部町岡にある湧水地

を源としています。本庄台地の水を集めた福川は、櫛

引台地の崖線に沿って蛇行しながら深谷市内を抜け、

荒川新扇状地の扇端を東流して行田市酒巻て利根川に

合流しています。

福川に沿った多くの地域てはかんがい用の水資源と

して活用されてきましたが、一方ては小河川のため川

幅が狭く、大雨のたびに洪水の危険にさらされ、浸水

による家屋や農作物などへの災害に見舞われてきまし

た。

そこて＂県てはこれらの災害を未然に防止するため、

逐次河積拡大の改修を進めてまいりましたが、このた

び深谷市部分について着工することになりました。

深谷市の事業地内ては数多くの埋蔵文化財が確認さ

れました。そこて‘‘、関係各機関の間て｀慎重な協議が重

ねられ、どうしても避けることがて‘きない遺跡につい

ては、当事業団が記録保存のための発掘調査を実施す

ることになりました。

今回報告いたします 4遺跡がある深谷市は、埼玉県

の北部に位置し、江戸時代には中山道の宿場町として

栄え、また、明治時代以降は東京駅舎や迎賓館などて‘‘

用いられた赤レンガの製造と「深谷ネギ」の生産等て‘‘

全国的に知られています。平成 6年 7月には人口も 10

万人を超え、更なる発展が期待されています。

また、縄文時代の桜ヶ丘組石遺跡、深谷上杉氏が居

城とした深谷城跡、樹齢約600年の大楡て‘有名な楡山神

社などの学術上貰重な遺跡や史跡も数多くみられます。

発掘調査の結果、宮ヶ谷戸遺跡からは古墳時代から

平安時代にかけての集落跡、根岸遺跡からは平安時代

の水田跡、八日市遺跡からは古墳時代の集落跡と古代

の道路跡、城西遺跡て‘‘は平安時代の集落跡などが夫々

発掘され、多大な成果を収めることがてきました。

本冑はこれらの成果をまとめたものてありますが、

かつて当事業団が行いました深谷バイパス・上武道路

の建設事業に伴う発掘調査の成果と併せますと、当時

の人々の生活を窺いえるものとして貰重な資料てあり

ます。先の調査報告書とともに、埋蔵文化財の保護や

学術研究の基礎資料として、また、教育。許及の資料

として広く御活用いただければ幸いてす。

刊行にあたり、発掘調査から報告書刊行に至るまて‘

多大な御指導と御協力を賜りました埼玉県生涯学習部

文化財保護課をはじめ、埼玉県土木部河川課、埼玉県

熊谷土木事務所、深谷市教育委員会、並びに発掘およ

び整理作業に携われました方々に対し、厚く御礼申し

あげます。

平成 7年9月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井 桂



例

1.本書は、埼玉県深谷市に所在する宮ヶ谷戸遺跡、

根岸遺跡、 八日市遺跡、城西遺跡の発掘調査報告書

てある。各遺跡における所在地、および発掘調査届

に対する文化庁長官からの指示通知番号は下記のと

おりてある。

《宮ヶ谷戸遺跡》

深谷市東方字宮ヶ谷戸前156闘村也他

平成 5年6月4日付け

平成 5年6月8日付け

《根岸遺跡》

平成 5年 6月4日付け

平成 5年 6月8日付け

《八H市遺跡》

乎成 5年10月4日付け

《城西遺跡》

平成5年10月4日付け

委保第 5の425号

委保第 5の549号

深谷市原郷字椎木1467番地他

委保第5の424号

委保第5の550号

深谷市原郷字蟹原599番地 1他

委保第5の1128号

深谷市原郷字蟹原53譴村也他

委保第 5の1129号

2. 発掘調査は、幅川河川改修事業に伴う事前調査て‘

あり、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課の調整

を経て、埼玉県土木部河川課の委託により、財団法

人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実施した。

3.発掘調査は、西井幸雄、黒坂禎二、吉田 稔、大

屋道則、中山浩彦が担当し、平成 5年2月1日から

平成 6年3月31日まて行った。整理・報告書作成作

業は、中山が担当し、平成 6年 4月1日から平成 7

年 9月30日まて行った。なお、発掘調査と整理・報

告書作成作業の組織は、第 I章3節に示した。

言

4.各遺跡ての基準点測量と航空写真撮影は、株式会

社日成プランに、

に、出土土器の胎土分析は株式会杜第四紀地質研究

所の井上

吉田

青木

澤出

日絵の遺物写真撮影は小川忠博氏

巖氏に、八日市遺跡の土壌分析は株式会

杜古環境研究所の早田

5. 出土品の整理および図版作成は、中山が担当し、

稔、石塚

克尚

晃越

勉氏にそれぞれ委託した。

香の協力を得た。

6.本書て使用した航空写真以外の発掘調査時の写真

疇は各担当者が、 ロ絵以外の遺物写真撮影は中山

が、 X線写真撮影は野中

宮ヶ谷戸遺跡

根岸遺跡

八日市遺跡

城西遺跡

古池

鈴木

仁が行った。

7.本書の執筆は、第 I章1節を埼玉県教育局生涯学

習部文化財保護課が、他を中山が担当した。

8.本書の編集は、資料部資料整理第 1課の中山が行

った。

9.本書にかかる資料は、平成 7年度以降埼玉県立埋

蔵文化財センターが管理・ 1恥管する。

10.各遺跡名の略号は下記のとおりてある。

MYGYT 

NGS 

YUKIC 

JNS 

11.本書の作成にあたり、下記の方々よりご教示、こゞ

協力を賜った。（敬省略）

晋禄

敏弘

酒巻 忠史



凡例

1.本書における挿図の指示は以下のとおりてある。

•X、 Y による座標数値は、国家標準直角座標第IX

系に基づく各座標値を示し、方位は全て座標北を

あらわす。

・グリッドはlOXlOmて設定した。グリッドの名称

は、方眼の北西隅の杭名称を用いた。

•遺構の表記記号は下記のとおりてある。

SJ…1主居跡 SB…掘立柱建物跡 SD…溝

SK…土墟 P…ピット SX…その他

•遺構名称。番号には、発掘調査時に付したものを

てきる限りそのままに報告した。しかし、一部の

遺構については新番号を付与した。第 1表の新旧

対照表を参照していただきたい。

•遺構·遺物の縮尺は原則として以下のとおりてあ

る。それ以外のものに関しては個別に示した。

•遺物分布図におけるドットの記号の指示は以下の

とおりてある。

●…土師器・縄文土器 〇…須恵器・陶磁器

△…石製品▲…石器口…土製品

■…鉄製品 ＊••その他

•遺構図中のスクリーントーンの指示は以下のとお

りて‘ある。
l 

応•・・地山 ［口ロ］・・・撹乱

．．．噴砂 ピ互屡・・・浅間 A

．．．炭化物 Iざj.'.:·:••1 ・・・浅間 B

冒..・旧河道

•土器実測図の断面は、土師器を白抜き、須恵器を

黒塗り、施釉陶器を網かけ10％て‘‘表現した。ま

た、土師器て‘黒色処理が施されているものについ

ては、その部分を40％の網掛けて表現した。遺構住居跡・掘立柱建物跡・士墟 1/60 

溝 1/60、 1/200 カマド 1/30 2.遺物観察表の記載は以下のとおりてある。

遺物土器 1/4 鉄製品 1/3

土製品 1/2 石製品 1/1 

縄文土器拓影図・石器 1/3 

・断面図における数値は、すべて標高を表す（単位

m)。各遺跡においてレベル数値を以下のとおり設

定し、それ以外のものについてのみ個別に示した。

宮ヶ谷戸遺跡 31. 700m 

根岸遺跡 31.400m 

八日市遺跡 32.800m 

城西遺跡 33.600m（東地区）

33.lOOm（西地区）

•土層説明文中に使用した上の色調は、『新版標準土

色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局監修

1990)による。

•法量の単位はcmて‘、( )を付したものは推定値を

示す。なお、破片の器高は残存高を示す。

・胎土は、肉眼て‘観察て‘きた範囲ての含有物を以下

のアルファベットて表した。

A•••白色針状物質 B••角閃石 C…白色粒子

D•••石英 E…長石 F…雲母 G…赤色粒子

H•••砂粒子 I…小石（礫） J •••黒色粒子

なお、＇を付したものは徴粒子（径が 1mm以下）を

表す。

・焼成は、 4 ランクに分けた。 A —良好、 B —普通、

C —やや不良、 D —不良て‘‘ある。

•遺物の色調は、上記の『土色帖』を用いた。

•残存率は 5 ％単位て表した。破片の場合は、実測

図に示した部位に対する割合て‘ある。
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1 調査の概要

1 発掘調査に至る経過

埼玉県は、「環境優先•生活重視」、「埼玉の新しい 9 2 

（くに）づくり」を基本理念として、種々の施策を講じ

ている。

県北部の深谷市、熊谷市、妻沼町を流下し利根川に

合流する福川は、地域の都市化により流出贔が増大し

たため、昭和37年度から川積の拡大を図る改修工事が

継続して実施されてきた。

県教育局生涯学習部文化財保護課ては、こうした開

発事業と文化財の保護について関係部局と定期的に協

議を重ね調整を図ってきたところてあるが、当事業は

協議案件からはずれ、深谷市教育委員会からの連絡に

より事業を把握し、県土木部河川課と協議をもった。

平成4年11月24日付け河第666号て‘河川課長から河川

改修事業地における埋蔵文化財の所在と取り扱いにつ

いて照会があり、翌Hから 2H間にわたり所在確認調

査を実施した。その結果、古墳時代の1打吾跡等を確認

したのて‘、12月7日付け教文第849号て‘次の埋蔵文化財

包蔵地の所在等について回答した。

遺跡名 種別 時代

宮ヶ谷戸遺跡 集落跡平安

根岸遺跡 集落跡古墳•平安

確認調査の結果をふまえた協議て‘は、すてに事業が

始まっており、計画変更が不可能て‘あることから改修

工事予定地について記録保存の措置を講じることとし

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が発掘調査を実

施することとなった。

その後、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団、河

川課、文化財保護課の三者て‘工事工程、調査計画、調

査期間などについて協議し、平成 5年2月から急遠発

掘調査を開始することとした。

文化財保護法第57条3項の規定による埋蔵文化財発

掘通知が平成 5年 2月9B付け河第922号て埼玉県知

事から提出され、 57条 1項の規定による発掘調査届が

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団理事長から平成

5年 1月11日付け財埋文第656号及び657号て提出され

た。届出に対し文化庁から平成 5年6月4日付け委保

第5の424号及び425号て通知があった。

その後、宮ヶ谷戸遺跡・根岸遺跡の上流工事予定地

の埋蔵文化財に所在について河川課長から照会があり

平成 5年 3月1日～ 5日にわたり所在確認調査を実施

した。その結果、古墳～平安時代にかけての遺構等を

確認したのて‘‘、平成5年3月29日付け教文第1361男て‘

次の埋蔵文化財包蔵地の所在等について回答した。

遺跡名 種別 時代

八日市遺跡 集落跡古墳～平安

城西遺跡 集落跡古墳～平安

宮ヶ谷戸遺跡・根岸遺跡の発掘調査は平成 5年度に

継続し、さらに八日市遺跡・城西遺跡の発掘調査に着

手した。法第57条 3項の規定による埋蔵文化財発掘通

知が平成 5年 7月2日付け河第265号て‘‘埼玉県知事か

ら提出され、 57条 1項の規定による発掘調査届が財団

法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団理事長から平成 5年

4月1日付け財埋文第2号及び 3号、 6月18日付け財

埋文第220号及び221号て提出された。届出に対し文化

庁から平成 5年 6月8日付け委保第5の549号及び550

号、 10月4日付け委保第5の1128号及び1129号て‘‘指示

通知があった。

（文化財保護課）
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2 発掘調査。報告書作成の経過

［発掘調査】

今事業対象の 4遺跡（宮ヶ谷戸・根岸・八H市・城

西遺跡）は、城西遺跡東地区を除いて台地下の沖積地

にあり、増水期には冠水を余技なくされるものと予想

された。調森は、現道などて‘区切られた遺跡内の各地

点を単位として行い、地下水位の増減を考慮しつつ、

並行、あるいは調査順を逆転させてこれに対処した。

｛平成4年度｝

平成 5年 2月、根岸遺跡の表土掘削と遺構の確認を

中心に行い、一部の遺構のトレンチ調査を行った。

3月、宮ヶ谷戸遺跡の表土掘削と遺構の確認を行っ

た結果、古墳から平安時代の住居跡20軒程が検出され

た。そのうち住居跡2軒の調査にとりかかった。

｛平成 5年度｝

昨年度に引き続き、宮ヶ谷戸遺跡の発掘調査から着

手した。調査は 4月から 7月まての 3ヵ月間を要し、

これと並行して同遺跡の未着手部分、八日市遺跡東地

区、および城西遺跡の 2地点の表土掘削を行った。全

ての遺構の調査がほぼ終了した時点の 7月上旬には航

空写真撮影を行った。

8月からは、調査の進行上、原新田橋の脇にあった

現場事務所を八H市橋の脇に移設して、八日市遺跡東

地区の調査にとりかかった。調森区内を横断するよう

に福川の旧河道があったが、増水期ということもあり

1m程掘り進めたところて湧水が著しく、 トレンチに

よる調査て‘断念した。中旬からは、今回の調査区内て‘‘

唯一台地上にあり、増水期て‘、も調査が可能て‘‘あった城

西遺跡東地区の調査に着手した。また、調査と並行し

て八日市遺跡西地区の表土掘削も行った。

9月中旬には、城西遺跡東地区の調査は終了し、引

き続き同西地区の調査に着手し、同月末に終了させる

とともに、八日市遺跡西地区の表土掘削も完了した。

10月からは、八日市遺跡西地区に主力を投入すると

ともに、同月末には排水がままならなかった根岸遺跡

も調査が可能となり、並行して作業を進めた。 11月末

には根岸遺跡の調査も終了し、器材。休憩棟として残

置した原新田橋脇のプレハブを撤去し、以後は調査の

対象を八日市遺跡西地区に集中させた。第 3号住居跡

においては、覆土の上層から床面にかけて約1000点に

も及ぶ遺物が出土したため、完掘に至るまて‘には、年

末と年始を挟んて‘‘約2ヵ月の期間を要した。

11月、西地区東側の調査がほぼ終了し、道路を挟ん

だ西側に移った。

1 月は、溝•第 2 号道路跡・旧河道の調査に着手し

た。 2月中旬には、数日前に降雪もあった中て‘‘、航空

写真を無事に取り終えることがて‘きた。

3月上旬には、遺構の調査が終了し、写真撮影、遺

構の測量へと作業を移行した。下旬には全ての発掘作

業は終了し、器材等の撤収、現場事務所の解体を行っ

た。これをもって福川河川改修に伴う 4遺跡の発掘調

査は全て終了した。

【報告書作成】

整理作業は、平成 6年4月から平成 7年 9月まての

1年6ヵ月にわたって実施した。

｛平成 6年度｝

4月から、遺物については水洗・注記・接合・復元

を各遺跡こ→とに順次進めていき、形になったものから

実測を行っていった。遺構の図面については第 2原図

を作成した後、 トレースに移行した。 11月、遺構のト

レースが全て終了し、図版作成と遺物のトレースを始

めた。 2月には、遺物の接合がほぼ終了したのて‘‘、復

元と併せて土器の拓本を行った。

｛平成 7年度｝

昨年度に引き続き、遺物の復元・実測・トレースを

行い、それと並行して、遺構・遺物の図版作成を進め

た。 6月には、遺物の実測が全て終了し、遺物の写真

撮影を行った。 7月からは、割り付けと原稿の執筆を

始めた。 9月、原稿の執筆・編集作業が終了し、報告

書の印刷に入った。校正を行った後、 12月に報告書を

刊行した。
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II 遺跡の立地と爛境

宮ヶ谷戸遺跡・板岸遺跡・八日市遺跡・城西遺跡の

4遺跡は、埼玉県深谷市大字東方、原郷内に所在し、

JR高崎線深谷駅から北東へ約2~3km、群馬県との県

境を流れる利根川からは約 2kmに位置している。これ

らの遺跡が位置する深谷市の地形は、南半の櫛引台地

と北半の妻沼低地とに二分される。

櫛引台地は、荒川によって形成された荒川扇状地が

浸食されててきた標高50~80mの洪積台地てある。寄

居を扇項とし、西側の櫛引面と東側の一段低い寄居面

の二つの段丘面からなり、そのほぼ中間を唐沢川が流

れている。台地上には観音山（標高77m)、仙元山（標

高98m)などの残丘状の小丘陵が残存している。対岸

には江南台地がひろがっており、櫛引台地と違い荒川

扇状地面が残った古い洪積台地て‘ある。

妻沼低地は、利根川や荒川によって形成された沖積

地てあり、自然堤防および荒川新扇状地による徴高地

と後背湿地や旧河道から成る。東は加須低地へと続く

が、埋没台地の有無によって両者は分離されている。

第 1図埼玉県地形図

疇昌 □D
山地 凹地 丘陵 台地 低地

荒川新扇状地は、荒川が新しく形成した標高25~50m

の扇状地て、、熊谷市大麻生を扇項とし熊谷市街の大半

を占めている。新扇状地の西側には旧河道と考えられ

る窪地が多くみられ、それらの一部が深谷市域の低地

部にも続いている。

櫛引台地の崖線沿いには今回の調査原因となった福

川が流れる。幅川は利根川水系の一つて‘‘、岡部町岡に

ある湧泉を源とする。本庄台地や櫛引台地の水を集め

蛇行しながら深谷市域を抜け、宮ヶ谷戸遺跡の東て‘‘大

きく北東に流れを変えたのち、荒川新扇状地の扇端を

東流して行田市酒巻て利根川に合流している。

遺跡はこの福川の左右両岸に位置している。城西遺

跡東地区が櫛引台地上に位置するのに対し、他の遺跡

はすべて妻沼低地上の微高地（自然堤防）や後背湿地に

位置する。宮ヶ谷戸遺跡、根岸遺跡、八日市遺跡東・

西地区からは古墳時代から平安時代にかけて埋没した

旧河道がそれぞれ検出されている。低地部分の遺跡の

標高は31~33mて‘、台地との比高差は約 3mてある。

゜
20km 

I・IIIllllIllllIlllI 1,9999lll■999199ヽ ， 1
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次に本地域における歴史的環境について述べること

にする。

(1)旧石器～縄文時代

深谷市内ては旧石器時代の遺跡・遺物は現在のとこ

ろ確認されていない。

縄文時代草創期には櫛引台地上の東方城跡(38)から

尖頭器が出土してはいるが、人々の生活の痕跡力所窟認

てきるようになるのは中期以降になってからてある。

中期になると遺跡数は増加し、多くは台地先端部に位

置している。根岸遺跡(2)、深谷町遺跡(44）、小台遺

跡 (49)などが調査されている。根岸遺跡からは中期中

葉の住居跡2軒、土墟9基が検出されている。勝坂式

土器と阿玉台式土器が一緒に出土しており、当地域て‘‘

の土器分布圏の重複が確認された点て‘‘重要て‘ある。

後期になると、桜ヶ丘組石遺跡（47)、小台遺跡、根

岸遺跡などの台地上の遺跡に加え、低地部て‘も多くの

1、宮ヶ谷戸遺跡 28、横間栗遺跡

2、根岸遺跡 29、関下遺跡

3、八日市遺跡 30、蓮沼氏館跡

4、城西遺跡 31、飯塚南遺跡

5、原ヶ谷戸遺跡 32、別府氏城跡

6、滝下遺跡 33、別府氏館跡

7、砂田前遺跡 34、東別府古墳群

8、樋詰遺跡 35、西別府館跡

遺跡が確認されている。深谷バイパス建設に伴う発掘

調査により本郷前東遺跡（14)、明戸東遺跡（17)、原遺

跡(18)から住居跡や土壊が検出されている。そのよう

に後期になると集落が低地部にも進出し、中期と様相

を異にする。生活域の移動或いは拡大と考えられてい

る。晩期においてもこの状況は変わらない。

(2)弥生時代

弥生時代前期から中期にかけての遺跡は台地上には

確認されていない。上敷免遺跡(13)からは県内初の出

土例て‘ある遠賀川式土器の壺の破片に加え、縄文時代

晩期終末から弥生時代初頭にかけての土器片が多羅に

出土した。すべて遺構に伴うものてはないが、本地域

の弥生時代成立の過程を考える上て無視てきない遺跡

の一つてある。ほかに須和田式期の1主居跡4軒、再葬

墓 2基が検出されている。中期前半の再葬墓は宮ヶ谷

戸遺跡（ 1)、熊谷市横間栗遺跡(28)、妻沼町飯塚南遺

55、桜田馬場跡 82、地神祇B遺跡

56、曲田城跡 83、関畑館跡

57、源勝院館跡 84、水窪遺跡

58、上原古墳 85、西山古墳群

59、内出遺跡 86、千光寺古墳群

60、白山遺跡 87、西竜ヶ谷遺跡

61、岡部六弥太忠澄館跡 88、稲荷塚古墳

62、岡部町No.3古墳 89、上杉館跡

9、矢島南遺跡 36、湯殿神杜祭祀遺跡 63、熊野遺跡 90、水久保遺跡

10、起合遺跡 37、籠原裏古墳群 64、中宿遺跡 91、西谷遺跡

11、戸森松原遺跡 38、東方城跡 65、御手長山古墳 92、川輪聖天塚古墳

12、森下遺跡 39、木の本古墳群 66、寅稲荷塚古墳 93、猪山遺跡

13、上敷免遺跡 40、幡羅太郎館跡 67、岡部城跡 94、今泉館跡

14、本郷前東遺跡 41、皿沼城跡 68、牧西堀の内遺跡 95、岡部町No.82古墳

15、新屋敷東遺跡 42、上敷免北遺跡 69、本庄城跡 96、長坂聖天塚古墳

16、新田裏遺跡 43、大沼弾正館跡 70、諏訪新田遺跡

17、明戸東遺跡 44、深谷町遺跡 71、五十子城跡

18、原遺跡 45、深谷城跡 72、東五十子遺跡

19、ウツギ内遺跡 46、庁鼻和城跡 73、六反田遺跡

20、砂田遺跡 47、桜ヶ丘石組遺跡 74、西浦北遺跡

21、柳町遺跡 48、秋元氏館跡 75、宮西遺跡 式内社

22、城北遺跡 49、小台遺跡 76、河辺遺跡 A、楡山神社

23、居立遺跡 50、割山埴輪窯跡群 77、東光寺裏遺跡 B、田中神社

24、前遺跡 51、鼠裏遺跡 78、安保氏陣屋跡 C、奈良神社

25、東川端遺跡 52、萱場松原遺跡 79、榛沢六郎成清館跡

26、清水上遺跡 53、島之上遺跡 80、伊勢塚遺跡

27、根絡遺跡 54、人見館跡 81、地神祇B遺跡
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跡(31)ても確認されている。

中期後半の遺跡は中部高地系の栗林式土器が出土し

た宮ヶ谷戸遺跡、清水上遺跡(26)が確認されている。

しかし、中期前半には県内てもこの妻沼低地に集中し

ていた集落が、中期後半から後期にかけての時期は減

少する傾向にある。後期の遺跡は吉ヶ谷式期の住居跡

1隣、土墟6基が検出された明戸東遺跡が知られるの

みてある。

(3)古墳時代

古墳時代前期になると遺跡数が僅かてはあるが増加

する。矢島南遺跡(9)、明戸東遺跡、清水上遺跡、根

絡遺跡(27)などの集落跡からはS字状口縁台付甕が出

土している。また方形周溝墓が、上敷免遺跡て‘9基、

東川端遺跡（25)て‘5基検出されており、後者からはパ

レス壺が出土している。何れの遺跡も五領式期て‘も新

しい段階て‘ある。

中期後半から後期になると遺跡数は爆発的に増加す

る。深谷市内の低地部の遺跡て‘‘この時期の遺物が出土

しない遺跡はないと言えるほどてある。今回調査を行

った宮ヶ谷戸遺跡、八H市遺跡(3)も集落の主体を成

すのはこの時期て‘ある。主なものだけても岡部町而少田

前遺跡（ 7)、森下遺跡(12)、上敷免遺跡、新屋敷東遺

跡(15)、柳町遺跡(21)、城北遺跡(22)、居立遺跡(23)

などが挙げられる。何れの遺跡も旧河道に挟まれた狭

い微高地上に住居跡が構築されているため重複が著し

い。検出された住居跡の数は優に1,000軒を超えるほど

てある。また本郷前東遺跡からは石製模造品の製品及

び未製品が多鼠に出土している。また、集落の増加と

共に古墳の造営も活発になる。古墳は櫛引台地上に大

きくひろがる木の本古墳群（39)、妻沼低地上に位置す

る上増田古墳群が知られる。何れの古墳群も 30~40基

前後て‘‘群を構成し、円墳が主体て‘‘ある。現時点て‘は前

方後円墳は確認されていない。古墳群の時期は、発掘

調査が行われているものが少ないため詳細は不明て‘あ

るが、 6憔紀中葉から 7世紀に造営されたものが多い

ようてある。根岸遺跡から八H市遺跡にかけての徴高

地上にも古墳が存在したと言われている。また、櫛引

台地上には割山埴輪窯跡群（50)があり、古墳群との関

連性が注目される。

(4)奈良～平安時代

古墳時代後期に大規模な開発が行われた妻沼低地に

おいて、奈良から平安時代にかけても集落は伸縮しな

がらも継続していく。集落は竪穴住居跡を主体とし、

数棟の掘立柱建物跡が伴う。この時期の集落は、宮ヶ

谷戸遺跡、砂田前遺跡、上敷免遺跡、新屋敷東遺跡、

柳町遺跡などが確認されている。古代における深谷市

周辺は、上秦郷、下秦郷、広沢郷、荏原郷、幡羅郷、

那珂郷、霜見郷、余戸郷の八郷から構成された幡羅郡

てあったことが『延喜式』などに記載されている。幡

羅郡と榛沢郡との郡界は唐沢川の旧流路て‘あった可能

性が考えられている。また、宮ヶ谷戸遺跡、八日市遺

跡、城西遺跡が所在する原郷の大字名は「幡羅郷」に比

定されており、八H市遺跡のすぐ南の台地縁辺部には

延喜式内社とされる楡山神社(A)が鎮座している。他

に南へ約6.5kmに田中神社(B)、東へ約6.1kmには奈良

神社(C)などと周辺には式内社が数杜位置している。

この時期には台地縁辺部にも岡部町白山遺跡(60)、岡

部町熊野遺跡(63)、岡部町中宿遺跡(64)、熊谷市湯殿

神杜祭祀遺跡（西別府祭祀遺跡、 36)など著名な遺跡が

多い。中宿遺跡からは 7世紀末から 8憔紀代の掘立柱

建物跡群が検出されており、榛沢郡の正倉跡と考えら

れている。また、湯殿神社祭祀遺跡からは馬形・櫛形

石製品、有線円板などの石製模造品が約150点以上出土

している。この地域には西別府廃寺などの古代寺院な

どが位置することから、幡羅郡の郡術が所在したと推

定されている。

(5)中世

中惟以降のこの地域は、武蔵七党などの武士団の台

頭が顕著てある。蓮沼氏館跡（30)、別府氏館跡(32)、

東方城跡(38)、幡羅太郎館跡（40)などの城郭や在地武

士の館跡が築かれる。 14泄紀後半になると、深谷上杉

氏の祖て‘ある上杉憲英が庁鼻和城（46)を現在の国済寺

に築城した。 15世紀中頃に四代房憲が深谷城 (45)を簗

くまて深谷上杉氏の本拠地て‘あった。
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III の
幅川河川改修工事に伴う今回の発掘調査て‘‘は、下流

から宮ヶ谷戸・根岸・八日市・城西遺跡の 4遺跡力哨窟

認された。各々の調査区は東西に細長く、発掘調査は

川に沿った低地部に大きなトレンチを入れたようなも

のといえる。 4遺跡の中て‘‘唯一城西遺跡東地区だけが

櫛引台地上に位置しており、他の地区はすべて妻沼低

地の微高地（自然堤防）上に位置していた。

宮ヶ谷戸遺跡は福川の左岸に位置し、調査面積は

3,800m'てあった。右岸部分には遺構・遺物が検出され

なかった。西には根岸遺跡が隣接している。

調査の結果検出された遺構は、古墳時代後期から奈

良•平安時代の住居跡が46ff、掘立柱建物跡 l 棟、土

墟20基、中戦の溝 1条、中憔から近憔にかけての土堀

が12基て‘あった。

東寄りに検出された旧河道によって調査区は 2分さ

れる。一つは第 1号溝から東の狭い微高地て‘、今回検

出された遺構の大半が位置していた。もう一方は、旧

福川の氾濫原て‘ある西側の低地部て、、、遺構はあまり検

出されなかった。

遺物は多鼠の土師器・須恵器が出土した。須恵器は

末野産の製品が多くみられる。土器のはかには耳環・

刀子の鉄製品や滑石製の紡錘車などが出土した。

恨岸遺跡は、上述した宮ヶ谷戸遺跡から西へ約120m

のところに位置していた。調査区は旧福川の氾濫原て‘

あったため極めて遺構の確認が困難て‘‘あり、十分な調

査がてきなかった。調査面積は2,200m'てあった。調査

区は幅川に架かる橋を挟んて東と西に分かれる。

調査の結果検出された遺構は、中世から近世にかけ

ての溝が24条、平安時代と思われる水田跡が 1面てあ

った。第 1~11号溝は、遺構の形状から畑の畝てあっ

た可能性が考えられる。

水田跡は浅間B軽石層の直下から検出された。溝は

遺物が出土していないため詳細な時期は不明てある。

遺物は古墳時代後期以降の土師器・須恵器、近槻の

陶磁器が出土したが、どれも摩滅している。

--9 

八日市遺跡は、根岸遺跡から北西へ約600mの福川左

岸に位置している。調査面積は10,800m'てあった。調

査区は県道を挟んて東西の 2地区に分離した。県道か

ら西に100mの範圃は攪乱を受けており、遺構・遺物は

何等検出されなかった。

調査の結果検出された遺構は、東地区からは旧河道

が、西地区からは縄文時代；晩期の土壊 1基、古墳時代

後期・奈良時代の住居跡20軒、土壊l叫店、旧河道、奈

良から平安時代にかけての溝4条、道路跡 2ヶ所、中

世から近世にかけての土堀1閲に溝43条、建物跡が 1

棟てあった。

古墳時代後期の第 3号住居跡からは1,000点を超える

大量の遺物が出土した。TK47並行の須恵器の置と杯が

セットて出土している。また第18号住居跡からは帯金

具（蛇尾）が出土した。

麟跡は調査区の東と西にそれぞ叫奥出された。第

1号道路跡は両側に側溝を伴うものと思われ、硬化面

には波板状の凹凸が認められた。第2号道路跡は西側

の側溝が調査区外にかかるため調査てきなかったが、

砂礫・粘土を含む硬化面と側溝の片側が検出され、側

溝の覆土上層からは浅間B軽石層が確認された。また

側溝に平行して硬化面には柵列が検出された。

遺物は古墳時代後期の大量の土師器と僅かに須恵器

が出土した。また、西地区旧河道の祭祀跡からは石製

模造品が出土している。

城西遺跡は、八H市遺跡から西へ約40mのところに

位置し、調査面積は7,600mてあった。調査区は福川右

岸の東地区と左岸の西地区に分かれる。東地区の調査

区両端には谷状の落ち込みが確認された。

調査の結果検出された遺構は、東地区からは縄文時

代前期の土墟2基、縄文時代中期の住居跡 1軒、古墳

時代後期の住居跡 1軒、平安時代の住居跡3軒、近匪

の溝2条、西地区からは掘立柱建物跡 3棟て‘あった。

第4号住居跡からは底部外面に「願恵（？）」と墨書

された南比企産の須恵器杯が出土した。
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第 1表遺構番号新旧対照表

《宮ヶ谷戸遺跡》

新番号 旧番号

第 1号住居跡 第15号住居跡

第 2号住居跡 第16号住居跡

第3号住居跡 第17号住居跡

第4号住居跡 第18号住居跡

第5号住居跡 第19号住居跡

第6号住居跡 第3号住居跡

第 7号住居跡 第30号住居跡

第 8号住居跡 第29号住居跡

第 9号住居跡 第10号住居跡

第10号住居跡 第 2号住居跡

第11号住居跡 第10号住居跡

第12号住居跡 第14号住居跡

第13号住居跡 第13号住居跡

第14号住居跡 第 4号住居跡

第15号住居跡 第 5号住居跡

第16号住居跡 第6号住居跡

《根岸遺跡》

新番号 旧番号

第 1号溝 第 1号溝東

第 2号溝 第 2号溝東

第 3号溝 第 3号溝東

第 4号溝 第 4号溝東

第 5号溝 第5号溝東

第 6号溝 第6号溝東

第7号溝 第7号溝東

第 8号溝 第 8号溝東

《八日市遺跡》

新番号 旧番号

第 1号住居跡 第 1号住居跡

第2号住居跡 第 2号住居跡

第 3号住居跡 第3号住居跡

第 4号住居跡 第10号住居跡

第 5号住居跡 第5号住居跡

第 6号住居跡 第 6号住居跡

第 7号住居跡 第 7号住居跡

《城西遺跡》

新番号 旧番号

第 1号住居跡 第 1号住居跡

第 2号住居跡 第 2号住居跡

新番号 旧番号 新番号 旧番号

第17号住居跡 第 7号住居跡 第33号住居跡 第34号住居跡

第18号住居跡 第 8号住居跡 第34号住居跡 第27号住居跡

第19号住居跡 第9号住居跡 第35号住居跡 第20号住居跡

第20号住居跡 第 1号住居跡 第36号住居跡 第21号住居跡

第21号住居跡 第11号住居跡 第37号住居跡 第22号住居跡

第22号住居跡 第12号住居跡 第38号住居跡 第31号住居跡

第23号住居跡 第35号住居跡 第39号住居跡 第23号住居跡

第24号住居跡 第47号住居跡 第40号住居跡 第33号住居跡

第25号住居跡 第39号住居跡 第41号住居跡 第46号住居跡

第26号住居跡 第40号住居跡 第42号住居跡 第36号住居跡

第27号住居跡 第44号住居跡 第43号住居跡 第25号住居跡

第28号住居跡 第43号住居跡 第44号住居跡 第24号住居跡

第29号住居跡 第41号住居跡 第45号住居跡 第28号住居跡

第30号住居跡 第42号住居跡 第46号住居跡 第45号住居跡

第31号住居跡 第38号住居跡

第32号住居跡 第37号住居跡

新番号 旧番号 新番号 旧番号

第9号溝 第 9号溝東 第17号溝 第17号溝東

第10号溝 第10号溝東 第18号溝 第18号溝東

第11号溝 第11号溝東 第19号溝 第19号溝東

第12号溝 第12号溝東 第20号溝 第20号溝東

第13号溝 第13号溝東 第21号溝 第 1号溝西

第14号溝 第14号溝東 第22号溝 第 2号溝西

第15号溝 第15号溝東 第23号溝 第 3号溝西

第16号溝 第16号溝東 第24号溝 第 4号溝西

新番号 1日番号 新番号 旧番号

第 8号住居跡 第 8号住居跡 第15号住居跡 第14号住居跡

第 9号住居跡 第 9号住居跡 第16号住居跡 第16号住居跡

第10号住居跡 第19号住居跡 第17号住居跡 第17号住居跡

第11号住居跡 第11号住居跡 第18局住居跡 第18号住居跡

第12号住居跡 第12号住居跡 第19号住居跡 第21号住居跡

第13号住居跡 第13号住居跡 第20号住居跡 第15号住居跡

第14号住居跡 第20号住居跡

新番号 旧番号 祈番号 旧番号

第 3号住居跡 第 3号住居跡 第5a号住居跡 第 5号住居跡

第 4号住居跡 第4号住居跡 第5b号住居跡 第 6号住居跡
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IV 宮ヶ谷戸遺躊の調査

1 遺跡の概観

宮ヶ谷戸遺跡は、櫛引台地の縁辺部を蛇行して流れ

る幅川に沿った微高地（自然堤防）上に位置している。

本遺跡は南北に広大な範囲を占め、北緯36゚12'10”、東

経139゚19'10”に位置している。南側は現在の福川の流路

によって遺跡の一部が破壊されている。現在の集落が

ある場所がほば遺跡の中心てあると思われる。北は明

戸東遺跡、原遺跡、東川端遺跡に隣接し、西へ約120m

のところに今回調査を行った根岸遺跡が位置する。宮

ヶ谷戸遺跡は深谷市教育委員会によって数次にわたる

調査が行われており、弥生時代中期の住居跡や「原郡」

と線刻された紡錘車の出土など数多くの遺構・遺物が

検出されている。

今回の調査地点は幅川の左岸に位置し、本遺跡範囲

の南端にあたる。標高は31.5mてヽ、櫛引台地との比高

差は約3mてあった。右岸の沖積地も調査の対象て｀は

あったが、河川改修工事によって失われてしまった。

調査面積は3,800mてあった。調資範囲は東西に細長

く、東側の微高地を主体に調査を行った。今回の調査

区はW~Z-8 ~11グリッドにかけて検出された旧河

道によって東西に二分される。東側は狭い微高地て‘‘、

水田耕作等により遺構の遺存状態は良くなかった。今

回検出された住居跡の大半がその範囲に集中しており

重複が激しかった。一方、西側は旧福川の氾濫原て‘‘あ

り、また平安時代の地震による噴砂も著しく遺構はあ

まり検出されなかった。

検出された遺構は、古墳時代後期～奈良•平安時代

の住居跡4隣f、土横2閲K、掘立柱建物跡 1棟、中槻の

溝 l条、中世から近世にかけての土堀12基てあった。

今回の調査て‘は旧石器～古墳時代中期まての遺構・遺

物は検出て‘‘きなかった。

住居跡は調杏区東側の微高地部に集中しており、西

にいくにつれ密度は薄くなっていた。集落は調査区外

に大きく拡がりをもつものと考えられ、今回は集落の

西限を確認したことになると思われる。

宮ヶ谷戸遺跡

検出された住居跡の中て‘一番古いのは第14号住居跡

てある。北側を攪乱に壊されていたため全体像は不明

てあるが、カマドを付設していなかった可能性も考え

られる。遺物から模倣坪の出現前に位置づけられる。

他の住居跡はすべてカマド出現以降て‘‘ある。調査区が

東西に細長いこともあり、全体を調査て‘きたものは少

ない。古墳時代後期の第16号住居跡の床面からは良好

な一括の土器と共に、須恵器の聰が出土した。古墳時

代後期の住居跡に確実に伴う須恵器はこの 1点だけて‘

ある。出土遺物は土師器が圧倒的に多く、他に第41号

1主居跡から耳環が出土した。

奈良•平安時代の住居跡の傾向としてはカマドを北

東方向に向けるものが多い。カマドの支脚は安山岩を

用いたものが2基検出された。出土遺物は土師器・須

恵器のほかに僅かてはあるが灰釉陶器もみられる。須

恵器は末野産が主体を占めるが、第35。36号住居跡の

坪に限ると南比企産が多くみられる。土器以外ては第

44号住居跡から「田」と線刻銘のある滑石製の紡錘車が

出土した。

掘立柱建物跡は調査区の東側に 1棟検出されたが、

出土遺物がないため詳細な時期は不明とせざるをえな

い。古墳時代後期の第32号住居跡を切っていたことも

あり概ね平安時代と考えられる。

溝は微高地を取り巻くように南ー北方向に走行して

いた。本遺構も遺物が出土しなかったため詳細な時期

は不明てあるが、覆土の観察から中世に掘削されたも

のと思われた。

土痰は調査区西側に掘立柱建物跡の柱穴の可能性が

高いものが6基検出された。全て単独て検出されてい

る。そのため詞査区外に延びているか旧河道に壊され

ているものと思われるが、現時点ては本遺構の性格は

不明て‘ある。時期は出土遺物が少なく決め手に欠ける

が平安時代と考えられる。他の土檀も出土遺物が少な

く時期を明確にてきたものは一部て‘‘ある。
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第 4図 宮ヶ谷戸遺跡全体図(I)
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宮ヶ谷戸遺跡

第 5図 宮ヶ谷戸遺跡全体図(2)
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2
 

古墳時代以降の遺構と遺物

a、住居跡

第 1号住居跡（第 6図）

P-4• Q -4 グリッドて検出された。今回の調査

区内ては一番西側に位置していた。北側は調査区外に

かかるため規模・形態等は不明てある。東西3.18m、

深さ0.07mて‘ヽ 、主軸方位はN-46°-Eてある。

柱穴は確認て‘きなかった。壁溝は幅約14cm、深さ約

6 cmて、調査範囲内ては全周していた。カマド・貯蔵

穴は今回の調査ては検出てきなかった。

遺物は覆士から少量出土した。

第 6図 第 1号住居跡および出土遺物
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第 1号住居跡土層説明
1 暗褐色土焼土粒子炭化物粒子を微呈。
2 褐色土炭化物粒子を微量。
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第 6図 第 1号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日 径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置。その他

1

2

3

 

杯 I(16.2) 
高台坪

高台坪

C'DEGH' 

(6.8) I C'DH' 

(6.8) I BC'DEH 

D

C

D

 

灰

灰

にぶい褐

10% 覆土

20% 覆土

35% 覆土

末野産

末野産

末野産

第 7図

二
~
 

物`
9

遺土出びよ

町
ぉ跡居住号2

 
第

／
 

A' 

第2号住居跡土層説明

1暗褐色士 焼土粒子・炭化物粒子を微畠。
2 暗褐色土 黄褐色土プロック・焼上粒-f•炭化物粒子を少量（貯蔵穴覆土）
3褐色土 偵褐色上プロック・焼上粒子・炭化物粒了・を微量（貯蔵穴覆十）
カマド

a 暗褐色土 焼t粒子・炭化物粒子を多呈。
b黒褐色＿十 焼t粒子・炭化物粒子を大量。

A A 
- 31.80 

言 。
2m 
＇ 1:50 

口 □2 □ 4 。
10cm 
l 
1 : 4 
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第 2号住居跡（第 7図）

R-5グリッドて検出された。住居跡の大部分が福

川の旧河道によって壊されており、残っていたのはカ

マドの一部と北東コーナ一部分だけてあった。深さは

0.08mて、主軸方位はN-18'-Wて‘ある。

カマドは北壁東寄りと思われる位置て‘検出された。

右柚がかろうじて残存していた。袖は地山の削り出し

第7図 第2号住居跡出土土器観察表

宮ヶ谷戸遺跡

てあった。

貯蔵穴はカマドの右側の北西コーナーに位置し、長

径70cm、短径62cm、深さ27cmてあった。覆土からは土

師器の小型の坪 4点が、外側から流れ込んだような状

態て、出土した。壁溝は幅約17cm、深さ約4cmて‘‘巡って

いた。

遺物は貯蔵穴から出土した 4点だけてある。

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 10.0 4.4 BC'DGH' A 浅黄橙 95% No. 1 

2 坪 9.8 4.2 BCDGH' A 黄橙 100% No 2 

3 坪 10.4 3.6 BC'DGH' A 橙 100% No 4 

4 坪 11.4 4.2 BC'DGH' A 浅黄橙 95% No 3 

第8図第 3号住居跡
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第 9図第 4号住居跡および出土遺物 町
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第 3号住居跡土層説明

I淡褐色土表t

1暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を若干。

2暗褐色土 黄褐色土プロックを微量。

。
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第4号住居跡土層説明

1暗褐色土 焼土粒子・焼上プロック・炭化物粒子を微量。

2褐色土焼土粒子・炭化物粒子を少量。

3 黄褐色土 炭化物粒子を少量。

4茶褐色土炭化物粒子を少量。

カマド

a 淡黄褐色土 焼土プロックを大量、焼土粒子を少量（煙道崩落土）

b 暗褐色土 焼t粒子を多量、焼土プロック・炭化物粒子を少量。

c 暗褐色土 焼土粒子・焼上プロック・炭化物粒子を微贔。

d 暗褐色土 炭化物粒子を少量、焼土粒子・焼土プロックを微鼠。

e 暗褐色土 焼土粒f・焼土プロックを多星、炭化物粒子を微景（天井崩落七）

f黒褐色土 炭化物粒子を大量、焼土粒子を多量、焼土プロックを微量。

g赤褐色土 焼土粒子を大量、焼土プロックを多量、炭化物粒子を少量。
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10cm 

1:4 ゜
2m 

1:60 
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第3号住居跡（第8図）

s-5グリッドて‘検出された。調査て‘きたのは南西

コーナ一部分だけてあり、大半が調査区外に延びてい

る。深さは0.08mて‘あった。

壁溝は幅約19cm、深さ約6cmて巡っていた。今回の

調査区内からはカマド・柱穴・貯蔵穴は検出てきなか

った。

遺物はまったく出土しなかった。

第 4号住居跡（第 9図）

V-7グリッドて‘検出され、西壁の一部を第10号土

壊に切られていた。また、住居跡を横切るように噴砂

が走っており、南壁とカマドの一部が壊されていた。

その影響て‘南壁は若干ずれていた。住居跡は大半が調

査区外にかかるため、規模•平面形態は不明て‘ある。

深さは0.25mて、主軸方位はN-95°-Wて‘ある。

カマドは西壁に位置し、噴砂により袖の内側の一部

が壊されているが、全体の遺存状態は良好てあった。

袖は地山の削り出して、内側はかなり火を受けて焼土

化していた。燃焼部は掘り込みが浅く、最下層には灰

層が薄く堆積していた。煙道は壁外に長くのび、緩や

かな傾斜をつけて掘り込まれていた。

壁溝は幅約19cm、深さ約11cmて‘‘、調査範囲内ては全

周していた。柱穴・貯蔵穴は確認て‘きなかった。

遺物は覆土から少量出土した。 1は土師器の杯てあ

る。推定日径11.0cmて＼胎土に角閃石•砂粒を少量含

む。焼成は良好て‘‘、にぶい褐色てある。残存率15%。

第10図 第5号住居跡および出土遺物
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第5号住居跡土層説明
I淡褐色土表土
1暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を微量。
2暗褐色土 炭化物粒子を多量、焼土粒子を微量。
3褐色土焼土粒子を少塁。
4褐色土炭化物粒子を少量。

□三｀1
゜

2m 
l 
1:50 ゜

10cm 

1:4 

第 5号住居跡（第10図）

w-8グリッドて検出され、南壁は福川の旧河道と

噴砂によって壊されていた。北側は調査区外にかかる

ため調査はてきなかった。東西5.45m、深さは0.36m

て、主軸方位はN-40°-Eてある。

柱穴は確認てきなかった。壁溝は輻約18cm、深さ約

5 cmてヽ、調査範囲内ては全周していた。カマド・貯蔵

穴は今回の調査ては検出てきなかった。

遺物は覆土から破片が少量出土した。 1は土師器の

坪てある。推定日径15.8cmて＼胎土には角閃石•砂粒立

を少械含む。焼成は良好て‘‘、色調は橙色て‘‘ある。残存

率10%。内面には暗文がわずかに残る。
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第11図第 675住ロ 居跡・カマド
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第 6号住居跡（第11図）

AB-11・12グリッドて検出され、第15号土城に切ら

れていた。本住居跡は、新旧のカマドと壁溝が内側を

巡ることから拡張したものと考えられる。

拡張前の住居跡は、東西3.98m、南北3.20m、深さ

は不明て‘ヽ 、主軸方位はN-59°-Eて‘ある。

カマドは東壁南寄りに位置し、掘り方のみが検出さ

れた。掘り込みは19cmと深く、底面は平坦てあった。

壁溝は幅約13cm、深さ約 4cmて‘、北西コーナ一部分

を除き全周していた。柱穴および貯蔵穴は確認てきな

かった。本遺構に確実に伴う遺物は出土していない。

拡張後の住居跡は、東西4.70m、南北3.20m、深さ

宮ヶ谷戸遺跡

・11 
呵

kレ加
＼ 

~I 

•A 
A』

し

B B' 

｀ ゜ 1m 

1 30  

は0.12mてゞ、長方形をしていた。東壁だけを72cm拡張

しており、主軸方位は拡張前と変わらない。

カマドは東壁南寄りて、前のカマドの延長線上に位

置していた。袖は地山の削り出して‘あった。

壁溝は拡張する段階て‘人為的に埋め戻されていた。

柱穴および貯蔵穴は確認て‘‘きなかった。

遺物は床面から 2• 3 • 5 • 6の土師器坪と 8の土

師器甕が出土した。 6の杯は、底部中央から外に向け

て右回りのヘラケズリの調整痕が明瞭に認められる。

中央には粘土の余りが生じ、底部の接地面が不安定て‘

ある。ほかに覆土から砥氏石が1点出土している。
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第12図 第 6号住居跡出土遺物
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第12図 第6号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (11.8) (3.4) BC'DGH' A 橙 50% No. 4 

2 坪 (12. 8) BC'DG'H' A にぷい橙 35% No. 6 

3 坪 (12.6) BC'DGH' A にぷい橙 15% No. 2 

4 坪 (14.2) (3.3) BDG'H' A にぶい橙 35% No. 7 
5 坪 (13. 8) (4.1) BC'DG'H' A 橙 65% No. 3 

6 坪 14.0 3.4 8.9 CDGH' A 橙 90% No. 5 外面は黒く変色
7 甕 (19.0) BC'DGH' A 橙 25% カマド内一括
8 甕 BC'DGH' A 橙 15% No. 8、9、10

第 7号住居跡（第13図）

AC-12グリッドて‘検出され、第 8号住居跡に切られ

ていた。遺存状態は悪く、遺構確認時の段階て‘すて‘に

床面の一部が露出していた。規模は南北2.45m、東西

2.65m、深さは0.08mて‘‘、主軸方位はN-42°-Eて‘あ

る。

カマドは北壁やや東寄りに検出されたが、掘り方し

か残存していなかった。

柱穴。貯蔵穴．壁溝は確認て‘‘きなかった。

遺物は 1の土師器の杯が床面から出土した。

第 8号住居跡（第13図）

AC~12グリッドて検出され、第 7 号住居跡を切り、

第10号住居跡に切られていた。第 7号住居跡同様に遺

存状態が悪く、僅かに浅い掘り込みが残っていただけ

て‘‘あった。東西3.00m、南北2.40m、深さは0.08m、

主軸方位はN-122°-Eてある。

カマドは東壁の中央に位置しているが、検出てきた

のは堀り方だけてあった。

ピットは 2本検出された。p1は径30cm、深さ 20cm

て、 P2は径25cm、深さは18cmてあった。いづれも主

柱穴になるかは確認て‘きなかった。

貯蔵穴・壁溝は確認てきなかった。

遺物は、床面から 1の須恵器壺と 2,3の土師器甕

が出土した。 1の外面はヘラケズリ後平滑にナデられ

ており、日縁部との境には稜をもつ。
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宮ヶ谷戸遺跡

第13図 第7 • 8号住居跡および出土遺物
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第13図 第 7号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出上位置•その他

1

2
 

坪

甕

(14.0) BC'DH' 

(4.6) I BC'DH' 

A

A
 

にぷい橙

にぷい橙

20% I No. 4 

50% 覆土

第13図 第 8号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日 径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出上位置•その他

1

2

3
 

壺

甕

甕
(24.2) 

(19. 6) 

C'H'J' 

BCDFH' 

BDEH 

A

A

A

 

灰

橙

黄橙

80% I No. 2、3、10

25% I No.4、8

25% I No.14~16、19、23、27、32、33

第 9号住居跡（第14図）

AC-12グリッドて‘検出されたが、第11号住居跡と攪

乱によって大半を壊されていた。そのため調査て‘‘きた

のはカマドの燃焼部の一部だけてあった。

カマドの燃焼部は壁外に突き出るタイプのものと思

われる。幅62cm、深さは18cmて、壁面は焼土化してい

た。

遺物は 1の土師器の坪が出土した。
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第14図 第 9 • 11~13号住居跡および出土遺物
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第 12号住居跡土層説明

1淡褐色土 黄褐色土プロック・白色パミスを微量。
2褐色土黄褐色土プロックを多量、焼上粒子・炭化物粒子を若干。
3 褐色土黄褐色土プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
カマド 1
a 淡褐色土 焼土粒子・焼土プロックを少量。
b灰褐色土 焼土粒子・焼土プロックを少量、炭化物粒子を若干。
c 淡灰褐色土 焼土粒子・焼土プロックを少量、炭化物粒子を微星。
d淡褐色土焼土粒子を微星（掘り方）

カマド 2
a 暗褐色土焼土粒子を微晨。
b褐色土黄褐色土プロックを少量。
カマド 3
a 褐色土黄褐色土プロックを微贔、焼土粒子を若干。
b 淡灰褐色土 焼土粒子・焼土プロックを少量。
c 淡黄褐色土 黄褐色土プロックを全体的に含む（天井崩落土）
d 淡灰褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を微量。

0 2m 
''  1:60 

SJ 9 SJ 11 

口 □ 三ー一一、 2 0 

10cm 

1: 4 

第14図 第 9号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12. 6) 3.6 (7.0) C'EH A 暗灰 35% カマド内末野産I 

第14図 第II号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (11.0) (4.2) BC'DH' A 浅黄橙 25% 覆土
2 蓋 (21.7) AC'EH' C 灰褐 15% 覆土南比企産
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宮ヶ谷戸遺跡

第15図第10号住居跡
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第 10号住居跡土層説明

1淡褐色土 黄褐色土粒子・白色パミスを微塁。

2淡褐色土 黄褐色土プロックを多量、白色パミスを微量。

3暗褐色土 黄褐色土粒子を少醤、白色バミスを微貴。

4褐色土黄褐色土粒子を少量。

゜
2m 
l 
1: 60 

第10号住居跡（第15• 16図）

AC-12グリッドて‘検出された。第 7• 8号住居跡を

切り、第11・13号住居跡に切られていた。西壁を壊さ

れているため全体の規模等は不明て‘あるが、東西4.14

m、南北4.47m、深さは0.17mて‘‘あった。主軸方位は

N-49°-Eてある。

住居跡の覆土は南方向から堆積しており、 4層から

なる自然堆積て‘あった。

カマドは東壁南寄りに位置していた。袖は地山の削

り出してあった。燃焼部は掘り込みがなく、最下層に

は灰層が薄く堆積していた。カマドb層は天井部が崩

落した層と考えられる。

貯蔵穴はカマドのすぐ右側に位置していた。長径73

cm、短径63cm、深さは25cmて‘‘、底面はほぼ平坦てあっ

た。

柱穴・壁溝は確認て‘‘きなかった。

遺物はカマドの燃焼部付近から左袖にかけてまとま

って出土した。 21の土師器甕は横倒しに潰れており、

カマドに掛けられていたものが天井部の崩落に伴い倒

れたものと思われる。本遺構は全体の比率から見ても

皿の出土量が多く、実測可能て‘あった個体数だけても

7点を数える。全体に残存状態が悪く、 13~15• 17の
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皿も暗文が施されていた可能性がある。カマド内から

出土した12は内面に多量の煤が付着する。 14は内面に

漆状の物質が付着しているが、漆て‘‘あるのかは遺存状

態が悪く確認不可能てある。 16は内面にのみ黒色処理

が施されている。ほかに覆士から土錘が4点出土して

いる。

第16図第10号住居跡カマド

＼ 
＜
 勺

n
り

喜

.,I 
カマド

a 淡褐色土 黄褐色土プロックを少量、白色パミスを微量、焼土粒子を若干。
b褐色土焼土粒子・焼土プロックを多最。
c 灰褐色土 焼土粒子・焼土プロックを少量、炭化物粒子を若干。
d淡褐色土焼土粒子を微量。

＜
 

B' 

゜
1m 
1 :30 

第17図 第 10号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12. 8) C'DEH' A 灰白 15% VI区末野産
2 蓋 11.2 3.8 BC'H' A 灰白 100% No.21 
3 蓋 (11. 6) C'H' A 灰 10% IV区
4 甕 (15.4) C'EH'IJ' A 灰 40% カマドNo.14、15 末野産
5 坪 (12. 2) BC'GH' A 橙 20% VI区
6 坪 (13.8) BC'GH' A 橙 10% VI区
7 坪 (12.8) BC'DH' A 橙 20% 貯蔵穴
8 坪 (12.8) BC'DG'H' A 浅黄橙 25% 東ベルト， 坪 (13.0) BCDGH' A 橙 15% カマドNo.1 
10 坪 (15.4) BC'DH' A 橙 35% IV区
11 1III. (17.6) BCDH' A 橙 10% V区
12 皿 18.6 3.4 BC'DH' A 橙 80% カマドNo.3 内面には多量の煤が付着
13 皿 (18.8) (3.2) BCGH' A 黄橙 20% 東ベルト
14 JIII. (19.8) (1.9) BC'DG'H' A 浅黄橙 40% No.16 内面に漆状の物質が付着
15 皿 (19.6) BC'DH' A 黄橙 5% カマドNo.5
16 Jll1 (19.6) BC'DH' A にぷい褐 15% No.19 内面黒色処理
17 JIil (20.8) BC'DH' A 橙 10% V区
18 甕 (10.0) BC'DH' A 橙 20% VI区
19 甕 (17.6) BC'H' A 黄橙 15% 覆土
20 甕 (20.0) BC'G'H' A 黄橙 25% カマドNo.IO~12
21 甕 22.6 34.8 4.0 BC'DH' A 橙 75% カマドNo.5、6
22 甕 5.0 BCH' A 橙 95% カマドNo.4 底部は煤ける
23 甕 5.2 BC'DH' A 橙 25% VI区
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宮ヶ谷戸遺跡

第17図第10号住居跡出土遺物
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第11号住居跡（第14図）

AC-12グリッドて‘検出されに調査当初は第 9号住

居跡のカマドが本遺構に伴うものと思われたが、出土

遺物等により別の遺構て‘あることが判明した。第 9.

10号1主居跡を切り、第13号住居跡に切られていた。ま

第18図 第12号住居跡出土遺物
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た、攪乱により大半を壊されており、調査てきたのは

北東コーナ一部分だけて‘あった。深さは0.14mてあっ

た。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

カマド・柱穴・貯蔵穴・壁溝は検出て‘きなかった。

遺物は須恵器の破片が少量出上した。
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第12号住居跡（第14図）

AB-12・ AC-12グリッドて‘検出された。攪乱など

により遺構確認が困難て｀あったため、調査当初は第13

号住居跡と共に 1軒の住居跡として調査を行ってしま

ったのて、十分な調査がてきなかった。後にカマド等

の検出により別の遺構て‘‘あることが判明した。第13号

住居跡を切って構築されていた。攪乱に南西部を壊さ

れており、全体の規模は不明て‘‘ある。深さは0.27m

て、主軸方位はN-62°-Eて‘ある。

カマドは南壁に 2基と床面から 1基と合計3基のカ

マドが検出された。 3→ 2→1の順番につけ替えられ

ていた。 2と3のカマドは掘り方だけが残っていた。

1のカマドの袖は地山の削り出してあった。

ピットは北東コーナ一部に 1本確認てきた。長径97

cm、短径50cm、深さ 19cmてあるが、主柱穴にはならな

いものと思われる。

貯蔵穴・壁溝については確認てきなかった。

遺物は前述したように 2軒同時に調査を行ってしま

ったのて、確実に本遺構に伴う遺物以外は第13号1打呂

跡とともに報告した。

第13号住居跡（第14図）

AC-12グリッドて検出された。第10・11号住居跡を

切り、第12号住居跡に切られていた。調査て‘きたのは

東壁部分だけてあり、南壁は攪乱に壊されていた。南

北5.08m、深さは0.08mて‘‘あった。

カマド・柱穴・貯蔵穴・壁溝は検出てきなかった。
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第18図 第12号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (14.0) C'EH'l A 灰白 20% No.21 末野産

2 坪 (13.0) (3.9) 6.3 AC'EH'I A 灰白 50% No. 1 南比企産

3 坪 5.6 AC'DH' A 灰 60% No. 8 南比企産

4 蓋 (16.8) (4.4) C'GH'I A 灰白 55% No.14 末野産

5 甕 C'EH'I A 灰 10% No.26 末野産

6 坪 12.4 3.. 5 BC'DH' A 橙 100% No.17 歪みが著しい 内面に付着物あり

7 坪 (13.4) BC'DH' A 橙 15% No. 2 

8 妍 (12. 6) BC'DGH' A にぷい橙 20% カマド 1

9 坪 (13.6) BC'DGH' A にぶい橙 30% カマド 3

10 坪 13.6 4.1 BC'H' A にぶい橙 75% No.23 

11 甕 (21. 4) BC'GH' A 橙 20% カマド 1

12 甕 (21. 6) BC'H' A 橙 15% カマド 1

13 甕 (8.9) BC'DH' A 橙 85% No.15 

14 甕 4.0 BC'DH' A にぶい橙 40% No.11、12 外面に多量の煤が付着

15 壺 5.8 BC'DH' A にぶい橙 90% No.25 内外面全体に煤が付着

第19図第12• 13号住居跡出土遺物

口 二/1 ロ］J(ニノ 口 4

こ □□□ ロニニロ ゜
10cm 

1 :4 

第19図 第12• 13号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12. 4) C'EGH A 灰 10% IV区末野産

2 坪 (12.8) (4.0) (6.2) ADEH' A 灰白 15% IV区南比企産

3 杯 (13. 8) (3.6) (7.6) ADH' C 灰白 20% IV区南比企産

4 坪 (12.0) 3.5 (6.4) C'EH'I D 灰褐 35% III区、IV区末野産

5 坪 (12.0) BC'DGH' A 黄橙 20% IV区

6 坪 (14.0) BC'DGH' A 橙 25% III区

7 甕 (11. 8) BC'DH' A 橙 20% IV区内面は煤ける
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第14号住居跡（第20図）

AC-13グリッドて‘検出された。北側の約半分力鴨覺乱

によって壊されているため全体の規模や形態は不明て‘

ある。東西3.40m、深さは0.19mて［主軸方位はN-

21°-Eてある。

貯蔵穴は北東コーナ一部にあたると思われる場所に

位置し、北側を攪乱により壊されていた。長径68cm、

短径約56cm、深さは33cmて‘‘、 4層からなる自然堆積て‘

あった。覆土の中層からは土師器の下半部を欠いた 7

の壺が、口縁部が逆さになった状態て‘出土した。城北

遺跡第 4• 123号住居跡のように貯蔵穴に棒状木材を蓋

とし、その上に壺の下半部を欠いた転用器台を置くよ

第20図第14号住居跡
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うな類例が明らかになってきた。本遺構の場合も、本

米は蓋材の上に置かれた壺が、蓋材の腐食により貯蔵

穴内に落ち込んだものと思われる。

カマドは攪乱のため確認て‘‘きなかったが、出土遺物

からみるとカマドを付設していなかったことも十分に

考えられる。

柱穴・壁溝は確認てきなかった。

遺物は、南東コーナー付近の床面からまとまって出

土した。 3の椀は焼成後に底部を穿孔している。 6.

7の壺は故意に胴下半を打ち欠かれており、また内面

の頸部周辺が摩滅していることから器台として転用さ

れたものてあろう。

(JI 

冒
°| 

』

.,I砂笏多

。I
.,I ol 

8 
B
-

B
-

3
 

5
 

2
 

4
 

，
 

7
 

6
_
 ＼

 

8
ー

第 14号住居跡土層説明
1淡褐色土 貨褐色土粒子を微量、焼土粒子を若干。
2淡褐色土 黄褐色土粒子を少量。
3褐色 土 黄褐色土粒子を微量、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
4 淡黄褐色土 黄褐色土プロックを主体に含む。
5褐色土 黄褐色土粒子を徴星、焼土粒子を若干。
6淡灰褐色土 黄褐色土粒子を少量。
貯蔵穴

1暗褐色土 黄褐色上粒子を微量、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
2淡褐色士 黄褐色土粒子・白色バミスを微星。
3淡褐色土 黄褐色土プロックを少塁。
4暗褐色土 黄褐色土プロックを少羅、焼土粒子・炭化物粒子を微量。

0 2m 
1: 60 

第21図 第14号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (10.6) BCDGH' A 橙 15% IV区
2 坪 12.4 5.4 BCDGH' A 橙 100% No. 3 日縁部は歪んでいる
3 椀 13.6 6.3 BCDGH' A 橙 100% No.4 
4 鉢 10.8 9.3 5.4 BC'FGH' A 橙 95% No. 2 上げ底
5 壺 (17.9) BCDGH' A 橙 40% No. 5、12、16~18、25
6 症士 14.3 BC'GH' A 橙 60% No.28 
7 罪士 19.5 BCGH' A 橙 75% 貯蔵穴
8 甑 (13.3) 10.9 (7.8) C'D'GH' A にぶい橙 85% No.27 ， 甕 20.9 BCDGH' A 橙 85% No. l 日縁部内面は煤ける
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第21図第14号住居跡出土遺物
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第15号住居跡（第22• 23図）

AC-13グリッドて検出されに南側は福川の河川改

修に伴う工事等によって壊されており、全体の規模・

平面形態は不明て‘ある。また南から北方向に向かって

噴砂が走行しており、カマドと壁の一部が壊されてい

るが、床面の段差や歪みは生じていなかった。南北3.33

m、深さは0.22mて、主軸方位はN-65°-Eてある。

住居跡の覆土は 3層からなる自然堆積て‘あった。

カマドは東壁やや南寄りに位置していた。袖は地山

の削り出して、、右袖は確認て‘きなかった。燃焼部はJlll.

状に掘り込まれており、床面からの深さは26cmてあっ

た。カマド a層は天井が崩落した層と思われ、中に土

師器の甕4点の破片が含まれていた。 1~4の甕は日

径が20~22cmて、器高が27cm前後とほぼ同じタイプの

土器て、、天井部の横架材として 6、 5、 7、4の順に

重ねて使用されていたと考えられる。 6の胴部中位に

は付着物が認められる。また、底面からは長さ約20cm

の炭化材が出土した。

ピットは南東コーナーに 2本検出したが、いずれも

掘り込みは浅く、柱穴としては考えにくい。 P2は貯

蔵穴と考えられる。

壁溝は輻約17cm、深さ約3cmて‘‘、カマドの位置する

東壁を除き調査範囲内ては全周していた。

柱穴は確認てきなかった。

遺物はカマド天井部の横架材として使用された 4~

7の甕のほかに、床面からやや浮いて 1• 2の須恵器
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第22図第15号住居跡

， 
，
 第 15号住居跡土層説明

1淡褐色土 黄褐色土粒子・白色パミス・焼土粒子を微饂。

2淡褐色土 黄褐色土粒子・白色バミスを微星、焼土粒子を若干。

3 淡黄褐色土 黄褐色土プロックを多量。

ピット

1淡褐色土黄褐色土プロックを微量。

2 淡黄褐色土 黄褐色土プロックを多塁。

／ シ

｀｀｀｀＼＼¥―````‘ 

A' 

゜
2m 
I 
1: 60 

第23図第15号住居跡カマド
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勺
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カマド

a 淡灰褐色土 黄褐色土粒子・焼土プロックを少羅。

b灰褐色土 焼土粒子・焼土プロックを多量。

c 淡 褐 色 土 焼土粒子・焼土プロックを少量。

d暗 褐 色 土 黄褐色土プロックを少量、焼土粒子を微鼠。

e 暗褐色土 黄褐色土プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を若干。

゜
1m 

1:30 
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第24図第15号住居跡出土遺物

□ 
こ三う一一

~3 

゜
10cm 

＇ 1 :4 

第24図 第15号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.7 3.5 7.0 C'DGH' D 灰白 100% No.45 

2 坪 6.8 C'DEH A 灰 60% No.44 

3 坪 (11.0) C'DH' A 橙 15% I区

4 甕 20.0 BC'DH' A 黄橙 80% No. 2、17~25、30~32、45

5 甕 22.0 26.5 (4.4) BC'DH' A 橙 90% No.33、37~42、48~55、59~62、66~69

6 甕 20.0 27.7 (5.5) BC'DH' A 橙 80% No.56~58、70~80 胴部中位に付着物あり

7 甕 (20.4) 27.7 (4.2) BC'DH' A 橙 55% No.1~ 3、6~13、20、34、35

の杯が出上した。 5~7の甕は胴部内面に輪積痕が明

瞭に認められる。杯は 2点とも底部切り離しが回転糸

切りてある。
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第 16号住居跡土層説明
1淡褐色土 黄褐色土粒子・白色パミスを微屋。
2淡褐色土 黄褐色土粒子を少量、白色パミスを微蜃。
3 淡贅褐色土 黄褐色土プロックを主体に含む。
4 褐色土黄褐色土粒子を少量。

0 2m 
I 

I 
1: 60 
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第26図第16号住居跡カマド
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口

カマド

a暗褐色土 黄褐色土粒子を微贔、焼土粒子・炭化物粒子を若干。

b灰褐色土 焼土粒子・焼土プロックを少最、炭化物粒子を若干。

c淡灰褐色土 焼土粒子・焼土プロックを少量、黄褐色土粒子を微量。

d 淡赤褐色土焼土を多呈。

゜
1m 

1: 30 

第16号住居跡（第25~27図）

AC-13・ 14、AD-13• 14グリッドて検出された。

東壁を第17号住居跡に、北壁を攪乱によって壊されて

いた。また南側は福川の河川改修に伴う工事によって

壊されているため、全体の規模・形態は不明てある。

東西6.70m、深さは0.30mて‘‘、主軸方位はN-55°-W

てある。

カマドは西壁に位置していた。袖は地山の削り出し

て、内側の壁面は焼土化していた。燃焼部は掘り込み

が8cmて、最下層には灰層があった。奥壁はほぼ垂直

に立ち上がり、煙道に至る。煙道は壁外に長く延び、

緩やかな傾斜をつけて掘り抜かれていた。燃焼部の左

寄りには支脚として転用されたと思われる38の土師器

の小型壺が倒立していた。また、右袖の外側には炭化

物が検出された。

ピットは 5本検出てきた。 Pl~4は主柱穴になる

ものと考えられる。各杜穴の大きさは、 Plが49cmX

43cmX 18cm、P2カ'52cmX44cmX 40cm、P3カ'66cmX

57cmX 37cm、P4が60cmX4lcmX 25cmてあった。 Pl

~4の主軸は、住居跡の主軸方位とは一致せず、大き

く南に振れる。 P5はカマドの右側、北西コーナーに

位置し、貯蔵穴と考えられる。長径71cm、短径61cm、

深さ43cmて、覆土上層からは23• 25の土師器の坪が出

土した。

壁溝は幅約23cm、深さ約9cmて‘‘、調査範囲内ては全

周していた。
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第27図 第16号住居跡遺物出土状況
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第28図 第16号住居跡出土遺物(I)
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第29図 第 16号住居跡出土遺物（2)
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遺物は東壁沿いとカマドの右側から集中して出土し

た。東壁沿いには、 1 • 16 • 21 • 22 • 27の土師器の完

第28• 29図 第 16号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調

1 坪 11.2 4.1 BC'DG'H' A 橙

2 坪 (12. 4) 4.3 BC'DGH' A 浅黄橙

3 坪 (13.0) BC'DG'H' A 橙

4 坪 (12. 6) BC'DGH' A 橙

5 坪 (12.4) BC'DGH' A 橙

6 坪 13.1 3.8 BCDGH' A 橙

7 坪 (13.4) BC'DH' A 黄橙

8 杯 (13.0) (4.1) BC'DH' A 橙

， 坪 13.0 4.5 BC'DGH' A 橙

10 坪 13.6 4.0 BC'DH' A 橙

11 坪 (13.0) BC'G'H' A 橙

12 坪 (13.2) BCDH' A 橙

13 坪 (13.4) (3.6) BC'DG'H' A 浅黄橙

14 坪 (13. 2) BC'DG'H' A にぷい橙

15 坪 11.0 4.4 BC'DGH' A 黄橙

16 坪 11.5 4.2 BC'DGH' A 橙

17 坪 11. 5 3.9 BC'DH' A 橙

18 坪 (11. 8) C'DG'H' A 橙

19 坪 11.8 4.4 BC'DG'H' A 橙

20 坪 11.9 4.4 BC'DGH' A 橙

21 坪 11.2 4.4 BC'DGH' A にぶい橙

22 坪 11.5 4.4 BC'DGH' A 橙

23 坪 (12.2) (3.9) BC'DG'H' A にぷい橙

24 坪 12.3 4.4 BC'DG'H' A 黄橙

25 坪 11. 5 4.0 BC'DG'H' A 浅黄橙

26 坪 (12.4) BC'DGH' A 橙

27 坪 12.3 4.7 BC'DGH' A 橙

28 坪 (13.0) BC'DGH' A 橙

29 鉢 12.0 7.9 BC'DGH' A 橙

30 鉢 16.0 9.3 BC'DH' A にぷい橙

31 鉢 (13.7) BC'DG'H' A 橙

32 鉢 14.5 12.7 BC'EG'H A 橙

33 高坪 (14.0) BC'DGH' A 橙

34 高坪 (16.0) C'DG'H' A にぶい褐

35 高坪 9.0 C'DG'H' A 橙

36 遥 (10.8) C'H'J' A 灰白

37 宰士 10.4 11. 7 BC'DH' A 橙

38 壺 10.4 12.4 BC'DH' A 橙

39 宰• (12.4) BC'DH' A 橙

40 壺 (14.4) BC'DG'H' A 橙

41 宰て (15. 8) BC'DGH' A 橙

42 虚＝ (17. 8) BC'DG'H' A 橙

43 壺 (21.2) BC'DGH' A 橙

44 甕 (16. 8) BC'DGH A 橙

45 甕 16.9 C'DG'H A にぶい橙

46 甕 4.4 BEH A 浅黄橙

47 甑 18.3 13.7 4.9 BC'DGH' A 橙

48 甑 (30.2) BC'DGH' A 橙

49 甑 25.2 29.8 9.3 BC'DH' A 黄橙

宮ヶ谷戸遺跡

形の杯 5点が床面からやや浮いて出土した。カマドの

右側の土器は、炭化物層の上の床面から 10c頑呈浮いた

残存 出土位置•その他

100% No.42 

60% No. 4 

15% No. 2 

20% No.65 

35% カマドNo.28

100% カマドNo.27

30% IV区

35% 東ベルト、 II区

80% No.68 

100% カマドNo.13

25% IV区

40% I区

40% III区、IV区

45% No.35 内面黒色処理

100% No.60 

100% No.41 

60% No64 

30% No.58 

90% カマドNo.12

100% No.33 

100% No.39 

100% No36 

40% カマドNo.31、ピット 2

95% No47、52

95% カマドNo.14、29、30

30% No.63 

100% No.37 

15% 南ベルト

90% カマドNo.34

95% カマドNo12

35% No.56 

95% カマドNo.16

35% No.67 

10% IV区

70% No.66 

30% No.55 

95% No.44 

95% No.1 

35% カマドNo.25

15% IV区

20% IV区

10% 南ベルト

25% No.57 

25% No.38 

75% カマドNo.16、17

40% II区、東ベルト

95% カマドNo14

20% 覆土

90% カマドNo.15
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位置て‘検出されたが、出土状況等から本遺構に伴うも

のて‘ある。 32の鉢と 47の小型の甑はセットて使用され

ていたと思われる。また、その 2点の土器の上に重な

って出土した49の甑も、下半部を欠損した45の甕を器

台としていたものが1主居跡の埋没の過程て横転したも

のと思われる。 14の杯は内面に黒色処理が施されてい

る。 36は須恵器の聰て、、日縁部に 2段の櫛描き波状文

が施されている。 38の小型の壺はカマド支脚に転用さ

れたものと思われ、底部は焼成後打ち欠かれている。

第30図 第17号住居跡および出土遺物

第17号住居跡（第30図）

AD-14グリッドて‘検出され、第16号住居跡の覆士の

一部を堀り込んて構築していた。大半が調査区外に延

びるため、今回調査て‘‘きたのは北壁の部分だけてあっ

た。東西4.56m、深さは0.07mて‘あった。

覆土は 2層からなる自然堆積て‘あった。

カマド・柱穴・貯蔵穴・壁溝は調査範囲内からは検

出てきなかった。

遺物は覆土から少量出土した。

し A' 

＼
 A 

A' 

髯¥¥¥、翠、翠、` 一ー＼` ｀` ｀` ｀` 塁言言
第17号住居跡土層説明

1淡褐色土 黄褐色土粒子を少量、白色バミスを微最。
2淡黄褐色土 黄褐色土プロックを多量、焼土粒子を若干。

゜
2m ＇ 1:60 

口 こ~2 二三ー一＼ ゜
10cm 
I 
1:4 

第30図 第17号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存

1 坪 (11.4) 3.7 (5.2) BC'DH' C 灰白 30% IV区
2 高台坪 (7.6) C'J A 灰白 20% I区
3 甕 (9.6) BC'DGH' A 橙 45% II区

出土位置•その他

第18号住居跡（第31図）

AD-13グリッドて‘検出された。大半が調査区外にか

かり、今回調査て‘きたのは北西コーナ一部分だけてあ

った。すぐ南に近接して構築されている第19号住居跡

との新旧関係は今回の調査ては明らかにすることはて‘

きなかった。深さは0.10mてあった。

覆土は 2層からなる自然堆積て‘あった。

カマド・柱穴・貯蔵穴・壁溝は今回の調査範囲内か

らは検出て‘きなかった。

遺物は覆土から少羅出土したが、実測可能な遺物は

なかった。

第19号住居跡（第31図）

AD-13・14グリッドて‘検出された。北側20cmの位置

には第18号住居跡があるが、調査区外にかかるため新

旧関係は不明て‘ある。南北4.90m、深さは0.15mて‘あ

った。

壁溝は輻約22cm、深さ約6cmて、調査範囲内ては全

周していた。柱穴は確認てきなかった。

カマド・貯蔵穴は今回の調査範囲内からは検出て‘き

なかった。

遺物は床面から 1• 2の土師器の甕が潰れた状態て‘

出土した。 2の甕は胴下半部を欠損している。
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宮ヶ谷戸遺跡

第31図第18• 19号住居跡
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第 18 • 1 9号住居跡土層説明

I淡褐色土表土
1淡褐色土 黄褐色土プロックを少量、白色パミスを微量。
2淡黄褐色土 黄褐色土プロックを大量。
3淡褐色土 黄褐色土粒子・白色バミスを微量。
4褐色土 黄褐色土粒子を微監、焼土粒子を若干。
5淡黄褐色土 黄褐色土プロック多量、焼土粒子を若干。
6淡褐色土 黄褐色土プロックを少塁、焼土粒子・炭化物粒子を若干。

第32図 第19号住居跡出土遺物

゜
2m 
1 : 60 

。
10cm 

1 ; 4 

第32図 第19号住居跡出土土器観察表

:号:̀:I:] :I ~7 :I底6:I［笠悶］土 ［ミ成1:i：ごら1:::I::21225 3：]],3:13岱:{::~4:::56

第20号住居跡（第33図）

AC-12 • 13、AD-12• 13グリッドて検出された。

東西3.60m、南北3.13m、深さは0.14mて＼乎面形態

は西辺がやや短く台形に近い形をしていた。主軸方位

はN-72°-Eて‘ある。地山は南東コーナー付近ては黄

褐色の粘質土から砂礫層に変化していた。

カマドは東壁やや南寄りに位置していた。袖は左袖

の一部が確認て＂きただけてあった。

壁溝は幅約25cm、深さ約3cmて‘ヽ 、北壁部分にのみ巡

っていた。

床下からは土堀が2基検出された。 1号床下土壊は

1. 74mXO. 93mX0.15mて、不整円形をしていた。 2

号床下土墟は1.12mXO.95mX0.13mて＼楕円形をし

ていた。 2号床下土墟からの出土遺物はなかったが、

覆土の観察から 1号床下土墟と時期差はそれほど無い

ものと考えられた。
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柱穴・貯蔵穴は確認て‘きなかった。

遺物はカマド焚口付近から 2の土師器の杯が出士し

たが、大半は覆土からの出土てある。また、 1号床下

土擦からは 6の杯と 7の小型の鉢が出土した。土器の

ほかに覆土から刀子・鎌の鉄製品と臼玉が各1点出土

している。

第33図 第20号住居跡および出土遺物

吋iも

B
-

o! 』

B'D  

←口ニ1

―-□□==--3  

□―—ロニ ご

第33図 第20号住居跡出土土器観察表

冒口
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言＼｀｀｀｀｀＼、 言冒疇言

第20号住居跡土層説明

1淡灰褐色土 黄褐色土粒子・白色パミス・焼土粒子を微量。
2淡褐色土 黄褐色土粒子を少畠、白色パミスを微星。
3暗褐色土 白色パミス・焼土粒子を若干 (1号土撰覆土）
4暗褐色土 焼土粒子を微量 (1号土撰覆土）
5 暗灰褐色土 焼土粒子を微量(1号土職覆土）
6 淡褐色土 黄褐色土粒子・白色パミス・炭化物粒子を若干

(1号土搬覆土）
カマド

a 淡褐色土 白色パミスを微量。
b灰褐色土焼土粒子を少塁。
c 淡褐色土 焼土粒子を少量、炭化物粒子を微羅。
d淡褐色土 焼土粒子を微羅、白色パミスを若干。

2号土城

1淡褐色土 黄褐色土プロック・白色パミスを微堡、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
2褐色土黄褐色土プロックを微量、焼土粒子・炭化物粒子を若干。

こ 2

゜
2m 
1. 60 

SK  □□ 

゜
10cm 

1: 4 

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12. 0) BCH' A 橙 20% II区
2 坪 (12.6) (3.4) BC'DH' A 浅黄橙 60% No. 2 
3 皿 (20.0) BC'DH' A 浅黄橙 10% III区
4 皿 (20.0) BC'DFH' A にぷい褐 10% III区
5 甕 (10.0) BC'DF A 橙 15% No. 6 
6 坪 (12. 8) C'DGH' A 橙 35% 12、西ベルト、 II]区
7 鉢 10.0 9.7 5.5 BC'DGH' A 橙 95% No. 3、10、11
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第34図第21 • 22号住居跡
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第 21 ・ 2 2号住居跡土層説明

1淡褐色土 黄褐色土プロックを少量、白色パミスを微星。

2暗褐色土 黄褐色土プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を若干。

3 淡褐色土 黄褐色七プロックを微量、白色パミス・焼土粒子を若干。

4 暗褐色土 黄褐色土粒子・炭化物粒子を微量、焼土粒子を若干。

5褐色土黄褐色土プロックを少量。

6褐色土 白色バミスを微量。
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3
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゜
2m 
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1: 60 
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第35図 第21 • 22号住居跡遺物出土状況
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第21号住居跡（第34• 35図）

AC-13、AD-12・13グリッドて検出された。第22

号住居跡によって東壁と南壁の一部を、攪乱によって

南西コーナ一部を壊されていた。また、床面中央は第

34号土墟に壊されていた。東西6.52m、南北6.23m、

深さは0.13mてヽ 、主軸方位はN-35°-Wてある。

覆土は 4層からなる自然堆積て‘あった。

ピットは 8本確認てきたが、何れが主柱穴になるの

第36図 第21号住居跡出土遺物

宮ヶ谷戸遺跡

かは確認て'‘きなかった。本遺構に伴わないものもある

と思われる。

壁溝は幅約16cm、深さ約6cmて、北壁と西壁に巡っ

ていた。

カマド・貯蔵穴は検出てきなかった。

遺物は北西コーナ一部の床面から 3の土師器の壺と

4 • 5の甕が出土した。ほかに覆土から土錘が1点出

土している。

□□ □三ニ― 2

¥」--

゜4
 

10cm 

＇ 1 :4 

第36図 第21号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12.0) BC'DGH' A 橙 15% II区

2 坪 (11.0) BC'DGH' A 橙 15% 覆土

3 碑＝ (13.8) 20.3 5.3 C'DGH' A 黄橙 70% No. 2、4

4 甕 16.9 CDGH A にぶい橙 65% No. 5 

5 甕 (17.6) CDGH A 灰白 35% No.1 

第22号住居跡（第34• 35図）

AD-12・13グリッドて検出され、第21号住居跡を大

きく切っていた。南北4.90m、東西5.53m、深さは0.18

mて、主軸方位はN-29°-Wて‘ある。住居跡を掘り込

んだ面が砂礫層になるため、床面はかなり凸凹してい

た。

カマドは北壁のほぼ中央に位置していた。袖は地山

の削り出して、左袖は確認て‘‘きなかった。燃焼部の掘

り込みは浅く、 7の上師器の杯と 10の高坪の脚部が出

土した。 10の高坪の脚部は出土状況から支脚として転

用されたものと考えられる。

柱穴・貯蔵穴．壁溝は確認て‘‘きなかった。

遺物はカマドと床面から出土した。カマド燃焼部か

らは 7• 10、焚口からは 9の大型の鉢が出土した。 10

は径3mm前後の小礫を多く含み、器面がザラついてい

る。床面からは 1• 2 • 3 • 6 • 8の坪と 11の壺と 15

の甕が出土した。 1 • 2 • 3 • 6の坪は完形て‘‘ある。

8の坪は日縁部と体部の境に浅い沈線が巡っている。

12の壺は底部に木葉痕が残る。
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第37図 第22号住居跡出土遺物
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第37図 第22号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 10.6 3.9 BC'DH' A 黄橙 100% No21 
2 坪 11.4 5.0 BDH' A 灰白 90% No20 
3 坪 11.4 4.2 BC'DGH' A 橙 95% No.22 
4 坪 (11. 8) BC'DGH' A 浅黄橙 30% カマドNo2 
5 坪 (11.0) BCDGH' A 明赤褐 15% 東ベルト
6 坪 12.6 4.5 BC'DH' A 灰白 100% No.17 
7 坪 14.2 BC'DH' A 灰白 65% No.11 
8 坪 (15.2) (5.7) BC'DH' A 橙 50% No.25 ， 鉢 22.2 13.1 BC'DH' A 黄橙 80% No.10~12 底部外面は黒く変色
10 高坪 15.4 BC'DEH A 黄橙 95% No.10、12
11 壺 (7.0) BC'H' A 浅黄橙 55% No.14、18
12 壺 4.3 BCDH' A にぶい褐 70% II区底部に木葉痕
13 甕 (3.8) BC'DH A にぷい橙 35% No. I 
14 甕 (17.0) C'DEGH A にぷい橙 50% No. 6 
15 甕 (20.0) (27.0) 7.2 BC'D'GH A 黄橙 50% No•26 
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第23号住居跡（第38図）

AE-12・13グリッドて検出された。排水溝と住居跡

が調査区外にかかることから全体を調査することはて‘

きなかった。今回調森てきたのは南東コーナ一部分に

ついてて、、規模・形態は不明て‘ある。深さは0.02mてゞ

あった。掘り込みが浅かったため、覆土の観察はてき

なかった。床面は第22号住居跡と同様に砂礫層まて‘掘

り込んて‘‘いるために凸凹て‘‘あった。壁は緩やかに立ち

上がる。

カマド・柱穴・貯蔵穴・壁溝は検出することがてき

なかった。

遺物は床面から 1• 2 • 4の土師器の坪と 8• 9 • 

10 • 11の高杯が出土した。 2 • 4の坪は全体的に器壁

が厚く、重量感がある。 5の杯は覆土から出土してお

り、本遺構に確実に伴うものかは確信て‘きない。日縁

部はヨコナデされて短く内傾し、器高は2.8cm前後と体

部が非常に浅いのが特徴て‘ある。同じような土器は群

馬県新田郡や千葉県市原周辺などに見られる。 6• 7 

はいわゆる小針型杯とよばれているものてあるが、胎

土はほかの土器とあまり変わらない。

第38図第23号住居跡
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第39図 第23号住居跡出土遺物
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第39図 第23号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 胚 (12.6) (4.7) C'DH' A 黄橙 45% No. 2、4、10、12~15、26
2 坪 (13.4) (4.8) BC'DH A 黄橙 75% No. 3、5、6
3 坪 (12.6) BC'DH' A 橙 10% 覆土

4 坪 14.4 BC'DGH' A 橙 85% No. I 
5 坪 (13.0) BC'DEH' A 橙 15% 覆土

6 坪 (15.4) C'DEH' A 橙 45% No41 

7 坪 (16.0) (4.3) C'DH' A にぷい橙 55% 覆土

8 高坪 16.0 BC'DH' A 橙 60% No.19~21 ， 高坪 (14.8) BC'EH' A 橙 60% No16~18 

10 高坪 (15.4) BC'H' A 橙 75% No. 6、18、22、27、34
1 1 高坪 (15.4) (9.2) (9.6) BC'DG'H' A 橙 75% No. 7、11、39

第24号住居跡（第40• 41図）

AE-13・14グリッドて検出された。南西コーナーは

調査区外にかかるため調査はてきなかった。遺存状態

は悪く、住居跡の壁はすべて失われていたために、床

面の硬化部分力濯御忍てきただけてあった。北東コーナ

一部は攪乱によって壊されていた。掘り込みがなかっ

たため正確な規模はわからないが、床面の範囲からほ

ぼ東西3.85m、南北4.77mて‘‘あったと推定される。主

軸方位はN-48°-Eてある。

床面はほぼ平坦て‘あった。

カマドは北壁のほぼ中央に位置していたものと思わ

れる。袖は検出て‘‘きなかった。燃焼部は壁外に長く延

び、一段深く堀り込まれた煙道に至る。焚口の部分は

ピット状に深く掘り込まれていた。

ピットはカマドの焚口のすぐ左側に 1本確認て‘‘きた

が、平面形態・覆土の堆積状態から柱穴とは考えにく

い。長径120cm、短径83cm、深さは41cmて｀、覆土には焼

土粒子・炭化物粒子を微量に含んて‘、いた。

は多くの遺物が出土しており、

4層中から

その大半が須恵器て‘ぁ

った。

第40図 第24号住居跡
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第 24号住居跡土層説明

カマド
a淡褐色土 黄褐色土プロックを微最、焼土粒子・炭化物粒

子を若干。
b 淡灰褐色土 焼土粒子・焼土プロックを少量、黄褐色土粒子・

炭化物粒子を微星。
c淡黄褐色土 黄褐色土プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒

子を若干。

ピット

1淡灰褐色土

2淡褐色土

3淡褐色土

4褐色土

黄褐色土プロックを微塁。

黄褐色土プロックを微星。

黄褐色土プロックを少量。
黄褐色土プロック・焼土粒・炭化物粒子を微量。

゜
2m 
l 
1: 60 
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柱穴・貯蔵穴・壁溝は確認て‘‘きなかった。

遺物はすべてピットから出土した。 1~9は須恵器

て、すべて末野産てある。底部の切り離しは回転糸切

第41図第24号住居跡pI遺物出土状況

勺`

B
-

a 

B 
5 6 

二
第42図 第24号住居跡出土遺物

口口；；／

ロロン／
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＼ーン

□ 10 

〔コー7

宮ヶ谷戸遺跡

りてある。 10・ llは土師器て‘ある。 10は小型の台付甕

て、内外面ともに煤が付着している。ほかに土錘が2

点出土している。

ロンロこノ

〇 1m 

1,30 

口
ーご巴し

ーロニ□r.1

三ー一「プ，

0 10cm 

1 : 4 

第42図 第24号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12.0) C'H'l A 暗灰 20% ピット 1 末野産

2 坪 (12. 6) (3.6) (5.2) C'DFH'I A 灰白 25% ピット 1 末野産

3 坪 12.8 4.5 4.6 CEH'I A 灰黒 55% ピット 1 末野産

4 坪 (12.8) 4.5 5.2 CH'l A 灰黒 50% ピット 1 末野産

5 高台坪 14.0 5.9 6.5 CDH'I A 灰白 90% ピット 1 末野産

6 高台坪 6.6 BC'DGH' C 淡褐 95% ピット 1 末野産

7 高台坪 6.6 C'EGH' C 灰 90% ピット 1 末野産

8 1IIl (14.0) (2.1) (5.8) CH'I A 灰 30% ピット 1 末野産

， 壺 (11.0) CDH'I D 灰褐 15% ピット 1 末野産

10 甕 (9.0) BC'DH' A 橙 15% ピット 1 内外面ともわずかに煤ける

11 甕 (18.0) BC'DFH' A 浅黄橙 15% ピット 1 内面は煤ける
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第25号住居跡（第43図）

AF-13・14グリッドて‘検出された。住居跡の南東部

を第26号住居跡に、カマド~棺尭部を第31号1打呂跡にそ

第43図 第25号住居跡および出土遺物

れぞれ壊されていた。第21・22• 24号土墟にも床面の

一部を壊されていた。東西5.70m、南北5.15m、深さ

は0.17mてヽ、主軸方位はN-134"-Eて‘ある。

可

SK 24 

B
- ／ 

.,I 

SJ 26 

□ 
第25号住居跡土層説明

1暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子・白色パミスを微量。
2黒褐色土 焼土粒子・炭化物粒子・白色パミスを微饂。
3褐色土焼土粒子・炭化物粒子を少量、白色パミスを微量。
4褐色土炭化物粒子を多量、白色パミスを微星。

三 三

カマド

a褐色土焼土粒子を多蜃、炭化物粒子・白色パミスを微鼠（天井崩落土）
b黒褐色土 焼土粒子を大塁、炭化物粒子を多員、白色パミスを微量（灰層）
c黒褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を多量、白色パミスを微塁。
d褐色土焼土粒子を多塁、炭化物粒子を少量、白色パミスを微塁（掘り方）
e 褐色土焼土粒子・炭化物粒子を少昌、白色パミスを微星（掘り方）

~ill~,/ 
゜

2m 
R 

1:60 

0 10cm 
L I |1:4 

第43図 第25号住居跡出土土器観察表

番号 1器種 1 日径 1器高 1底径 1 胎 土 1焼成 1 色調 1 残存 出±位置•その他

1

2

3
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2

1

 

1

1
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坪

坪

甑

BC'DFH 

BC'DH' 

(8.0) I BC'DH' 

A 黄橙 95% I No. 1 

A 橙 20% 覆土

A にぷい橙 10% 覆土
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覆土は住居跡・土墟に掘り込まれているため観察が

困難て‘あったが、 4層からなる自然堆積て‘あった。覆

土4層中には多量の炭化物粒子が含まれていた。

床面はほぼ平坦てあった。

カマドは西壁やや南寄りに位置していた。袖は地山

の削り出してあった。燃焼部の掘り込みはなく、覆土

下層には焼土粒子を大量に含んだ灰が厚く堆積してい

た。その上層には天井部の崩落土と思われる褐色上が

堆積していた。燃焼部の壁外に出る部分については掘

り方が深く、ピット状に14cm掘り込まれていた。

壁溝は幅約17cm、深さ約12cmて、南西コーナーと第

26号住居跡に壊されている南東コーナ一部を除いて全

周していた。

柱穴・貯蔵穴は確認て‘きなかった。

遺物は床面から 1の土師器の坪が出土した。覆土と

カマドからも少雇出土しており、 2 • 3が実測可能て‘‘

あった。 2の杯は日縁端部に平坦面をもち、浅い沈線

が巡る。

第26~30号住居跡（第44図）

本住居跡群はAE-13・ 14、AF-13・ 14グリッドて‘

検出された。遺構確認時には住居跡のカマドと思われ

る焼土が1ヶ所確認てきたが、攪乱がひどく遺構のプ

ランもつかめないため、住居跡と断定することがてき

なかった。そのためトレンチを 2本入れて調査を開始

したところ、遺物が多鼠に出土したため住居跡て‘ある

ことが始めて判明した。その時点て‘住居跡として確認

てきたのは第26• 27 • 30号住居跡て‘あり、第30号住居

跡についてはカマドカ所窟認て‘‘きていなかった。掘り進

めていった段階て第28• 29 • 30号住居跡のカマドが検

出されたため、そこて本住居跡群が5軒の重複てある

ことが判明した。以上の経過から、各遺構については

住居跡覆土の観察など十分な調査がてきなかった。

本住居跡群は26→27・28→29→30の順て構築されて

いた。第27号住居跡と第28号住居跡の新旧関係はわか

らなかった。遺物は古墳時代後期の第26号住居跡から

は多鼠に出土したが、第27~30号住居跡の平安時代の

住居跡からはあまり出土しなかった。

宮ヶ谷戸遺跡

第26号住居跡（第45~47図）

AF-13・14グリッドて検出された。南側の大半を第

27 • 28 • 29 • 30号住居跡によって切られているが、本

遺構よりも掘り込みが浅いためにかろうじて住居跡の

壁が残っていた。また西壁の一部と床面を第23• 27号

土墟とピット 11によって壊されていた。南北4.80m、

東西4.28m、深さは0.22mてヽ 、主軸方位はN-31°-E

てある。

覆土は 3層からなる自然堆積てあった。全体的に焼

土粒子を多く含んて、いた。

床面は平坦て‘あった。壁はぱ垂直に立ち上がる。

カマドは北壁のやや東寄りに位置していた。袖は地

山の削り出して、壁面はあまり焼けていなかった。燃

焼部は壁外に少し延び、奥壁から緩やかに傾斜してい

た。覆土下層には厚さ約9cmの灰が堆積していた。掘

り方は深さが14cmて‘‘、焼土粒子・炭化物粒子を含む暗

褐色の土によって埋められていた。煙道は検出てきな

かった。

貯蔵穴はカマド右側の北東コーナーに位置し、一部

壁溝と重複していた。長径80cm、短径58cm、深さ 20cm

てあった。遺物は出土しなかった。

壁溝は輻約20cm、深さ約 5cmて‘ヽ 、南壁を除いた部分

に巡っていた。

柱穴は確認て‘きなかった。

遺物はカマドを中心として 4ブロックにわかれて出

士した。出土した上器はすべて土師器て‘ある。カマド

の右側からは 5の小型壺と 6の小型甑が重なって出土

した。 5の外面と 6の内面はやや輻広のエ具によって

T寧にミガかれており、器面は平滑てある。 2点とも

二次的火熱を受けた影響はあまり見られない。左側か

らは13・14・17の甕が出土したが、農作業等により大

半が失われていた。 13は内面に輪積み痕が明瞭にみら

れる。カマド焚日部からは 1• 3の坪、 4の台付鉢、

7 • 8の甑、 10の甕が出土した。 4は胎土に砂粒立を多

く含み、器面が粗い。 10の甕は出土状況をみると、 7

の甑に重なっていたものがカマドの廃絶に伴い横倒し

になったものと思われる。北西コーナ一部からは 2の

- 49-



第44図
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第26~30号住居跡
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第26~30号住居跡土層説明

1暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を少塁、白色バミスを微曇。
2 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子・白色パミスを微量。
3 暗褐色土 焼土粒子を少星、炭化物粒子・白色パミスを微量。
4 黒褐色土 焼土粒子・炭化物粒子・白色パミスを微量。
5褐色土焼土粒子・炭化物粒子を少量、白色パミスを微量。
6褐色土炭化物粒子を多量、白色パミスを微量。
7褐色土焼土粒子を多員、炭化物粒子・白色パミスを微畠。
8 黒褐色土 焼土粒子を大星、炭化物粒子を多鼠。 ゜

2m 
l 
1;60 

杯、 9の甑、 11・12• 15 • 16の甕が出土した。 9の内

面は部分的にヘラミガキが施されている。 口縁端部に

は平坦面をもち、浅い沈線が巡る。ほかに覆土から指

頭圧痕が残る棒状の土製品が出上した。

本1打呂跡は杯類に対し甕・曾肛頁の個体数が多いのが

特徴て‘‘ある。
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宮ヶ谷戸遺跡

町

号住居跡

町

第45図 第26

＇8 ヽ

＼ 

□ > 冒

第26号住居跡土層説明

1暗褐色土焼土粒子を微量。

2暗褐色土 焼土粒子・暗褐色砂を多置。

3暗褐色土焼土粒子を多景。

2m 
， 
1:60 

第46図第26号住居跡カマド

v̀ 

勺

虐）
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5
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B' 

カマド
a 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を微量。

b褐色土焼土粒子・炭化物粒子を少量（灰層）

c 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を微昌。

1m 
I 
1 :30 
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第47図 第26号住居跡遺物出土状況
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宮ヶ谷戸遺跡

第48図 第26号住居跡出土遺物(I)

□ ロ ロ
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第49図 第26号住居跡出土遺物(2)
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第48• 49図 第26号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 胚 13.2 5.5 BC'EG'H A 橙 95% カマドNo.2 

2 坪 16.5 7.4 BC'DG'H' A 橙 95% No13~20、22

3 坪 (17.0) (7.4) BC'DH' A 橙 45% No.26、28

4 台付鉢 BCDEH' A 橙 65% カマドNo.33、34

5 壺 13.0 14.0 BC'DGH' A 橙 95% カマドNo40

6 甑 13.7 14.9 3.5 BCEH A 橙 100% カマドNo.39

7 甑 (22.5) (27.7) (9.0) BC'DH' A 橙 80% カマドNo.7~ 9、11、12、19~28

8 甑 25.3 27.7 8.6 BC'EH A 黄橙 90% No. 2、40、41、カマドNo.1 ， 甑 32.4 33.5 9.0 BC'DH' A にぶい褐 60% No. 3~ 6、10、28、カマドNo.38

10 甕 18.0 34.6 5.4 BC'DEH A 橙 85% カマドNo.3、6~10 

11 甕 17.3 BC'DGH A 黄橙 75% No.18 

12 甕 19.2 BC'DH A にぶい橙 80% No.12、17、20

13 甕 (16.8) 35.7 6.0 BC'DH' A にぶい褐 40% カマドNo.35

14 甕 6.2 BC'DEH A にぶい褐 65% カマドNo.36

15 甕 5.0 BC'DEH A にぶい褐 70% No. 8、9

16 甕 (5.0) BC'DEH A にぷい褐 25% No.26 

17 甕 6.2 BC'DEH' A 橙 50% カマドNo.37
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第27号住居跡（第44図）

AE-13、AF-13グリッドて検出された。第26号住

居跡を切り、第29• 30号住居跡によって1打居跡の大半

を切られていた。そのため今回の調査て‘‘検出てきたの

は西壁部分だけて‘あった。また床面を第27号土堀、ピ

ット 12• 13 • 14 • 15に壊されていた。南北3.27m、深

さは0.07mて‘あった。

第50図 第27• 28号住居跡出土遺物

宮ヶ谷戸遺跡

覆土は 2層からなる自然堆積て‘あると思われる。

床面はほぼ平坦て‘あった。壁は斜めに立ち上がる。

カマド・柱穴・貯蔵穴・壁溝の何れの施設も確認て‘

きなかった。

遺物は覆土から須恵器の破片が少量出土した。 1~

3の須恵器はすべて末野産て‘ある。底部の切り離しは

回転糸切りてある。

SJ 27 SJ 28 

□ □□□/ 
ペー

口

゜
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1:4 

第50図 第27号住居跡出土土器観察表

言号［］：I；衰苔Iで門I：：どIピ百〖］土 I焼：と 1 三i白調 1 言呈 I:;::: 出土位置•その他

第28号住居跡（第44図）

AF-14グリッドて‘検出されに検出てきたのはカマ

ド袖と燃焼部の一部だけてあった。第26号住居跡の覆

土を掘り込んて構築していたために、調査当初は確認

することがて‘‘きず十分な調査がてきなかった。住居跡

第50図 第28号住居跡出土土器観察表

1番号 1器種 1 口径 1器高 1底径 1 胎 土 1焼成1 色調 1残存 1 出土位置•その他

のほとんどを第29• 30号住居跡に切られているため規

模•平面形態は不明て‘ある。

柱穴・貯蔵穴・壁溝は検出て‘きなかった。

遺物は須恵器の破片がカマド周辺から出土したが、

本遺構に確実に伴うかは不明て‘ある。

1 I 坪 |(12.0) I I I C'EH' I A I灰 I 15% Iカマド周辺末野産

第29号住居跡（第51図）

AE-13 • 14、AF-13・ 14グリッドて検出された。

第26• 27号住居跡を切り、第30号住居跡に住居跡の大

部分を切られていた。第28号住居跡との新旧関係はわ

からなかった。また第23• 27号土堀にも切られてい

た。検出てきたのは西壁とカマドの燃焼部だけて‘、北

壁については掘りすぎてしまった。南壁から燃焼部奥

壁まての長さは4.60m、深さは0.09mてあった。主軸

方位はN-43°-Eてある。

床面は平坦て‘‘あった。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

カマドは北壁に位置しており、確認てきたのは燃焼

部の奥壁部分だけてあった。袖は確認てきなかった。

奥壁は火を受け、わずかに赤く焼けていた。

柱穴・貯蔵穴・壁溝は確認て‘きなかった。

遺物は 1• 2 • 3 • 4の須恵器が床面から 5~10cm 

程浮いた状態て‘‘出土した。カマドからは出土しなかっ

た。 1~4は末野産て‘‘ある。 5の蓋は胎土に黒色粒子

を多く含んており、焼成はあまり良くない。

第30号住居跡（第52図）

AE-14、AF-13・14グリッドて‘検出された。第26

号住居跡の覆土を掘り込んて‘構築していたために、カ

マドや北壁の検出が困難て‘あった。第26• 28 • 29号住

居跡を切り、第23号土壊に切られていた。本住居跡群

の中ては一番新しい。また南東・南西コーナーを攪乱
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第51図 第29号住居跡および出土遺物
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第29号住居跡土層説明

カマド

a 暗 褐色土 焼土粒子を多量、炭化物粒子を微晨。
b褐色土焼土粒子を多塁、焼土プロック・炭化物粒子を微塁。

c黒灰褐色土 焼土粒子を多量、炭化物粒子を微量。

三 4

二二二三ニニー、

三冑
゜

2m ， 
1:60 ゜

10cm 
1 :4 

第51図 第29号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (13.0) C'DH' A 灰 15% No. 5 末野産

2 坪 12.4 3.8 5.2 C'EH'I A 暗灰 95% No. 4 末野産

3 高台坪 7.5 C'EGH'I A 灰 80% No.1 末野産

4 高台坪 (9.1) C'EH'I A 灰 40% No. 2 末野産

5 蓋 (19.0) C'EH'J C 灰褐 10% 覆土

第53図 第30号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12.0) (3.5) (5.0) C'EH'I A 暗灰 15% 覆土末野産

2 坪 (13.0) (3.7) (5. 2) C'EH' A 灰 30% 覆土 自然釉が付着末野産

3 坪 (12. 6) (4.0) (6.5) C'GH' C 灰褐 25% 覆土末野産

4 坪 (13.8) C'EH'J A 灰黒 15% 覆土末野産

5 坪 (7.2) C'EGH' A 暗灰 25% 覆土末野産

6 高台坪 (8.2) C'EH'I A 灰 30% 覆土末野産

7 高台坪 7.4 C'DEH'J A 灰 90% 覆土末野産

8 JIII. (16.0) BC'DGH' B 灰褐 10% カマド末野産

9 JIIl (17.2) 3.6 7.0 C'EGH' A 灰白 60% カマドNo.3 末野産

10 甕 (13. 8) AC'H' A 灰黒 20% カマドNo.6 内外面とも自然釉が付着 南比企産

11 杯 (10.6) BCDH' A 黄橙 10% 覆土

12 坪 (12. 4) (6.4) BCDGH' A 黄橙 20% 覆土

13 坪 (13.4) (4.0) (7.1) BC'DGH' A 黄橙 35% カマドNo.5 内面黒色処理

14 甕 (18.0) BC'DFH' A 黄橙 10% 覆土

15 甕 (4.0) BC'DH' A 橙 20% カマドNo.1

16 甕 BC'DFH' A 橙 40% カマドNo2 内面に煤が付着
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宮ヶ谷戸遺跡

第52図第30号住居跡
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によって壊されていた。南北4.20m、東西3.33m、深

さは0.07mて‘、主軸方位はN-48'-Eてある。

床面は平坦てあった。

カマドは北壁東寄りに位置していた。袖は確認て‘き

なかった。燃焼部は壁外に長く延び、最下層には灰層

があった。遺物は須恵器の皿・甕と土師器の坪・甕が

出土した。掘り方は深さが23cmて‘あった。

柱穴・貯蔵穴・壁溝は確認て‘きなかった。

遺物はカマド燃焼部から 9• 10の須恵器と 13• 15 • 

16の土師器が出上した。ほかは全て覆土からの出土て‘‘

ある。須恵器の 1~9は末野産て＼底部の切り離しは

回転糸切りてある。 10の甕1点だけが南比企産て‘‘あっ

た。内外面には自然釉が付着している。外面にはわず

かに斜位の平行叩き目が残る。 13の杯は内面は丁寧に

ミガかれており、黒色処理が施されいる。ほかに覆土
撹乱

から土錘が1点出土している。

A
-

A' 

＼第30号住居跡土層説明

カマド

a 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子・白色パミスを微醤。

b暗褐色土 炭化物粒子を少量、焼土粒子・白色バミスを微量。

c 褐色土焼土粒子・炭化物粒子を多星、白色バミスを微晨。

d暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を多蜃、白色パミスを微量。

e黒褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を多景（灰層）

f淡褐色土 黄褐色土プロック・焼土粒子・焼土プロック・炭化物粒子を微量。

第53図第30号住居跡出土遺物
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第54図 第31号住居跡および出土遺物
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第31号住居跡土層説明

1暗褐色土 黄褐色土プロック・白色バミス・焼土粒子・炭化物粒子を微呈。

2淡褐色土 黄褐色土プロックを少量、白色パミス・焼土粒子・炭化物粒子を微量。
3 淡褐色土 黄褐色土プロック・焼土粒子・白色パミスを微量。

4 淡褐色土 黄褐色土プロック・白色パミス・焼土粒子・炭化物粒子を微量。
5褐 色 土 黄褐色土プロック・焼土粒子・炭化物粒子を微量。
6 淡褐色土 黄褐色土プロックを少羅、焼土粒子・炭化物粒子を微量。 ゜

2m 
l 
1:60 
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第31号住居跡（第54図）

AF-13 • 14、AG-13• 14グリッドて検出された。

北側は調査区外にかかり、また地山も流失しているこ

とから本遺構の範囲を確認することはて‘‘きなかった。

第25号住居跡を切り、第32号住居跡・第18号土横に切

られていた。東西5.80m、深さは0.17mて‘‘、主軸方位

はN-47°-Wて‘ある。

ピットは 3本確認て‘きた。そのうち P3は本遺構に

は伴わないと思われる。 P1 • 2のいづれも主柱穴に

第54図 第31号住居跡出土土器観察表

宮ヶ谷戸遺跡

なるかは確認て‘‘きなかった。各ピットの大きさは、 P

1が43cmX30cmX 38cmて‘‘、 P2が26cmX22cmX 16cmて‘

あった。

壁溝は輻約16cm、深さ約9cmて、壁が検出てきた範

囲内ては全周していた。

カマド・貯蔵穴は確認て‘きなかった。

遺物は床面から土師器の 2の坪、 3 • 4 • 6の甕が

出土した。また覆土からは 7の須恵器甕の破片が出土

した。 3段の櫛描き波状文が認められる。

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 (11. 8) (5.7) BC'DH' A 橙 35% III区

2 坪 12.9 4.6 BC'DH A 橙 95% No.22 

3 甕 (22.0) BC'DGH A にぶい褐 25% No. 5、11~13、16

4 甕 (12.0) BC'DEH' A 褐 20% No.17 

5 甕 (18.8) BC'DEH A 浅黄橙 15% II区

6 甕 6.1 BC'DH A にぶい褐 60% No. 6 

7 甕 C'DEH' A 灰 II区

第55図 第32号住居跡および出土遺物
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第32号住居跡土層説明

1暗褐色七 黄褐色土プロック・白色バミスを微量、焼土粒子を若千。

2淡褐色土 黄褐色土プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を若干。

3淡褐色土 黄褐色土プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を微量。
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第55図 第32号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12.0) (4.2) BC'DGH' A 明赤褐 25% No. 7 

2 坪 (13.0) (3.9) BC'DH' A 橙 70% No. 2~ 6 体部外面は黒く変色

3 坪 12.8 4.4 BC'DH' A にぶい褐 65% No.1 多巌の煤が付着

4 坪 14.0 5.4 BC'DGH' A 橙 60% No. 3 体部外面は黒く変色
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第32号住居跡（第55図）

AG-14グリッドて‘検出された。北東コーナ一部は排

水溝掘削のために調査することがてきなかった。北側

は地山の流失により壁の一部が削られていた。第31号

住居跡を切っていた。南北3.30m、東西3.15m、深さ

は0.16mて‘ヽ、平面形態は方形に近い。主軸方位はN-

67°-Eて‘ある。

覆土は 3層からなる自然堆積て‘あった。

床面は地山力所少礫層にあたるため、凸凹していた。

その砂礫層になる東側の床面は若干高かった。

壁溝は幅約17cm、深さ約 9cmて、、東壁と南壁の一部

を除いた部分に巡っていた。

カマド。柱穴・貯蔵穴は確認て‘きなかった。

遺物は土師器が少量出土した。床面からは 1~4の

杯が出土した。 2~4は日縁部は外傾し、中位にヨコ

ナデによる浅い段をもつ。 2 • 4の体部外面は黒く変

色しており、 3は内面に多羅の煤が付着している。

第33号住居跡（第56図）

AF-14グリッドて検出された。住居跡の中央部を横

切るように攪乱があるため遺存状態は良くなかった。

カマドの大部分を第28。30号土墟によって壊されてい

た。また北東コーナーも第19• 29号土堀、 ピット 16に

壊されていた。東西4.85m、南北3.46m、深さは0.11

mて＇、、主軸方位は N-55'-Eてある。

覆土は遺構の遺存状態が悪く、攪乱もひどいために

観察することがてきなかった。

床面は平坦て‘あった。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

カマドは東壁やや南寄りに位置していた。焚口を第

28号土壊、燃焼部左壁を第30号土漿によってそれぞれ

壊されていたため、覆士の観察はてきなかった。調査

て‘検出て‘‘きたのは燃焼部の右壁だけてあり、袖は確認

てきなかった。

柱穴・貯蔵穴．壁溝は確認て，，きなかった。

出土遺物は土師器の破片が少鼠出土したが、図示て，，

きるものはなかった。

物も出土していない。

また時填月を判断てきるような遺

第56図
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第57図
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第34号住居跡土層説明

1暗 褐 色 土 黄褐色土プロックを少贔、焼土粒子・炭化物粒子を若干。

2淡黄褐色土 黄褐色土プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を若干。

゜
2m 
＇ 1 : 60 

第59図 第34号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口 径 器高 底径 胎 土 焼成 色調

1 坪 (11. 4) BC'DGH' A 橙

2 坪 (12. 4) BC'H' A 浅黄橙

3 鉢 (21. 6) BC'DH' A 浅黄橙

4 甕 21.1 33.4 5.1 BCEGH A 橙

5 甕 (23.0) BC'EGH A にぶい橙

宮ヶ谷戸遺跡

第34号住居跡（第57• 58図）

AE-14グリッドて検出された。平安時代に構築され

た第35• 36 • 42号住居跡、

半分近くを壊されていた。

ピット 17によって1主居跡の

また南北方向に走る噴砂の

影響て西半分の壁やカマドが歪んてゞいるようてある。

噴砂・攪乱により壁の一部を壊されていた。東西5.50

mて□南北はカマドを中心と考えた場合4.8m程て‘あっ

たと思われる。深さは0.15mて‘あった。主軸方位はN

-62°-Wて‘ある。

覆土は 2層からなる自然堆積て‘あったと思われる。

床面は住居跡の中央がわずかに高かった。壁はほぱ

垂直に立ち上がる。東壁は攪乱のため確認てきなかっ

た。

カマドは西壁に位置していた。左袖は第35号住居跡

によって壊されていた。袖は地山の削り出して＼壁面

は奥壁にかけて赤く焼土化していた。燃焼部は掘り込

みは袖に沿って細長く、深さは12cmてあった。壁外て‘‘

開き気味に一段立ち上がり、 そこから傾斜をつけて掘

り抜かれた煙道へと至る。燃焼部の覆上下層には厚さ

13cmの灰が堆積していた。 b層には多量の砂沫立子を含

んて、いた。掘り方は確認て‘‘きなかった。焚日からは土

師器の甕が横倒しになって出土した。

柱穴・貯蔵穴・壁溝は確認て‘‘きなかった。

遺物は覆土とカマド周辺の床面から出土した。 1. 

2の土師器杯と 3の鉢は覆土から出土した。何れも残

存率が低い。 4の甕はカマド焚口から出土しており、

ほぱ完形て‘ある。

残存 出土位置•その他

15% 覆土

25% I区

45% 覆土

95% カマドNo.1 

30% カマドNo.2 
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第58図第34号住居跡カマド
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第59図 第34号住居跡出土遺物
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カマド

a 暗褐色土 白色パミスを多量、焼土プロックを少塁。

b 暗褐色土砂粒を多星。

c 暗赤褐色土焼土プロックを多羅。

d暗褐色土 焼土粒子・焼土プロックを多量、炭化物粒子を少蓋。

e 赤褐色土 焼土粒子・焼土プロックを多醤。

f暗赤褐色土 砂粒・焼土粒子・焼土プロックを多量。
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宮ヶ谷戸遺跡

第60図第35~40号住居跡
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第35号住居跡土層説明

1淡褐色上 黄褐色土粒子・白色パミスを微量、焼土粒子・炭化物粒子を若干。

2淡褐色土 黄褐色土プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を若千。

3褐色土砂粒を多畠、黄褐色土プロックを微量。

4 淡黄褐色土 黄褐色土プロックを多呈。

カマド

a 暗褐色土 黄褐色土粒子・焼土粒子・焼土プロックを微量（天井崩落土）

b 淡灰褐色土 焼土粒子・焼土プロックを少量、炭化物粒子を微塁。

c 淡褐色土 焼土粒子・焼土プロックを少昌、炭化物粒子を微量（掘り方）

d淡褐色土 黄褐色土プロックを少量、焼土粒子を微量（掘り方）

第36号住居跡土層説明

カマド

a 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を少畠。

b 暗褐色土 焼土プロック・炭化物粒子を微量。

c 暗灰褐色土 白色パミス・焼土粒子を微量。

d 暗灰褐色土 黄褐色土粒子・白色パミスを微量（掘り方）

第 39号住居跡士層説明

カマド

a 暗褐色土 焼土粒子を少呈。

b 暗褐色土 黄褐色土粒子・焼土プロック・炭化物粒子を少呈。

c 暗赤褐色土 焼土プロックを多贔。

d褐色 土 黄褐色土プロックを多量、焼土粒子を少量（掘り方）

゜
2m 

1:60 
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第61図 第35• 36号住居跡出土遺物(I)
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宮ヶ谷戸遺跡

第62図 第35• 36号住居跡出土遺物(2)

ロニニ三

口

こ 33

口
□~35 

□□/ 
□ 39 

~40 

ロ心 □□□46

□ 44 ロ〔 47

□言二〖 41

□ 42 □□□ 45 口／二，

：
 

51 

゜50 

10cm 

1:4 

第35号住居跡（第60図）

AE-14グリッドて‘検出された。第34• 36 • 37 • 40 

号住居跡を切り、第39号1打呂跡に切られていた。第38

号住居跡との新旧関係はわからなかった。東壁の一部

は噴砂に壊されていた。東西5.55m、南北5.37m、深

さは0.31mて、主軸方位はN-56"-Eてある。

覆土は 4層からなる自然堆積て｀あった。

カマドは東壁北寄りに位置していた。柚は地山の削

り出して‘、右柚はよく残っていなかった。燃焼部の掘

り込みは浅く、灰層が薄くあった。その上には天井崩

落土と思われる暗褐色土が堆積していた。

ピットは 3本確認てきたが、掘り込みも浅く何れも

柱穴にはならないものと思われる。

柱穴・貯蔵穴・壁溝は確認て‘きなかった。

遺物は覆土から土師器・須恵器とも多く出土した。

第36号住居跡と共に遺物を取り上げてしまったのて‘‘、

本遺構に確実に伴うといえるのは10• 16 • 19 • 36 • 51 

だけてある。須恵器は 4• 5 • 8~10 • 13 • 14 • 31が

南比企産て，，、ほかは全て末野産て‘ある。 18• 24は灰釉

陶器て‘‘ある。 51• 52は甑の把手と思われる。
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第61• 62図 第35• 36号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 昇 (11.6) (3.4) (5.4) C'H'IJ' A 暗青灰 20% カマド末野産

2 坪 (11.8) C'EH' A 灰 20% 覆土末野産

3 昇 (11.8) (3. 7) (6.2) C'H’I A 灰白 15% II区末野産

4 昇 (11.8) AC'DH' C にぶい褐 20% I区南比企産

5 杯 (11.8) (3. 7) (6.0) AC'DH' A 灰 20% 覆土南比企産

6 坪 (12 0) (3.1) (5.2) C'DEH' A 灰白 35% II区末野産

7 坪 (12.0) 3.3 (6.0) C’EH'I A 灰 40% 覆上末野産

8 昇 (11 8) (3. 7) (5.4) AC'H' A 灰 25% 覆土南比企産， 杯 (12 8) (3. 7) (7.0) AC'H'J A 灰 15% 覆土火欅痕あり 南比企産

10 坪 12.6 3.8 6.7 ACDH']' A 灰 100% No. l 内面火欅痕あり 南比企産

11 坪 (13.2) 4 2 5.2 C'EH'IJ A 灰白 50% 覆土末野産

12 好 5.0 C'H'I A 灰 70% 覆土末野産

13 坪 (5.6) AC'DH' A 灰白 25% II区南 比企産

14 杯 (13 6) AC'DH' C にぶい赤褐 20% II区南比企産

15 坪 (13.8) C'FH'IJ A 灰 20% 覆土末野産

16 高台杯 (13.2) (4.4) (6 1) C'EH'I A 暗青灰 20% No. 8 末野産

17 高台杯 (7.0) C'DH'I A 灰白 25% II区末野産

18 高台坪 (7.0) C'EGH'I A 荼褐 80% カマド末野産

19 高台坪 (6.6) C’H']' A 灰 55% No. 4 末野産

20 高台坪 9.1 C'EH'J A 灰 50% II区末野産

21 皿 (13.2) (2 3) (5.6) C'EG'H’I C 灰白 10% 覆上末野産

22 皿 (14.0) (2.6) (7.0) C'DG'H' C 褐灰 20% ピット 1 末野産

23 皿 (13. 9) (2 2) (6.0) C'EH'I A 暗青灰 15% ピット 1 末野産

24 坪 (10.4) C'H'J' A 灰白 20% II区末野産

25 芸而 (15.0) C'H'IJ' A 灰 40% カマド 末野産

26 芸p (16.6) C'EH'IJ' A 灰 35% 覆土末野産

27 芸m (18.2) AC'DEH' C にぶい褐 50% カマド末野産

28 甕 (18 0) C'DH'J' A 灰白 20% 覆土末野産

29 甕 (23.0) C'EH'I A 灰 35% I区末野産

30 珈平 C'DEH'I A 灰 ％ IV区 口縁部に波状文末野産

31 甕 (13.0) AC'H' A 灰 25% 覆土南比企産

32 坪 (11.2) (3.1) BC'DH' A 橙 40% 覆土

33 杯 (12.0) (3.1) BC'DH' A 橙 35% カマド

34 昇 (12.6) BC'DG'H' A 橙 35% 覆土

35 坪 (14.4) BC'H' A 橙 25% I区

36 杯 12.4 4.1 5 5 BC'DG'H' A にぶい褐 85% No. 3 

37 高台坪 (13.4) (5.4) (6.2) BC'FH' A にぶい橙 20% II区

38 鉢 (17.4) (5.6) (8 2) BC'DG'H' A にぶい橙 40% No.IO 

39 甕 (10.6) BC'DH' A 黄橙 30% 覆土

40 甕 (11.0) BDG'H' A 橙 20% カマド

41 甕 (12.8) BC'DH’ A にぶい褐 20% IV区

42 甕 (13.6) BC'DGH' A 橙 15% 覆土

43 甕 (13.2) BC'DH' A 橙 25% 覆士

44 甕 (15.0) BCDH A 橙 20% 覆土

45 甕 (17.0) BC'DG'H' A 橙 20% 覆土外面は煤ける

46 甕 (17.4) BC'DG'H' A にぶい褐 15% カマド

47 甕 (18.4) BC'DG'H' A 橙 15% 北ベルト

48 珈平 (4.2) BC'DG'H' A 橙 20% カマド

49 甕 (7.8) BC'DH' A にぶい橙 45% 覆土 内外面とも煤ける

50 鉢 (26.2) BC'DG'H' A 橙 25% カマド 外面全体が煤ける

51 把手 BC'DH' A 橙 No. 2 

52 把手 BC'DH' A にぶい褐 覆土
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第36号住居跡（第60図）

AE-14グリッドて検出された。第35号住居跡に本遺

構の大半を壊されているため、検出てきたのはカマド

の燃焼部だけて‘あった。住居跡の壁は一部第35号住居

跡と重複していたとも考えられる。第34号住居跡を切

っていた。

カマドの燃焼部は壁外に長く延びていたものと思わ

れる。輻0.68m、深さは0.27mてあった。支脚は安山

石が用いられ、かなり赤く焼けていた。

柱穴・貯蔵穴・壁溝は検出て‘きなかった。

遺物はカマドから38のロクロ調整の土師器坪が出土

した。ほかに土錘が2点出上している。

第63図 第37号住居跡出土遺物

□ 主 2

宮ヶ谷戸遺跡

第37号住居跡（第60図）

AE-14・15グリッドて検出された。南側は調査区外

にかかるため全体を調査することはてきなかった。第

40 • 42号住居跡を切り、第35• 39号住居跡に切られて

し、た。

床面は平坦て‘あった。覆土は観察て‘きなかった。

カマドは東壁に位置していた。袖は地山の削り出し

てあった。燃焼部最下層には灰層が確認てきた。

柱穴・貯蔵穴・壁溝は検出てきなかった。

遺物はカマドから少量出土した。 1• 2の須恵器は

末野産て、底部の切り離しは回転糸切りてある。 3は

灰釉陶器の長頸壺の破片て、、胎士はきめ細かい。

□□ □¥ 
゜

10cm 

＇ 1:4 

第63図 第37号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 高台坪 (13.8) 5.6 5.8 C'EG'H'I D 褐灰 80% No. 4 末野産

2 断台坪 6.7 C'EH'IJ' A 灰白 80% No. 3 末野産

3 長頸壺 C'J' A 灰白 15% 覆土

4 甕 (13.0) BC'DH' A 橙 20% 覆土外面に多量の煤

第38号住居跡（第60図）

AE-14グリッドて検出された。第39号住居跡に切ら

れていた。第35号住居跡との新旧関係はわからなかっ

た。調査て‘きたのは北西コーナ一部分て、、深さは0.22

mてあった。

第64図 第38• 39号住居跡出土遺物

こ SJ 39 

¥ 
1 

疇iは平坦て‘あった。覆土の観察はてきなかった。

カマド・柱穴・貯蔵穴・壁溝は今回の調査区内から

は検出て‘きなかった。

遺物は覆土から 1の灰釉陶器の高台杯が出土した。

焼成は良好て＼胎上もきめ細かい。

こ 2

＝ーミニ冒-＝ブ

゜
10cm 

1:4 

第64図 第38号住居跡出土土器観察表

番号 1器種 1 日径 1器高 1底径 1 胎 土 I焼成 I 色調 I残存 出土位置•その他

1 I高台坪 7.1 I C'H' Al灰白 45% I No. 2 
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第39号住居跡（第60図）

AE-14グリッドて‘検出された。住居跡のほとんどが

調査区外に延びているため、検出て‘‘きたのはカマドだ

けてあった。第35• 36 • 37 • 38 • 40号住居跡を切って

おり、本住居跡群の中ては一番新しい。

カマドは調査区壁際て‘検出された。壁際は攪乱を受

けていたのて、、確認て‘‘きたのは燃焼部奥壁の部分だけ

てあった。住居跡壁外に延びていたものと思われ、壁

面は僅かに赤く焼けていた。支脚には安山石が使用さ

れていた。覆土最下層には灰があった。

柱穴・貯蔵穴・壁溝は今回の調査区内からは検出て‘

きなかった。

遺物は須恵器の破片が少鼠出上した。 1~3は末野

産て‘‘ある。ほかに用途不明の鉄製品が2点出土した。

第64図 第39号住居跡出土土器観察表

1番号 1器種 1 日径 1 器高 1 底径 1 胎 土 I焼國色調 I 残存 出土位置•その他

1 坪

2 高台坪

3 I JIIl I c13. s) 

(5.4) I C'DEH 

(8. 2) I C'DH'I 

C'DH' 

A 灰

A 灰

A 灰褐

50% 覆土末野産

35% 覆土末野産

15% 覆土末野産

第40号住居跡（第65図）

AE-14・15グリッドて検出された。住居跡の大半が

調査区外にかかるため、全体を調査することがてきな

かった。第35• 37 • 42号1±J因跡に壊されていた。深さ

は0.22mて‘‘、主軸方位はN-35'-Wて‘ある。

覆土は観察て‘きなかった。

カマドは北壁に位置していた。他の遺構に壊されて

いたため、燃焼部の掘り込みだけが確認てきた。深さ

第65図 第40号住居跡および出土遺物

、V

ー

は28cmて、最下層には灰が薄く堆積していた。 e層は

掘り方にあたる。

ピットは 1本確認てきた。長径80cm、短径30cm、深

さ20cmて‘あった。

柱穴・貯蔵穴・壁溝は検出て‘‘きなかった。

遺物は覆土から土師器・須恵器片が少贔出上した。

1 • 2は混人品と思われる。 1の須恵器高台杯は末野

廂て、底部の切り離しは回転糸切りてある。

A _ _,  A' 
'-31.50 d —• 

宣冒
B 
~31.30 

B' 

冒

第40号住居跡土層説明

カマド

a暗黄褐色土 黄褐色土粒子・焼土粒子を少量。

b 暗褐色土 黄褐色土プロック・焼土プロックを微量。

c明褐色土 黄褐色土粒子を多星。

d赤褐色土 焼土プロックを多量、黄褐色土粒子を微量。

e暗灰褐色土 黄褐色土プロック・焼土粒子を少昌。

゜
2m 
＇ 1:60 

こ→
/ 2 ゜

10cm 

1:4 

第65図 第40号住居跡出土土器観察表

番号 1器種 1 口径 1 器高 1 底径 1 胎 土 1焼成1 色調 I 残存 出土位置•その他

1 1高台坪
2 甕 Ic19.6) 

(6.8) |C'DFH' I D 1にぷい褐 1 20％覆土 末野産

BC'DGH' I A 橙 10% 覆土
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第41号住居跡（第66図）

AE-14・ 15、AF-14• 15グリッドて検出された。

第42号住居跡に住居跡の大部分を壊されていたため、

確認てきたのは北壁の一部だけてあった。深さは0.12

mて‘あった。

床面は平坦てあった。覆土は観察て‘‘きなかった。

カマド・柱穴・貯蔵穴．壁溝は確認てきなかった。

遺物は北西コーナーの床面から 7cm浮いた状態て‘‘銅

製の耳環が 1点出土した。本遺構からは土器がまった

く出土しなかった。

第42号住居跡（第66• 67図）

AE-14 • 15、AF-14• 15グリッドて検出された。

第41号住居跡の覆土を深く掘り込んて構築されてい

た。第34• 37 • 40号住居跡を切り、第43号住居跡に切

られていた。南西コーナーは調査区外にかかるため調

査がて‘きなかった。南北3.09m、東西4.25m、深さは

0.18mて‘、平面形態は東西に長い長方形をしていた。

主軸方位はN-3T-Wて‘ある。

宮ヶ谷戸遺跡

覆土は 2層からなる自然堆積てあった。

カマドは北壁の中央に位置していた。袖は短く、地

山の削り出してあった。燃焼部は住居跡の壁外に延び

ており、壁面は僅かに赤く焼けていた。掘り込みは浅

く、最下層には灰が5~15cmの厚さて堆積していた。

煙道は長く、傾斜をつけて掘り抜かれていた。焚日か

ら燃焼部にかけて土師器が少蟄出土した。掘り方は深

さ27cmて、焚日の部分は一段浅かった。

壁溝は幅約17cm、深さ約4cmて‘‘、南壁と東壁に巡っ

ていた。

柱穴・貯蔵穴は確認てきなかった。

遺物はカマドと覆土から出土した。カマドから出土

した土器は 4• 5の須恵器と 8• 11~13の土師器て‘あ

る。ほかは全て覆土から出土したものて＼残存率が低

い。須恵器は 1と2が南比企産て‘‘、 3 ~ 5が末野産て‘‘

ある。底部の切り離しは回転糸切りてある。 7• 8の

土師器の杯は内面に放射状の暗文が施されている。

第66図第41• 42号住居跡

叫
v̀ 

.,l 

＜
 

／
 

SJ 42 

＜
 

SJ 43 

g
 

第42号住居跡土層説明

1淡褐色土 白色パミス・焼土粒子・炭化物粒子を微羅。

2暗褐色土 黄褐色土プロック・白色パミス・焼土粒子・炭化物粒子を微蜃。 ゜
2m 

＇ 1:60 
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第67図第42号住居跡カマド

勺 勺

ー

孔 "'I 

カマド

a 淡褐色土 黄褐色士プロック・白色パミスを微量、焼七粒子・炭化物粒子を若干。
b 淡褐色士 黄褐色土プロック・焼土粒子・炭化物粒子を微饉。
c 淡灰褐色土 黄褐色土プロック・焼土粒子・焼土プロック・炭化物粒子を少贔。
d 淡灰褐色土 黄褐色土プロックを少量。

e 淡黄褐色上 黄褐色土プロックを多量、焼土粒子・炭化物粒子を若干（掘り方） ゜
1m 

1 C 30 

第68図 第42号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (15.2) AC'DH' A 灰 15% 覆土南比企産

2 坪 6.8 C'H'IJ A 暗灰 80% 覆土末野産

3 蓋 (15.0) AC'EH' A 灰 20% 覆土南比企産

4 芸＂＂ (16.2) 2.5 (6.6) C'EH'J' A 灰 50% No. 5 末野産

5 甕 C'EH' A 灰 No. 9 末野産

6 坪 (14. 6) (4.0) BC'EG'H A 橙 25% 覆土

7 坪 (13.0) BC'DH' A 橙 15% 覆土

8 坪 (16.0) BC'DG'H' A 橙 15% カマド， 坪 (14.0) BC'DG'H' A 橙 35% 覆土

10 杯 (15.2) 4.4 BC'DH' A 橙 45% 覆土

11 坪 (17. 6) BC'DG'H' A 黄橙 30% No. 4 

12 甕 (22.0) BC'DH' A 橙 45% カマドNo1 ~ 3 

13 甕 (22.6) BC'DH' A 橙 55% No. 6~ 8 

14 甕 (24.0) BC'H' A 橙 40% 覆土

15 甕 (6.8) BC'EGH' A 浅黄橙 25% 覆土

16 羽釜 (21.8) BC'EH A 橙 10% 覆土
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宮ヶ谷戸遺跡

第68図 第42号住居跡出土遺物
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第43号住居跡（第69図）

AF-14・15グリッドて検出された。南側は調査区外

にかかるため全体を調査することがてきなかった。第

42号住居跡を切り、第44号住居跡、第35号土堀に切ら

れていた。北壁は第42号住居跡と重複していたため、

壁を壊してしまった。覆土の観察からほほ破線の位置

，
 

一―
-
]
[
 

ニ

。
10cm 

1: 4 

てあったと思われる。南壁は第44号住居跡に壊されて

いた。カマド左の東壁は右の壁とくらべ東に44cm大き

く膨らんて、いた。南北は推定4.33m、深さは0.37mて‘‘

あった。主軸方位はN-5T-Eてある。

覆土は 3層からなる自然堆積て‘あった。

床面は平坦て‘‘、壁はほぼ垂直に立ち上がる。
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カマドは東壁のやや北寄りに位置していた。柚は地

山の削り出して‘‘、右袖は確認てきなかった。燃焼部は

住居跡の壁外に延びていた。掘り込みは浅く、壁面の

一部は焼土化していた。すぐ右の床面直上には灰層が

薄く堆積していた。

ピットは 3本確認てきたが、 どれも掘り込みが浅く

柱穴とは思えない。各ピットの大きさは、 Plが85cm

X72cmX 5 cmて‘、 P2が90cmX85cmX 10cmて‘、 P3が

58cmX 55cmX 12cmてあった。

壁溝は輻約25cm、深さ約12cmて、北壁にのみ巡って

いた。

村穴・貯蔵穴は確認て‘‘きなかった。

遺物は覆土から多く出土した。大半が床面から 5~

10c叫涅浮いており、床面から出土したものは 2• 5 • 

8 • 13 • 18 • 23だけてあった。須恵器は11を除いたす

べてが末野産て、、底部の切り離しは回転糸切りてある。

11は南比企産て‘ある。土器のほかに北東コーナーの床

面から滑石製の紡錘車が1点出土している。

第69図 第43号住居跡
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第43号住居跡土層説明

1淡褐色十 白色パミス・焼土粒子・炭化物粒子を微贔。

2暗褐色土 黄褐色土プロック・白色パミス・焼土粒子・炭化物粒子を微量。

3 淡褐色上 黄褐色土プロックを少量、焼土粒子を微景、炭化物粒子を若干。

4褐色土黄褐色土プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を微星。

カマド

a 淡 褐 色 土

b 暗赤褐色土

c 淡灰褐色土

黄褐色土プロックを少呈、焼土粒子・炭化物粒子を微置。

焼土粒子・焼土プロックを多量。

黄褐色土プロック・焼土粒子を少量、炭化物粒子を微量。
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宮ヶ谷戸遺跡

第70図 第43号住居跡出土遺物
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第70図 第43号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12.4) C'EH'I A 灰 20% II区末野産

2 坪 (12.8) 4.0 (5.0) C'EH'I A 青灰 50% Nol6 末野産

3 坪 (15. 2) C'EH'J' A 灰白 10% 覆土末野産

4 坪 (14.4) 6.1 (6.6) C'EH'I A 青灰 45% II区未野産

5 高台坪 (13.4) 5.5 (7.2) C'H'IJ A 青灰 50% No. 3、4 末野産

6 高台坪 15.1 6.6 6.5 C'H'IJ' A 灰 95% 覆土末野産

7 高台坪 7.6 BC'DH'J D 黄橙 80% 覆土末野産

8 高台坪 7.7 C'EGH'I C 灰褐 80% No15 末野産
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番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

， Jill (14.0) (2.3) (5.8) C7EH'I A 青灰 40% 器土末野産

10 皿 15.0 2.5 6.4 C'H'IJ' A 青灰 80% カマド末野産

11 蓋 (14.0) C'H'J' A 灰 10% 覆土南比企産

12 壺 (13. 6) C'EH' A 灰黒 20% III区末野産

13 甕 (23.0) C'EH'I A 青灰 40% 覆土末野産

14 牙 (12.0) BC'DG'H' A にぶい橙 15% 覆土

15 坪 (11.0) BC'DH' A 浅黄橙 20% 覆土

16 甕 (10.8) BC'DH' A 橙 15% II区

17 甕 (18.8) BC'DGH A 橙 25% 覆土

18 甕 (19.8) BC'DFH' A 橙 30% No.10 

19 甕 19.8 BC'DGH' A 橙 75% No. 5、8

20 甕 (20.4) BC'DEH' A 橙 25% No. 7 

21 甕 (3. 3) BC'DG'H' A にぶい橙 30% I区

22 甕 (4.0) BC'DH' A 橙 30% III区
23 甕 BC'DGH' A 橙 80% No. 5 

24 甕 (10.8) BC'DGH' A 橙 60% 覆土

第44号住居跡（第71図）

AF-14・15グリッドて‘検出された。南側は調査区外

にかかるため全体を調査することがてきなかった。第

43号住居跡を壊して構築していた。第43号住居跡と重

複している北西コーナー部分は、掘り過ぎてしまった

＜・

第71図第44号住居跡
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ため壁を確認することがてきなかった。深さは0.28m

て、第43号住居跡の床面の高さとあまり変わらなかっ

た。カマドが東壁の中央にあったと想定すると南北の

規模は4.Sm前後て＼形態は方形に近かったと思われ

る。主軸方位はN-68°-Eて‘‘ある。

勺 <̀ | 

B —31.80 
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<| 
第44号住居跡土層説明

1淡褐色土 黄褐色土プロック・白色パミスを微量、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
2褐色上 黄褐色土プロックを少量、白色パミス・焼土粒子・焼土プロックを徴量。
3暗褐色土 焼土粒子・焼土プロックを少最、黄褐色土プロック・炭化物粒子を微量。
4 淡褐色土 黄褐色土プロック・白色パミスを微量、焼土粒子・炭化物粒子を微量。
5褐色土黄褐色土粒子を少量、焼土粒子・炭化物粒子を微量。
カマド

a 褐 色 土 黄褐色土プロック・焼土粒子・焼土プロック・炭化物粒子を微屋。
b 淡灰褐色土 焼土粒子・焼土プロックを少塁、炭化物粒子を微量。
c 灰褐色土 焼土粒子・焼土プロック・炭化物粒子を微塁。

0 2m 
1 • 60 
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第72図 第44号住居跡出土遺物
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覆土は 3層からなる自然堆積てあった。

床面はカマド燃焼部周辺が僅かに低かった以外は、

ほぼ平坦て‘あった。

カマドは東壁に位置していた。袖は確認てきなかっ

た。燃焼部は住居跡壁外に延び、天井部が僅かてはあ

るが残存していた。壁面はかなり火熱を受けていたよ

うて‘‘焼土化していた。掘り込みはやや深く、最下層に

は厚さ 4~13cmの灰層が堆積していた。掘り方は深さ

5 cmて、カマド C層がそれにあたる。

ピットは調査区壁際に 1本確認てきた。径110cm、深

さは36cmてあった。柱穴とは考えられなかった。

柱穴・貯蔵穴．壁溝は今回の調査区内からは検出て‘

きなかった。

第72図 第44号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 上 焼成 色調

1 坪 (12.0) C'EH' A 灰

2 坪 (12.6) (3. 5) (5.6) C'DEH'J A 灰

3 坪 (12.6) 3.7 5.7 C'EH' A 灰

4 坪 (14.4) 6.1 (6.6) C'EH'I A 青灰

5 坪 12.8 4.3 5.9 ABC'DH' A 灰白

6 坪 12.0 3.6 5.3 C'EH'I D 黄橙

7 坪 (13.0) (3.3) (5.4) C'EH'I D 黄橙

8 杯 6.0 C'EH'I A 灰， 坪 (15.0) C'DH'IJ A 灰褐

10 高台坪 6.9 C'EH'J A 灰

11 高台坪 7.4 C'EH'IJ A 灰白

12 皿 (14.4) C'EH'J' C 灰褐

13 皿 (15. 8) (3.0) (6.2) C'EH'J A 灰白

14 、II[ 19.7 3.1 8.7 C'EH'IJ A 青灰

15 壺 (9.0) C'H'J' A 灰

16 壺 (11.0) DH'J' A 灰白

17 罪士 (14.0) C'H' A 灰

18 把手 C'D A 灰白

19 甕 (21.4) C'EH'I A 暗青灰

20 甕 (12.0) C'EH'I A 暗青灰

21 甕 CEH'I A 灰黒

22 坪 (11.2) BCDFH' A にぶい橙

23 坪 (14.0) (3.2) BC'DEG A 黄橙

24 壺 (8.8) BC'DH' A 橙

25 甕 (9.6) BC'DH' A にぶい橙

26 甕 (13. 8) BC'DEH' A 橙

27 珈年 (15.0) BC'DH' A 橙

28 甕 (14.6) BC'DH' A 橙

29 甕 (4.6) BC'DFH' A 黄橙

30 甕 BC'DH' A 橙

31 甕 (11.9) BC'DH' A 橙

遺物は覆土から多量に出土した。カマド燃焼部の灰

層の上から 6の須恵器の杯と 23の土師器の杯が出土し

た。遺物は須恵器片の出土量が多く、僅かてはあるが

灰釉陶器片もみられる。須恵器は 5を除いてすべて末

野産て‘あり、 5の杯だけが南比企産てあった。底部の

切り離しは回転糸切りてある。 14の1lILはひどく歪んて‘

いる。 15~18は灰釉陶器て‘ある。 15~17は長頸壺のロ

縁部の破片て‘‘、 17には濃緑色の釉がかかっている。 18

は提瓶の把手の部分と思われるが、定かてはない。表

面には浅い沈線が認められる。 26~28は「コ」の字日縁

甕て、何れも日縁部の屈曲が強い。土器のほかに覆土

上層から「田」の文字が線刻された滑石製の紡錘車と刀

子の茎片が出土している。

残存 出土位置•その他

15% I区末野産

15% ピット 1 末野産

30% IV区末野産

45% II区末野産

85% No.4 南比企産

100% No. I 末野産

20% 西ベルト 末野産

45% No.4 末野産

10% 覆土末野産

70% IV区末野産

75% No. 7 末野産

35% 覆土末野産

10% I区末野産

95% No. 5、6 歪みが著しい 末野産

10% IV区

10% IV区

15% 覆土

覆土

25% 覆土末野産

15% III区、IV区末野産

覆土

30% 覆土

25% No 3 

20% III区

30% 覆土

20% 北ベルト

20% III区

25% カマド

30% 覆土

60% III区 内外面とも煤付着

50% No. 2 
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第45号住居跡（第73図）

AG-14・15グリッドて検出された。南西コーナーは

調査区外にかかるため調査てきなかった。床面の大半

は攪乱を受けていた。南北4.26m、東西3.80m、深さ

は0.03mてヽ、主軸方位はN-3T-Wて‘ある。

ピットは南壁際に 1本確認て‘きた。長径69cm、短径

52cm、深さは13cmて‘あった。掘り込みも浅く、覆土の

第73図 第45号住居跡および出土遺物

宮ヶ谷戸遺跡

観察からも柱穴とは思えなかった。

カマド・柱穴・貯蔵穴．壁溝は攪乱を受けていたた

め検出てきなかった。カマドは壊されていた東壁にあ

ったと思われる。

出土遺物は少なく、すべて覆土からの出土てある。

2はロクロ調整の杯て、焼きが悪い。 4の土師器甕は

胴部外面に煤が付着している。
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1淡褐色土 黄褐色上プロック・焼土粒子・炭化物粒子を微晨。

2褐色土 黄褐色上プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
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第73図 第45号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (14.0) BC'DH' A 灰白 15% 覆土

2 坪 (12. 6) C'DFH D 淡褐 10% 覆上

3 甕 (19.8) BC'DG'H' A 橙 15% No. 2 

4 甕 (20.0) BC'DH' A 橙 20% No. 1 外面に煤が付着

第74図 第46号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 蓋 C'DEGH' D 浅黄橙 30% 覆土末野産

2 坪 (11.0) (3.2) BCDGH' A にぶい橙 25% No. 4、5

3 坪 11.2 3.5 BC'DFH' A にぶい橙 100% No. 3 

4 甕 (22.2) BC'DGH' A 橙 20% 覆土

5 甕 BC'DEH A 橙 60% No. 1 
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第46号住居跡（第74図）

AG-14グリッドて検出された。住居跡の大部分を攪

乱によって壊されていたため、検出て‘きたのはカマド

と北壁の一部だけてあった。東壁は地山の流失により

確認て‘きなかった。深さは0.38mて‘、主軸方位はN-

38°-wて‘ある。

カマドは北壁に位置していた。左袖は攪乱を受けて

いた。右柚の先端には芯材として使用された土師器甕

があった。燃焼部の掘り込みはなく、壁面は僅かては

あったが赤く焼けていた。最下層には灰が3~10c叫佳

積していた。

壁溝は幅約17cm、深さ 2cmて‘ヽ 、壁を検出した範囲内

ては巡っていた。

柱穴・貯蔵穴は確認てきなかった。

遺物はカマド袖から 5の甕が、床面から 2• 3の杯

が出土した。 5は火を受け脆くなっている。

第74図 第46号住居跡および出土遺物
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第46号住居跡土層説明

カマド

a 暗褐色土

b 暗褐色七

c 暗褐色土

d褐色土

焼土粒子を若干。

焼土粒子を大量（天井崩落土）

焼土粒子を多星（灰層）

焼土粒子を少量（掘り方）
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b、掘立柱建物跡

第 1号掘立柱建物跡（第75図）

AF-14、AG-14グリッドて検出された。第31号住

居跡を切っていた。南東の隅柱は攪乱のため検出てき

なかった。 P3は第31号住居跡の覆土と共に掘り下げ

てしまったのて‘‘、掘り方しか確認て‘きなかった。規模

は2間X1間て、、桁行2.76m、梁行2.60mて‘あった。

主軸方位はN-58°-Eてある。

第75図第 1号掘立柱建物跡
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第 1号溝（第76図）

AA-10~12、AB-12・13グリッドにかけて検出さ

れた。第 4• 5 • 6号土堀を切っており、南北は調査

区外に延びていた。輻l.OOm、深さは0.28mてあっ

た。

遺物は出土しなかった。

覆土から中世に開削されたものと思われる。

d、土横

今回の調査て‘検出された土城の数は32基て‘あった。

ここては時代が判別て‘‘きた代表的な土壊についてのみ

記載した。また形態状・覆土の観察から掘立柱建物跡

の柱穴と思われるものが単独て‘6基検出されており、

それらも本J頁て‘取り扱うことにした。その他の上墟に

ついては一覧表を参照していただきたい。

宮ヶ谷戸遺跡

覆土の断面観察からは柱穴の痕跡が確認てきなかっ

たことから、柱を抜き取ったものと考えられる。覆土

には僅かてはあったが焼土粒子、炭化物粒子を全体に

含んて‘いた。

柱穴の平面形態は円形または楕円形てあった。大き

さは径16~24cmとほぼ同じだが、深さは 8~27cmとば

らつきがあった。

遺物はまったく出土しなかった。

第 1号掘立柱建物跡土層説明

1淡褐色十 黄褐色士プロック・白色バミスを微蛋、焼土

粒子・炭化物粒子を若干。

2褐色土 黄褐色土プロックを微量、焼上粒子・炭化物

粒子を若干。

3淡褐色土 黄褐色土プロックを少量、焼土粒子・炭化物

粒子を若干。

゜
2m 
1, 60 

第 3号土壊（第77図）

AB-12グリッドて検出された。長軸0.88m、短軸0.75

m、深さは0.37mて‘ヽ 、平面形態は楕円形て‘あった。住

居跡の貯蔵穴て‘ある可能性も考えられたのて、、周辺を

精査してみたが何も確認てきなかった。覆土下層には

焼上粒子、炭化物粒子が少量認められた。

遺物は覆土 1層中から 1• 2 • 3の土師器が出土し

た。 1の杯は日縁端部に平坦面をもつ。 2の壺は内面

に煤が僅かに付着している。

第 7号土堀（第77図）

T-6グリッドて｀検出された。長軸1.30m、短軸0.86

m、深さは0.50mて‘‘あった。長方形て‘‘、主軸方位はN

-14°-Wて‘ある。覆土全体には大量の黄褐色土ブロッ

クが含まれており、人為的に埋め戻されたものと考え

られる。掘立オ杉也物跡の柱穴の可能性が高いが、対応

する他の柱穴は検出てきなかった。
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第 1号溝土層説明

1淡褐 色 土 黄褐色土プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を若干。

2淡橙褐色土 黄褐色土プロックを多量、焼土粒了・炭化物粒子を若干。

第 8号土壊（第77図）

T-7グリッドて‘検出された。長軸0.75m、深さは

0.48mてあった。南側を福川の旧河道によって壊され

ていた。覆土の断面には柱痕が認められ、掘立柱建物

跡の柱穴の可能性が高い。しかし本遺構と軸を同じに

する他の柱穴を検出することがて‘きなかった。覆土は

人為的に埋め戻されていた。

遺物は平安時代の須恵器片が出土した。

第 9号土壊（第77図）

U-7グリッドて検出された。長軸0.76m、短軸0.74

m、深さは0.34mて‘‘あった。不整円形て‘、主軸方位は

N-90°-Eてある。第8号土漿同様に断面に柱痕が認

められたことから、掘立木主建物跡の村がこの可能性が高

い。本遺構と軸を同じにする他の柱穴は検出てきなか

った。覆土は人為的に埋め戻されていた。

遺物は平安時代の須恵器片が出土した。

第1D号土壊（第77図）

V-7グリッドて検出された。長軸0.74m、短軸0.70

m、深さは0.61mて‘あった。形態は方形て‘、主軸方位

はN-56°-Wてある。形態・覆上の観察から掘立柱建

物跡の柱穴の可能性が高い。柱を抜き取り埋め戻した

ものと思われる。本遺構と軸を同じにする他の柱穴は

検出てきなかった。第 4号住居跡を切っていた。

遺物は出土しなかった。

第11号土堀（第77図）

AC-12グリッドて検出された。長軸0.82m、短軸0.56

m、深さは0.48mてあった。乎面形態は長方形て、、底

面は平坦て‘‘あった。

遺物は覆土から 4の土師器甕が出土した。

第13号土堀（第77図）

u-7グリッドて‘検出された。調査区外に延びてい

る。長軸0.56m、深さは0.45mて‘、平面形態は円形て‘‘

あった。形態から掘立柱建物跡の柱穴と思われ、対応

する柱穴は調査区外にあるものと考えられる。

遺物は覆土から須恵器片と土錘1点が出土した。

第14号土凛（第77図）

u-7グリッドて‘検出された。調査区外に延びてい

る。長軸0.60m、深さは0.23mてあった。形態から掘

立柱建物跡の柱穴と思われる。

遺物は覆土から須恵器片が出土した。

第27号土壊（第77図）

AF-13グリッドて‘検出された。第26・27・29号住居

跡を切っていた。長軸1.06m、短軸0.73m、深さは0.27

mて‘ヽ 、楕円形て‘あった。

遺物は覆土上層から 8• 9の上師器甕が出上した。

--80 -



宮ヶ谷戸遺跡

恥＼三／ A ／] A ] 

A 、ロロロ
1.— 

□口：／。上．
ト、、、

!,_3140 _.!,_ 

言

上／／：＼上＼＼28 / L□上

上＇ A' 讐 筐と3180

］ 

2m 
l 

1:50 

- 81 -



第 1号土壊

1淡褐色七 黄褐色上粒子・焼上粒子を微醤、白色パミス・炭化物粒子を若干。

第 2号土城

1淡褐色土 黄褐色t粒子を少羅、焼上粒子を微量。

2淡褐色上 黄褐色土粒-f•焼土粒子を微星。
3淡黄褐色上 黄褐色土プロックを大量。

第3号土壊

1淡褐色土 黄褐色上プロックを少最、白色パミスを微址。

2淡掲色土 黄褐色上プロックを少塁、焼土粒子・白色パミスを微星。
3淡褐色上 黄褐色七プロックを多星、焼土粒子・炭化物粒子を若1ー。
4 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を少贔、黄褐色土プロックを微星。
第4号土壊

1淡褐色土 黄褐色上粒子を少量、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
2淡灰褐色土 黄褐色土粒子を微怪。

第 5• 6号土城

1淡 褐色士 黄褐色tプロックを少品焼t粒-f•炭化物粒子を若干。
2淡橙褐色十＿ 黄褐色士プロックを多犀、焼土粒fを若干。

第7号土墟

1暗褐色土 黄褐色土プロックを微量。

2褐色土黄褐色土プロックを火昌。

3 暗褐色上 黄褐色土プロックを多量。

4黄褐色上 黄褐色土プロックを大星。

5暗褐色上 黄褐色土プロックを大蘊。

第8号土城

1暗褐色t 焼七粒子・炭化物粒子を微呈（柱痕）

2暗褐色t 黄褐色土ブロックを少量。

3 暗褐色土 黄褐色上プロックを多量。

4 黄褐色土粘性有り。

5暗褐色土 黄褐色土ブロックを少羅。

6 黄褐色上粘杵有り。

7褐色土黄褐色土プロックを大星。

第9号土城

1暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を微届（柱痕）

2暗褐色土 黄褐色上プロックを微量。

3 黄褐色土粘性有り。

4暗褐色土 黄褐色土プロックを少娯。

5褐色上黄褐色土プロックを大呈。

第78図土堀出土遺物

□ sk 3 

第 10号土壊

1暗褐色土 黄褐色土プロックを少畠。

2暗褐色土 黄褐色土プロックを大昌。

3 暗褐色土 黄褐色土プロックを微量。

4暗褐色土 黄褐色土プロックを少量。

5 黄褐色土粘性有り。

6 暗褐色土 黄褐色七プロックを微鼠。

7黄褐色土粘性有り。

第 11号土城

1淡褐色上 黄褐色土プロックを少昌、白色パミスを微昌。

2褐色上焼土プロックを少星、炭化物粒子を微星。

3褐色土黄褐色土粒子・白色パミスを微量、焼土粒子を若干。

4 暗褐色上 黄褐色土プロックを微塁、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
第 15号土椴

1暗褐色士 黄褐色土プロック・焼上プロックを多骸。

2暗褐色土 黄褐色土プロックを多量。

3 暗灰褐色上 砂粒を多星。

第 17号土城

1暗灰褐色土焼土粒子を少贔。

2暗灰褐色土 砂粒を少呈。

第 18号土城

1暗褐色土 黄褐色土プロック・焼土粒子を微皇。

2暗褐色t 黄褐色土プロックを少晟、焼土粒子を微量。

3 淡黄褐色土 黄褐色土プロックを多塁、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
第 23号土壊

1暗褐色土 焼上粒子・炭化物粒子を多量、白色パミスを若干。

2暗褐色上 焼土粒子・炭化物粒子を少量、褐色砂を微皇、白色パミスを若干。
第26号土壊

1黒褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を微最、白色パミスを若干。

2褐色土焼土粒子・炭化物粒子・白色パミス・黄褐色砂を微量。

3 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を多昌、白色パミスを若干。

4褐色t 焼土粒子・炭化物粒子・黄褐色砂を微昌、白色パミスを若干。
第32~3 4号土城

1淡褐色土 黄褐色上プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を若T。
2淡褐色土 黄褐色土プロックを少醤、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
第 35号土城

1淡褐色土 黄褐色土プロックを多量、焼土粒子を微量、炭化物粒子を若干。
2淡褐色土 黄褐色上プロックを少鼠、焼土粒子・焼土プロックを微呈。

＼ 
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第78図 土塙出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12.0) C'DGH' A 橙 15% SK 3 No. 6 

2 壺 6.6 C'EH A にぷい褐 70% SK 3 No. 4 

3 甕 6.4 BC'DEH A 橙 50% SK 3 No. 2、3

4 甕 (19.2) BC'DEH' A 浅黄橙 15% SKll 

5 lIIl (18.0) (3.1) BC'DH' A 橙 35% SK15 

6 用 (10.4) BCDGH' A 橙 25% SK16 

7 蓋 (16.0) C'EH'J' A 灰 10% SK21 末野産

8 甕 (20.2) BC'DG'H' A 浅黄橙 25% SK27No. 1 

， 咋上 (4.6) BDFH' A にぶい褐 45% SK27No. 2 

第 2表土塊一覧表

番号 グリッド 長軸(m) 短軸(m) 深さ(m) 平面形態 主軸方位 備考

1 AB13G 0.92 0.60 0.06 長方形 N-51°-W 不明

2 AB13G 1.08 0.50 0.14 長方形 N-76°-E 平安時代

3 AB12G 0.88 0.75 0.37 楕円形 N 1°-W 古墳時代

4 AB13G 0.80 0.15 不明 不明

5 AB12G 1.30 0.16 不明 不明

6 AB12G 1.00 0.08 不明 不明

7 T6G 1. 30 0.86 0.50 長方形 N-14°-W 平安時代

8 T7G 0.75 0.48 不明 平安時代， U7G 0.76 0.74 0.34 不整円形 N-90°-E 平安時代

10 V7G 0.74 0.70 0.61 方形 N-56°-W 出土遺物なし

11 AC12G 0.82 0.56 0.48 長方形 N-15°-W 古墳時代

12 欠番

13 U7G 0.56 0.45 円形 平安時代

14 U7G 0.60 0.23 不明 平安時代

15 ABllG 1.13 1.00 0.21 不整円形 N-1 "-E 平安時代

16 ABllG 0. 72 0.60 0.59 不整円形 N-14°-E 古墳時代

17 AAllG 0.62 0.46 0.14 楕円形 N-2'-W 平安時代

18 AG14G 1. 25 0.10 楕円形 不明

19 AF14G 0.86 0.63 0.23 長方形 N-50°-E 平安時代

20 ACllG 0.78 0.62 0.10 楕円形 N-82°-E 不明

21 AF13G 1.00 0.91 0.54 不整円形 N-4°-W 平安時代

22 AF13G 0.68 0.55 0.42 楕円形 N-49°-E 不明

23 AF13G 1.20 0.70 0.16 長方形 N-90°-E 不明

24 AF13G 0.65 0.56 0.50 楕円形 N-5°-E 平安時代

25 欠番

26 AF13G 0.88 0.73 0.22 不整円形 N-2°-W 平安時代

27 AF13G 1.06 0.73 0.27 楕円形 N-44°-E 平安時代

28 AF14G 0.80 0.66 0.30 楕円形 N-88°-W 不明

29 AF14G 0.82 0.72 0.24 不整円形 N-40°-W 平安時代

30 AF14G 1.00 0.52 0.57 楕円形 N-57°-E 不明

31 欠番

32 AG14G 0.65 0.52 0.19 不整円形 N-6°-W 平安時代

33 AD13G 0.84 0.45 0.18 長方形 N-48°-E 古墳時代

34 AD13G 0.57 0.50 0 14 円形 N-57°-W 出土遺物なし

35 AF14G 0.82 0.12 不明 平安時代
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P 1 9 
1淡褐色土 黄褐色土プロック・白色パミスを微量、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
2褐色t 黄褐色土プロックを微最、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
3 淡褐色土 黄褐色土プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
P 2 0 
1淡褐色士 黄褐色土プロック・白色パミスを微量、焼t粒子・炭化物粒子を若干。
2淡褐色土 黄褐色土プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を若F。
P 2 1 
1淡褐色t 黄褐色土プロック・白色パミスを微蜃、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
2褐色土 黄褐色土プロックを微娯、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
3 淡褐色土 黄褐色士プロックを少塁、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
P 2 2 
1褐色土 黄褐色tプロックを微量、焼十粒子・炭化物粒子を若干。
P 2 3 

1淡褐色土 黄褐色上プロック・白色パミスを微昌、焼土粒子・炭化物粒＋を若干。
P 2 9 
1褐色上黄褐色土プロックを微量、焼十．粒子・炭化物粒＋を若干。
2淡褐色十． 黄褐色土プロックを少量、焼土粒f・炭化物粒子を若干。
P 3 0 
1淡褐色土 黄褐色土プロックを少畠、焼土粒子・炭化物粒子を若干。

P 3 1 
1淡褐色上 黄褐色土プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を若干。
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p 1 

1暗褐色土 黄褐色土粒子・白色パミスを微量。
2淡黄褐色土 黄褐色土プロックを多量。
p 2 
1暗褐色土 黄褐色土粒子・白色パミスを微量。
2暗褐色土 黄褐色土粒子を微量、白色バミスを若干。
p 9 

1暗灰褐色土焼土粒子を少醤。

2暗褐色上砂粒を微量。
P 1 0 

1暗褐色土 砂粒を微量、焼土粒子・炭化物粒子・白色パミスを若干。
2暗褐色土 砂牒・焼土粒子・炭化物粒子・白色バミスを微塁。
P 1 7 
1淡褐色十 黄褐色上プロック・焼土粒子を微量、炭化物粒子を若干。
2褐色土焼土粒子・炭化物粒子を微星。
3 淡褐色土 黄褐色土プロックを少量、焼七粒子・炭化物粒子を微量。
4 淡褐色土 黄褐色土プロックを少最、焼土粒子を微量、炭化物粒子を若干。
P 1 8 

1淡褐色土 黄褐色士プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を若F。
2暗褐色土 黄褐色tプロック・焼士粒子を微星、炭化物粒子を若干。
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宮ヶ谷戸遺跡

e、ピット（第79図）

今回の調査て検出されたピットの総数は27本て‘あっ

た。時代が判別て‘きたのは以下の 7本だけて、他の20

本は不明てある。 P1 • 3が古墳時代後期て‘‘、 P8. 

10 • 11・15• 17の5本が平安時代てあった。

遺物が出土したものは少なく、出土したとしても小

破片が多い。実測て‘‘きた遺物は須恵器だけてある。

1はP11から出土した。末野産の高台坪て‘ヽ、底部の

切り離しは回転糸切りて｀ある。

2 • 3はP15から出士した。 2の坪は南比企産て‘、

内面に火欅痕が認められる。 3の杯は末野産てある。

2点とも底部の切り離しは回転糸切りて‘‘ある。

4 • 5はP17から出土した。末野産て‘‘ある。

第80図 ピット出土遺物
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第80図 ピット出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位沼・その他

1 高台坪 6.4 C'H'J A 灰 85% ピット11 末野産

2 坪 (7.0) ADH' A 灰 25% ピット15No.5 内面火欅痕あり 南比企産

3 高台坪 (6.6) BCDH' A 灰 35% ピット15No.1 末野産

4 高台坪 (14.4) 5.8 7.1 C'G'H'I A 灰 40% ピット17No.2 末野産

5 高台坪 6.2 C'EH'IJ' A 灰 65% ピット17 末野産

f、表採（第81図）

ここに掲載された遺物て‘‘、 1 ~ 3は調査区内から出

土したが遺構の所属が明らかてない土器てある。 4は

橋を挟んだ向かいの水田から農作業中に出土したもの

第81図表採遺物

てある。 3• 4は須恵器の蓋て‘ヽ 、末野産て` ある。 3は

焼成があまり良くない。天井部の調整は回転ヘラ削り

て、紐はボタン状て‘‘ある。 4は口縁部を欠損する。天

井肩部にのみ回転ヘラ削り調整を行う。

三 1:2

三二~ 3 二
4
 

゜
10cm 

1 : 4 

第81図表採土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 (12.0) BCDGH' A 橙 15% 

2 坪 (12.0) BC'DGH' A 橙 40% 

3 蓋 (15.0) (2.9) C'EGH' C 灰黄 40% 末野産

4 蓋 C'EH'I A 青灰 65% 末野産
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g、鉄製品（第82図）

］は金銅製の耳環て‘あるが、金は泉lj落していた。大

きさは長さ2.9cm、幅2.6cm、厚さが0.7cmてある。中実

て、重さは16.0g。第41号住居跡の覆土から出土し

た。

2 • 3は刀子片てある。 2は刀身片て＼茎を欠損す

る。現存長7.8cm、刃部輻1.0cm、峰の輻0.4cmてある。

第20号住居跡の覆土から出土した。 3は刀身部を欠損

した茎片て‘ある。現存長4.2cm、茎部輻1.4cm、崎の幅

12. 5cmて‘ヽ 、重さは12.5gてあった。第44号住居跡の覆

土から出土した。

4は鎌て‘ヽ、刃の先端を欠損している。錆化が著しい

ため柄の装着部分の形状はよくわからなかった。現存

長9.5cm、刃部輻1.5cm、峰の幅0.3cmて` 、重さは36.1

g。第20号住居跡の覆上から出土した。

5 • 6は用途不明の棒状鉄製品て‘ある。 5は両端を

欠損しており、断面は円形て‘ある。紡錘車の軸の可能

性も考えられる。現存長4.5cm、径0.6cm、重さは7.5g

てある。 6は大きく湾曲しており、両端を欠損してい

る。断面は円形て‘ある。現存長4.5cm、径0.8cm、重さ

は9.7gてある。 2点とも第39号住居跡の覆土から出土

した。

第82図鉄製品

口ー
0

I I 

こ
I I 

v ° こ
゜

□ ゜
〇
几
＂
ぃ ： ゜ 0 5cm 

I l | 1 3 

第82図 出土鉄製品観察表

番号 種 類 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 備考

1 耳 環 2.9 X 2.6 X 0.7 16.0 第41号住居跡 金銅製

2 刀 子 (7,8) X 1.0 X 0.4 (16.3) 第20号住居跡 茎を欠く

3 刀 子 (4.2) X 1.4 X 0.5 (12. 5) 第44号住居跡 茎片

4 鎌 (9.5)X 1.5 X 0.3 (36.1) 第20号住居跡 刃の先端を欠損する

5 不 明 (4.5)X 0.6 (7. 5) 第39号住居跡 棒状鉄製品

6 不 明 (4.5) X 0.8 (9.7) 第39号住居跡

h、石製品（第83図）

1は滑石製の臼玉て‘ある。造りはやや粗雑て‘ヽ、欠損

している。第20号住居跡の覆土から出土したが、本米

の所属は 1号床下土墟と思われる。

2 • 3は滑石製の紡錘車てある。 2は造りが丁寧て‘

表面が平滑て‘ある。重鼠感がある。底面には擦痕が認

められる。第43号住居跡の床面から出土した。 3も造

りは丁寧てある。半分欠損している。側面には線刻の

文字が認められ、「田」と判読て‘‘きる。上に線が突きだ

しているため「由」とも判読て‘‘きるが、意識して引かれ

たものてはないと判断した。欠損した部分にも続けて

文字が線刻されていたものと思われる。第44号住居跡

の覆土から出土した。

4 • 5は砥石て‘‘ある。 4は凝灰岩製の下け砥て、、穿

孔部分は欠損している。擦痕は明瞭には認められなか

った。第 6号住居跡の覆土から出土した。 5も凝灰岩

製て‘‘、大半が欠損している。 1面にのみ使用による擦

痕が認められる。第36号住居跡から出土した。

6 • 7は編物石て、、第20号住居跡から出土した。

8は磨石と思われる。擦痕は認められなかった。第

14号住居跡の床面から出土した。
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第83図石製品
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第83図 出土石製品観察表

番号 種 類 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点

1 臼 玉 1.1 X(0.6) (1.5) 第20号住居跡

2 紡錘車 1.9 X 4.8 • 3.5 75.5 第43号住居跡

3 紡 錘車 1.6 X(3.7)・(2.8) (21. 3) 第44号住居跡

4 砥 石 8.8 X 3.6 X 2.0 119.0 第 6号住居跡

5 砥 石 (4.l)X 3.0 X 2.2 (33.8) 第36号住居跡

6 編 物 石 9.4 X 4.9 X 3.3 275.2 第20号住居跡

7 編 物 石 8.9 X 6.9 X 5.4 472.4 第20号住居跡

8 磨 石 7.3 X 5.4 X 4.2 208.6 第14号住居跡

i、土製品（第84図）

土錘は全部て‘17点出土した。 1軒の住居跡から一番

出土したものては第10号住居跡からの 4点が最高てあ

る。第12• 13号住居跡からも 5点が出土しているが何

れの遺構に伴うものかは不明てある。 1~17はすべて

管状の上錘て‘‘、大形のものと小型のものとがある。欠

損品が多い。大形のものは中位が膨らむものが主体を

備考

滑石製

滑石製

滑石製 「田」の線刻

凝灰岩上部に穿孔

凝灰岩

閃緑岩

砂岩

多孔質安山岩

占める。

18 • 19は用途不明の棒状土製品て、、両端を欠損して

いる。土錘の未製品とも考えられる。 18は胎土に合有

物をほとんど含んておらず、土錘の製品とは明らかに

巽質て‘ある。第14号住居跡の覆土から出土した。 19に

は指頻圧痕が認められる。第26号住居跡の覆土から出

土した。
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第84図土製品
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第84図 出土土製品観察表

番号 種 類 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 備考

1 土 錘 (3.6) X 0.8 (2.1) 第10号住居跡 浅黄橙色

2 土 錘 4.3 X 0.9 2.4 第10号住居跡 にぶい褐色

3 土 錘 (2.8)X 1.2 (2.9) 第10号住居跡 にぶい橙色

4 土 錘 5.7 X 1.7 15.0 第10号住居跡 にぶい褐色

5 土 錘 3.0 X 0.6 1.2 第12• 13号住居跡 浅黄橙色

6 土 錘 3.2 X 0.7 1.8 第12• 13号住居跡 にぶい褐色

7 土 錘 (2.4)X 1.0 (2.9) 第12• 13号住居跡 橙色

8 土 錘 4.2 X 0.8 3.1 第12• 13号住居跡 黒褐色， 土 錘 (3.5) X (1.5) (5.2) 第12• 13号住居跡 にぷい橙色

10 土 錘 (2. 7) X 1. 5 (7.0) 第21号住居跡 にぷい橙色

11 ± 錘 3.0 X 1.0 2.8 第24号住居跡 にぶい褐色

12 土 錘 3.1 X 0.9 3.0 第24号住居跡 浅黄橙色

13 土 錘 3.1 X 0.6 1.3 第30号住居跡 浅黄橙色

14 土 錘 (3.2)X 1.7 (11.1) 第36号住居跡 黒褐色

15 土 錘 (5.5)X 1.5 (15.4) 第36号住居跡 にぷい褐色

16 土 錘 3.0 X 0.9 2.2 第13号土壊 にぷい橙色

17 土 錘 3.3 X 0.9 2.4 AE14グリッド にぷい褐色

18 不 明 (2.9)X 1.2 (3.0) 第14号住居跡 棒状土製品 浅黄橙色

19 不 明 (5.2)X 2.1 (28.2) 第26号住居跡 棒状土製品橙色
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v 根岸遺跡の調査

1 遺跡の概観

根岸遺跡は、櫛引台地寄居面の先端部から妻沼低地

にひろがる遺跡て‘ある。遺跡の大半を占める台地部と

北端の低地部とては遺跡の性格が異なる。遺跡の範囲

は9ha以上と南北に広大て、、北緯36゚11'50”、東経139°

18'40”に位置している。本遺跡の範囲内には木の本古

墳群第 1• 2 • 6号墳が位置している。木の本古墳群

は現存している円墳が12基認められるが、かつては約

30~4暉からなる古墳群を形成していたものと考えら

れている。古墳群の年代は 6~ 7憔紀てある。東は宮

ヶ谷戸遺跡、南西へ約550mには深谷上杉氏が根城と

した庁鼻和城跡などの遺跡が位置する。根岸遺跡は深

谷市教育委員会によって台地北端部分が調査されてお

り、縄文時代中期の住居跡2軒、縄文時代中期～後期

の土壊2国只吐マがこれまてに検出されている。

今回の調査地点は福川の左岸の沖積地に位置し、本

遺跡範囲の最北端にあたる。標高は31.3mて、台地部

との比高差は約3mてある。調査面積は2,200m'てあっ

た。調査範囲は福川に沿って東西に長く、発掘調森は

橋を挟んて‘‘東地区と西地区に分けて行った。今回の報

告にあたって 2地区て検出された遺構を新しく通し番

号にふりなおした。今回の調査区は旧幅川の氾濫原て‘‘

あり遺構の検出は困難を極めた。今回検出された遺構

て一番古く遡るものが平安時代のものてあることから、

その時期には河川の埋没が進みこの荒れた土地も可耕

地として利用てきるまてに落ち着きをもつに至ったも

のと思われる。時期は若干異なるが、同様の例は北へ

約 1kmに位置する本郷前東遺跡て‘も確認されている。

しかし平安時代以降も居住地としての痕跡はまった＜

みられない。

基本土層は第23• 24号溝の覆土と共に第91図に示し

た。現地表面から0.64m下の位置に浅間A軽石層が、

1.30m下に浅間B軽石層が確認てきた。浅間A軽石層

は天明 3(1783)年、浅間B軽石層が天仁元(1108)年に

浅間山が噴火したときの火山灰層て‘ある。浅間B軽石

根岸遺跡

層上面が今回の遺構確認面てあった。また、他地点て‘‘

はあるが遺構確認面から50~60cm下に榛名山ニッ岳火

山灰 (FA、6世紀初頭降下） も確認された。

検出された遺構は、中椛から近他にかけての溝が24

条、平安時代の水田跡 1面て‘あった。溝には畝状の遺

構て‘ある第 1~11号溝も含まれている。今回の調賓て‘

は古墳時代中期以前の遺構・遺物は出土しなかった。

溝は南ー北方向に走行するものと、これに直行する

ものがあった。第 1~11号溝は調査区東側の徴高地部

分て検出された。約 lm前後の間隔て‘、南ー北方向に

平行して掘削されていた。形状から畑の畝と考えられ

た。出土遺物はなかったが、本遺構は覆土の観察など

から近世以降のものと考えられる。他の溝も遺物が出

土しなかった。そのため各遺構の詳細な時期および性

格は不明てあるが、基本土層から判断すると中世から

近椎にかけて掘削されたものと思われる。

水田跡は調査区西側て‘検出された。旧幅川の流路に

沿っており、水田面は約5m四方の不整方形区画が2

列に並んて、総数14枚が検出された。畦畔の検出は遺

構確認面を掘り下げ過ぎたため、水田面に沈下した痕

跡部分だけが確認て‘‘きた。調森区壁の断面から高さは

0.10m前後て‘あったことがわかった。北側ては旧河道

の埋没土を一部掘り込んて‘いた。水田跡からの出土遺

物はなかった。本遺構は浅間B軽石層直下から検出さ

れたことから概ね平安時代のものといえる。

根岸遺跡から出土した遺物は土師器の甕1、壺 1と

第21号溝の上面から出上した板碑だけてある。その他

に土師器・須恵器・陶磁器片が少量出土したが、大半

が旧河道の埋没土中からて‘あり、摩滅が著く実測は不

可能て‘あった。遺構に確実に伴うといえる遺物は出土

しなかった。土師器の大形の甕は第16号溝下の旧河道

埋没土中から出土した。壺はAA-12グリッドて‘検出さ

れ、胴部上半を欠損している。板碑は緑泥片岩製て‘‘、

下半を欠損している。
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第85図 根岸遺跡全体図

10 1 1 12 
4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

AC 

►
 

ー'|

G
 

2
 

3
 

Y=-47.150 

Y=-47.100 

x
"
2
2
.
2
0
0
 

►
 

F
 

D
 

c
 

B
 

A
 

7
 

L
 

k
 

J
 

H
 

8
 ，

 

Y•-46.900 

AB 

AA 

z
 

Y
 

x
 

w 

＞
 

u
 

T
 

s
 

R
 

Q
 

p
 

゜
z
 

M 

x
"
2
2
.
1
0
0
 

L
 

゜
20m 
I 
1:800 

- 90 -



根岸遺跡

2
 

古墳時代以降の遺構と遺物

a、溝

第 1~11号溝（第86図）

AA-12、AB-12グリッドにかけて検出された。南

北は調査区外に延びていたため全体を調査することが

てきなかった。 11条の溝が0.07~1.34mの間隔て‘南一

北方向に平行して走っていた。畑の畝と思われたが確

証を得ることがてきなかった。輻25~50cmて‘‘、深さは

4~28cmとややばらつきがある。形態も調査区外に延

びる長いものと1.8m等と短く切れるものとがあった。

遺物はまったく出土しなかった。

本遺構の時期は、西に0.80mいった遺構確認面から

古墳時代後期の土師器の壺が出土していることから、

遺物からは古墳時代後期以降と考えられる。また、覆

上の状態からは近祉以降と考えられた。

第12号溝（第87図）

L-7、M-7グリッドにかけて検出された。東側

を攪乱に壊されており、北と東は調査区外に延びてい

た。調査区壁から南に走行したのち東に強く屈曲して

いた。輻1.40m、深さは0.70mて‘あった。

遺物は出土しなかった。

第13号溝（第87図）

L-7、M-7グリッドにかけて検出された。東側

を攪乱に壊されており、北は調査区外に延びていた。

第15号溝を切り、第14号溝に切られていた。調査区壁

から南に走行したのち東に屈曲し、第12号溝と平行し

ていた。輻0.78m、深さは0.48mて‘あった。

遺物は出土しなかった。

第86図 第 1~11号溝
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1暗灰褐色土 炭化物粒子を微儲。砂質土。
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第87図第12~|7号溝
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根岸遺跡

第88図第16号溝
＜ ， 
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第 16号溝土層説明

1灰褐色＿1- 鉄分を多最、白色パミスを微量。粘質土。

2賠）火褐色1 欽分を多昂、白色バミスを微鼠。粘質上。

3暗灰褐色土粘質」：。

4暗灰褐色上 鉄分を少晟。シルト質土。

5 賠灰褐色士 黄褐色土プロックを微量。粘質土。

6 暗灰色」；粘質」こ。

7暗灰色土鉄分を多是。粘質土。

8灰色土災褐色土プロックを微量。粘質士。

9 灰褐色」 白色パミスを微団。粘質上。
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第90図 第21 • 22号溝および出土遺物
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第21• 22号溝土層説明

1灰紫色土粘質土（近代溝覆土）

2暗灰褐色土 焼土粒子・小礫を微量。シルト質土（近代溝覆土）
3灰紫色土 粘質土（近代溝覆土）

4茶褐色土 鉄分を多量。粘質土（近代溝覆土）

5灰紫色土粘質土。

6 暗灰褐色土 鉄分の沈着が認められる。粘質土。

7茶褐色土 鉄分を多昌。粘質土。

8 茶褐色土 鉄分を多塁、焼士粒子を少星。粘質土。
9 茶褐色土 小礫を微量。鉄分が帯状に堆積する。砂質士。
10灰褐色土 粘質土と砂質土の互層。

11暗灰褐色土

12暗灰色土

13黄灰褐色土

14灰褐色土

15灰褐色土

16灰色土

17灰褐色土

礫を微畠。粘質t一°

粘質土。

シルト質土。

粘質土。

シルト質土。

粘質土。

シルト質土。
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第14号溝（第87図）

L-7 • 8グリッドにかけて検出された。南側は調

査区外に延びていた。第13• 15号溝を切っていた。輻

2.45m、深さは0.69mてあった。

遺物は出土しなかった。

第15号溝（第87図）

L-7 • 8グリッドにかけて検出された。北側は調

査区外に延びていた。第16号溝を切り、第13• 14号溝

に切られていた。幅0.60m、深さは0.35mて‘‘あった。

第14号溝と重複する部分が多かった。

遺物は出土しなかった。

第16号溝（第87~89図）

I-7、J-6・7、K-7、L-7グリッドにか

けて検出された。南側は調査区外にかかり調査てきな

かった。第18・ 19号溝を切り、第15号溝に切られてい

た。調査区壁から北方向に走行したのち東に緩やかに

屈曲していた。輻1.60m、深さは0.53mてあった。

遺物は出土しなかった。

ほかに溝下の旧河道の埋没土中から土師器の大形の

甕の破片が散乱した状態て出土した。

第17号溝（第87図）

K-7 • 8グリッドにかけて検出された。南側は調

査区外に延びていた。輻1.70m、深さは0.62mて‘あっ

た。立ち上がりの肩の部分には浅間B軽石層が認めら

れた。

遺物は出土しなかった。

第18号溝（第85図）

H-6、 I-6 、J -6•7 グリッドにかけて検出

された。北側は調査区外に延びており、第16号溝に切

られていた。北西ー南東方向に走行していた。輻1.30

m、深さは0.39mて‘あった。

遺物は出土しなかった。

第19号溝（第85図）

H-6、 I -6 • 7グリッドにかけて検出された。

南側は調査区外にかかるため規模は不明て‘ある。第16

号溝に切られていた。深さは0.64mてあった。

遺物は出土しなかった。

根岸遺跡

第20号溝（第85図）

J-6グリッドて‘検出された。北側は調査区外に延

びていた。幅0.80m、深さは0.30mてあった。

遺物は出土しなかった。

第21号溝（第90図）

B-2•3 グリッドにかけて検出された。北と南は

調査区外に延びていた。南一北方向に走行しており、

第22号溝を切っていた。輻3.20m、深さは0.45mてあ

った。

遺物は覆土上面から板碑が出土した。板碑は緑泥片

岩製て、、下半を欠損している。現存長59.2cm、輻31.6

cm、厚さは3.7cmてある。二条線と枠線が明瞭に認めら

れる。種子は阿弥陀（キリーク）一尊。

第22号溝（第90図）

B-2•3 、 C- 2グリッドにかけて検出された。

西側を第21号溝に、東側を攪乱に壊されていた。走行

方向は第21号溝とほぼ同じくする。幅1.90m、深さは

0.40mて‘あった。

遺物は出上しなかった。

第23号溝（第91図）

C-3 • 4グリッドにかけて検出された。南側は調

査区外に延び、第24号溝に切られていた。調査区壁か

ら北東方向に走行したのち東に屈曲し、第24局溝と合

流していた。幅1.18m、深さは0.13mてあった。

遺物は出土しなかった。

第24号溝（第91図）

C-3•4 、 D-3 グリッドにかけて検出された。

北と南は調森区外に延びていた。南ー北方向に走行し

ており、第23号溝を切っていた。幅0.70m、深さは0.30

mてあった。

遺物は出土しなかった。

b、水田跡（第91図）

C -2 ~ 4、D-3 • 4、E-4• 5、F-4 • 5 

グリッドにかけて検出され、調査区外の北側に拡がっ

ている。東側を攪乱に、西側を第23• 24号溝に壊され

ていた。南側は旧河道の埋没土を掘り込んて‘‘いた。
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第91図水田跡第23• 24号溝
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＼ぐ 旧河道

1暗褐色土 鉄分を大埜。シルト質土（畦畔土）

2灰褐色土粘質土。

3 暗灰褐色土 鉄分を多星。粘質士。
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第 23• 24号溝土層説明

1黄 褐 色 土 現 耕 作 土 。

2暗褐色土 （近代溝覆土）

3 暗褐色土 天地返しされた層。

4 暗褐色土 暗褐色土をプロック状に含む。

5 灰褐色土砂礫層。

6灰紫色土粘質土。

7 緑灰褐色土 鉄分の沈着層。粘質土。

8 暗灰褐色土 粘質土。

9 暗黄灰褐色土 鉄分の沈着層。粘質土。

11灰紫色土粘質上。

12暗灰褐色土 鉄分の沈芍層。粘質土。

13暗黄灰褐色t 鉄分を多量。

14暗灰褐色土 鉄分を多量。シルト質土。

16暗灰褐色土 砂質土と粘質土の互層。

17暗灰色土粘質七。

18暗灰色土粘質上（第 24号溝覆土）

19黒褐色土 鉄分の沈着層。シルト質土（第 24号溝覆土）

20暗黄褐色土 粘質土（第 24号溝覆土）

21暗灰褐色士 鉄分を多贔。粘質土（第 23号溝覆土）

22賠灰色土 粘性が強い（第 23号溝覆土）
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根岸遺跡

水田跡は浅間B軽石層の直下て検出された。浅間B

軽石層は天仁元(ll08)年に浅間山が大噴火した時の火

山灰層て‘‘ある。水田面は幅川の旧河道に沿う形て‘5~

6m四方の不整方形の区画が2列に並び、計14枚検出

された。一番大きいものて南北8.2m、東西6.7mて、

54.9面あった。床面はほぱ平坦て、耕作土は確認て‘‘き

なかった。畦畔の検出は水田面に沈下した痕跡部分に

留まった。輻は1.4~3.2mてあった。高さは調査区壁

の断面から0.10m前後て‘‘あったことが確認てきた。

遺物は出土しなかった。

本遺構の時期は、水田面直上に堆積した浅間B軽石

層が認められたことから平安時代末の12世紀初頭以前

てあり、それからあまり上ることはないと思われる。

第92図根岸遺跡出土遺物
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C、出土遺物（第92図）

本遺跡からは遺構に確実に伴う遺物は出土しなかっ

た。出土した遺物は土師器・須恵器・陶磁器片と板碑

てある。小破片が多く、実測がてきたのは 1• 2の土

師器と板碑だけてある。

1は甕て‘‘、第16号溝下の旧河道から出土した。推定

日径25.6cmて‘ヽ、胎土には角閃石・赤色粒子・微砂粒を

少最含む。焼成は普通て‘ヽ、色調は橙色てある。残存率

20%。胴部外面は黒く変色している。

2は壺て‘、 AA12グリッドから出土した。肩部から上

を欠いている。底径10.0cmて、胎土には赤色粒子・微

砂粒を少鼠含んて‘‘いる。焼成は良好て＼色調は赤褐色

てある。残存率60%。胴部外面は黒く変色している。
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VI J＼日市選跡の調査

1 遺跡の概観

八B市遺跡は、櫛引台地の崖線下を蛇行して流れる

栢 IIに沿った微高地（自然堤防）上から櫛引台地上にか

けて位置している。遺跡の範囲は東西に細長く、北緯

36゚12'05”、東経139゚18'05”に位置している。北は古墳

～平安時代の集落跡て‘ある本郷前東遺跡、新屋敷東遺

跡、上敷免遺跡、西へ約40mには城西遺跡、南には鎌

倉時代の土塁・空堀が残る幡羅太郎館跡などの遺跡が

位置している。また本遺跡範囲内の櫛引台地縁辺部に

は延喜式内杜の楡山神社が所在している。

今回の調査地煮は福川左岸の微高地上に位置し、本

遺跡範囲の北端にあたる。標高は32.7mて‘‘、台地との

比高差は約2mて‘あった。調査面積は10,800m'てあっ

た。調査区は東西に細長いため、発掘調査は県道を挟

んて｀東地区と西地区とに分けて行った。県道から西に

100mの範囲ては攪乱が地山まて‘及んているため遺構は

検出することがてきなかった。

東地区から検出された遺構は、古墳時代後期から平

安時代にかけて埋没した旧河道だけてあった。地下か

らの湧水が著しく調査を途中て‘断念せざるをえなかっ

た。遺物は埋没土中から古墳時代後期から平安時代の

上師器・須恵器片が少量出土した。

西地区から検出された遺構は、縄文時代晩期の土堀

1基、古墳剛灯剣開・奈良剛知の住居跡20軒、土壊10

基、旧河道、奈良から平安時代にかけての溝5条、道

路跡2ヶ所、中世から近世にかけての土墟11基、溝42

条、建物跡 1棟て‘あった。

西地区の東側は平安時代の地震による噴砂が著しい

ため、住居跡には壁面のずれや床面に段差が生じてい

た。調査区の南側は旧幅川の流路にあたっていたため

に一部の遺構が壊されていた。

縄文時代の上壊は微高地の縁辺部に単独て位置して

いた。覆土からは加曽利B式の深鉢形土器の口縁部破

片と底部が出土した。底部には網代痕が認められる。

縄文時代の遺構は本土墟だけてあった。

八日市遺跡

住居跡は微高地を取り巻くように散在していた。遺

物がまったく出土しなかった住居跡があるため時期が

判断て‘‘きかねないものもあるが、概ね古墳時代後期か

奈良時代に構築されたものと考えられる。古墳時代後

期の住居跡は調査区の東半分に、奈良時代の住居跡は

西半分に位置する傾向がみられる。

古墳時代後期の第 3号住居跡からは土師器を主体に

1,000点以上の遺物が出土した。遺物は覆土上層から

下層にかけてまんべんなく出土しており、主な出上遺

物には須恵器蓋．杯、管玉、紡錘車、土玉がある。須

恵器蓋は第 1号1主居跡からも破片が出土している。

奈良時代の第18丹住居跡の床面からは帯金具の舵尾

が1点出土した。概して奈良時代の住居跡からは遺物

があまり出土しなかった。

道路跡は調査区西側の東端と西端にそれぞれ検出さ

れた。第 1号道路跡は、南南東から北北西方向に走行

し、古墳時代後期の第8• 12号住居跡の上に構築され

ていた。側溝が両端に検出されたが、西側の溝は後世

に数回掘り直されているため、道路跡に伴うものは判

別てきなかった。硬化面は最大幅4.8mてヽ 、波板状の

痕跡が検出された。硬化面上には浅間B軽石層が認め

られた。第2号道路跡は、南から北方向に走行し、東

側に側溝が検出された。側溝は幅約7mて、上層には

浅間B軽石層が堆積していた。硬化面は検出された幅

4.lmて‘ヽ、砂礫・粘土を使って踏み固められていた。

また側溝寄りには溝に平行して柵列が検出された。

建物跡は平場と円形に巡る溝から構成されていた。

平場にはピットが11本検出され、構造物の支柱て‘あっ

た可能性が考えられた。

旧河道は調査区南端に検出された。調査区東側の第

3トレンチの断面には榛名山ニッ岳火山灰(FA)がブロ

ック状に認められた。またBT・BU-3グリッドの範

囲から遺物が多量に出土した。石製模造品などが出土

していることから河川に関わる祭祀跡と考えられる。
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第93図 八日市遺跡全体図
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八日市遺跡

2
 

東地区の調査

(1)古墳剛t以降の遺構と遺物

a、旧河道（第94図）

八日市遺跡東地区から検出されたのは旧河道だけて‘‘

あり、他の遺構は全く検出されなかった。旧河道は今

回の調査区のほぼ中央を横切るように、 CG~CM-4

~ 6グリッドにかけて検出された。調査を行ったのが

8月初旬て‘あったため周辺の水田耕作により地下水位

が上昇していることから、調査は水が湧きてることが

予想された。 そのため、調査はまずトレンチを 1本設

定して深く掘り下げたところ、遺構確認面から lmも

掘らないうちに湧水が著しく排水もままならないため

調査をその時点て断念せざるをえなかった。東地区は

遺構確認面ての標高が32.5mてあった。

旧河道は輻76~115cmて、深さは不明て‘ある。現在の

福川の流路から考えて、流れは西ー東に向かっていた

ものと考えられる。河道のプランは幅も一定てはなく

かなり蛇行していたことから、流路は度々変化してい

たと考えられる。東地区にも旧河道が検出されている

が、本地区のものとの関係はつかめなかった。

遺物は埋没土上層から古墳時代後期の土師器片や平

安時代の須恵器片が出土したが、何れも小破片て図示

てきる遺物はなかった。

以上のことから東地区て‘検出された旧河道は椙川の

旧流路て‘あり、平安時代にはほぼ埋没していたものと

考えられる。

第94図 東地区旧河道
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旧河道土層説明

1暗褐色土 鉄分斑を多量。粘質土。

2 暗灰褐色土 鉄分斑を多昌。粘質土。

3 褐色七鉄分斑を多醤。粘質土。
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3 西地区の調査

第95図

A 

第8号土喋

1暗灰褐色土 炭化物粒子を含む。粘質土。

2黒褐色土 炭化物粒子を大盪。粘質土。

3 灰黄褐色土 灰色粘質土と黄褐色土の互層。
4 暗褐色土鉄分を多鼠。シルト質土。

5 暗黄褐色土 シルト質土。

A
-

二三言
A‘ 

゜
2m 

1: 60 

¥ I~ 
゜

10cm 

1:3 

(1)縄文時代の遺構と遺物

a、土横

第 8号土壊（第95図）

BL-6グリッドて検出された。第38号溝に壁の一部

を壊されていた。長軸1.48m、短軸1.44m、深さは0.40

mて‘あった。平面形態は円形て‘‘、底面は平坦て‘あった。

覆上上層には炭化物粒子を多く含む褐色土系の土が堆

積していた。

遺物は覆土から加曽利B式の深鉢形土器の日縁部破

片と底部破片が出土した。 1と2は同一個体と思われ

る。口縁部上端に隆帯が2段貼付され、隆帯の上に指

頭圧痕が施されるものて‘ある。隆帯下に横位の沈線が

2本と、その下に斜位の沈線が施されている。 3は底

部に網代痕がわずかに認められる。

b、グリッド出土遺物（第96図）

1 • 2はBM-7グリッドから出土した。何れも加曽

利B式の深鉢形土器て‘ある。 1は平縁の日縁部破片て‘‘

無文てある。日唇部には平坦面をもち、内面には浅い

凹みがある。 2は底部に網代痕が認められる。

第96図 グリッド出土遺物
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八日市遺跡

第97図石器（I)
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第98図石器（2)

ロ
ロロ。

こ
こ ゜

10cm 

1:4 

第97• 98図石器観察表

番号 出土地点 器種 長さ (cm) 幅（cm) 厚さ (cm) 重量(g) 石質 備考

1 BU3グリッド 削器 4.8 4.3 1.1 35.0 粘板岩

2 第 1号道路跡 打製石斧 7.9 4.0 1.2 55.3 砂岩

3 BU3グリッド 打製石斧 (7. 5) 7.8 1.4 (100.1) 砂岩

4 第 1号建物跡 打製石斧 (7.5) 6.9 1.1 (70.8) 砂岩

5 第1号建物跡 打製石斧 9.3 5.4 1.2 90.4 砂岩

6 第 1号建物跡 打製石斧 14.5 9.9 3.1 490.5 ホルンフェルス

7 第 1号建物跡 打製石斧 14.8 9.8 3.4 520.2 砂岩

8 第 6号溝 打製石斧 12.8 7.6 1.5 180.6 砂岩， 第 8号溝 打製石斧 18.3 10.5 2.5 685.6 絹雲母片岩

10 BS4グリッド 独鈷石 (4.7) 4.6 2.5 (55.9) 砂岩

C、出士石器（第97• 98図）

八日市遺跡西地区からは総数10点の縄文時代の石器

が出土した。しかし、出土遺構に伴うものは 1点もな

く、すべて混入品て` ある。

1は柑版岩製て‘削器と思われる。横広剥片を索材に

用い、粗い刃部加工が施されている。

2~9は打製石斧て‘‘ある。石材は砂岩を用いるもの

が多く、ホルンフェルス製と絹雲母片岩製が各1点ず

つみられる。 2は分銅形て、側縁の袂りは小さい。周

縁的に入念な調整加工が施され、刃部上に自然面を僅

かに残す。 3は上半部を欠損しているが分銅形になる

と思われる。側縁の挟りは小さく、表面には自然面を

残す。 4は頭部を欠損する。形態は撥形に近くなると

思われる。刃部は裏面からだけ調整され、表面には自

然面を大きく残す。 5は挟り部が頭部寄りに作られて

いる。表面には自然面を残す。 6は大形て、分銅形を

している。表面は自然面を残し、裏面には主要剥離が

認められる。側縁には大きな挟り込みが入り、刃部は

裏面からのみ調整される。 7は形態が撥形に近く、大

形てある。表面の下部は自然面を残し、裏面には主要

剥離が認められる。 8は形態が短冊形をする。表面に

は自然面を多く残す。刃部は丁寧な調整加工が施され

円刃に仕上げられる。 9は大形て、形態は短冊形をす

る。周縁的に調整加工が施される。絹雲母片岩製。

10は砂岩製て独鈷石の一部と思われるが、詳細は不

明て‘ある。
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八日市遺跡

(2)古墳時代以降の遺構と遺物

a、住居跡（第99図）

今回の調査区からは住居跳20軒が検出された。その

中て‘完掘て‘きたのは13ffてヽ 、重複しているものはほと

んどなかった。

疇跡はすべて古墳剛甘炎期から奈良剛tにかけて

のものてあった。第 1号道路跡を挟んて東と西に二分

てきる。東側は 6惟紀前半の住居跡11軒が位置してい

た。西側は 6世紀前半の第11号住居跡が1軒あるほか

は、 7世紀後半から 8世紀前半にかけての住居跡8軒

が位置していた。

遺物は土師器が大量に出土した。第 3号住居跡から

は特に多く、 1,000点を超える遺物が出土した。器種は

圧倒的に坪類が多く、図示したものだけても約300点あ

る。須恵器は、第 1局住居跡から蓋の破片が、第 3号

疇跡から蓋国が一緒に出土した。

土器のほかに鉄製品は、第18号住居跡の床面から帯

金具（蛇尾）が出土した。

石製品は第 3号住居跡の覆土上層から滑石製の管玉

と第 5、10号住居跡から砥石がそれぞれ出土した。

土製品は紡錘車が第 3、17号住居跡から出土した。

第3局住居跡からは他に土玉と環状の用途不明の製品

が出土した。

第 1号住居跡（第100~102図）

BT-2 • 3、BU-2 • 3グリッドて検出された。

第3号溝に南側を切られていた。今回の調査区内て‘‘は

一番東に位置しており、北に隣接する第 2号住居跡と

の距離は1.22mて‘‘あった。東西4.47m、南北3.45m、

深さは0.28mて‘ヽ、平面形態は東西に長い長方形をして

いた。主軸方位はN-61°-Eて‘ある。

床面は平坦て、、壁は垂直に立ち上がる。

住居跡の北半からは炭化物が検出された。床面から

10~15cm浮いており、住居跡全体には拡がっていなか

った。埋没の過程て‘火を焚いたものと思われる。

カマドは東壁やや南寄りに位置していた。第 3号溝

に右袖の一部を壊されてはいたが、全体的に遺存状態

は良好て‘あった。袖は地山の削り出して、、内側の壁面

は僅かてはあったが赤く焼けで焼土化していた。燃焼

部は壁外にはあまり突出せず、掘り込みはなかった。

奥壁は傾斜をつけて立ち上がり、水平に掘り抜かれた

煙道へと至る。煙道は壁外に長く延び、長さ1.52m、

輻0.22m、深さ0.04mて‘あった。煙出日は一段深く掘

り込まれていた。また焚日付近には長径23cm、短径16

cm、深さ 6cmのピット状の浅い落ち込みが確認された

が、用途は確認てきなかった。

第99図西地区住居跡配置図
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第100図第 1号住居跡
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第 1号住居跡土層説明

1褐色土 黄褐色土粒子・焼土粒子・炭化物粒子を少屋、黄褐色土プロックを微量。

2褐色土黄褐色上粒子・焼上粒子・炭化物粒子を微量。

3 暗褐色土 黄褐色土粒子・焼土粒子・炭化物粒子を少量。

4暗褐色士 炭化物を多量、黄褐色土粒子・プロックを少呈、焼土粒子を微量。

5淡褐色土 黄褐色七粒子・黄褐色土プロックを多量、焼土粒子・炭化物粒子を微量。

6 淡褐色土 黄褐色土粒子を多星、焼土粒子・炭化物粒子を微晨。

7褐色土黄褐色土粒子・焼土粒子・炭化物粒子を少量。

貯蔵穴

1暗褐色土 黄褐色上粒子・炭化物粒子を少量、焼土粒子を微量。

2褐色土黄褐色土粒子を少昼、焼士粒子・炭化物粒子を微星。

3褐色土 焼土粒子・焼tプロックを少堡、炭化物粒子・黄褐色土粒子を微畠。

4淡褐色上 黄褐色土粒子・プロックを多量、焼土粒子・炭化物粒子を微量。

ピット 1

1褐色土黄褐色土粒子を多量、焼土粒子・炭化物粒子を少量。

ピット 2
1褐色土 黄褐色土粒子を多昼、焼土粒子・炭化物粒子を少昼。

2褐色t 黄褐色土粒子を少量、焼土粒子・炭化物粒子を微量。

3淡褐色土 黄褐色土粒子・プロックを多醤、焼土粒子・炭化物粒子を微量。 ゜
2m 

1: 60 
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貯蔵穴はカマド右側の南東コーナ一部分に位置して

いた。溝底面て‘の大きさは、長径63cm、短径50cm、深

さ68cmてあった。覆土全体には焼土粒子、炭化物粒子

を含んていた。貯蔵穴内からは 4• 16の土師器杯など

の遺物が少量出土した。

八日市遺跡

壁溝は幅約16cm、深さ約9cmて、部分的に途切れて

はいたがほぼ住居跡内を全周していた。

遺物は床面から多量に出土したが、

とんど出土しなかった。出土土器は器面が脆く剥離し

ており、

カマドからはほ

また煤が付着しているものが多くみられた。

ピットは 2本確認て‘‘きた。 そのうち主柱穴と思われ

たのがPlてあるが、溝に大半を壊されていたため確

認することがてきなかった。各ピットの大きさは、 p
 1が19cmX18cmX 12cm、P2が22cmX20cmX 25cmて‘‘あ

1 • 2は須恵器薔の小破片て‘‘覆土から出土した。焼成

は良く、胎土には合有物をほとんど含んて、いない。 日

った。

縁端部には凹状の平坦面をもつ。稜はやや不明瞭て‘あ

る。 45の壺は胴部下半を欠損しており器台として転用

された可能性も考えられる。

第101図 第 1号住居跡カマド 吋
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a 褐色土黄褐色土プロックを少量、焼七粒子・炭化物粒子

を微晨（天井崩落土）

b 灰褐色t 焼土粒子・プロックを多量、炭化物粒子を少皇。

c 淡褐色t 黄褐色上粒子・プロックを多量、焼上粒子を少量、

炭化物粒子を微量。
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1号住居跡遺物出土状
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八日市遺跡

第103図 第 1号住居跡出土遺物(I)

□ 三 2 □□3 □□ 
□ 三 6 □□□□8 

三□□□□。 □□］口／ 2 

□ 3 □□4 口 5 □□6

こ口8 □□，口20

□□三 22 口 23 口 4

□□ □□ □□ □□28 

□□ □□。ロ
□□ □□ □□34 \—ン 35
□ ¥_l口
□こ二J□ 三／ 421locm 

1:4 39 40 41 

-109--



第104図 第 1号住居跡出土遺物(2)
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第103• 104図 第 1号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 蓋 (12.0) C'G'H' A 青灰 15% IV区群馬産？

2 蓋 (12.0) C'G'H' A 淡青灰 10% IV区群馬産？

3 坪 (12.4) BCDGH' A 橙 30% No.15 体部外面が黒く変色

4 坪 12.2 5.5 BCDGH' A 橙 90% No46 体部外面は黒く変色 内外面とも煤ける
5 坪 (12.0) BCDGH' A 橙 20% No.20 器面の一部が剖落

6 坪 13.1 5.8 BC'DGH' A 橙 85% No.36 体部外面は黒く変色 日縁部は剥落する
7 坪 (13.0) (5.4) BC'DGH' A 橙 30% I区、 II区

8 坪 (13.0) 5.3 C'GH' A 黄橙 25% I区体部外面は煤ける， 坪 (13.0) (5. 5) BCDGH' A 橙 30% I区、 II区

10 坪 12.8 5.2 BCDGH' A 橙 70% No.10 内外面とも煤ける 器面の一部が剥落
11 坪 12.6 5.6 BCDGH' A 橙 70% No.9、11 器面の一部が剥落する

12 坪 (13.0) 5.6 BC'DGH' A 黄橙 60% No.42 体部外面に煤器面が剥落する

13 坪 (12. 8) 6.1 BC'G'H' A 黄橙 55% No.30 

14 坪 (12.4) 5.6 BCDGH' A 橙 55% No.38、39 外面の約1/2は煤ける
15 坪 12.0 BC'DGH' A にぶい褐 75% No.35 内外面とも煤ける

16 坪 (13.0) BC'DH' A 橙 35% No.45 

17 坪 12.4 5.6 BC'DGH' A 橙 100% No.25 内外面とも煤ける

18 坪 (12.2) BGH' A 橙 40% No.32 内外面とも煤ける 器面が剥落している
19 坪 (12.6) C'G'H' A 橙 35% No.43 内外面とも煤ける

20 坪 (13.0) BCDGH' A 橙 40% No.31 内外面とも黒く変色する
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番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調

21 坪 (13. 0) BCDGH' A にぶい橙

22 坪 (13.0) C'DGH' A 黄橙

23 坪 (13.6) BCDGH' A 橙

24 坪 (13.0) BC'DGH' A 橙

25 坪 13.0 BC'DGH' A 橙

26 坪 (15. 0) (6. 3) BC'DGH' A 橙

27 坪 14.8 6.8 BC'DGH' A 橙

28 坪 (15.0) BC'DGH' A 橙

29 坪 (15. 6) 6.9 H' A 橙

30 坪 (16. 0) BC'DGH' A 橙

31 坪 (16.4) 7.8 BCDGH' A 橙

32 坪 12.6 5.8 BC'DGH' A 橙

33 坪 (13.4) BC'DGH' A 浅黄橙

34 坪 (14.0) BCDGH' A 橙

35 椀 (10.0) BC'DG'H' A にぶい橙

36 高坪 (16. 4) BC'DGH' A 橙

37 高坪 (18.0) BC'DGH' A 黄橙

38 高坪 (16.0) BC'DGH' A 黄橙

39 高坪 (7.0) BC'DGH' A 橙

40 高坪 (10. 4) BC'DGH' A 橙

41 高坪 C'GH' A 橙

42 鉢 22.0 10.8 6.2 BDGH' A 橙

43 壺 (18.0) BC'DGH' A 橙

44 壺 (19.0) BC'DGH' A 橙

45 壺 20.0 'BCDGH' A 橙

46 壺 20.4 (7.4) BC'DGH' A 浅黄橙

47 甑 (25.0) (24.3) (8.8) BCDGH' A 橙

第 2号住居跡（第105図）

BT-2グリッドて‘‘検出された。排水溝掘削のため住

居跡の一部を壊してしまった。北側は調査区外に延び

ており、全体を調査することはて‘‘きなかった。本住居

跡は遺構確認段階ては 2軒の住居跡が重複しているも

のと考えられた。しかし調査を進めた結果、噴砂の影

響を受け壁が大きくずれた 1軒の住居跡て‘あることが

確認された。壁は住居跡のほぼ中心を境に南北方向に

90cmずれていた。東半分を基準にした大きさは、南北

4.54m、東西4.20m、深さは0.24mてヽ、平面形態は方

形に近いものと思われる。主軸方位はN-40°-Eて‘あ

る。

覆土は噴砂による断裂が生じていたが、 4層からな

る自然堆積てあった。住居跡の覆土にあたるのは 1~ 

4層てある。全体に焼土粒子、炭化物粒子を含んて‘‘ぃ

るが、特に 4層中には多く含まれていた。

八日市遺跡

残存 出土位置•その他

30% No.33 内外面とも煤ける

25% No.18 外面は煤ける

35% No.24 

35% III区

85% No.26~29 体部外面は黒く変色

30% No.48 

85% 貯蔵穴内面は煤ける

15% No.19 

50% No.16 外面に煤が付着

35% II区、III区

30% No.41 

100% No.53 体部外面は黒く変色

40% No.12 外面の一部が黒く変色

20% 西ベルト

15% 貯蔵穴

35% IV区

20% II区

15% 西ベルト

40% No.22 

40% III区柱状部外面はわずかに煤ける

25% I区

70% No.44 日縁部は剥落する

25% No.34 外面は黒く変色する

15% No. l 

50% No. 3~ 7 

35% No.13、14、21 日縁部内面に煤が付着

35% No.54、55 外面は煤ける

床面も噴砂の影響を受けて段差が生じ、住居跡中央

から東側と西側て‘‘は高低差が5~10cm程あった。また

南壁中央の一段隆起した部分には、地下から噴き上げ

られた小礫と砂が確認された。

カマドは調査区外にかかるため右袖だけが検出され

た。北壁のほぱ中央に位置していると思われる。右袖

は地山の削り出して、、内側の壁面は僅かに赤く焼けて

いた。 6層は右袖の一部が噴砂に壊された層てある。

燃焼部は噴砂があったため確認することがて‘‘きなかっ

た。カマド右側北東コーナ一部分の床面直上には厚さ

14cmの灰層が確認された。他の部分は噴砂によって北

に大きくずらされていると思われる。

ピットは 1本確認てきた。主柱穴と思われるが、他

の柱穴は確認てきなかった。 Plの大きさは、径が30

cm、深さが23cmて‘あった。

貯蔵穴・壁溝は確認て‘‘きなかった。
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遺物はカマド右側の床面から 2~4 • 6~9 • 11~ 

13の土師器の杯、 14の椀、 15の用、 16の甕がまとまっ

て出土した。 3 • 11・13• 16の土器には煤が付着して

いる。 11・12の坪は、

施される。

日縁部と体部の境に指頭圧痕が

また、南側の床面からも 5• 10の坪と 19の

壺が出土した。何れも残存率は低い。

第105図 第 2号住居跡
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第2号住居跡土層説明

1褐色土黄褐色土プロックを少羅、焼士粒子・炭化物粒子を微塁。
2褐色上 黄褐色土プロックを多量、焼上粒子・炭化物粒子を微量。
3暗褐色土 黄褐色tプロックを多昌、焼土粒子・炭化物粒子を少量。
4褐色土黄褐色土プロック・焼上粒子を多量、炭化物粒子を少量。
5灰褐色土 焼土プロック・炭化物粒子を多塁、焼土粒子を少量。
6淡褐色上 黄褐色士粒子を主に含み、焼土プロックを少量。
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八日市遺跡

第106図 第2号住居跡出土遺物
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第106図 第2号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12. 0) 5.4 BC'DGH' A 橙 40% II区

2 坪 (13. 6) 5.1 BC'DG'H' A 橙 35% No.26 

3 坪 12.2 5.4 BC'DG'H' A 橙 80% No.15、28、29 体部外面に煤付着

4 坪 12.2 5.5 BC'DG'H' A 橙 80% No.13 

5 坪 (13. 8) BC'DGH' A 橙 35% No2 体部外面は黒く変色

6 坪 (13.0) C'DGH' A 橙 20% No12 

7 坪 (12. 6) BCDH' A 黄橙 20% No. 6 

8 坪 13.2 5.8 BC'DGH' A 橙 75% No41 

， 坪 (13. 4) 5.7 BC'H' A 橙 60% No.21、23

10 坪 (15. 0) BC'DGH' A 橙 10% No.1 

11 坪 (12. 0) 5.0 BC'DG'H' A にぶい橙 20% No. 5 内面全体に煤が付着する

12 坪 (12. 6) 5.4 BC'DG'H' A 橙 35% No17 

13 坪 13.8 6.8 BC'DH' A 橙 75% No.16 体部外面は煤ける 剥落が著しい

14 椀 12.1 6.1 BC'DG'H' A 橙 80% No13 内外面ともに煤が付着

15 用贔 (9.0) DGH' A 浅黄橙 10% No.37 

16 甕 7.0 BDGHI A 明赤褐 60% No. 4 外面に煤が付着

17 高坪 (16.0) BC'DG'H' A 明赤褐 15% II区

18 高坪 (12. 0) C'DGH' A 黄橙 15% 拡張部

19 宰士 (17.6) BC'GH' A 橙 20% I区

第 3号住居跡（第107~111図）

BS-3 • 4グリッドて検出された。第 2号土壊を切

り、第 1号溝に南側を切られていた。すぐ西には第 4

号住居跡が隣接していた。噴砂の影響はまったくみら

れなかった。南北4.71m、東西4.46m、深さは0.54m

て、平面形態は方形をしていた。遺構確認面からの掘

り込みも深く、遺存状態は良好て‘あった。主軸方位は

N-35'-Eてある。

床面はやや起伏が目立ち、中央部周辺は壁際と比べ

若干高くなっていた。壁は垂直に立ち上がる。
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第107図第 3号住居跡
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第3号住居跡土層説明

1暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を少量、白色パミスを微量。
2灰黄褐色土 焼土粒子・白色パミスを微昌。
3 灰黄褐色土 シルト質土。
4 暗褐色土焼土粒子を多量。
5灰褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を多量。
6 暗灰褐色土焼土粒子・炭化物粒子を微星。
7黒褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を微星。
8 灰褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を多量。
9 黄灰褐色土 黄褐色土プロックを多量。
10灰褐色土炭化物粒子を多量。
11暗灰色土粘質土。粘性強い。
12暗灰色土粘質土。粘性強い。
13暗灰色土炭化物粒子を少量。
14灰色土粘質t。粘性強い。
15灰黄褐色土 灰色粘質土と黄褐色土の互層。
16暗黄褐色土 黄褐色土プロックを少量。

貯蔵穴

1褐色土黄褐色土プロックを多量、炭化物粒子を少罷、焼土粒子を微羅。
2暗褐色土 黄褐色土プロック・焼土粒子・炭化物粒子を少量。
3 黄褐色土 黄褐色土を主体とし、焼土粒子・炭化物粒子を微最。

ピット 1

1暗褐色土 黄褐色土プロック・焼土粒子・炭化物粒子を少塁。
2 淡掲色土 凶褐色上プロックを多墨、焼土粒子・炭化物粒子を微星。
3 暗褐色土 黄褐色土プロック・炭化物粒子を少堡、焼土粒子を微蓋。
ピット 2
1暗褐色土 炭化物粒子を多量、焼土粒子・黄褐色土粒子を少堡。
2暗褐色土 黄褐色土粒子を少量、焼土粒子・炭化物粒子を微量。
ピット 3

1黄褐色土 黄褐色土を主体とし、焼土粒子・炭化物粒子を微量。

゜ 1:60 
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カマドは北壁やや西寄りに位置していた。袖は地山

の削り出して、内側の壁面は僅かに赤く焼けていた。

燃焼部は住居跡壁の内側て‘、おさまり、掘り込みはなか

った。最下層には厚さ 3c両呈の灰層があった。その灰

層の上には天井部分が崩落したと思われる黄褐色土粒

子、焼土ブロックを多量に含んだ淡褐色土が堆積して

いた。奥壁部分には小ピットが検出された。ピットの

大きさは、径10cm、深さ 15cmて、煙道方向に向かって

斜めに掘り込まれていた。覆土には灰が堆積していた

ことからカマド操業時のものて‘ある。土製支脚の代わ

りに棒状のものを埋め込んて‘、土器を掛けるために用

いられた可能性も考えられるが、詳細は不明てある。

煙道は緩やかな傾斜をつけて掘り抜かれており、壁外

に長く延びていた。長さ1.38m、幅46cm、深さが25cm

第108図第 3号住居跡カマド

吋

＼
 

八日市遺跡

てあった。煙出日には径24cm、深さが8cmの浅いピッ

トが掘られていた。

貯蔵穴は北東コーナ一部に位置していた。大きさは

長径50cm、短径43cm、深さが20cmてあった。平面形態

は円形て‘‘、掘り込みはあまり深くなかった。覆土には

焼土粒子・炭化物粒子を含んて、いた。

ピットは 3本確認てきた。 3本とも南東コーナ一部

分に位置しており、他の部分ては確認てきなかった。

各ピットの大きさは、p1が56cmX4lcmX 112cm、P2

が16cmX13cmX 26cm、P3が34cmX26cmX 10cmてあっ

た。すべてのピットには柱穴の痕跡が検出されなかっ

た。 Plは掘り込みも深く、主柱穴てあると考えられ

る。覆土には炭化物粒子を含み、また遺物も少贔出土

した。 P2。3は形状から柱穴とは考えにくい。 P3
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a 褐色土 黄褐色土粒子・焼土粒子を少量。

b 淡褐色土 黄褐色上粒子・焼土プロックを多量、炭化物粒子を少塁（天井崩落土）

c 灰褐色土 焼土プロック・炭化物粒子を多星、黄褐色土プロックを少量（灰層）

d 淡褐色土 黄褐色土プロックを多量、焼土粒子・炭化物粒子を微塁。 ゜
1m 
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第109図 第 3号住居跡遺物出土状況(I)
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は位置及び斜位に掘られていたことから、入日施設と

の関連性が考えられる。

壁溝は幅約26cm、深さ約13cmて、南壁と西壁の一部

に巡っていた。

南西コーナ一周辺の床面から15~20cm浮いた所から

は炭化物粒子が多鼠に検出された。本遺構全体には広

がらずに部分的てあり、焼土は伴っていなかった。埋

没の過程て炭化物を廃棄した層と思われる。

遺物は覆土上面から床面にかけて大量の遺物が出土

した。ドットて‘取り上げた遺物だけても1,114点を数

えた。特に遺物が集中していたのは住居跡の北半て‘、

住居跡堆積土贔よりも遺物量の方が遥かに多いような

状況て‘あった。出土遺物はその出土状況によって大き

く3つのブロックに抽出することがてきる。

一つは、住居跡北半分に集中するブロックて、覆土

上面から床面付近に至るまて‘多くの遺物が出土した。

本遺構に伴うものはほとんど無いと思われる。遺物は

土師器が大蜃に出土している。土師器は坪類がもっと

も多く、甕・甑などの大形品も一部みられる。また須

恵器の蓋と杯が覆土上層から出土している。 2点とも

欠損部分が多く、残存率は低い。土器の他には滑石製

の管玉、土玉、環状土製品が出土している。

一つは、住居跡南東コーナ一周辺に集中するプロッ

クて、甕・甑・坪などの日常生活に供された土器が一

括して出土している。遺物はほぱ床面の直上から出土

しており、本遺構に直接伴うものて‘ある。第 1号溝に

掘り込まれていた部分てあるため、溝に壊されて残存

率のよくない上器が一部にある。

もう一つは、 1主居跡南西コーナーに集中するブロッ

クて＼床面から浮いていた遺物が多く、埋没の過程て‘‘

流れ込んだものと思われる。坪や高坪などの小形品が

多くみられる。土器のほかには土製の紡錘車が出土し

ている。

カマドからは遺物がほとんど出土しなかった。カマ

ド右側の覆土中からは土製支脚の破損品が出土してい

る。貯蔵穴、ピット 1、ピット 3からは土師器片が少

量出土したのみてある。

八日市遺跡

1 • 2は須恵器てある。 1は蓋て‘‘、天井部上半は 3

段のヘラケズリ、それ以外の部分にはロクロナデ調整

が施される。天井部はやや扁平て、、日縁端部は凹み外

傾する。日縁部と天井部との境の稜は明瞭て‘ある。 2

は杯て＼底部を欠損しており残存率は低い。体部下半

はヘラケズリ、それ以外の部分にはロクロナデ調整が

施される。口縁部は内傾し、端部には浅い凹みのある

平坦面をもつ。体部は深く、丸味をもつものと考えら

れる。横方向に突出した受け部をもち、端部はやや丸

くなっている。 1 • 2とも煉成は良好て‘ヽ、色調は灰白

色か灰色をしている。胎土には黒色微粒子を少鼠含ん

ているが緻密て‘ある。

3 ~239 • 245~250 • 252~262は坪て‘ある。小形の

もの (245~250・252~254、日径が10cm未満）と中形の

もの (3~150• 167 • 168 • 255~258、日径が10c叫人L

13cm未満）と大形のもの (151~166• 169~239 • 259~ 

262、日径が13c叫人上）に分けられる。中形と大形の杯

は日縁部が直線的に立ち上がり、端部に平坦面をもつ

ものが多くみられる。杯の大半は摩滅ヵ噸『しいため口

唇部は丸くなってしまい、凹みの有無については判別

てきないものが多くあった。煤が付着しているものは

少量認められた。胎土は大半の坪に角閃石・石英・赤

色粒子が含まれており、焼成は良好てあった。 124は体

部外面に多数の擦切痕があり、器面は凸凹て‘ある。擦

切痕は体部全般にみられるが、体部と日縁部を画する

部分だけは通常のヘラケズリ調整が1段施されている。

163~168は底部を有する坪てある。 163~168の底部は

あまり明瞭て‘‘はない。165は高台状の底部を切り離した

後、底部は未調整のままて‘ある。 166は切り離した後、

底部に再調整のヘラケズリが施される。 167と168は高

台状の底部が残ったものてある。体部はヘラや指頭に

よるナデ調整て‘‘、ヘラケズリは施されていない。 254。

261は底部に焼成後穿孔されている。 262は高杯の脚部

分を欠いた形をしている。底部はヘラケズリ調整によ

って「寧に丸く仕上げられており、整形段階から意識

して作られたものと思われる。日縁部のヨコナデ調整

などは高坪のそれと変わりはない。
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第110図 第 3号住居跡遺物出土状況(2)
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第112図 第 3号住居跡出土遺物(I)
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八日市遺跡

第112~124図 第 3号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 ± 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 蓋 12.3 4.2 C'H'J' A 灰白 80% No.305、306 群馬産？

2 坪 (10.0) C'H'J' A 灰 25% No.525 群馬産？

3 坪 (10.8) BC'DG' A 黄橙 20% カマド

4 坪 11.0 5.2 BC'D A 橙 95% No.794 

5 坪 (11.4) (5.3) BC'D A 橙 35% No.696、1027、1082

6 坪 11.6 5.4 BC'DGH' A 橙 100% No.146 

7 坪 11.8 5.5 BCDGH' A 橙 100% No.859、860

8 坪 11.6 5.7 BC'DG'H' A 橙 100% No.44 

， 坪 11.8 BCDGH' A 橙 80% No.49 

10 坪 (11.6) BC'D A 橙 25% No.1057 

11 坪 11.6 5.7 BC'DG'H' A 橙 80% No.827、1029 底部外面は黒く変色

12 坪 (11.8) (5.7) BC'D A 橙 40% No.64 

13 坪 11.4 5.8 BC'DGH' A 橙 95% No.88 

14 坪 (11.6) BC'D A 橙 30% No.802 

15 坪 (11.4) BC'DG A 黄橙 30% No.943 体部外面は煤ける

16 坪 (11.6) 6.5 BC'DG'H' A 橙 60% No.967 体部外面は黒く変色

17 坪 (11.8) BC'DG' A 橙 35% No.899、902

18 坪 (12.0) BC'DG A 橙 25% No.396 

19 坪 12.0 4.9 BCDGH' A 橙 95% No.442 

20 坪 (12.0) 5.2 BC'DGH' A 橙 50% No.128 

21 坪 (12.0) BC'DG'H' A 橙 20% III区下層

22 杯 (12. 4) BC'DH' A 橙 50% I区

23 坪 (12. 4) (5.2) BC'D A 橙 25% No.567、568

24 坪 (12.0) (5.6) BC'DG'H' A 橙 45% I区下層

25 坪 12.4 5.3 BC'D A 橙 100% No.151 底部外面は黒く変色

26 坪 12.0 5.4 BC'DG'H' A 橙 70% No1095 

27 坪 (12.4) (5.7) BC'DG'H' A 橙 45% No.1060、1062、1063

28 杯 (12. 4) BC'DG' A 浅黄橙 40% II区下層

29 坪 12.4 5.2 C'DG A 橙 80% No.692、693

30 坪 12.2 5.3 BC'DG'H A 橙 70% No.387 体部外面は黒く変色

31 坪 (12.0) (5.6) BC'DG'H' A 橙 60% I区

32 坪 (12.0) 5.8 BC'DG' A 黄橙 45% No.1044 体部外面は黒く変色

33 坪 (12.0) BC'DG'H' A 橙 30% I区

34 坪 (12.0) BC'DGH' A 橙 15% No.660 

35 坪 (12.0) BCDG A 橙 20% 覆土

36 坪 (12.0) BC'DG' A 橙 15% No.437 体部外面は黒く変色

37 坪 12.0 5.3 BC'DG A 橙 95% No.788、1037

38 坪 (12.0) BC'D A 橙 15% No.236 

39 坪 12.0 5.6 B'CDGH' A 橙 100% No.131 外面に黒斑

40 坪 (12.2) BC'G' A 橙 35% No.218 

41 坪 12.0 5.4 C'DG' A 橙 90% NoJ030、1031、1034、1035、1071

42 坪 12.2 5.6 BC'DG'H' A 橙 100% No41 

43 坪 12.0 5.6 BC'DGH' A 橙 100% No.542 

44 坪 (12.0) (5.8) BC'DG' A 橙 45% No.889 

45 坪 (12.0) (6.0) BC'D A 橙 45% No.337、338

46 坪 (12.0) (6.0) BC'DH' A 橙 50% No.764、774、778、1027、1083

47 坪 12.2 5.7 BC'DG'H' A 浅黄橙 80% No.38 

48 坪 (12.0) BC'DH' A 橙 20% I区

49 坪 12.2 5.5 BC'DG A 黄橙 55% No.1047、1054、1058

50 坪 (12.3) 5.7 BC'DGH' A 浅黄橙 75% No.624 

51 坪 12.0 6.0 BC'DG'H' A 橙 60% No.1114 体部外面は黒く変色

52 坪 (12.0) (6.0) BC'DGH' A 橙 50% No.1009 

53 坪 12.4 5.3 BCDG'H' A 橙 100% No.779 
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第113図 第 3号住居跡出土遺物(2)
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八日市遺跡

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

54 坪 (12.4) (5.5) C'DG A 浅黄橙 50% No.748 

55 坪 12.4 5.6 BC'DG'H' A 橙 100% No.763 

56 坪 12.4 5.8 BC'DG' A 橙 100% No.1018 

57 坪 12.3 5.6 BC'D A 橙 90% No.661 

58 杯 12.4 5.5 BC'DG'H' A 橙 90% No.374、441

59 坪 12.4 5.7 BC'DGH' A 橙 80% No.739 

60 坪 12.4 5.3 BC'DG'H' A 橙 95% No.300 

61 坪 12.0 5.9 BC'DG'H' A 橙 100% No.799 

62 坪 12.2 (5.8) BCDG A 橙 60% No.685 体部外面は黒く変色

63 坪 (12. 0) (6.0) BC'D A 橙 40% IV区

64 坪 12.4 6.1 BC'DG' A 橙 90% 覆土

65 坪 12.1 5.0 BC'DGH' A 橙 95% No.595 

66 坪 12.4 5.1 BC'DGH' A 橙 95% No.330 

67 坪 (12.0) BC'DG A 黄橙 20% I区下層

68 坪 (12.0) BC'DG' A 橙 20% I区覆土体部外面は黒く変色

69 坪 (12.0) (5.2) BC'DGH' A 橙 25% No.750 

70 坪 (12.0) (5.1) BC'DG A にぷい橙 30% No1052 

71 坪 (12.0) (5.4) BC'DG' A にぷい橙 40% No.67 

72 杯 12.0 5.5 BC'DG' A 橙 100% No.224 

73 坪 (12.0) (5.5) BC'DG' A 橙 25% No.97 

74 坪 (12.0) BCDG'H' A 浅黄橙 20% No.47 

75 坪 (12.0) BCDH' A 橙 20% III区

76 坪 (12. 0) BC'DG'H' A 橙 25% III区

77 坪 12.4 5.5 BC'DG'H' A 橙 95% No.993 

78 坪 12.4 5.7 BCDGH' A にぷい橙 95% No.995 外面は黒く変色

79 坪 12.4 5.7 BC'DGH' A 橙 85% No.608 

80 坪 (12.4) BC'D A 橙 40% IV区上層

81 坪 (12.4) BC'DG' A 橙 45% No.406 

82 坪 12.4 5.8 BC'DGH' A 橙 100% No.795 

83 坪 12.4 5.7 BC'DG' A 黄橙 60% No.576 

84 坪 (12. 4) (5.8) BC'DG A 橙 25% No.1020 

85 坪 12.0 6.0 BC'D A 橙 85% No.980、1076

86 坪 (12.0) (5.8) BC'DG A 橙 35% No.113 

87 坪 (12. 0) (5.8) BC'D A 橙 40% No.101 

88 坪 12.0 6.0 BC'DG'H' A 橙 95% No.794 

89 坪 (12.0) (6.3) BC'DG A 黄橙 45% No.528 体部外面は黒く変色

90 坪 (12.2) 6.1 BC'DG'H' A 橙 65% No.888 

91 坪 (12.0) BCDH' A 橙 15% No.43 

92 坪 (12.2) 6.4 BC'DG' A 浅黄橙 70% No. 1、2 内面全体が煤ける

93 坪 12.4 6.0 BC'DG' A 橙 95% No.127 

94 坪 (12.4) (6.2) BC'DG' A 橙 60% No.120 

95 坪 (12.4) (6.5) BC'DG' A にぶい橙 40% No.987 

96 坪 (12.6) BC'DG'H' A 橙 20% No.164 

97 坪 (12.6) (4.9) BC'DG'H' A 浅黄橙 40% No.58、59 体部外面は黒く変色

98 坪 (12. 6) BC'DH' A 橙 30% No.584、588

99 坪 12.6 5.0 BC'DG' A 橙 75% No.1041 体部外面は黒く変色

100 坪 (12. 6) BC'DGH' A 橙 35% No.721 

101 坪 12.8 5.1 BC'DGH' A 浅黄橙 95% No.219 

102 坪 12.8 5.0 BC'DG'H' A 橙 95% No.989 外面に煤が付着

103 坪 (12.8) BC'D A 橙 35% No.1056 

104 坪 (12. 6) BC'D A 橙 30% No.339 

105 坪 12.8 5.3 BC'DG' A 橙 95% No.807、808

106 坪 (12. 6) BC'DG A 橙 30% No.345 

107 坪 (12.8) (5.3) BC'D A 橙 60% No.133、136
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第114図 第 3号住居跡出土遺物(3)
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八日市遺跡

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

108 坪 (12.6) BCDG' A にぶい橙 40% No.904 内面全体が煤ける

109 坪 (12.0) (4.9) BC'DG' A 橙 20% No.742 

llO 坪 (12.6) BC'DG'H' A 橙 25% No.1023 

111 坪 (12.6) BC'DGH' A 橙 40% No.1075 

112 坪 (12. 6) BC'G A 橙 20% II区一括

113 坪 12.9 5.7 BC'DG'H' A にぶい橙 95% No.585 

114 坪 (12.6) (5.5) BC'DGH' A 橙 70% No.412、839

115 坪 (12. 8) BC'DGH' A 橙 35% No.597 

116 坪 (12. 6) (5.5) BC'DG'H' A 橙 55% No.952、953

117 坪 12.8 5.3 BC'DG' A 浅黄橙 85% No.991 

118 坪 (12. 6) BC'DG' A 橙 30% No.114 

119 坪 (12. 8) 5.5 BC'DH' A 橙 80% No.662 

120 坪 (12. 6) (5.5) BC'D A 浅黄橙 50% No.206 

121 杯 (12.6) BC'D A 橙 35% l区、 III区

122 坪 (12. 6) (5.5) BC'DG A 橙 40% No.789 

123 坪 12.7 5.3 BC'DGH' A 橙 90% No.988 底部外面は黒く変色

124 坪 (12.6) (5.4) BC'DG A 橙 60% No.645 

125 坪 (12. 6) BC'D A 橙 25% II区

126 坪 12.6 5.5 BCDG A 橙 60% No.580 

127 杯 12.6 5.8 BC'DG' A 橙 95% No.569 

128 坪 (12. 8) 5.5 BC'DG A 橙 50% No.307、308

129 坪 12.9 5.7 BC'D A 橙 95% No.72 

130 坪 (12. 8) (5.6) BC'DGH' A 橙 40% No.214 

131 杯 12.8 6.0 BC'DG' A 橙 90% No.144、145、809

132 坪 12.6 5.7 BC'DG A 橙 95% No.667、668

133 坪 (13.0) BC'DG'H' A 浅黄橙 40% No.651 

134 坪 (13.0) BC'DG A 橙 25% No.642 

135 坪 12.8 5.9 BC'DG' A 橙 100% No.73 

136 坪 (12.6) (5.5) BC'H' A 橙 40% No.377、515 体部外面は黒く変色

137 坪 (12. 6) BC'DG'H' A 橙 30% No.1107、1108

138 坪 12.6 5.8 BC'DGH' A 橙 90% No.797、798

139 坪 (12.6) BC'DG' A 橙 20% I区

140 坪 12.6 5.3 BC'DG'H' A 橙 85% No.1017 

141 坪 (12.6) BC'DG'H' A 橙 20% I区

142 坪 12.6 5.4 BC'DG'H' A 橙 90% No.851 

143 杯 12.6 5.8 BC'DG A 浅黄橙 80% No.30、45、48

144 坪 12.7 5.9 BC'DGH' A 橙 95% No977 

145 坪 12.6 5.8 BC'DG' A 橙 85% No.110 

146 坪 12.9 5.6 BC'DGH' A 橙 80% No.686 

147 坪 (12.6) BCDG A 橙 20% I区

148 杯 (12.8) (6.3) BC'DG'H' A 浅黄橙 40% II]区下層 体部外面は黒く変色

149 坪 (12. 6) BC'DG'H' A 橙 40% No.857、928 内面全体が煤ける

150 坪 (12.6) BC'DG'H' A 橙 15% カマド

151 坪 (13.0) (5.2) BC'DH' A 橙 45% No.348 

152 坪 (13.0) BC'DH' A にぷい橙 30% No.429 体部外面は黒く変色

153 杯 (13.0) BC'D A 橙 15% II区

154 坪 13.0 5.6 BC'D A 浅黄橙 85% II区体部外面は黒く変色

155 坪 (13.0) BC'DG'H' A 橙 15% III区

156 坪 (13.0) (5.0) BC'DG' A 橙 25% I区

157 坪 (13.0) BC'D A 橙 20% No.855 

158 坪 (13. 0) (5.9) BC'DG A 橙 40% No.313 

159 坪 (13.0) BC'DG' A 橙 30% No.939 

160 坪 (13.0) (5.3) BC'DG' A 橙 30% No.420 

161 坪 (13.0) BC'DG'H' A 橙 30% Noll2 
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第115図 第 3号住居跡出土遺物(4)
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八日市遺跡

第116図 第 3号住居跡出土遺物(5)
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第117図 第 3号住居跡出土遺物(6)
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番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

162 坪 (13.0) (5.5) BC'DH' A 橙 45% I区上層
163 坪 (13.0) 5.6 BC'DG'H' A 橙 60% 覆土体部外面は黒く変色
164 坪 (13.0) BC'DG' A 橙 40% No.493、494
165 坪 (14.0) (6.6) BC'DH' A 橙 50% No.360 
166 坪 (13.0) (5.9) 6.4 BC'DG A 橙 70% No.373、506 底部外面は黒く変色
167 坪 (12.0) (6.0) 4.4 BC'DG' A 橙 70% No.582 底部外面は黒く変色
168 坪 12.4 7.2 4.1 BC'DG'H' A 橙 95% No.647 
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八日市遺跡

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

169 坪 (13.0) (5.2) BC'DG A 橙 20% No.947 

170 坪 (13.0) BC'DG' A 橙 30% 覆土

171 坪 (13.0) BC'DG A 橙 20% I区

172 坪 (13.0) BC'DG A 橙 15% No.35 

173 坪 (13.0) BC'DG' A 橙 25% No.768 

174 坪 (13.0) BC'DG'H' A 橙 35% No.340 外面に煤が付着

175 坪 (13.0) BC'D A 橙 40% No.393 

176 坪 (13.0) BC'DGH' A 橙 30% No.777 

177 坪 (13.0) BC'DG A 橙 35% No.751 体部外面は黒く変色

178 坪 13.0 5.8 BC'DG A 黄橙 90% No.71 

179 坪 (13.0) 5.8 BC'D A 橙 60% No.445 

180 坪 (13.0) (6.0) BCDGH' A 橙 25% No.669 体部外面は黒く変色

181 坪 (13.0) (5.5) BC'DG' A 橙 40% No.150 

182 坪 (13.0) BC'DG' A 浅黄橙 15% No.1039 

183 坪 13.1 5.6 BC'DGH' A 橙 100% No.531 

184 坪 (13.0) (5.1) BC'DG' A 橙 20% II区

185 坪 (13.0) (5.9) BC'DG' A にぶい橙 40% カマド

186 坪 13.0 BC'D A 橙 55% No.1066~1068、1071

187 坪 (13.0) (6.0) BC'DH' A 橙 50% No.354、894 体部外面は黒く変色

188 坪 13.0 5.7 BC'DH' A 橙 90% No.1032 

189 坪 (13。0) C'DG' A 橙 35% No.175 

190 坪 (13. 0) (6. 3) C'DGH' A 橙 50% No.997~999 

191 坪 13.0 6.2 BC'DG A 橙 70% No.261 

192 坪 (13.0) BC'DG'H' A 橙 20% No.39 

193 坪 (13.0) 6.3 BC'DG' A 橙 50% No.89、116

194 坪 (13.0) C'DG' A 橙 20% No.864 

195 坪 (13.0) BC'D A 橙 15% No.513 

196 坪 (13.0) 6.5 BC'DGH' A 橙 35% 覆土

197 坪 (13. 0) BC'D A 橙 30% II区下層

198 坪 (13.0) BC'DG'H' A 橙 30% II]区下層 体部外面は黒く変色

199 坪 (13.0) BC'DG A 橙 40% No.616 

200 坪 (13. 2) (5.4) BC'DG A 橙 50% No.267 体部外面は黒く変色

201 坪 (13. 4) (5.3) BCD A 橙 50% No.621、635

202 坪 13.6 5.5 BC'D A 橙 100% No.719 

203 坪 (13.2) 5.6 BC'DH' A 橙 75% No.99 

204 坪 (13. 2) (6.0) BC'DG' A 橙 35% No.235 

205 坪 (13. 4) BC'DGH' A 橙 30% No.221 

206 坪 (13.4) BC'DG'H' A 赤褐 30% No.856、1086

207 坪 13.2 5.9 BC'DG'H' A 橙 90% No.570 

208 坪 (13. 4) C'DG'H' A にぷい橙 15% No.453 

209 坪 (13.6) BC'DG' A 橙 20% No.856 

210 坪 (13.6) BC'D A 橙 15% No.601 

211 坪 (13. 2) 6.1 BC'GH' A 橙 75% No.769 

212 坪 (13.4) BC'DG' A 橙 15% I区

213 坪 13.4 5.8 BC'DG'H' A 橙 80% No.1111 体部外面は黒く変色

214 杯 (13. 4) 6.0 BC'DG'H' A 橙 50% No.31~33 

215 坪 (13. 6) BC'DG A 橙 35% No.765、1087

216 坪 13.6 BC'D A 橙 50% No.805、810

217 坪 (14.0) C'DG' A 橙 40% No.691 

218 坪 (14.0) BC'DG' A 黄橙 25% No.656 

219 坪 14.2 5.4 BCDGH' A 橙 100% No.745 

220 坪 (14. 0) (5.5) BC'D A 浅黄橙 35% No.732、735 体部外面は黒く変色

221 坪 (14. 0) BC'D A 橙 30% No.1089 

222 坪 14.2 6.6 BC'DG' A 橙 80% No.841、938、1072
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第118図 第 3号住居跡出土遺物(7)
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八日市遺跡

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

223 坪 (14.4) 6.8 BC'DGH' A 橙 50% No.946 

224 坪 (14.4) 7.5 BC'DG'H' A 橙 55% No.629、1090、1091、1093 体部外面は黒く変色

225 坪 (15.0) (5.5) BC'DH' A にぷい橙 25% No.431、432 体部外面は黒く変色

226 坪 (15.0) BC'DG'H' A 橙 20% No.649 

227 坪 (14.0) 8.5 BC'DG' A 黄橙 45% No.163、165

228 坪 (15.0) (6.6) BC'DG A 橙 30% No.458 

229 坪 (15. 8) BC'DG A 橙 35% No.1002、1014

230 坪 (15.0) 7.5 BC'DG A 橙 40% No.621 

231 坪 (15.0) BC'D A 橙 20% No.260 

232 坪 (15.0) BC'DG'H' A 橙 25% No.522 

233 坪 (15.0) BC'DG A 橙 25% カマド

234 坪 (15.0) (7. 3) BC'DGH' A 橙 75% No.1088、1097、1099

235 坪 (15.0) (7.5) BC'DG' A 橙 75% No.555 

236 坪 (16.0) BC'DG A 橙 20% No.157 

237 杯 (15.0) 6.7 BC'DH' A 橙 65% No.996 

238 坪 (16.0) BC'D A 橙 30% No.804 

239 坪 (16.0) (7.7) BDG A 明赤褐 45% No.288、290~294

240 ミニチュア 2.5 2.0 BC'DG' A 橙 100% No.787 体部外面は黒く変色

241 ミニチュア 5.0 2.9 3.4 BC'DG' A 橙 100% No.408 

242 ミニチュア 6.8 5.3 BC'DH' A 浅黄橙 70% No.676 

243 鉢 (7.9) BC'DH' A 橙 70% No.683 

244 鉢 c7.3) (4.1) 4.0 BC'DG' A 橙 90% No.978 

245 坪 8.9 3.4 BC'GH' A 橙 95% No.254 

246 奸ヽ 8.2 3.8 BC'DGH' A 橙 85% No.368、836

247 坪 (8.0) (4.6) BC'DGH' A 橙 30% No.705 

248 坪 7.8 4.4 BC'DG A 橙 100% No.106 体部外面に黒斑

249 坪 9.0 4.2 BC'DG' A 橙 100% No.806 

250 坪 (9.2) (4.5) BC'DG' A 橙 50% No.1103 

251 椀 (10.4) (4.3) BC'DG'H' A にぶい橙 35% No.215 

252 坪 9.6 5.0 BC'DG'H' A 橙 95% No.118、1100

253 坪 9.2 BC'GH' A 浅黄橙 65% No.69、155

254 坪 8.1 5.3 BC'DH' A 橙 95% No.126 

255 坪 (11.0) BCDGH' A 橙 25% No.380 

256 坪 (11.6) BC'DG'H' A 橙 15% III区

257 坪 12.8 5.6 BC'DG'H' A 橙 95% No.220 

258 坪 (12.8) BC'DG'H' A 橙 45% No465、467

259 坪 13.6 6.0 BC'DG'H' A 黄橙 95% No.521 

260 坪 14.0 5.6 BC'DG'H' A 橙 100% No.738 

261 坪 (14.4) C'DG' A にぷい橙 50% No586、587 底部は焼成後穿孔

262 牙 17.0 5.5 BCDG'H' A 橙 95% No.574 坪部外面は黒く変色

263 坪 12.2 5.4 BC'D A 橙 90% No.631~633 体部外面は黒く変色

264 椀 (13.6) BCDG A 黄橙 25% 南ベルト

265 椀 13.4 BC'D A 橙 50% No171 

266 椀 14.0 6.5 BC'DGH' A 明褐 90% No.557 内外面ともわずかに煤ける

267 椀 8.3 6.0 BC'DH' A 橙 95% No.992 

268 椀 (10.0) BC'DG' A 橙 15% No.826 

269 椀 10.8 6.8 BC'DG'H' A 橙 100% No.124 

270 椀 11.0 5.7 BC'DG' A 橙 90% No.1022、1023

271 椀 10.8 BC'DG' A にぷい橙 70% No.710、713、714

272 椀 (11.0) 6.4 BC'DG A 橙 85% No.526 

273 椀 11.0 6.5 BC'DG' A 橙 75% No.603 

274 椀 11.0 BCDGH' A 橙 65% No.484、582、640

275 椀 10.9 6.7 BC'D A 橙 90% No.740 

276 椀 10.9 6.8 BCDGH' A にぶい褐 90% No.50 
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第119図 第 3号住居跡出土遺物(8)
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八日市遺跡

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

277 椀 11.3 6.7 BC'DG'H' A 橙 95% No.792 

278 椀 10.9 7.1 BC'DG' A 橙 100% No.108、1113

279 椀 12.0 7.1 BC'D A 橙 95% No.94 

280 椀 11.4 7.3 BC'DG A 橙 95% No.125 

281 椀 (12.6) BC'DGH' A 浅黄橙 40% No.929 体部外面は黒く変色

282 椀 12.8 6.7 BC'DG' A 橙 80% No.51 

283 椀 (13.0) C'DG A 橙 35% II区

284 椀 (13.4) BC'D A にぷい橙 25% I区

285 椀 12.4 8.4 BC'DGH' A 橙 95% No.615 外面に煤が付着

286 椀 (15.0) BC'G A 橙 15% No772 

287 高坪 15.4 BCDH' A 橙 90% No.913、921、949、964

288 高坪 15.8 CDH' A 橙 65% No.61 

289 高坪 16.0 BC'DG'H' A 橙 80% IV区下層

290 高坪 15.6 BCDH' A 橙 95% No.363 

291 高坪 16.2 CDH' A 黄橙 80% No.115 

292 高坪 (17.6) BCDG'H A 橙 25% No37 

293 高坪 (17. 7) (10.2) (11. 2) BCG'H' A 橙 45% No.385、881、892

294 高胚 16.3 11.9 12.8 BCDH' A 浅黄橙 60% No.362 

295 高坪 (15.4) (13.3) 12.8 BCDH' A 橙 80% No.761、762

296 高坪 16.2 13.1 10.5 BC'DH' A 橙 80% No.129、130

297 高坪 C'H' A 明赤褐 50% I区上層

298 高坪 BCDFGH' A 橙 60% No.54 

299 高杯 10.6 BCDEGH' A 橙 80% No.919 

300 高坪 11.6 CDFG'H' A 橙 85% No.83 

301 高坪 11.6 BCDFH' A 橙 85% No.529 

302 高坪 12.0 C'DH' A 橙 75% No.252 

303 高坪 12.2 BCDFGH' A 浅黄橙 100% No.511 

304 高坪 10.1 8.3 8.7 BDEH' A 橙 90% No.505 

305 高坪 12.1 C'DH' A 黄橙 60% No.419 

306 高坪 12.1 BCDGH' A 橙 55% No.63 

307 高杯 12.7 9.0 9.8 C'DGH' A 橙 85% No.830 

308 高坪 8.0 CDGH' A 橙 80% No.933、1084

309 高坪 BCDGH' A 橙 50% No.887 

310 高坪 10.6 BC'DH' A 橙 80% No.658 

311 高坪 (8.0) BC'DG' A 橙 45% IV区上層

312 高坪 8.3 BC'DG'H' A 橙 95% No.966 

313 高坪 9.9 BC'DG'H' A 橙 90% I区

314 高坪 10.6 BCDEG'H' A 橙 80% No.828 

315 高坪 11.3 BCDGH' A 橙 85% No.848 

316 高坪 11.8 BC'DFH' A 橙 65% No.835 

317 鉢 (11.0) 5.3 4.6 C'DG A 橙 35% No.400 

318 鉢 5.1 BC'DEGH' A 橙 50% No.177 

319 鉢 (10. 0) (6.9) 5.4 BC'DG' A 黄橙 65% No.32 

320 鉢 14.6 7.2 BC'DH' A 黄橙 100% No.701 外面と日縁部内面に煤が付着

321 鉢 (16.1) CDFGH' A 橙 40% No.934、935

322 鉢 (17.0) BCDFGH' A 橙 25% No.862 

323 鉢 (17.6) (9.0) (4.6) BC'DH' A 橙 30% No.85、825

324 鉢 (18.0) BC'DH' A 橙 20% II区上層

325 鉢 (22.0) BC'DFH' A 橙 10% No.982 

326 鉢 (16.8) C'DH' A 橙 25% No.392 

327 鉢 (21.0) C'DGH' A 橙 15% No.695 

328 鉢 17.4 12.6 5.7 BCDEGH' A 黄橙 70% No.504 

329 鉢 16.3 11. 7 5.8 BC'H' A 橙 40% No.625、628、1102

330 鉢 15.6 12.6 5.6 BC'H' A 橙 75% No.577、589、591、592、974、976、1033、1042
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331 鉢 21.1 16.4 5.6 CDEH' A 橙 95% No.104、105
332 鉢 23.3 16.9 7.5 C'H' A 橙 75% No.346、398、617、618

333 鉢 25.6 16.7 7.0 BCDFG A 橙 80% No.678、679

334 用 9.7 BCDG'H' A 黄橙 80% No.299、636、672

335 琳 BC'DEGH' A 橙 100% No.536 

336 川 BCDH' A 橙 60% No.341、375、443、472、844、847

337 増 BC'DEGH' A 橙 45% No.382、384、867
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八日市遺跡

第121図 第 3号住居跡出土遺物(ID)
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第122図 第 3号住居跡出土遺物(II)
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八日市遺跡
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第124図 第 3号住居跡出土遺物(13)
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八日市遺跡

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

338 堆 8.6 15.6 BCDH' A 橙 100% No.689 

339 琳 9.2 BCDG'H' A 橙 90% No.680 

340 堪 8.9 17.5 BC'DH' A 橙 95% No.1021 

341 壺 (11.0) BC'DG A 橙 15% No.399 

342 壺 (16.2) BCDH' A 橙 25% No.727 

343 壺 (18.2) BCDH' A 橙 20% No.516 

344 壺 (18.4) BC'DH' A 橙 35% No.173、174

345 壺 (22.2) C'DGH' A 橙 20% No.831 

346 壺 BDH' A 橙 45% No.791、793、796、803、1110、1112

347 宰ギ (6.2) BC'DH' A 橙 35% No.486、487

348 罪士 6.2 C'DG A 橙 60% No.485、497、571、572、575、579、970、971、973

349 壺 (6.6) C'DEGH' A 橙 35% I区上層

350 壺 7.3 C'DFH' A 橙 65% No.418、565

351 壺 (8.0) C'FH' A 橙 20% NoJ073 

352 壺 (7.3) BC'DH' A 黄橙 25% No.13、865

353 甕 (8.6) 9.4 4.8 BC'DH' A 黄橙 90% No.147 

354 甕 11.8 10.0 4.0 BCDH' A 橙 95% No.132 

355 甕 15.4 14.6 6.0 C'EH' A 橙 85% No.743 

356 甕 (16.8) BC'DE A 浅黄橙 25% IV区上層

357 甕 16.6 BC'DEG'H' A 黄橙 95% No.737 

358 甕 (17.1) C'DEFH' A 橙 20% No.366 

359 甕 (18.4) CDEH' A 浅黄橙 50% No.876、879

360 甕 (17.6) BC'DEH' A 橙 20% No.409 

361 甕 (17.7) BC'DH' A 橙 20% No.470 

362 甕 (18.7) CDEH' A にぷい橙 30% No.359、367

363 甕 (19.7) BDEH' A 橙 25% No.502 

364 甕 (20.2) BC'DH' A 黄橙 45% No.709、722、723

365 甕 15.3 26.0 5.1 BCDH' A 橙 90% No.95 

366 甕 15.8 29.9 5.1 BC'DEH' A 橙 85% No.238 

367 甕 17.1 29.7 7.2 BC'DEH' A 浅黄橙 65% No.776 

368 甕 14.4 CDH' A 橙 60% No.690、1003、1004

369 甕 (15.4) BC'EH' A にぷい褐 30% No.945 

370 甕 (16.0) BDEH'I A 浅黄橙 15% II区

371 甕 (16.2) BC'DEH' A 浅黄橙 15% I区

372 甕 (16.4) C'DFH' A 橙 20% No.191 

373 甕 15.1 12.5 4.6 BCDEH' A 橙 55% No.472 

374 甕 18.3 BCDEH' A 橙 90% No.773 

375 甕 18.3 29.2 6.3 BC'DEH' A 橙 80% No.477 

376 甕 18.0 BC'EFH' A 橙 50% No.223、243~251、256、778~783、1007 385と同一個体

377 甕 18.7 26.7 5.6 C'EGH' A 浅黄橙 65% No.17~22、29、52、866、874、875、883、892

378 甕 18.6 31.3 5.6 BC'DEH' A 橙 95% No.766 

379 甕 19.2 BC'DEH' A 橙 75% No.687 

380 甕 18.7 31.5 5.4 BCDFH' A 黄橙 80% No.123 

381 甕 19.1 32.5 7.0 BCDEH' A 黄橙 80% No.256~258、659、1043

382 甕 19.5 28.7 (8.6) BCDEH' A 浅黄橙 60% No.405 

383 甕 (6. 5) BCDEH' A 橙 35% No.502 

384 甕 6.3 BC'DH'I A 橙 55% No.652 

385 甕 6.6 BC'EFH' A 橙 45% 覆土 376と同一個体

386 支脚 BC'D A にぷい橙 80% No.623 

387 甑 17.o 12.6 5.4 BCDH' A 橙 100% No.98 

388 甑 (10.2) C'DEGH' A 浅黄橙 25% No.154、156

389 甑 20.7 23.3 9.5 BCDGH' A 橙 70% No.66、814、815

390 甑 8.6 CDFGH' A 橙 45% No.91 
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240~244はミニチュア土器て‘ある。240は須恵器杯身

の模倣と思われ、日縁部上端に焼成前の穿孔がみられ

る。孔は図の正面に 1個所明瞭に認められる。反対側

は孔が貰通しておらず、内面から穿孔しようとしてい

るが途中て‘ゃめている。

251 • 263~286は椀て‘‘ある。椀は、日縁部が短く屈曲

するもの (263~266)と日縁部はやや長く、直線的に外

に開くもの (251・263• 267~286)がある。後者はまた

胴部上位に稜をもつもの (268・276~280)と稜をもたな

いもの (251• 263 • 267 • 269~275 • 281~286)に細分

てきる。 266• 285には煤が付着する。

287~316は高杯てある。和泉式の高坪の系譜を引く

もの (287~303)と須恵器を模倣したと考えられるもの

(304~316)がある。 304は粘土索地自体は砂浪立を多く

含む粗いものてあるが、きめ細かい粘土を表面に塗布

することによって器面が滑らかな土器に仕上げられて

いる。坪部は塗料が剥げており粘土索地が露出してい

るため、脚部とはまったく別の土器にみえる。 311は脚

部の破片て‘、正三角形の透し孔が1個所だけ認められ

る。透かしの位置から四方透かしと思われる。

317~333は鉢て‘ある。小形のもの (317~320)と中形

のもの (321~331)と大形のもの (332・333)がある。小

形の鉢は底部から日縁部にかけて緩やかに内湾しなが

ら立ち上がり、明瞭な口縁部をもたない。 320は口縁部

内面と外面に多量の煤が付着している。328は日縁部の

歪みが著しく、不安定て‘ある。

334~340はi廿て‘ある。胴部が球形をするもの (335~

337 • 339 • 340)と箪盤玉形をするもの (338)がある。

外面は胴部上半から底部にかけてヘラケズリ調整が施

される。

341~352は壺て‘ある。欠損品が多く、完形品は 1点

もなかった。 341は小形の壺の破片と思われる。

353~385は甕て‘ある。壺と比べ出土量も多く、完形

品もみられる。甕の大半は長胴て‘‘、胴部中位が膨らむ

形をしている。 371は破片てあるが胴部があまり膨ら

まない形になると思われる。刷毛目調整のものが 1点

だけ認められる。

386は支脚て‘ある。下半部を欠損している。

387~390は甑て‘ある。 389は砲弾形をしている。日縁

端部には凹みのある平坦面をもつ。
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第 4号住居跡（第125図）

BR-3 • 4、BS-3グリッドて‘検出された。西側

は調査区外に大きく延びるため全体を調査することが

てきなかった。また、東壁部分は排水溝の掘削のため

壊してしまった。第 1号溝が北側の覆土を掘り込んて‘

いた。すぐ北には第 5号住居跡が位置していたが、重

複はしていなかった。南北5.81m、深さ0.20mて‘‘、主

軸方位はN-100°-Eて‘ある。

覆土は 2層からなる自然堆積て‘‘、焼土粒子、炭化物

粒子を微鼠に含んて‘いた。

第126図 第4号住居跡出土遺物

八日市遺跡

床面はほぼ平坦て‘あった。

カマドは東壁やや南寄りに位置していた。両袖と燃

焼部の一部が検出された。袖は地山の削り出してあっ

た。燃焼部は掘り込みがなく、最下層には厚さ 4~10

cmの灰層があった。その上層には天井部の崩落土と思

われる地山のブロック土を多量に含んだ褐色上が堆積

していた。

柱穴・貯蔵穴。壁溝は検出て‘きなかった。

遺物はカマドの左側からまとまって出土した。出土

層位は覆土 1層て‘ヽ 、床面から僅かに浮いていた。
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第126図 第4号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出上位置・その他

1 坪 (11. 6) BC'DG'H' A 浅黄橙 15% I区

2 坪 (12.0) BC'DG'H' A にぶい褐 15% I区

3 坪 (13. 4) C'GH' A 黄橙 10% II区

4 坪 (12.8) C'DGH' A にぶい橙 25% No. 2 

5 坪 (13.6) C'DGH' A 橙 20% No. 5 

6 椀 (15.0) BC'DGH' A 明赤褐 15% No. 1 

7 坪 (14.6) BC'G'H' A にぶい橙 20% No. 2、3 体部外面は煤ける

8 椀 (8.6) 5.6 C'H' A 橙 70% I区
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第 5号住居跡（第127~129図）

BR-3、BS-3グリッドて検出された。西側は調

査区外に延びていたため全体を調査することがて‘きな

かった。また、排水溝掘削のために床面の一部を壊し

てしまった。北に隣接する第6号住居跡の覆土を掘り

込んて‘‘構築されていた。本遺構は東西方向に走る噴砂

の影響て‘壁面のずれや床面に段差が生じており、遺存

状態は悪かった。南北5.00m、深さは0.15mて‘‘、主軸

第127図第 5号住居跡

方位はN-118°-Eて‘‘ある。

覆土は 3層からなる自然堆積と思われる。住居跡全

体にわたって床面上には炭化物粒子、焼士粒子、焼土

ブロックが確認された。そのことから本遺構は焼失住

居てある可能性が考えられる。本遺構周辺には住居跡

が集中していることから、新居を構築する際に本住居

跡を人為的に焼いたことも考えられる。覆土全体には

焼士粒子、焼土ブロック、炭化物粒子がみられた。

/ 

第 5号住居跡土層説明
1褐色土黄褐色土粒子・焼土粒子・焼土プロックを少塁、炭

化物粒子を微量。
2褐色土焼土粒子・焼土プロックを大量、炭化物粒子を少量。
3暗褐色土 炭化物粒子を多呈、黄褐色土粒子・焼土粒子・焼土

プロックを少量。

冑
゜

2m 
l 
1:60 

第128図第5号住居跡カマド

勺 ò ／ 
① 

C
-

C' 

゜
B B' 

三
カマド

a 褐 色 土 黄褐色土粒子・焼土プロックを多最、炭化物粒子を少量（天井崩落土）
b灰褐色土 焼土プロックを多量、焼土粒子・炭化物粒子を少量（灰層）
c 淡黄褐色土 黄褐色土を主体に含み、焼土粒子を少量。
d淡黄褐色土 黄褐色土プロックを多量、焼土粒子・炭化物粒子を少量（掘り方）

貯蔵穴

1褐色土 黄褐色土粒子を少星、焼土粒子・炭化物粒子を微量。
2暗褐色土 黄褐色土粒子・焼土粒子・炭化物粒子を少量、焼土プロックを微呈。
3 暗褐色土 黄褐色土粒子・焼土粒子・炭化物粒子を多景、焼土プロックを少晨。
4褐色土 黄褐色土プロック・炭化物粒子を多量、焼土粒子・黄褐色土粒子を少量。
5暗褐色土 焼土粒子・焼土プロックを多員、黄褐色土粒子・炭化物粒子を少量。 ゜

1m 
I 
1:30 
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八日市遺跡

第129図 第 5号住居跡遺物出土状況
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第130図 第 5号住居跡出土遺物(I)
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八日市遺跡

第131図 第 5号住居跡出土遺物（2)

＼ 

42 

I
’
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¥ I./ 
¥ 46 

47 

゜
10cm 

1:4 

床面は噴砂により段差が生じていた。特にカマド右

側周辺て顕著て‘あった。壁面は北壁にス、レが認められ

たが、東・南壁には噴砂の影響はみられなかった。

カマドは東壁やや南寄りに位置していた。袖は地山

の削り出して、内側の壁面は僅かに赤く焼けていた。

燃焼部は壁外には延びず、焚口に浅いピット状の掘り

込みが認められた。奥壁寄りには上製の支脚が検出さ

れた。支脚は径19cm、深さ 5cmの小ピットに納められ

た後、地山の土て‘‘裾部を埋め込まれ固定されていた。

位置は左寄りて、、燃焼部中央に向けて僅かに斜位に置

かれていたようてある。

貯蔵穴は南東コーナ一部分に位置しており、排水溝

により東側の一部が壊されていた。検出された大きさ

は、長径66cm、短径56cm、深さ83cmてあった。

村吹・壁溝は確認て‘きなかった。

遺物はカマド周辺の床面直上から多量に出土した。

カマド右側からは40の胴部下半を欠損した壺が出土し

た。器台として転用されたものと思われる。 1の坪は

底面が凸状になっている。これは周辺からのヘラケス‘

リ調整によって粘土の余剰が生じててきたものて‘、未

調整てある。そのため接地面は不安定て‘ある。

ほかに凝灰岩製の砥石が1点が出上した。
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第 130• 131図 第 5号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調

1 坪 11.4 4.4 BCDGH' A 橙

2 坪 12.2 5.0 BDGH' A 浅黄橙

3 坪 (12.6) (4.7) C'DGH' A 橙

4 坪 12.6 5.5 BCDGH' A 橙

5 坪 12.5 5.4 BCDGH' A 明赤褐

6 坪 (12.8) 5.8 BC'DGH' A 橙

7 坪 13.2 5.5 BCDGH' A にぶい橙

8 坪 (11.6) (5.3) BCDGH' A 橙， 坪 (12.8) BCDGH' A 橙

10 坪 (12.0) C'GH' A 橙

11 坪 (12.4) BC'DGH' A 橙

12 坪 (12. 6) BCDGH' A 黄橙

13 坪 12.4 5。8 BC'DGH' A にぶい橙

14 坪 (12.0) BCDGH' A 橙

15 坪 12.6 5.3 BC'DGH' A 橙

16 坪 12.3 5.2 BC'DGH' A 浅黄橙

17 坪 (13.6) 5.5 BC'DGH' A 橙

18 坪 (13.0) C'GH' A 黄橙

19 坪 (15.0) BC'DGH' A 橙

20 坪 (14.0) BCDGH' A 橙

21 坪 (15.0) 7.0 GH' A 浅黄橙

22 杯 14.6 7.8 BCDGH' A 橙

23 坪 14.6 7.3 BC'GH' A 浅黄橙

24 坪 13.4 5.7 BC'DGH' A 橙

25 坪 (14.6) BC'DGH' A 橙

26 坪 (7.0) BC'DGH' A 橙

27 椀 (10.0) BC'DGH' A 黄橙

28 椀 (12.0) BC'DEH A 黄橙

29 椀 (13.0) BCDGH' A 橙

30 椀 (13.0) BCDGH' A 橙

31 椀 14.8 BC'DH' A 橙

32 高坪 (16.0) BC'DGH' A 橙

33 高坪 16.5 13.7 12.7 BC'DGH' A 橙

34 高坪 (9.8) BCDGH' A 橙

35 高坪 (11.0) BCDH' A 橙

36 琲 BC'DH' A 浅黄橙

37 壺 BCDGH' A 橙

38 宜士 5.8 BC'DGH' A 橙

39 壺 (4.8) BC'DGH' A 黄橙

40 壺 BC'GH' A 橙

41 壺 26.0 26.7 6.8 BCDGH' A 橙

42 甕 (14.0) BCDGH' A 明赤褐

43 甕 (18.0) BGH A 橙

44 甕 (15.2) (17.1) 5.6 BC'DH A 橙

45 甕 (6.0) BC'GH A 橙

46 甑 (9.0) BCDGH' A 橙

47 支脚 6.9 19.2 12.8 BCDH' A 橙

第 6号住居跡（第 132~|34図）

BS-2 • 3グリッドて‘検出された。西壁は調査区外

にかかるため調査することがてきなかった。また本遺

残存 出土位置•その他

85% No.67 

100% II区

15% No. 2 

95% No.59 内面は煤ける

95% No61 外面の一部は黒く変色

45% No.72、82 体部外面は黒く変色

90% No.68 

55% No44 

25% No87 体部外面は黒く変色

30% No. 9 

25% I区

15% 拡張部体部外面は黒く変色

95% No45 外面は黒く変色

30% No. 4 

95% No.60 内外面とも黒く変色

90% No.54、68 外面はわずかに煤ける

65% No.63、64

30% カマド

15% 覆土

20% No.96 

70% No.58 外面底部は黒く変色

100% No.16 

95% No.21 内外面ともわずかに煤ける

95% No.45 内面に付着物あり

30% No.78 

20% 拡張部

20% 覆土

10% II区

10% 覆土

15% 拡張部

85% No.53 体部内外面は煤ける

15% 貯蔵穴

90% No.46、52、53

60% 拡張部

20% No.65 

35% No14 

15% No. 8 

70% I区外面底部は黒く変色

30% No.66 底面は黒く変色

65% No.46 外面はわずかに煤ける

60% No.7、17~22、27~35、41、62 底面は黒く変色する

20% No.57 外面全体は煤ける

20% 貯蔵穴

70% No.38 

20% II区

20% No.34、65 内面に多量の煤が付着

100% No.43 内外面ともわずかに煤ける

構のほぼ中央を排水溝掘削のために壊してしまった。

南半部を第 5号住居跡に、北壁の一部を第 7号住居跡

に壊されていた。本住居跡は第 5号住居跡同様に東西
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八日市遺跡

第132図 第 6号住居跡
SJ 7 

¥ 

三
B
-

SJ 5 

第6号住居跡土層説明

1褐色 土 黄褐色土粒子を多量、焼土粒子・炭化物粒子を微盤。

2褐色 土 黄褐色土粒子・焼土粒子・焼土プロックを多量、炭化物粒子を微量。

3 淡黄褐色土 黄褐色土粒子を少最、焼土粒子・炭化物粒子を微量。

第133図第 6号住居跡カマド
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゜ 1: 60 
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B
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C C-

二

カマド
a 淡褐色土 焼土プロックを多呈、黄褐色土粒子・炭化物

粒子を少醤（天井崩落土）

b灰褐色土 焼土プロックを多塁、焼土粒子・・炭化物粒子

を少量（灰層）

c 淡黄褐色土 黄褐色土粒子・プロックを多量、焼土粒子・

炭化物粒子を微最。

゜ 1 : 30 
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第134図 第 6号住居跡遺物出土状況
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八日市遺跡

第135図 第 6号住居跡出土遺物(I)

□ □ 口 3 □□ 
三 □ 三口
□三／ □□□ □□ □□□ 
□ 3 □□4 ロロ：口6

ロロ8 □□，□□20 

三 三□□ 口 23□□24 

□ ロロロロ］2 口 28

□ 三 0 □□□□□ 
□ 3ロ ロロ
ニニ38二 3g l~o40/]ーロ 41 

~ 43 ~ 44 o 10cm 
I I 

1: 4 

--149-



第136図 第 6号住居跡出土遺物(2)
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方向に無数に走る噴砂によって遺存状態は悪かった。

南北4.60m、深さは0.12mて‘ヽ 、主軸方位はN-48"-E

てある。

覆土は 3層からなる自然堆積て‘あった。 2層には焼

土粒子、焼土ブロックを多量に含んて‘‘いた。

床面は噴砂の影響て10~15cmの段差が生じており、

住居跡の南東部分が一段低くなっていた。また、カマ

ド左の壁面は北東方向に約30cm大きくずれていた。

カマドは北壁東寄りに位置していた。左袖部分には

噴砂が走行していたが、遺存状態は良好てあった。袖

は地山の削り出して、壁面は僅かに赤く焼けていた。

燃焼部は住居跡壁外に延びず、掘り込みはなかった。

下層には厚さ 3~10cmの灰が堆積していた。

貯蔵穴は南北にそれぞれ 1基ずつ確認てきた。貯蔵

穴 1は北東コーナ一部分に位置していた。大きさは、

第135• 136図 第 6号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調

1 坪 (9.0) BC'DGH' A 橙

2 坪 (10.0) (5.1) C'GH' A 橙

3 坪 (11.6) BCDGH' A 黄橙

4 坪 (11.6) (5. 5) BC'DGH' A 橙

5 坪 (12. 2) 5.0 BC'DGH' A 橙

6 坪 (12.0) BC'DGH' A 浅黄橙

7 坪 12.2 5.6 BCDGH' A 橙

8 坪 (12.0) BC'DGH' A 橙， 坪 (13.0) (5.4) BC'DGH' A 橙

10 坪 (12.6) BC'DGH' A 橙

11 坪 (13.2) (5.1) BCDGH' A 橙

12 坪 (12.0) BCDGH' A 橙

13 坪 (12.2) 5.3 BC'DGH' A 橙

14 坪 (12.0) C'GH' A 橙

15 坪 13.0 5.7 BCDGH' A 橙

16 坪 12.2 5.4 BCDGH' A 橙

17 坪 (13.0) BC'DGH' A 橙

18 坪 (13.0) (5.7) BC'DGH' A 橙

19 坪 (13.0) BC'DGH' A 橙

20 坪 (13.0) BCDGH' A 橙

21 坪 (13.0) (5.6) BC'DGH' A 橙

22 坪 (13.2) BC'DGH' A 橙

23 牙 (13.6) BC'DGH' A 橙

24 坪 (12.4) 5.8 BC'DGH' A 橙

25 坪 (12.0) BCDGH' A 橙

26 坪 (12.0) 6.0 BC'DGH' A 橙

27 坪 (12.8) (5. 7) BCDGH' A 橙

28 坪 12.2 6.1 BCDGH' A 橙

29 坪 (15.0) BC'DGH' A 橙

八日市遺跡

長径40cm、短径36cm、深さが24cmて‘ヽ、平面形態は円形

をしていた。遺物は土師器片が少量出土した。貯蔵穴

2は南壁やや中央寄りに位置しており、長径67cm、短

径46cm、深さが70cmてあった。平面形態は楕円形て‘あ

った。遺物は 1 • 7 • 15 • 28 • 31などの完形および破

片の坪が多く出土した。

柱穴・壁溝は確認てきなかった。

遺物は床面から多量の土器が出土した。坪は住居跡

南半に集中していた。 2 • 17 • 22 • 27には煤が内外面

に付着している。貯蔵穴 2から出土した28は、器表面

の約1/3が剥落しており、その部分にも多量の煤が付着

している。北半には高杯、壺、甕が多くみられる。 50

の胴部を欠損した壺は、日縁部を床面に伏せた状態て‘‘

出土した。倒立した状態て‘‘器台に転用したものと思わ

れる。

残存 出土位置・その他

15% 貯蔵穴 1

30% No.92 外面と日縁部内面は煤ける

15% No.97 体部外面は黒く変色

20% 拡張部体部外面は黒く変色

75% No•87 体部外面は黒く変色

20% 拡張部

95% 貯蔵穴 1No3 体部外面は黒く変色

20% No.97 

35% II区

25% IV区

25% No.98 

20% No.143 体部外面は黒く変色

70% No•89、 91 、 95

30% II区

100% 貯蔵穴 1No.1 体部外面は黒く変色

100% No.85 体部外面は黒く変色

30% I区 外面はわずかに煤ける

20% No.129 

20% 拡張部

15% 南ベルト

20% 139 

20% No.77 内外面とも煤ける

45% I区、 II区

60% No.32、33

30% No.149 体部外面の一部は黒く変色

70% No.46 

40% No.52 体部外面は煤ける

100% 貯蔵穴 1No. 2 外面は多量の煤が付着

15% No.62、77
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番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調

30 坪 (15.0) BC'DGH' A 橙
31 坪 (13.6) BC'DGH' A 橙
32 坪 (15.0) 7.0 BCDGH' A 橙
33 椀 (13.0) BC'DGH' A 黄橙
34 高坪 (15.0) BC'DGH' A 橙
35 高坪 15.6 BC'DGH' A 橙
36 高坪 (17.0) BC'DGH' A 黄橙
37 高杯 (6.8) BC'DGH' A 橙
38 高坪 (10. 6) BC'DGH' A 橙
39 高坪 (11.0) BC'DGH' A 橙
40 高坪 (11.0) BC'DGH' A 橙
41 高坪 BCDGH' A 橙
42 高坪 (17. 6) (11.0) (11.0) BC'DGH' A 橙
43 柑 BC'DGH' A 橙
44 柑 BC'DGH' A 橙
45 壺 (11.0) (9.1) (7.8) BC'DGH' A 橙
46 宜士 (15.4) BC'DGH' A 橙
47 碑士 (15.0) BC'DGH' A 橙
48 壺 (19.0) BCDGH' A 橙
49 罪士 (21.0) BCDGH' A 橙
50 ，士亜 19.6 BC'DGH' A 橙
51 虚ユ (7.0) BC'DGH' A 明赤褐
52 宰士 20.8 25.1 7.4 BC'GH' A 橙
53 甕 (13.0) BC'DGH A 黄橙
54 甕 (19.0) BC'DGH A にぷい橙
55 甕 (18.0) BC'DEGH A 黄橙
56 甕 (15. 8) BC'GH A にぷい橙
57 甕 (18.0) BC'DGH A 橙
58 甕 (20.2) BC'EH A 橙
59 甕 17.2 C'EH' A にぶい褐
60 甕 18.0 BC'EGH A 灰白

61 甕 7.0 C'EGH A 浅黄橙
62 甕 (6.2) BC'DGH A 橙
63 甕 (7.6) BC'DEGH A 灰白

64 甕 (6.6) BC'DGH A 橙
65 甕 6.0 BC'DGH A 橙
66 甑 (8.0) BC'DGH' A 橙

第 7号住居跡（第137図）

BS-2グリッドて‘検出されに調査区外にかかるた

め全体を調査することがてきなかった。また、調査当

初に掘削した排水溝のために床面の一部を壊してしま

った。第6号住居跡を切って構築しており、噴砂の影

響て‘南・東壁は歪んていた。南北6.08m、深さが0.13

mて‘‘あった。主軸方位はN-43°-Eてある。

床面は平坦てあった。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

カマドは調査区壁面の観察から北壁に位置すること

が判明した。覆土の 2• 3層がカマド覆土にあたり、

残存 出土位置。その他

20% No.150 

15% 貯蔵穴 1

65% No.26、80、99

15% 南ベルト

15% No40 

80% No.43、44、47

30% No.34 

85% No.78 

25% 貯蔵穴 1

95% No.76 裾部内面には多鼠の煤が付着

85% No.147 

85% No.107 

60% No.116 外面には多量の煤が付着

30% No.13 

25% No.41 

30% No.55 底部外面は黒く変色

30% No35 

20% 拡張部

20% II区

20% No.142 

95% No.118 

15% 北ベルト

95% No. 4、11、50、81、122、124、127、128

35% No.120 外面はわずかに煤ける

20% No.105 

35% No136 

55% No.46、49

15% No.12 

40% No.102 外面の一部は黒く変色する

70% No.2、71、109、125、126 内外面とも少量の煤が付着
70% Nol6 外面は少量の煤が付着

30% No 5、30、83、84、123 外面の一部は黒く変色
30% No.72 

40% No53 外面は煤ける

20% No.132 

35% Nol48 

15% No.16 外面は黒く変色

3層が灰層になるものと思われる。

貯蔵穴は南東コーナー部分に位置していた。長径85

cm、短径66cm、深さ102cmて‘ヽ 、平面形態は長方形をして

いた。遺物はあまり出土しなかった。

ピットは 3本確認てきた。そのうち主柱穴と思われ

るのがP1 • 2て‘‘ある。 P3は位置から主柱穴とは考

えにくい。各ピットの大きさは、p1が24cmX29cm、

P2が24cmX16cm、P3が25cmX32cmてあった。

カマド・壁溝は検出て‘きなかった。

遺物は少最の土器が床面から浮いて出土した。
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八日市遺跡

第137図第 7号住居跡
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第7号住居跡土層説明

1褐色上 貨褐色土プロックを多鼠、焼七粒了..炭化物粒子を微星。

2褐色 土 焼土プロックを多罹、凶褐色」．プロック・炭化物粒子を少鼠。

3 淡灰褐色土 灰・焼土プロック・炭化物粒子を多量、焼土粒了を少畠。

4淡褐色土 黄褐色上プロックを多量、焼士粒子・炭化物粒子を微量。

5褐色 七 閲褐色上プロックを多屈、焼士プロックを少ht、炭化物粒（を微ht。

6淡褐色：Iー 伯褐色［プロックを多惜、焼卜粒子・炭化物料~了を少間。

貯蔵穴

1褐色t 黄褐色土粒子を多惜、黄褐色十プロック・焼＿t粒—f·炭化物粒子を少措。

2褐色七 黄褐色tプロックを多情、拍褐色t粒子・焼 lこ粒-f.炭化物粒子を少星。

3 II沿紺色上 拍褐色上プロックを少：心、焼．I粒了,.炭化物粒fを微：，｝。

4褐色上 黄褐色土プロックを少星、焼I→．粒子・炭化物粒子を微惜。

5褐色土 黄褐色土プロックを多協、焼土粒子を少贔、炭化物粒子を微届。

ピット 3

1褐色土 黄褐色土プロックを少量、黄褐色土粒子・焼土粒子・炭化物粒子を微塁。

2淡褐色土 黄褐色土プロックを多量、黄褐色上粒子を少骸、炭化物粒子を微昌。

D
-

D'E  E' 

］ 

゜ 1, 60 
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第138図 第 7号住居跡出土遺物
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第138図 第 7号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12.6) C'DH' A 橙 15% 覆土
2 坪 (12.0) BC'DH' A 浅黄橙 15% No. 9 
3 坪 (13.4) BC'DG'H' A 橙 10% 拡張部外面わずかに煤ける
4 坪 (13.0) BC'DG'H' A 黄橙 15% No. 5 
5 坪 C'DGH' A 橙 30% No. l 
6 坪 (13.4) BC'DH' A 黄橙 20% No11 
7 坪 (13.0) C'DGH' A 橙 15% 貯蔵穴
8 椀 10.4 7.0 BC'DH' A 橙 80% No 2~ 4 ， 用 9.0 BC'DGH' A 橙 20% No.10 
10 用 (9.0) BC'DG'H' A 浅黄橙 15% 東ベルト
11 高坪 (16.0) BC'DH' A 橙 10% 貯蔵穴
12 ミニチュア (5.0) C'DG'H' A 浅黄橙 20% 覆土
13 甑 (19.0) C'DGH' A 橙 10% 覆土

第 8号住居跡（第139・140図）

BP-3、BQ-3グリッドて検出された。第 1号道

路跡の硬化面直下に位置していたため、遺存状態はあ

まり良くなかった。東西3.78m、南北4.14m、深さ0.10

mて、平面形態は方形て‘あった。主軸方位はN-72°―

Eてある。

覆土は第 1号道路跡の硬化面下ということて踏み固

められており、覆土中層にまて‘及んて‘‘いた。住居跡は

2層からなる自然堆積て‘あった。

床面は道路跡の影響て‘僅かに起伏が日立った。壁は

緩やかに立ち上がる。

カマドは東壁南寄りに位置していた。抽は地山の削

り出してあった。燃焼部は壁外に延びず、浅い掘り込

みが確認された。下層には厚さ 3~6cmの灰層があっ

た。カマド内からは多くの遺物が出土した。奥壁に近

い所の灰層の上から土師器の高杯が倒立した状態て‘‘出

士した。支脚に転用されたものて＼位置は燃焼部左寄

りてあった。器面がそれほど脆くなっていないことか

ら、あまり火熱を受けていないものと思われる。

貯蔵穴はカマド右側の南東コーナ一部に位置してい

た。大きさは、長径86cm、短径55cm、深さが59cmて‘、

平面形態は長方形をしていた。遺物は 1の土師器の坪

が出土した。

柱穴・壁溝は確認てきなかった。

遺物はカマド燃焼部とカマド左側の床面から集中し

て出土した。 21の高坪は推定口径が25.0cmと大形て‘‘あ

る。坪部内外面には煤が付着している。今回の調査て‘

出土した大形の高坪はこの 1点だけてある。
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八日市遺跡

第139図第 8号住居跡
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第 8号住居跡土層説明

1掲色上 焼上粒子・炭化物粒子を少届、暗褐色jープロックを微屈。

2 紺色上焼士粒—了・炭化物粒子を少塁、暗褐色土プロックを微量。

3 II評褐色I:: 褐色I:プロック・焼」粒子・炭化物粒子を微星。

4 II粁掲色土 褐色十．プロックを多景、焼土粒子・炭化物粒子を微量。
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第140図第 8号住居跡カマド
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カマド

a 褐色土焼土粒子・炭化物粒子を多量、暗褐色

二b 暗褐色土と畠心冒：ぶ立子を微量。
/ c 褐色土焼土プロックを大畠、焼土粒子・炭化

物粒子を少畠（天井崩落土）
d 黒色士焼士粒子・炭化物粒子を微量（灰層）
e 褐色土焼土粒子・炭化物粒子を少量、暗褐色

土プロックを微量（煙道部埋土）

二
。

1m 

1: 30 

第141図 第 8号住居跡出土遺物
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第141図 第8号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調

1 坪 10.2 4.5 BC'DH' A 橙

2 坪 9.8 5.1 BC'DGH' A 橙

3 坪 (11.4) (5.3) BC'DGH A 橙

4 坪 12.6 6.2 BC'H' A 浅黄橙

5 坪 12.4 BC'DG'H' A 橙

6 坪 12.2 5.5 BC'GH' A 橙

7 坪 (12.0) (5.6) BC'GH' A 橙

8 坪 12.6 5.9 BCG'H' A 橙
， 坪 (12. 6) 5.9 BC'DG'H' A 橙

10 坪 (13. 0) BC'DH' A 橙

11 坪 (13. 8) 5.7 BC'H' A 橙

12 坪 (12. 8) BC'DH' A 黄橙

13 坪 (13.0) C'DH' A 黄橙

14 坪 (12.0) BC'DG'H' A 橙

15 坪 12.4 5.6 BC'DGH' A 橙

16 坪 13.0 6.4 BC'DG'H' A 橙

17 坪 (13.0) BC'DH' A 橙

18 坪 (13.0) BC'DH' A 橙

19 椀 (9.4) (7.8) BC'DGH' A 浅黄橙

20 高坪 17.6 BC'DGH' A 橙

21 高坪 (25.0) BDH' A 橙

22 甕 (7.0) C'DH A 橙

第 9号住居跡（第142図）

BQ-2、BR-2グリッドて検出された。住居跡の

大半が調査区外にかかるため、調査がてきたのは全体

の約1/3てあった。西側は排水溝掘削のために一部を壊

してしまった。検出てきたのはカマドから西壁に至る

部分て‘ヽ、全体の規模および平面形態は不明て‘ある。主

軸方位はN-53°-Eてある。

カマドは北壁西寄りに位置していたと思われる。検

出て‘‘きたのは柚と燃焼部の一部だけてあった。袖は地

第143図 第9号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調

1 坪 (10.0) (3.3) BC'DG'H' A 浅黄橙

2 坪 11.8 5.4 BC'GH' A 浅黄橙

3 坪 (12.0) C'DGH' A 橙

4 坪 (12. 6) BC'H' A 橙

5 坪 (13.0) BC'DG'H' A 橙

6 坪 (13.0) BC'DH' A 橙

7 坪 (13.0) C'DGH' A にぶい橙

8 坪 (13.0) BC'DH' A 橙
， 坪 (13.0) BC'DG'H' A 橙

10 増 (8.8) BC'DG'H' A 橙

11 壺 (6.0) BC'GH' A 灰白

12 甕 (5.0) DGH A 橙

13 甕 6.2 BHI A 明赤褐

八H市遺跡

残存 出土位置•その他

80% 貯蔵穴

100% No.10 

25% No. 6 

80% No. 2 外面の剥落が著しい

55% No. 4、7、8

100% No. 3 

20% No17、19

80% No11、14~16

45% II区

20% No.13 

75% No. 1 

30% Nol4、16、20 外面に煤が付着

25% III区

25% I区

100% No. 5 

90% No31 

15% No.19 

15% No.21 

90% No.29、30

95% No.22 

75% No.23、25~28 内外面に煤が付着

55% I区、III区外面に煤が付着

山の削り出してあった。燃焼部は僅かに掘り込まれて

おり、焚口部には浅いピット状の落ち込みがあった。

貯蔵穴は南東コーナ一部分に位置していた。大きさ

は、長径74cm、短径60cm、深さが103cmて、平面形態は

楕円形をしていた。覆土全体に焼土粒子、炭化物粒子

を徽贔に含んて、いた。

柱穴・壁溝は検出て‘きなかった。

遺物は覆土と貯蔵穴から少量出土した。 1の土師器

の坪は小形て‘‘、やや粗製て，，ある。

残存 出土位置•その他

15% 覆土

60% 貯蔵穴

20% 覆土

55% 貯蔵穴

20% 覆土

15% 貯蔵穴

20% 覆土

15% 貯蔵穴

15% 貯蔵穴

20% 覆土

35% 覆土

20% 覆土

60% 貯蔵穴
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第142図 第 9号住居跡
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第9号住居跡土層説明

I灰褐色土表土
1灰黄褐色土 白色パミス・焼土粒子・炭化物粒子を微呈。
2黄褐色土 暗褐色土プロック・焼土粒子・炭化物粒子を微量。

カマド

a 褐色土

b褐色土

c褐色土

d黄褐色上

第143図

暗褐色土プロック・焼土粒子・炭化物粒子を微量。
焼土粒子・炭化物粒子を多量、暗褐色土プロックを微量。
焼土粒子・炭化物粒子を大量、灰を微畠。
焼土粒子・炭化物粒子・焼土プロックを微量。

第 9号住居跡出土遺物

□ 
口
口

□ 
□。

゜
10cm 
I 
1: 4 

口

貯蔵穴

1暗褐色土

2褐色土

3 暗褐色土

焼土粒子・炭化物粒子を微量。
焼土粒子・炭化物粒子を微量。
焼土粒子・炭化物粒子を微量。

□ 
口
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＼口／

゜
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第10号住居跡（第144• 145図）

BQ-4 • 5グリッドて‘検出された。東側は調査区外

にかかるため全体を調査することがてきなかった。西

側の約1/3は第 8号溝および攪乱によって壊されてお

り、遺存状態は悪かった。南北5.14m、東西推定3.75

m、深さは0.15mてあった。平面形態は南北に長い長

方形をしていたと思われる。主軸方位はN-44°-Eて‘

ある。

覆土は 6層からなる自然堆積て‘あった。

第144図 第10号住居跡
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l ~6層が

住居跡覆土にあたる。

八日市遺跡

2層には多量の焼土粒子と帯状

に堆積した炭化物が認められた。住居跡埋没の過程て‘‘

火を焚いた痕跡と思われる。本遺構自体は焼失住居て｀‘

はなし‘o

床面はほぼ平坦て‘あった。壁は垂直に立ち上がる。

カマドは調宜区東壁の断面観察によって住居跡北壁

東寄りに位置していたことが分かった。調査区外にな

るため袖も検出て‘‘きなかった。カマドの覆土は 7~ 9 

層にあたる。

／
／
口
冒
冒
口
冒
胃
胃

9層が灰層になるものと思われる。
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E Ei
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1 : 60 
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第 10号住居跡土層説明

1暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を少呈。

2暗灰褐色土 焼土粒子を多量。炭化物が帯状に堆積する。

3黒褐色土 炭化物粒子を大鼠。

4 暗黄褐色土 灰色粘質士と黄褐色土の互層。

5赤褐色土焼土を含む。

6黄 褐色土 黄褐色土プロックを含む。

7 暗灰褐色土 焼土粒子を少量。炭化物を含む粘質土がプロック状に堆積。

8 暗 褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を少量。

9灰色土灰を含む粘土。

貯蔵穴
1黄灰褐色土 炭化物粒子を少量黄褐色土をプロック状に含む。

2暗灰褐色土 炭化物粒子を少量、黄褐色土粒子を帯状に含む。

3暗灰褐色土 炭化物粒子を多呈。

4 赤褐色上 焼土・炭化物粒子を含む。

5暗褐色上 炭化物粒子を少蜃。

6暗褐色土 炭化物粒子を少監、黄褐色土をプロック状に含む。

7黒褐色土 炭化物粒子・炭化物を大量。

8灰色土炭化物粒子を微景。

9灰色土炭化物粒子を少量。

ピット 1• 2 • 3 

1灰褐色土炭化物粒子を少量。

2暗褐色土炭化物粒子を多羅。

3 暗褐色土炭化物粒子を少贔。

4暗黄褐色土粘質土。

ピット 4 • 5 

1暗褐色土

2暗褐色土

3 暗黄褐色土

焼t粒子を少塁、炭化物粒子を微量。

炭化物粒子を少競。

炭化物粒子を微量。
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第145図 第10号住居跡遺物出土状況
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八日市遺跡

第146図 第10号住居跡出土遺物（I)
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第147図 第10号住居跡出土遺物(2)

I 

26 

25 

゜
10cm 

1: 4 

¥ 8  

貯蔵穴は南東コーナ一部分に位置していた。大きさ

は、長径92cm、短径72cm、深さが67cmて‘ヽ 、平面形態は

楕円形をしていた。覆土全体には炭化物粒子が認めら

れた。また覆土下層の 7層中には大贔の炭化物が検出

された。この炭化物は棒状木材を並べた貯蔵穴の蓋材

てある可能性が高いと思われる。 6層から出土した22

の土師器の小形甕は、その蓋材の上に置かれていたも

のが蓋材の腐食とともに貯蔵穴内に落ち込んだものと

考えられる。

ピットは 7本確認て‘‘きた。そのうち主柱穴と思われ

るのがP2 • 6 • 7てある。 4本柱と思われるが、残

りの 1本は確認することがてきなかった。各柱穴の大

きさは、 P2が25cmX22cm、P6が30cmX10cm、P7

が28cmX23cmてあった。他のピットは南壁周辺に集中

していた。各ピットとも平面形態および形状がまちま

ちてあり、性格は不明て‘‘ある。

壁溝は幅約20cm、深さ約8cmて‘ヽ 、南壁と東壁に巡っ

ていた。西壁については不明てある。

遺物は住居跡南半部に集中して出士した。土器の大

半が床面直上からの出上てあった。 1 ~3 • 5 • 8~ 

10 • 13の土師器杯には内外面に煤が付着している。ま

た3• 9は二次的火熱を受けて、器面の一部が剥落し

ている。 18• 19の壺は胴部下半から上を欠損している

が、割れ日部分は摩滅して丸くなっていることから鉢

に転用されたものと思われる。 2点とも内面には煤が

付着する。 21の壺は口縁部と胴部下半を欠いている。

器台として転用されたものと思われる。甕の多くは器

面に煤が付着している。 26の甕は横方向にヘラナデ調

整が施され、器面が平滑て‘ある。 27は胴部下半がかな

り火熱を受けているため器面が脆くなっている。 30の

土製支脚は火を受けた影響は認められない。

ほかに凝灰岩製の砥石が床面から 1点出土した。
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第146• 147図 第10号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調

1 坪 12.4 5.1 BCDGH' A 橙

2 坪 13.2 5.1 BC'DGH' A 橙

3 奸； 12.1 5.4 BC'DGH' A 橙

4 坪 12.6 5.4 C'DGH' A 浅黄橙

5 坪 (12.0) BC'DGH' A にぶい橙

6 坪 (13.0) C'DGH' A 橙

7 坪 (13.0) BC'DH' A 橙

8 坪 (12.8) BC'DG'H' A にぷい橙
， 好 (12.6) C'DGH' A 橙

10 坪 12.6 5.9 BCDGH' A 橙

11 坪 (13.7) C'DGH' A にぷい橙

12 坪 (15.0) DG'H' A 黄橙

13 坪 (11. 4) C'DGH' A 橙

14 ミニチュア 7.3 4.8 BC'DGH' A 橙

15 高坪 (8.8) BC'DH' A 橙

16 高坪 (9.0) BC'DGH' A にぷい橙

17 壺 (21.0) C'DH' A 橙

18 壺 6.4 BC'DGH' A 橙

19 壺 5.8 BC'DGH' A 橙

20 壺 6.6 BC'DGH' A 浅黄橙

21 壺 C'DGH' A 橙

22 甕 13.6 17.4 6.2 BC'EH A 橙

23 甕 17.6 31.9 (6.1) BCDH' A にぷい褐

24 甕 (14.5) (28.2) 6.8 BEH A 橙

25 甕 (20.0) C'EGH A 橙

26 甕 (17.4) DGH A 浅黄橙

27 甕 (5.0) BEH A 橙

28 甑 (7.0) C'DH' A 橙

29 甑 (31.6) (31.5) 9.3 BDGH' A 橙

30 支脚 (6.6) 14.0 (11.0) C'DGH' A 橙

第11号住居跡（第148• 149図）

BO-4 • 5、BP-4 • 5グリッドて‘検出された。

第8• 11・23• 24号溝、第 6号土壊に各部分を壊され

ており、遺存状態はあまり良くなかった。また住居跡

内を走行している噴砂の影響て南壁と東壁は僅かに歪

んていた。南北5.83m、東西4.40m、深さが0.10m

て、平面形態は南北に長い長方形をしていた。主軸方

位はN-161°-Wてある。

覆土は 2層からなる自然堆積て‘‘あった。焼土粒子、

炭化物粒子を徴最に含んて、いた。

カマドは南壁やや東寄りに位置していた。後世の溝

に大部分を壊されていたため遺存状態が悪く、検出て‘‘

きたのは僅かてあった。袖は地山の削り出して‘‘、内側

の壁面は赤く焼けていた。燃焼部は掘り込みがないも

八日市遺跡

残存 出土位置•その他

100% No 2 内外面とも煤が付着

95% No.21 外面の全体が煤ける

95% No.10~12 体部外面体に煤

95% 覆土外面の一部は黒く変色

20% No.34 内外面とも煤が付着

20% No. 9 

20% 覆土

35% 覆土 内外面に煤が付着

40% No.11、12 口縁部外面は煤ける

100% 貯蔵穴 内外面全体に煤が付着

15% 覆土

15% ピット 3

25% 覆土体部内面に多量の煤

100% No. 5 焚割れ

50% 覆土

15% 覆土

25% 覆土

95% No. 3、4、30 内面には多量の煤が付着

80% No.14 内面には煤が付着

65% No.22、24 底部から体部外面にかけて黒く変色

80% No.23 

95% 貯蔵穴No.l、2、6~ 9 内外面とも煤ける

90% Nol6 内外面とも煤ける

85% No.19 内面は多量の煤が付着

65% No.21 

30% No.30 

55% No.30、33

20% 覆土

55% No.16、18、20、貯蔵穴No.5~ 7 

40% No.36 

のと思われる。住居跡壁外には延びず、下層には厚さ

5 cmの灰層があった。カマドからは遺物がほとんど出

土しなかった。

貯蔵穴は住居跡の南と北に各1基ずつ確認て‘‘きた。

貯蔵穴1は南東コーナ一部分に位置していた。大きさ

は、長径98cm、短径推定80cm、深さが87cmて‘‘あった。

平面形態は長方形に近く、上部にはテラス状の段が掘

り込まれていた。覆土 2• 3層には焼土粒子、炭化物

粒子を多量に含んて、いた。遺物は上面から 2層にかけ

て多くの土器が出土した。貯蔵穴2は北東コーナ一部

分に位置していた。大きさは、長径62cm、短径48cm、

深さが63cmて‘‘、平面形態は楕円形をしていた。覆土全

体に焼土粒子、炭化物粒子を多鼠に含んていた。遺物

は3層から少量出土した。
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第148図 第 II号住居跡
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第 11号住居跡土層説明

1暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を微量。

2黄褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を微儡。

カマド

a 暗灰褐色土

b 暗灰褐色土

c 暗灰褐色土

貯蔵穴 1
1暗褐色土

2暗褐色土

3 暗褐色上

貯蔵穴 2
1暗褐色土

2暗褐色土

3 黒褐色土

焼土プロックを大量、焼土粒子・炭化物粒子を多量。

焼土粒子・炭化物粒子を多量、焼土プロックを微量（灰層）

焼土粒子・炭化物粒子を多羅（煙道第一次堆積土）

焼土粒子・炭化物粒子を微量。

焼土粒子・炭化物粒子を多量。

焼土粒子・炭化物粒子を多畠。

焼士粒子・炭化物粒子を多贔。

焼t粒子・炭化物粒子を多量。

焼十．粒子・炭化物粒子を多量。

G G' H
-

H' 

＇ー
l' 

□ 冒
ピット

1暗 褐色 土

2暗 褐色 土

3 暗黄褐色土

4 暗褐 色土

5暗褐 色土

炭化物粒子を微量（柱痕）

焼土粒子・炭化物粒子を少醤。

黄褐色七粒子を多量。

しまり良い。

焼土粒子・炭化物粒子を多量。

゜
2m 
＇ 1: 60 
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八日市遺跡

第149図 第11号住居跡遺物出土状況
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第150図 第 11号住居跡出土遺物
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ピットは 6本確認て‘‘きた。そのうち主柱穴がp1. 

2 • 3 • 4の4本てある。各柱穴の大きさは、p1が

38cmX 58cm、P2カ刈lcmX36cm、P3カ名40cmX49cm、

P4が18cmX5 cmてあった。後世の溝に大部分を壊さ

れていたP4を除き、他の 3本には柱穴の痕跡が確認

された。柱の径は11~15cmてヽ、円柱て‘あった。主柱穴

以外のピット 2本はカマド近辺に位置していた。大き

さは、 P5が20cmX17cm、P6が22cmX4 cmて＼性格

は不明て‘ある。

壁溝は幅約15cm、深さ約 9cmて‘ヽ、西壁の一部と北壁

に巡っていた。

遺物は住居跡西側の床面と貯蔵穴から集中して出土

第150図 第 11号住居跡出土土器観察表

番号 器種 n径 器高 底径 胎 土 焼成 色調

1 坪 (12.0) (3.9) BC'GH' A 橙

2 坪 (11.0) BC'DGH' A 橙

3 坪 (11.0) C'GH' A 橙

4 坪 (11.8) BC'DGH' A 橙

5 坪 (12. 6) C'DGH' A 橙

6 坪 (12. 6) CG'H' A 橙

7 坪 (12.0) C'DGH' A 橙

8 坪 (12. 4) (5.4) BC'DGH' A 橙

， 坪 (13.0) BC'DH' A 橙

10 坪 (14.0) BCDGH' A 橙

11 奸 12.3 5.9 BC'DGH' A 黄橙

12 坪 (14.2) BCDGH' A 橙

13 坪 (16.0) BC'DG'H' A 橙

14 坪 (16.6) BC'DH' A 橙

15 椀 (10.0) C'DGH' A 黄橙

16 椀 (13.2) BC'H' A 橙

17 高坪 (17.1) BCDH' A 橙

18 高坪 17.4 BCDH' A 橙

19 高坪 (17.0) BC'DGH' A 橙

20 高坪 BC'DGH' A 黄橙

21 (7.0) C'DGH' A 黄橙

22 壺 (18.0) BDH A にぷい褐

23 壺 (20.0) BCDGH' A 橙

24 壺 (7. 0) BC'DGH A 浅黄橙

25 壺 (7. 6) BC'DH A 橙

26 甕 (20.0) BC'EH A 浅黄橙

27 甕 BC'DHI' A 橙

28 甕 (6.8) BC'DEH A にぷい橙

29 甑 (26.0) (29.2) (9.6) C'GH' A 橙

30 ミニチュア 3.7 4.1 3.1 C'GH' A 橙

31 支脚 BCGH' A にぷい橙

八日市遺跡

した。西壁寄りの床面直上からは 8• 11~13の土師器

の坪、 17• 18の高坪が出土した。高杯は何れも脚部を

欠損している。貯蔵穴 1からは 3・4・9・10の坪、

26の甕、 29の甑、 31の支脚が出土した。どれも残存率

は低い。 9の杯は体部外面に煤が付着している。貯蔵

穴 2からは 1• 5~ 7の杯、 22の壺、 30のミニチュア

土器が出土した。 5の坪は外面全体に煤が付着してい

る。 30は日縁部外面と内面はヨコナデ、体部外面はヘ

ラケズリ調整が施される。 21の土器は特奥な器形をし

ており、作りはやや粗雑てある。脚部は20のような長

脚のものがつくと思われる。

残存 出土位置•その他

20% No.42、43

15% 覆土

20% No.31 

40% No.34 

20% No.41 外面全体が煤ける

30% 貯蔵穴 2

20% 貯蔵穴 2

35% No. 4 

15% No.35 体部外面は煤ける

10% No.29 

75% No14、15

30% No 5、9、11

10% No. 8 

25% 覆上

30% 覆土

25% 覆土

50% No 3、7

80% No. 2 

15% 覆土

85% 覆土

65% 覆土

10% No.40 

15% 貯蔵穴 1

15% 覆土

30% 覆土

10% No.28 

20% No.17 

45% 覆上

40% No24~27、50 外面の一部が黒く変色する

100% No.38 

25% 貯蔵穴 1
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第12号住居跡（第151• 152図）

BQ-4グリッドて検出された。第 1号道路跡の硬化

面直下に位置していたため、遺存状態はあまり良くな

かった。第16号溝が南西隅の住居跡覆土を掘り込んて‘‘

いた。また、北と南東部分は攪乱および第15号溝によ

って壊されていた。南北3.90m、東西4.10m、深さが

0.26mて‘‘、平面形態は方形をしていた。主軸方位はN

-25°-Eて‘ある。

覆土は第 1号道路跡碩更化面下のため踏み固められて

おり、 よく締まっていた。硬化面造成のために床面ま

て掘り込まれていた部分があった。住居跡は 6層から

なる自然堆積て、、覆土全体に焼土粒子、炭化物粒子を

含んて、いた。北東部分の最下層には厚さ 3cm程の灰が

認められた。

床面はほぼ平坦てあった。

カマドは北壁ほぱ中央に位置していた。攪乱によっ

て大部分を壊されていたため、検出てきたのは燃焼部

の奥壁部分だけてあった。カマド覆土の観察はて‘‘きな

かった。燃焼部は壁外に少し延びるものて‘、あまり赤

く焼けていなかった。カマドからは遺物がまったく出

士していない。

貯蔵穴は南東コーナー部分に位置していた。大きさ

は、長径68cm、短径58cm、深さ29cmてあった。平面形

態は楕円形をしており、覆土には焼土粒子、炭化物粒

子を徴量に含んていた。遺物は覆土から土師器が少量

出土した。

第151図 第12号住居跡
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第 12号住居跡土層説明
1褐色 土 黄褐色土プロックを少星、焼上粒子．炭化物粒子を微蜃。

2淡褐色土 黄褐色土プロックを多馘、焼上粒子・炭化物粒了を微塁。

3 暗 褐色土 黄褐色上プロック・焼土粒子・炭化物粒子を少量。
4 淡 褐色士 黄褐色七プロックを主体に含み、焼土粒子・炭化物粒子を若干。

5暗褐色土 黄褐色土プロックを少景、焼土粒子・炭化物粒子を微星。
6 淡灰褐色土 灰・炭化物粒子を多贔、黄褐色土プロック・焼土プロックを少監。

貯蔵穴

1淡褐色士 黄褐色十粒子を多量、焼土粒子・炭化物粒子を微星。

□三

゜
2m 
＇ 1:60 
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八日市遺跡

第152図 第 12号住居跡遺物出土状況
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第153図 第12号住居跡出土遺物（I)
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八日市遺跡

第153~156図 第12号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出上位置•その他

1 坪 9.4 5.2 BC'DGH' A 橙 100% No. 2 

2 坪 (12.0) 4.2 BC'DGH' A 橙 35% No.38 

3 坪 (12.0) BC'GH' A 黄橙 20% II区外面は黒く変色

4 坪 (12.6) (5.4) BC'DGH' A 橙 40% No.70 外面は黒く変色

5 坪 (12.4) BC'DGH' A 橙 20% No.20 

6 坪 (12. 2) BC'DGH' A 橙 40% No15、18

7 坪 (12.0) 5.2 BCDGH' A 橙 30% No.27 

8 坪 (12.4) BC'DGH' A 橙 20% IV区

， 坪 12.8 5.4 BC'DGH' A 黄橙 90% No.95 体部内面は黒く変色

10 坪 (12.4) C'DGH' A 橙 30% No.50 

11 坪 12.6 5.6 BC'H' A 橙 90% No. 5 

12 坪 (11.6) 5.7 BC'DGH' A 橙 40% No.101 外面は黒く変色

13 坪 (12.4) 5.6 BC'DGH' A 橙 85% No.94 

14 坪 12.8 5.1 BC'DGH' A 橙 90% No.18 

15 坪 12.4 6.0 BC'DGH' A 橙 85% No.82 

16 坪 12.5 BC'DGH' A 橙 70% III区

17 坪 (12.4) 5.8 BCDGH' A 橙 80% No.92 体部外面は黒く変色

18 坪 12.6 5.9 C'GH' A 黄橙 70% No.48 内外面とも煤ける

19 坪 (13.0) BCDGH' A 橙 25% No.18 

20 坪 (12.2) 5.6 BC'DGH' A 橙 45% No.11、12 外面は黒く変色

21 坪 (12.6) BC'DGH' A 橙 35% No42 

22 坪 (13.0) BCDGH' A 黄橙 20% No.IO 

23 坪 (13.6) 5.4 BCDGH' A 橙 50% No.30 

24 坪 (13.0) C'DH' A にぶい橙 15% 覆土 内外面とも煤ける

25 坪 (13.0) (6.1) BC'GH' A 黄橙 30% No.63 

26 杯 (12.8) 6.4 C'DGH' A 橙 50% No.53 体部外面は黒く変色

27 坪 (14.0) BCDGH' A 黄橙 25% No.65 

28 坪 13.2 6.6 BC'GH' A 橙 95% No.104 外面は黒く変色

29 坪 (13.0) BC'DGH' A 橙 20% No.35 

30 坪 (13.0) BC'DGH' A にぷい橙 25% No.34 外面は黒く変色

31 坪 13.2 5.3 BC'DH' A にぷい橙 80% No.28 内面には多量の煤が付着

32 坪 (13.0) BCDH' A 橙 20% 覆土

33 坪 13.8 6.9 BC'DGH' A 橙 95% No.89、91

34 杯 (14.0) BC'DGH' A 橙 25% No.96 

35 坪 (14.4) BC'DGH' A 橙 25% No.87 

36 坪 (15.4) 7.6 BC'DGH' A 橙 70% No.109 

37 坪 (15.0) 7.6 BC'DGH' A 橙 50% No.107 

38 坪 (15.0) C'GH' A 橙 25% No.56 

39 椀 BC'DGH' A 橙 25% 覆土

40 椀 (10.4) BC'DGH' A 橙 25% II区

41 椀 (11. 6) 6.0 BCDGH' A 橙 45% No.106 外面は黒く変色

42 椀 (13. 0) BC'DGH' A 橙 20% 東ベルト

43 高坪 15.0 BC'DGH' A 橙 75% No.71 

44 高坪 (15.0) BC'DGH' A 橙 80% No. 1 

45 高坪 (16.6) BC'DGH' A 橙 45% No.39 

46 高坪 (17.0) BC'DGH' A 橙 30% 覆土

47 高胚 BC'DGH' A 橙 75% No.69 

48 高坪 BC'DGH' A 橙 70% 南ベルト

49 高坪 BC'DGH' A 黄橙 75% No62 

50 高坪 (12.2) BC'DGH' A 橙 75% II区

51 高坪 (12.0) BC'DGH' A 明赤褐 70% 覆土

52 高坪 9.2 BC'DGH' A 橙 90% 南ベルト

53 高坪 (10.0) BCDGH' A 橙 30% II区
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第154図 第 12号住居跡出土遺物(2)
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八日市遺跡

第155図 第12号住居跡出土遺物(3)
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第156図 第 12号住居跡出土遺物(4)
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ピットは 1本確認てきた。北東コーナー隅に位置し

ており、大きさは32cmX29cmX7 cmてあった。主柱穴

になるかは確認て‘‘きなかった。

壁溝は確認てきなかった。

遺物は覆土から床面に至るまて多量の土器が出土し

た。覆土上層の土器は硬化面の直下にあたるため、検

出した時にば粉々に割れていた。床面直上から出土し

た土器は南西寄りに集中しており、遺存状態は良かっ

た。坪の 1• 2 • 5~7 • 9~15 • 17 • 19 • 20 • 23 • 

29~31・33~35の22点がその範囲に集中していた。 31

の内面は煤が多鼠に付着している。 18• 24の坪も内外

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調

54 高坪 10.2 BCDGH' A 橙

55 高坪 BC'DGH' A にぷい橙

56 高坪 BC'DGH' A 橙

57 鉢 (11.6) BC'DGH' A 黄橙

58 鉢 (13.0) C'GH' A にぶい橙

59 鉢 (19.0) C'GH' A にぷい橙

60 琳 9.0 BC'DGH' A 橙

61 琳 (8.8) BC'DGH' A 橙

62 琳 (9.6) 15.4 C'GH' A 橙

63 宜士 8.6 7.3 6.0 BC'DH' A 橙

64 壺 (8.6) (10. 8) 4.6 C'G'H' A 橙

65 宰ロ (11.6) (11. 7) 6.4 BC'DGH' A 橙

66 罪士 8.0 13.1 6.8 BCDGH' A 橙

67 罪士 (9.0) (13.0) 5.4 BC'H' A 橙

68 虚•一 (14.8) C'GH' A 浅黄橙

69 壺 (15.0) BC'GH' A 橙

70 壺 (16.0) BC'DGH' A 橙

71 壺 (19.6) BC'GH' A 橙

72 亜 士・ (19.0) BC'DGH' A にぶい橙

73 宰士 (21.0) BC'DGH' A 橙

74 宰ギ 20.2 BC'DH A 黄橙

75 罪士 (20.8) C'GH' A 橙

76 宰士 7.0 BC'GH' A 橙

77 壺 17.3 18.8 7.8 BC'DGH' A 黄橙

78 甕 (15.0) C'H A にぶい褐

79 甕 (17.0) BC'DH' A 橙

80 甕 (16.0) BC'FGH' A 橙

81 甕 (26.0) BCDGH' A 黄橙

82 甕 (17.0) BC'H A 浅黄橙

83 甕 19.0 BC'DGH' A 橙

84 甕 (23.0) C'EH A 橙

85 甕 16.6 24.1 7.0 BC'EGH A 橙

86 甕 17.8 25.1 7.0 BC'GH A にぶい褐

87 甕 19.0 30.8 6.5 BC'DGH A 黄橙

88 甕 (7.0) BC'H A 浅黄橙

89 甕 5.8 BC'EH A にぶい橙

90 甑 (23.0) (10.0) BCDGH' A 橙

八日市遺跡

面に煤が付着する。一方、甕は住居跡の北側に多くみ

られた。 86は北東コーナーに横倒しになった状態て出

土した。胴部下半外面には付着物が認められる。内面

には輪積み痕が明瞭て‘‘ある。貯蔵穴からは28の杯と 74

の壺が出土した。 74の壺は本来は貯蔵穴の上に据え置

かれていたものと思われる。 72~75の壺は、何れも胴

部下半が欠損している。 74以外は残存率が低いが器台

として転用された可能性が高い。 72• 73は外面に多贔

の煤が付着している。 73の日縁部外面にはほぼ等間隔

の斜位の暗文が2段施されている。 74は頸部外面にヘ

ラ状工具による圧痕が不規則に巡っている。

残存 出土位置•その他

90% No.77、78

55% II区

55% II区

25% No.103 

15% I区外面には少鼠の煤が付着

15% III区外面は煤ける

90% No.102 

60% No.57 

85% No.4 

100% No.66 

45% 南ベルト

50% No.41 底部外面は黒く変色

100% No.84 

50% No.72 底部外面は黒く変色

45% IV区

75% No. 7 

45% No.47 

20% No•80 

15% I区外面に多量の煤

35% No.60 外面には多量の煤が付着

80% No.105 

25% No. 3、79

55% 貯蔵穴

95% No.88 内外面の一部は黒く変色

15% 覆土

15% IV区

20% No.54 

10% 西ベルト

70% II区

70% No.108 

15% No.77、81

90% No.14 外面は黒く変色

100% No.110 胴部外面は黒く変色

95% No.58 

20% IV区外面全体は煤ける

55% No.17 

15% II区
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第13号住居跡（第157図）

BM-4 • 5、BN-4 • 5グリッドて‘検出された。

第42号溝に東壁を壊されていた。東西3.51m、南北3.37

m、深さは0.08mてあった。平面形態は東西に長い長

方形をしていたと思われる。主軸方位はN-122"-Wて‘‘

ある。

覆土は 3層からなる自然堆積てあった。

床面はほぼ平坦て‘‘あった。

カマドは西壁やや南寄りに位置していた。袖は地山

第157図第13号住居跡

b¥ 
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第14号住居跡（第158図）

BN-4 • 5グリッドて検出された。第42号溝に北西

コーナ一部分を壊されていた。北へ1.5mの場所には第

13号住居跡が隣接していた。東西3.55m、南北3.89

m、深さが0.07mて、平面形態は方形をしていた。主

軸方位はN-60°-Wてある。

覆土は 3層からなる自然堆積て‘あった。

床面はほぱ平坦て‘あった。

の削り出してあった。燃焼部は僅かに壁外に延び、掘

り込みはなかった。下層には厚さ 1cmの灰層が認めら

れた。煙道部分には25cmX15cmのピットがあったが、

本遺構に伴うものかは確認てきなかった。

壁溝は幅約26cm、深さ約3cmて、西壁カマド右側の

部分を除き全周していた。

柱穴。貯蔵穴は確認てきなかった。

遺物は覆土から土師器片が少量出土したが、図示て‘‘

きるものはなかった。

c三
D D' 

言言言菫言

第 13号住居跡土層説明
1暗褐色土 白色パミスを微量。
2暗灰褐色土 白色パミスを微量。
3暗黄褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を微量。

カマド
a赤色土焼土プロックを含む。
b黒色土灰・炭化物粒子を含む。
c黄褐色土粘質土。

゜
2m 
l 

1:60 

カマドは西壁やや南寄りに位置していた。柚は地山

の削り出してあった。燃焼部は住居跡壁の内側て‘‘納ま

り、掘り込みは認められなかった。最下層には厚さ 1

cmの灰層があった。

柱穴・貯蔵穴・壁溝は確認てきなかった。

遺物は覆土から 1• 2の上師器の坪、床面から 3の

鉢が出土した。何れも残存率は低い。 1と2は同一個

体の可能性がある。 3は内面全体に煤が付着する。
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八日市遺跡

第158図 第14号住居跡および出土遺物
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第158図 第14号住居跡出土土器観察表

| 番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調

1 坪 (11.0) BC'DH' A 浅黄橙

2 坪 (11.0) BC'DH' A 橙

3 鉢 (22.0) (12. 5) BCH' A 橙

C 

言
第 14号住居跡上層説明

1暗褐色上焼十粒子を微星。

2 暗灰褐色上 白色パミス・炭化物粒子を微星。

3 11i'i黄褐色士 砂質上。

カマド

a 暗褐色t 焼土粒子・炭化物粒fを少贔。

b灰褐色士 灰・焼七プロックを多贔。
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出土位置•その他

第15号住居跡（第 159図）

BL-4 • 5グリッドて検出された。南側は攪乱によ

って壊されていたが、貯蔵穴の位置から考えると住居

跡は南にそれほど延びないと思われる。東西4.63m、

南北2.65m、深さがO.llmて‘‘、平面形態は東西に長い

長方形をしていた。主軸方位はN-83'-Eて‘ある。

カマドは東壁やや北寄りに位置していた。燃焼部は

掘り込みがなく、袖は確認て‘きなかった。

貯蔵穴はカマド右側に位置していた。大きさは、長

径50cm、短径40cm、深さが27cmて‘‘あった。

ピットはカマド左側に 2本確認てきた。 P2は主柱

穴の可能性がある。

壁溝は幅約18cm、深さ 2cmて‘部分的に巡っていた。

遣物は床面から土師器片が少量出土したが、図示て‘‘

きるものはなかった。
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第159図第15号住居跡
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第 15号住居跡土層説明

1黄 褐色土 白色パミス・焼土粒子を少星。

2暗褐色土焼土粒子を少量。

3 黄褐色土砂質土。

4 暗灰褐色土砂礫層。

撹乱

カマド

a暗 褐色土 焼土粒子を多量、炭化物粒子を少呈。

b 暗褐色土焼土粒子を多量。

c暗赤褐色土 焼土プロックを微置。

d灰褐色土焼土粒子を少量。

e暗赤褐色土 焼土プロックを多量、小礫を微量。

f黒褐色土灰を多量（灰磨）

g暗灰褐色土焼土と灰の互層。

h暗灰褐色土 小砂礫を微塁。

貯蔵穴

1黒褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を多呈。

2暗灰褐色土 焼t粒子・炭化物粒子を少贔。

3 黄灰褐色士焼土粒子を多量。

ピット

1暗褐色 土 焼土プロックを多量、炭化物粒子を少量。
2 暗灰褐色土 小礫を微量。

3 黄褐色土 シルト質土。

B□□□三 三 ゜
2m ， 

1:60 

第16号住居跡（第160図）

BI-4グリッドて検出された。遺構確認段階て‘床面

が露出しており、遺存状態は良くなかった。第43号溝

に住居跡中央部分を壊されていた。南北2.50m、東西

2.41m、深さ0.04mて‘ヽ 、平面形態は方形をしていた。

主軸方位はN-10°-Wて‘ある。

第160図 第16号住居跡および出土遺物

ゥ ー

I 
I 
: 
I SD43 
I 
I 

＇ 追'

＼ 

"I 

＜
 

｀
 

―

―

 

、
w

w

第 16号住居跡土層説明

1暗褐色土炭化物粒子を少畠。

2暗黄褐色土灰色粘質土を含む。

胃
．

．

 

0

(

]

 

ピット

1暗褐色 土 炭化物粒子を少昼。

2灰色土 シ ルト質 土 （柱痕 ）

3暗黄褐色土 灰色粘質土を含む。

；
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ピットは 4本確認てきた。そのうち主柱穴はp1. 

2 • 3てある。大きさは、径が20~26cm、深さが16cm

てあった。 3本ともに柱穴の痕跡力涌餌忍された。

壁溝は輻約16cm、深さ約5cmて‘、第43号溝に壊され

た部分を除いて全周していた。

第161図 第17号住居跡および出土遺物

八日市遺跡

カマド・貯蔵穴は確認て‘きなかった。

遺物は壁溝内から 1の土師器の杯が出土した。日径

10.3cm、器高3.3cmて，，、完形て‘ある。胎土に角閃石•石

英・微砂粒を少量含み、焼成は良好て‘ある。色調はに

ぶい褐色をしている。
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c冒

冒言

冑
第 17号住居跡土層説明

1暗黄褐色土 黄褐色土粒子を多量。

2 暗黄褐色土 炭化物粒子を少量。

3灰 褐 色 土 焼土粒子・炭化物粒子を多量。

4暗黄褐色土 炭化物粒子を少量。

5暗黄褐色土 焼土粒子をプロック状に含む（ピット 3覆土）

6灰 色 土灰を含む（ピット 3覆土）

7 暗灰褐色土 炭化物粒子を微塁（ピット 3覆土）

8暗灰褐色土 炭化物粒子を少量（ピット 3覆土）

カマド

a赤褐色土焼土プロックを多塁。

b 暗灰褐色土 炭化物粒子を少量。

c暗灰褐色土 炭化物粒子を少量。

d暗黄褐色土 炭化物粒子を微塁。

第17号住居跡（第161図）

BG-4、BH-4グリッドて‘検出された。攪乱によ

って床面の一部が壊されていた。南北3.09m、東西4.93

m、深さが0.08mて、平面形態は東西に長い長方形を

していた。主軸方位はN-27°-Wてある。

カマドは北壁やや東寄りに位置していたが、覆土の

一部と円形の掘り方が検出されただけてあった。

貯蔵穴は北東コーナ一部分に位置していた。大きさ

は、長径48cm、短径46cm、深さが14cmてあった。

ピットは 4本確認、てきたが、どれも主柱穴とは考え

貯蔵穴
1黒褐色土 炭化物粒子を多量、焼土粒子を少星。

2赤褐色土焼土を含む。

3暗黄褐色土 炭化物粒子を少量。

ピット 1~4 
1暗褐色土炭化物粒子を少撮。

2暗黄褐色土 シルト質土。

3灰褐色土焼土粒子・炭化物粒子を多畠。

゜
2m 
l 
1:60 

にくい。 Pl・2の最下層には焼土粒子、炭化物粒子

を多量に含んて、いた。壁溝は確認てきなかった。

遺物は覆土およびピットから土師器片が少量出土し

た。 1は坪てある。推定口径16.0cmて、胎土には角閃

石•石英・微砂粒を少量含む。焼成は良好て‘ヽ、色調は

橙色て‘ある。残存率10%。内面には黒色処理が施され

ている。 2は甕の日縁部てある。推定日径19.0cmて‘、

胎土には角閃石・微砂粒を少量含む。焼成は良好て‘、

色調は明赤褐色て‘ある。残存率10%。

ほかに土製の紡錘車が1点出土した。
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第18号住居跡（第162図）

BH-5 • 6グリッドて検出された。第14号土横に壊

されていた。東西4.56m、南北4.87m、深さが0.05m

て、主軸方位はN-80°-Eて‘ある。

カマドは東壁やや南寄りに位置していた。袖は地山

の削り出してあった。燃焼部は壁外に僅かに延び、掘

り込みは浅かった。下層には灰層が認められた。

貯蔵穴は南東コーナー部分に位置していた。大きさ

は、長径78cm、短径41cm、深さが30cmてあった。 2層

底面には炭化材が帯状に認められた。その炭化材は貯

蔵穴の蓋材て‘あった可能性が考えられる。

壁溝は幅約18cm、深さ約 8cmて、南壁の一部を除き

ほぼ全周していた。

ピットは 6本確認てきた。そのうち主柱穴がPl・

2 • 3 • 4の4本て‘あった。 4本ともに柱穴の痕跡が

確認された。柱の径は12~22cmて、円柱てあった。

遺物は床面および貯蔵穴から少量出土した。 1は土

師器坪て‘ヽ、貯蔵穴から出土した。推定日径11.0cmて‘、

胎土には角閃石・石英・微砂粒を少量含む。焼成は良

好て＼色調は橙色て‘ある。残存率10%。内面には放射

状の暗文が認められる。

ほかに床面から帯金具の蛇尾が出土した。

第162図 第18号住居跡および出土遺物
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第18号住居跡土層説明

1暗黄褐色土 暗灰色粘質土を微量。

2暗褐色土黄褐色土を微量。

カマド

a赤褐色土焼土粒子を多蓋。

b暗灰色土 （灰層）

c灰色土灰と焼土の互層。

d暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を多量。

貯蔵穴

1暗 褐 色 土 焼土粒子・炭化物粒子を少盤。

2暗黄褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を少量。炭化材が底面に帯状に堆積。
3暗褐色土炭化物粒子を少量。

ピット

1暗褐色土 炭化物粒子を少塁。

2黄褐色土粘質土（柱痕）

3黄褐色土 シルト質土。

ロコ~1
〇 10cm 

1:4 
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八日市遺跡

第19号住居跡（第163図）

BI-5グリッドて‘検出された。第44号溝に切られて

いた。南北2.77m、東西2.85m、深さがO.llmて‘、方

形をしていた。主軸方位はN-25°-Wてある。

カマドは北壁やや西寄りに位置していたが、検出て‘‘

きたのは灰層の一部と楕円形の掘り方だけてあった。

貯蔵穴は北東コーナ一部分に位置していた。大きさ

は、長径60cm、短径48cm、深さが16cmて‘‘あった。

ピットは貯蔵穴の左に 1本確認てきた。

1は土師器の坪て‘ある。推定日径11.0cmてヽ 、胎土に

は角閃石・石英。微砂沫立を少量含む。焼成は良好て‘‘、

色調は黄橙色てある。残存率15%。

ほかに Plから安山岩の編物石が2点出土した。

第163図 第19号住居跡およひ出土遺物／
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第 19号住居跡土層説明

1暗黄褐色七 炭化物粒fを微昂。
2暗褐色七 炭化物粒子を少贔、焼七粒子を微量。
3黄褐色上シルト質上。
4暗褐色上 焼十粒了・炭化物粒了を少岳（ピット

1覆土）

カマド

a暗灰色上灰を多贔。
b 赤褐色土焼上粒子を多呈、炭化物粒＋を少星。
c暗黄褐色L シルト質＿L。
d灰掲色土 焼上粒子・炭化物粒子を少畢。
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第20号住居跡（第164図）

BI-6、BJ-6グリッドて検出された。規模は南北

3.16m、東西3.14m、深さが0.16mて、平面形態は方

形をしていた。主軸方位はN-24°-Wて‘‘ある。

カマドは北壁やや東寄りに位置していた。柚は確認

てきなかった。燃焼部は壁外には延びず、浅い楕円形

の掘り込みがあった。下層には灰層が認められた。

ピットは 4本が確認て‘‘きた。何れも住居跡の四隅に

位置していた。主柱穴はP2~4の3本て、覆土断面

には柱穴の痕跡力所窟認された。柱の径は12~16cmてあ

った。p1は覆土 1層に帯状に堆積した炭化物粒子が

確認されたことから貯蔵穴と考えられた。

壁溝は幅約27cm、深さ約 7cmて、カマド部分を除き

全周していた。

遺物は覆土から土師器片が少量出土した。 1の杯は

内面に黒色処理が施されている。 2• 3の坪は内面が

摩滅しているため暗文は確認てきなかった。

ほかに安山岩の編物石が出土した。
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第164図第20号住居跡
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第20号住居跡土層説明

1暗褐色土 白色パミス・炭化物粒子を少量。

2暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を少呈。

3 暗黄褐色土 黄褐色土をプロック状に含む。

4 暗灰褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を少量。

5 暗灰褐色土 炭化物粒子を帯状に含む。

カマド

a 赤褐色土 焼土粒子を多量、焼土プロックを微量。

b 赤褐色土灰と焼土の互層。

c 黒褐色土 灰を多量（灰層）

d 赤褐色土 焼土粒子・焼土プロックを多最。

e 灰色土灰を多忌。
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貯蔵穴

1暗褐色土 炭化物粒子を帯状に含む。
2暗黄褐色土粘質土。

ピット

1暗褐色土炭化物粒子を少羅（柱痕）

2暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を少量。
3 暗黄褐色土粘質土。

4 灰褐色土粘質土。
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第165図 第20号住居跡出土遺物

ー言□72 ロロ／ 〇 10cm 
I 
1:4 

第165図 第20号住居跡出土土器観察表

番号 1器種 1 口径 1 器高 1 底径 1 胎 土 I焼成I色調 I残存 出土位置•その他
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溝・土堀・ピット（第166図）

八H市遺跡西地区からは住居跡以外にも道路跡・建

物跡・溝・士壊・ピット等の遺構が多数検出された。

個別に述べるには紙数にも限りがあるため、この項て‘

は溝・土横・ピットについての概要をまとめて述べる

ことにする。

溝は総数47条が検出された。この中には道路跡の側

溝 5条が含まれている。道路跡の側溝ては浅間A軽石

層、浅間B軽石層が確認されている。

残りの溝42条は中世から近世にかけて掘削されたも

のてある。第40• 41 • 43号溝の覆土には浅間A軽石層

が確認された。それ以外の溝については時期および性

格を明らかにすることはてきなかった。

本時期の溝からは遺物が出土したものは少なく、出

土した遺物も他遺構からの流れ込みが多い。

遺物は古墳時代後期から乎安時代の土師器・須恵器

および近世の陶磁器が少量出土した。図示て‘‘きたのは

土師器ミニチュア杯、須恵器甕、灰釉陶器の高台杯、

長頸壺の 4点だけてある。ほかに第41号溝の覆土から

刀子 2点と釣針 1点、第18号溝の覆土から磨石 1点、

第8号溝の覆土から土製紡錘車 1点が出土した。第 8

号溝から出土した土製の紡錘車は古墳時代後期の第10

号1打吾跡からの流れ込みと思われる。

八日市遺跡

土墟は古墳時代後期・奈良時代のものと思われるの

が10基、中世以降のものが1闊闘食出された。遺物が出

土した土墟は数少なく、時期が明確にてきたものはほ

とんどない。古墳時代後期。奈良時代とした土墟も時

期が下る可能性がある。

平面形態は円形て｀小形のもの（第11・12• 15 • 16 • 

17 • 22号土堀）、長方形て‘‘小形のもの（第 2• 4 • 21号

土堀）、長方形て大形のもの（第 3• 5 • 6 • 14 • 18 • 

19号土墟）、楕円形・不整円形をするもの（第 7• 13 • 

20号土墟）、 その他（第 9• 10号土墟）に分類て‘きる。

第7号土壊の断面には柱穴の痕跡が確認された。

土墟から出土した遺物は土師器・須恵器の小破片が

少鼠あるが、図示て‘‘きる遺物はなかった。

ピットは古墳時代後期のピット群が14本、近憔以降

のもの52本が検出された。

ピット群はピット 14本がほぼ円形に巡っていた。平

地式の建物跡の可能性も考えられる。

近世以降のP30 • 32 • 33~38の断面には柱穴の痕跡

が確認されたが、性格はわからなかった。

遺物はピット群 (P1~14)から土師器片が少量出

土した。図示て‘‘きたのはP8から出土した壺と Pl2か

ら出土した甕だけてある。他のピットからは遺物がま

ったく出土しなかった。

第166図 西地区溝・土壊・ピット配置図

。
40 m 

＇ 1,1000 
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第167図第 1号道路跡第15~19号溝(I)

4m 

1 : 100 
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b、道路跡

第 1号道路跡（第167• 168図）

BP-3~ 5、BQ-2 ~ 4グリッドにかけて検出さ

れた。南と北は調査区外に延びるため調査がてきなか

った。硬化面は古墳時代後期の第 8• 12号住居跡の上

に構築されており、西側の側溝は中祉から近祉にかけ

ての溝によって壊されていた。

側溝は東西両側に検出されたが、後世に幾度となく

掘り直されていたため、覆土の観察からもどの溝が本

遺構に伴うものかは確認てきなかった。東側の第15号

溝は最低3回掘り直されていたことが確認され、覆土

の最上層には浅間A軽石層が認められた。また西側の

第18• 19号溝も数回掘り直されていた。第16• 17号溝

は形態から側溝となる可能性は低いものと思われる。

硬化面は全長16.2m、最大輻が4.8mて‘‘、直線を維持

しながら南南東から北北西方向に走行していた。両側

溝間の心々距離は、側溝が不明て‘あるため測定不可能

てある。硬化面はやや中央部が高く、非常に固かった。

硬化面の上には踏み固められた砂礫が多く確認された。

八日市遺跡

この砂礫を分析にかけたところ、浅間B軽石層が含ま

れていることが判明した。その分析の結果から浅間B

軽石層の降下以前にはすて‘に硬化面は形成されており、

また踏み固められていたことから降下後にも利用して

いたことが考えられる。

また硬化面の中央部分には幅0.72~1.90m、長さが

11.5mの波板状の痕跡が調査区北に延びていた。

遺物は 1の須恵器甕の底部破片が硬化面上から出土

したが、本遺構に確実に伴うかは不明てある。ほかに

も須恵器の小破片が少量出土しているが、図示てきる

ものてはなかった。

余談てはあるが近所の古老の話ては、本遺構の硬化

面に当たる位置には圃場整備が行われる以前まて‘明戸

薬師堂の集落まて延びる道が存在し、また西側の側溝

に当たる部分は凹地となっており小川が流れていたと

いうことてあった。その事から考えると、本遺構は古

代から延々と近代に至るまて道として利用されていた

ことが推定される。

第168図第 1号道路跡第15~|9号溝(2)
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第 2号道路跡（第169~|71図）

BF-4~ 6、BG-4~6グリッドにかけて検出さ

れた。西側の側溝は調査区外にかかるため検出て‘きな

かった。

側溝は第45~47号溝がそれに当たり、新旧関係は45

→47→46の順てある。第45号溝は最低3回の掘り直し

が確認されたことから、本遺構は 5回以上にわたって

整備・縮小が行われたことが考えられる。道路が構築
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第169図第 2号道路跡(|)第45~47号溝
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八日市遺跡

第170図第 2号道路跡(2)

□□] 砂礫

□□] 粘土

第45~47号溝土層説明

1緑灰褐色上 浅間Aを微醤。粘質七（耕作士）

2黄褐色土 シルト質土（耕作土床上）

3灰紫色土 浅間Aを微鼠。粘質土。

4暗灰褐色上 褐色土粒子をプロック状に含む。シルト質上。

5灰色上 白色粘土を微塁。粘性強い。

6 暗灰褐色上 褐色士と灰色粘質tの互層。シルト質土。

7 暗灰色上 灰色粘質土に浅間Bを多贔含む。砂質土。

8 黒褐色土 灰色粘質土・白色粘質上・灰の互層。

9明灰褐色土 浅間B軽石層。砂質土。

10黒色 t 炭化物粒子を大磁。粘質土。

11暗灰色土 黒色七と灰色粘土の撹拌層。粘質土。

12賠灰色土 粘質十一°

13暗灰褐色上 暗灰色粘質土・褐色砂質土を微置。シルト質土。

14黄灰褐色土 競褐色七をプロック状に含む。粘質上。

15灰色上鉄分沈着あり。シルト質土。

16灰色上粘性強い。

17明灰褐色t 鉄分を少贔。シルト質土。

18灰褐色土 灰色粘質土に細砂粒を多く含む。シルト質土。

19灰褐色十 鉄分の沈珀。砂質t。

20灰色土粘質土。

21灰色土粘質土。

22明灰褐色土 鉄分を多量。砂質土。

23灰黄褐色土 鉄分の沈行層。シルト質七。

24暗灰褐色土 黄褐色上をブロック状に含む。粘質七。

25黄褐色土 灰色粘質土に黄褐色上粒子を大贔に含む。粘質t.o

26暗灰褐色土 暗灰色粘質上・黄褐色土粒＋を微塁。粘質上。

27暗灰褐色土 鉄分の沈着層。シルト質十。

28暗灰褐色上 粘質土。

29灰褐色土 鉄分の沈着屑。砂質t。

30灰褐色土 小砂礫を含む。シルト質士。

31暗灰色上粘性強い。

32黄灰色上 シルト質十＿。

33明灰褐色上 浅問B軽石層。砂釘上（第 46号溝覆上）

34黒褐色土 炭化物粒—fを多星。粘質十＿ （第 46号溝覆土）

35灰褐色上 小砂礫を含む。砂質十ー（第 46号溝覆土）

36鉄褐色十 鉄分を大量、黄褐色＿1一．粒fーをプロック状に含む。

37鉄褐色土細砂礫層

38黄褐色上粘質土

39暗I火褐色土 シルト質土。ややしまりに欠ける（ピット覆土）

゜
4m 

1,100 
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第171図第 2号道路跡(3)

硬化面
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第2号道路跡柵列土層説明

l暗灰褐色t しまりに欠ける。粘質土（柱痕）
2明灰色土 しまり良い。シルト質土。
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された当初の側溝は、幅が約6.7mて‘第45号溝が当た

る。その後、第45号溝の断面からは側溝が外側に移動

していったことがわかる。そのことは路面の拡大と結

びつくのかは西側の側溝が検出てきなかったため不明

てある。最終的には再び内側に移行し、側溝の幅は狭

くなる。第45• 46号溝の覆土上層には浅間B軽石層が

認められることから、浅間B降下時期には道路として

の機能は失われていたことが考えられる。

硬化面は全長17.2m、検出された輻が4.lmて‘、直線

を維持しながら南から北方向に走行していた。硬化面

は調査区の西壁際がやや高く、全体的に凹凸が著しか

った。硬化面の上には砂礫および粘土が踏み固められ

ていた。路肩部分には砂礫が、中央部分には粘土が充

壌されており、硬化面の維持を考えた上ての分別と考

えられる。粘土部分には小ピットを伴う浅い落ち込み

第172図第 I• 2号道路跡出土遺物

八日市遺跡

が確認されたが、波板状の痕跡になるかは確認てきな

かった。その砂礫と粘土を掘り下げると、硬化した面

がもう 1面確認された。その面を精査したところ側溝

寄りに棚列が検出された。そのことからこの下の面も

硬化面として機能していたことが考えられる。

柵列は硬化面の側溝寄りに 1列検出されたが、北側

には続いていなかった。ほぱー直線に並んており、柱

穴は総数16本が確認てきた。各柱穴の大きさは、径が

8 ~19cm、深さが12~38cmて‘ヽ 、平面形態は円形をして

いた。覆土の断面には柱穴の痕跡ヵ苅窟認された。柱の

径は 5~9cmて、円柱て‘あった。

遺物は 2の須恵器甕の底部破片が第45号溝の覆土か

ら出土した。他にも須恵器の小破片が少量出土してい

るが、図示てきるものはなかった。

□ /号道路跡） 0 10cm 

1 :4 2 (2号道路跡）

第172図 道路跡出土土器観察表

：号 I器：種 1口径1器高1召］芸I／笠：］t1つ：I~ 調 1 :：三 I:::::~:：土位置その他

C、建物跡

第 1号建物跡（第173図）

BJ-5 • 6、BK-4~6、BL-5にかけて検出さ

れた。第 7号溝を切り、第 5• 36 • 39号溝に切られて

いた。北側の溝部分は攪乱が著しかった。

建物跡はほば円形に巡る溝とそれに囲まれた平場と

から成る。本遺構の性格はわからなかった。

溝は平面的には不整円形をしており、輻1.27~3.08

m、深さ0.06~0.73mとばらつきがあった。溝底面か

らは加工痕の見られる角閃石安山岩が多量に検出され

たが、何に使用されたのかは不明て‘ある。周辺に存在

した古墳の石室の石材てあった可能性も考えられる。

平場は東西に長い不整形をしており、ほぼ平坦て‘あ

った。平場の西寄りにはピットが11本確認された。各

ピットの大きさは、径15~29cm、深さが9~45cmてあ

った。平面形態は円形または楕円形をしていた。ピッ

トは建築物の支柱てあった可能性が考えられた。

本遺構は溝の覆土の状態から近世以降に構築された

ものと思われる。

遺物は縄文時代の石器などが溝の覆上から出土した

が、本遺構に伴うような遺物は出上しなかった。
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第173図 第 1号建物跡
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第 1号建物跡土層説明

1灰黄褐色土 暗褐色粘質土に砂粒・白色火山灰粒子を微量。

2明灰色土 白色粘質土を帯状に含む。

3 灰褐色土粘質土。

4 災灰褐色土粘質上。

5灰褐色土粘質土。

ピット

1暗灰色土

2暗灰褐色土

3 灰黄褐色上

4 1|i1褐色上

白色パミスを微塁。粘質土。

白色パミスを微蜀。粘質土。

白色パミスを微量。シルト質土。

砂質上。
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d、溝（第174~177図）

今回の調査て‘検出された溝の総数は47条て、、道路跡

の側溝も数に含まれている。概要については前述した

のて‘、 ここてはイt表的なものについて記載する。

第 3号溝（第 174図）

BR-4、BS-4、BT-3 • 4、BU-2 • 3グリ

ッドにかけて検出された。第 1号住居跡・第 4号溝を

切っていた。輻0.70m、深さが0.43mて‘あった。

八日市遺跡

調査区の微高地に沿って西ー北東に走行していた。

遺物は出上しなかった。

第40号溝（第176図）

BK-4、BL-3 • 4、BM-3グリッドにかけて

検出された。幅0.35m、深さが0.05mて‘あった。北東

ー南西方向に走行し、第41号溝と平行していた。

覆土には浅間A軽石層が確認された。

遺物は出土しなかった。

第174図 溝（I)

冒

゜

量

c三 C' 

D' 

第3 • 4号溝土層説明

1淡褐色土 黄褐色土粒子・焼土粒子・炭化物粒子を微呈。

2淡褐色土 黄褐色土粒子・焼土粒子・炭化物粒子を少贔。

3 淡褐色土 黄褐色土プロック・焼土粒子・炭化物粒子を微畠。

4褐色上 黄褐色土プロックを多量、焼土粒＋・炭化物粒子を微量（第 4号溝覆土）
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第175図溝(2)
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八日市遺跡

第176図溝（3)
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第 5号溝土層説明

1黄 褐 色 土 白色パミスを微量。砂質土。

2灰 褐 色 土 白色パミスを微星。粘質土。

3暗灰褐色土 白色パミスを微量。シルト質土。

4灰色土灰色粘質土と黄褐色土の互層。

5 暗 褐 色 土 白色パミスを含む。粘質土。

6黄 褐 色 土 鉄分が沈着する。砂質土。

第32号溝上層説明

1灰褐色土 白色パミスを含む。シルト質t。

2黄褐色土 鉄分が沈着する。砂質土。

言三□コ筐 □三言
第40 -4 1号溝土層説明

1緑灰褐色土浅間Aを微畠。

第42号溝土層説明

1黄褐色土小砂礫を微星。

2灰 褐 色 上 鉄分多量、白色粘質土を微贔。シルト質土。

3 暗灰褐色土 遺物を微星。粘質土。

4 暗灰褐色土 暗灰色粘質土に黄褐色土を土プロック状に含む。

5赤褐色土鉄分非常に多い。砂質土。

6暗黄褐色土 底面に鉄分沈着。シルト質土。

第33~3 7号溝土層説明

1暗灰褐色土 白色パミス・焼七粒子を微畠。シルト質士。

2灰 褐 色 士 底面に鉄分が沈着する。粘質七。

3賠黄褐色土 暗灰色粘質土と黄褐色土の互層。

4 暗灰褐色土 鉄分が沈着する。粘質土。

5暗黄褐色土 小砂礫を微量。粘質土。

゜
゜

2m 

1 :60 
1:200 

6m 
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第177図溝(4)
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第6号溝土層説明

1黄灰褐色土 灰色粘質上に黄褐色土をプロック状に含む。
2黒褐色土 砂・火山灰粒子・黄褐色土プロックを微景。粘質上。
3暗灰色土粘質土。

第43号溝土層説明

1緑灰褐色土 浅間Aを微昌。シルト質土。

゜第44号溝土層説明

1暗褐色土 炭化物粒子を少塁。粘質土。

。

2m 

1 :60 

1:200 

6m 
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溝出土遣物（第178図）

溝からは土師器・須恵器・灰釉陶器・近椛陶磁器な

どが出土したが、図示てきたのは 4点だけてある。

1は灰釉陶器の高台坪て‘ある。推定底径9.6cmてヽ、胎

土には石英・黒色粒子を少量含む。焼成は良好て‘‘、色

調は灰白色をしている。底部内面と高台部外面の一部

にだけ釉がかかる。残存率45%。第 7号溝の覆土から

出土した。

2は須恵器の甕て‘ある。推定底径15.0cmて‘‘、胎土に

は長石・赤色微粒子・微砂粒・小石を少量含む。焼成

は良好て＼色調は灰色をしている。残存率20%。末野

産。第 8号溝の覆士から出土した。

3は灰釉陶器の長頸壺て‘ある。日縁部が欠損してい

る。胎土には白色微粒子・黒色微粒子を少最含む。焼

成は良好て＼色調は灰白色をしている。残存率80%。

第 9号溝の覆土から出土した。

4は土師器のミニチュア土器てある。推定口径6.2

cm、推定器高2.9cmて‘‘、胎土には角閃石・石英・赤色徴

第 3表土璃一覧表

番号 グリッド 長軸(m) 短軸（m) 深さ(m)

1 BT3 G 0.90 0.75 0.12 

2 BS4 G 0.63 0.19 

3 B03 • 4 G 3.48 0.67 0.20 

4 BP5 G 1.11 〇.72 0.30 

5 BP4 • 5 G 2.43 0.70 0.08 

6 BP4 • 5 G 2.05 0.72 0.06 

7 BP5 • 6 G 2.05 0.12 〇.56

8 BL6 G 1.48 1.44 0.40 ， BK6G 2.62 1.38 0.21 

10 BL3 G 1.65 0.20 

1 1 BI4 G 0.63 0.58 0.22 

12 BI4 G 1. 07 0.86 0.31 

13 BJ6 G 0.82 0.80 0.30 

14 BH5G 1. 92 0.98 0.60 

15 BH4G 0.48 0.45 0.60 

16 BH4G 0.58 0.55 0.60 

17 BH4G 0.62 0.58 0.21 

18 BG4G 2.11 0.36 0.80 

19 BG5 G 1.66 0.44 0.70 

20 BJ4 G 1.20 0.83 0.15 

21 BK6G 0.50 0.40 0.15 

22 BM6G 0.63 0.56 0.16 

八日市遺跡

第178図溝出土遺物

二 (SD7) 

□言 (SD23) 

10cm 
1:4 

粒子を微量含む。焼成は良好て、色調は橙色をしてい

る。残存率45%。内外面ともにナデ調整。第23号溝の

覆土から出上した。

平面形態 主軸方位 備考

不整円形 N-31°-E 出土遺物なし

不明 N-51°-W  出土遺物なし

長方形 N-8°-E 不明

長方形 N-7'-W 不明

長方形 N-55°-W 奈良時代

長方形 N-61°-W 奈良時代

楕円形 N-79°-E 奈良時代

円形 N-90'-E 縄文時代

不整形 N-50°-E 奈良時代

不明 N-44°-E 奈良時代

円形 N-88°-W 古墳時代

円形 N-45°-E 奈良時代

楕円形 N-46°-E 出土遺物なし

長方形 N-14'-E 奈良時代

円形 N-82°-E 古墳時代

円形 N-78"-E 出土遺物なし

円形 N-29°-E 奈良時代

長方形 N-80°-W 出土遺物なし

長方形 N-90°-E 出土遺物なし

楕円形 N-22°-E 出土追物なし

長方形 N-90°-E 出土遺物なし

円形 N-4°-W 出土遺物なし
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e、土壊（第179図）

今回の調査て検出された古墳時代以降の土横の数は

2鳩て‘あった。概要については前述したのて‘、ここて‘‘

は代表的な土壊についてのみ個別に記載した。

第 7号土堀（第179図）

BP-5 • 6グリッドて検出された。長軸2.llm、短

軸1.20m、深さが0.65mて‘‘、楕円形をしていた。

覆土の断面には柱｝図の痕跡が確認されたが、土堀と

第 1号工城

1淡掲色土 鉛褐色士プロックを多塁、黄褐色十粒子を少最。

第3号土城

1 II/,f褐色十 焼十粒子・炭化物粒子を打干。

2黄褐色土 黄褐色土プロックを多量、砂を若干。

第4号土城

1暗黄褐色土 貨褐色土粒子を多量。砂質土。

2 II,'了糾色↓ 炭化物粒［を微jふ粘質＿l:.o

3 暗褐色土 黄褐色土粒子を多量。

第 5• 6号土壊

1炭褐色土 白色パミスを微量。粘質土。

2暗黄褐色土 黄褐色土粒子を多量。

第7号土壊

1暗褐色土粘質土（柱痕）

2暗褐色土鉄分を含む。粘質土。

3 暗灰褐色土粘質土。

4 黄灰褐色土 シルト質土。

第 9号土墟

1暗褐色土 白色パミスを含む。砂質土。

2灰 褐色土 白色バミスを含む。粘質土。

3暗灰褐色土鉄分を多星。粘質土。

4 暗灰褐色土鉄分が沈着する。砂質土。

第 10号土城

1灰褐色土 白色パミスを微塁。粘質土。

2暗灰色土鉄分を多晨。粘質土。

3黒褐色土 暗灰色粘質土に炭化物が帯状に堆積。

4 暗褐色土 シルト質土。

5暗黄褐色土砂質土。

f、ピット（第180。182• 183図）

今回の調査て‘検出されたピットの総数は66本て‘あっ

た。概要については前述したのて‘、ここては代表的な

ものについてのみ個別に記載した。

ピット群(pI~14 ・第180図）

BS-3、BT-3グリッドにかけて検出された。ピ

ット 14本が円形に巡っていた。平地式の建物跡とも考

えられたが、ピットの配置が不規則てあり、また柱穴

の痕跡が1本も検出されず確証を得られなかった。こ

こては性格不明のピット群として報告することにした。

各ピットの大きさは、径0.13~0.32m、深さ0.10~

0.35mとばらつきがあった。平面形態は円形または楕

八日市遺跡

しての性格は不明て‘ある。

遺物は土師器片が2点出土した。

第16号土堀（第179図）

BH-4グリッドて検出された。大きさは、長軸0.58

m、短軸0.55m、深さが0.06mてあった。平面形態は

円形て‘ヽ 、底面は平坦て‘あった。

覆土の 2層には炭化物粒子を多鼠に合んて、、いた。

遺物は出土しなかった。

第 11号土凛

1暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を微畠。粘質土。

2暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を少量。粘質土。

3 暗褐色土 シルト質土。

第 12号土城

1暗褐色土焼土粒子を少量。粘質土。

2暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を微量。粘質土。

第 13号土壊

1暗褐色土 白色パミスを微星。粘質土。

2暗黄褐色土 黄褐色土粒子を多量。

3暗黄褐色上 黄褐色土をプロック状に含む。

4 暗黄褐色土 シルト質土。

第 14号土壊

1暗褐色土 白色パミスを微屋。粘質土。

第 15号土壊

1暗褐色土 白色パミスを微羅。

2暗黄褐色土 シルト質土。

第 16号土墟

1暗褐色土焼土粒子を多量。砂質土。

2暗褐色土 炭化物粒子を多量。シルト質土。

3暗黄褐色土 シルト質土。

第 17号土城

1暗灰褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を少羅。粘質土。

2暗褐色t 炭化物粒子を少量。粘質土。

3暗黄褐色土 シルト質土。

第 18 • 1 9号土塙

1暗褐色土 黄褐色土をプロック状に含む。

円形をしており、 P5・6とP9 • 10は一部重複して

し、た。

覆土には焼土粒子、炭化物粒子を多量含んて‘‘いた。

遺物はP1 • 3 • 5~8 • 10~13から土師器片が少

鼠出土した。その中て‘図示て‘‘きたものは 1の壺の胴部

と2の甕の底部だけてある。

ピット 34（第182図）

B0-5グリッドて検出された。大きさは、長径0.38

m、短径0.32m、深さが0.13mて、円形をしていた。

覆上の断面には柱穴の痕跡が確認されたが、性格は

不明て‘ある。同様のピットはP33 • 35~38がある。

遺物は出土しなかった。
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第180図 ピット群(pI~|4) 
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1暗灰褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を多贔。 1 40 

第181図 ピット群出土遺物
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第181図 ピット群出土土器観察表

番号 1器種 1 日径！器高 1 底径 1 胎 土 I焼成I色調 I残存 出土位置•その他

壺

甕
1

2

 

BC'DGH' I A 橙 25% ピット 8

(6.0) | BCDGH I A 明赤褐 1 15% 1ピット 12
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第182図 ピ ッ ト (I) 、
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第183図 ピット(2)
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三：
P 1 5 1 6 

1褐色土黄褐色土粒子を少撻、焼土粒子・炭化物粒子を微届。

2暗褐色土 黄褐色土粒子・焼土粒子・炭化物粒子を微蜃。

3 淡褐色土 黄褐色土プロックを多娯、黄褐色土粒子を微量。

P 1 7~2 1 
1淡褐色上 黄褐色土粒子を微星、炭化物粒子を若干。

2褐色土黄褐色土粒子を少呈、焼土粒子・炭化物粒子を微星。

P 2 2~2 9 
1褐 色 土

2淡黄褐色土

3褐 色 土

黄褐色土プロックを少景、白色バミスを微量。

黄褐色土プロッタを多贔。

黄褐色土プロックを少岨。

P 3 0 

1灰褐色土

2灰褐色土

3黄灰色七

P 3 2 

1灰色土

2黒色土

3灰色土

4暗灰色土

5 暗灰色土

6 灰色土

粘質土（柱痕）

鉄分を含む。シルト質土。

しまり良い。シルト質士。

P 3 1 

1暗灰褐色土

2暗 灰 色 上

3 暗 灰 色 土

4灰 褐 色 土

鉄分を多贔、白色パミスを微呈。シルト質土。

粘質上。

粘質土。

粘質土。

粘質土。

炭化物を含む。

粘質土。

粘質土。

粘質土（柱痕）

シルト質土。

g、旧河道（第184~186図）

本調査区西側のBJ-7、BK・BL・BM-7 • 8、

BN • BO・ BP・ BQ-7と東側のBR-5、BS-4 • 5、

BT-3 ~ 5、Bu-2 ~ 5にかけて検出された。現在

の福川の流路からは北に約10~30mの所に位置してい

A

l
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,,_ a JI 
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言言

た。

P49~6 5 
1暗褐色土

2暗黄褐色土

3 暗緑褐色土

＼ A-◎ _I¥_‘ 

冒
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t;__ o -A 

A-ロ／

_J,.' A 

口

冒

ら西から東に向けて流れている。

A-

＼
◎
 

A
 

冒
／
：

A A 

言冒

ロ土1
A A' 

口
P33~38 

1鉄褐色土鉄分を多景。砂質土。

2暗灰色土粘質土（柱痕）

3黄灰色土 シルト質土。

P39・40 
1暗褐色土

2暗褐色土

3 暗黄褐色土

P 4 1~44 
1暗黄褐色土 シルト質土。

2暗褐色土 焼土粒子を多量、炭化物粒子を少景。砂質土。

鉄分を微量。粘質土。

黄褐色上を微量。粘質土。

シルト質土。

P 4 5~47 

1暗褐色土 黄褐色土粒子を微量。粘質土。

P48 

1暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を少量。

2暗黄褐色土 黄褐色土粒子を微量。

焼土粒子・炭化物粒子を少羅。粘質土。

ややしまりに欠ける。シルト質土。

白色パミスを微塁。粘質土。

0 1 m 

| | l 1 • 40 

また福川が河川改修される以前の旧流路が北側に

検出されており、一部が重複していた。八日市遺跡付

近の現在の福川は櫛引台地の崖線に沿って蛇行しなが

しかし旧福川は現在

の流路よりも低地部寄りに流れていたことがわかった。
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八日市遺跡

第184図西地区旧河道
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1日河道

1褐色土 鉄分斑を多畠、焼七粒子・炭化物粒子を少星（逍物を微贔含む）

2暗褐色七 鉄分斑を多量、砂を少量、焼土粒子・炭化物粒子・白色パミス

を微量（遺物を少量含む）

3 黒褐色上 鉄分斑を多星、焼土粒fを少量・炭化物粒子を少置炭化物を帯状

に含む（遺物を多贔含む）

4 褐色土焼土粒子・炭化物粒子を少量。 FAをプロック状に微量。

5褐色上鉄分斑を多醤、焼土粒子・炭化物粒子・白色パミスを少量。

6暗褐色土 鉄分斑を多星、白色パミスを少羅、焼土粒子・炭化物粒子を微量。

7 褐色上鉄分斑を多量、黄褐色土粒子を少量、焼土粒子・炭化物粒子を微醤。

8 褐色士 鉄分斑・黄褐色土粒子・プロックを多塁、焼土粒子・炭化物粒子

を微量。

9 灰褐色十 鉄分斑を多量、炭化物粒子を微星。

゜
4m 
l 
1 : 100 
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調査は調査区東側にトレンチを 3本設定して埋没状

態を確認しようとしたが、遺構確認面から80c頑岩械り

下げたところて湧水が著しく河床面まて達することは

てきなかった。またBT-3、BU-3グリッドにかけ

て土師器片が少量露出していたため部分的に掘り下げ

たところ、土器が多量に出土したため範圃を拡大して

調査を行った。

旧河道は調査区の南端に検出されており、南側が調

査区外にかかるため川幅を確認することはてきなかっ

た。旧河道の流路は現在の福川と同様に西から東に向

けて流れていたものと思われ、調査区東側て‘は微高地

に沿って大きく北東方同に蛇行していた。八日市遺跡

東地区て‘検出された旧河道との関係はよくわからなか

った。

埋没土は確認て‘きた範囲内て‘‘は 9層に分層て‘きた。

全体に鉄分斑を多鼠に合んて‘‘いた。 4層からは榛名山

ニツ岳火山灰て‘あるFAが確認された。 FAの降下年代

は6世紀初頭に比定され、本地域の鍵層となっている。

第185図 西地区旧河道遺物出土状況(I)
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八日市遺跡

第186図 西地区旧河道遺物出土状況(2)
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第187図 西地区旧河道出土遺物(I)
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八日市遺跡

第187~190図 旧河道出土土器観察表

番号 器種 日 径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 身 (12. 5) BC'DH' A 橙 10% 也含層

2 好 (9.2) BC'DGH' A 橙 25% BU3 G 

3 坪 (10. 6) (5.1) BC'DGH' A にぷい橙 50% BUNo.66 

4 坪 (11. 6) BC'DGH' A 橙 30% BTNo.9 

5 杯 11.9 5.4 BC'DGH' A 橙 95% BUNoJ15 外面体部は黒く変色

6 坪 (12.0) BC'DGH' A 橙 25% Bu1 G 

7 坪 (12.0) BC'G A 橙 25% BUNo.96 

8 坪 (11.8) (5.4) BC'DGH' A 橙 55% BUNo.112 ， 杯 (11.6) BC'DGH' A 橙 25% BUNo.138 

10 坪 (12.0) (5.2) BC'DGH' A 橙 30% 包含層

11 坪 (12.0) BC'GH' A 橙 25% BUNo.2 

12 坪 12.8 5.2 EC'DGH' A 橙 100% BUNo.119 

13 坪 (12.4) BCDGH' A 黄橙 20% BTNo.12 

14 坪 (12.0) (5.5) BCDGH' A 橙 35% BUNo.146 

15 坪 (12.0) BC'DGH' A 橙 25% BUNo.82 

16 坪 12.4 5.6 BCGH' A 橙 95% BTNo.13 体部外面は黒く変色

17 坪 12.7 5.7 BC'DGH' A 黄橙 95% BUNo.89 

18 坪 (12.0) 5.5 C'GH' A 橙 40% BUNo.97 

19 坪 (12.0) BC'DGH' A 浅黄橙 30% 旧河 2トレ

20 坪 (12.2) 5.7 BC'DGH' A 橙 45% BUNo.118 

21 坪 (12.0) BC'DGH' A 橙 30% BUNo.120 

22 坪 (12.6) (5.3) BC'DGH' A 黄橙 20% BUNoJ63 

23 坪 (12.6) BC'DGH' A 橙 15% BUNo.150 

24 坪 12.2 5.9 BC'DGH' A 橙 90% BUNo.80 

25 坪 12.4 5.5 BCDGH' A 橙 95% BUNo.101 

26 坪 (12.4) 5.5 BC'DGH' A 橙 60% BUNo.133 体部外面は黒く変色

27 坪 (12. 2) 5.3 BC'H' A 橙 60% BUNoJ14 

28 坪 (13.0) BC'DGH' A 橙 20% BUNoJ31 

29 牙 (12.0) 5.5 BC'GH' A 橙 70% BUNo.71 

30 坪 (12.6) BC'DGH' A 橙 30% BUNo.147 

31 坪 (13.0) (5.6) C'GH' A 橙 30% BUNoJ80 

32 坪 (12. 8) BC'DGH' A 橙 50% BUNoJ51 

33 牙 (12. 8) C'GH' A 橙 45% BUNo.85、86

34 坪 (13.0) BCDGH' A 橙 25% BUNo.161 体部外面は煤ける

35 坪 (13.0) (5.5) BC'DGH' A 橙 40% BUNo.100 

36 坪 13.0 5.3 BC'DGH' A 橙 55% BTNo.13 体部外面は黒く変色

37 坪 (13.2) BC'DGH' A 橙 35% BUNo.117 

38 坪 (13.0) (5.6) BC'DGH' A 橙 45% BUNo.139 

39 坪 (13.4) (5.6) BC'DH' A 橙 20% BTNo.12 

40 坪 (13.0) BC'DG A 橙 30% BUNo.180 

41 坪 (13.6) 5.7 BCDGH' A 橙 60% BUNo.149 

42 坪 (13.0) BC'DH' A 橙 45% BTNo. 2~ 5 

43 坪 (13.0) BCDH' A 橙 25% BTNo. 3 

44 坪 (13. 4) BCDGH' A 橙 60% BTNo.12 体部外面は黒く変色

45 坪 12.4 5.0 BC'DGH' A 橙 80% BUNo.179 

46 坪 (13.0) BCDGH' A 黄橙 25% BUNo.140 

47 坪 (12.6) BC'DGH' A 浅黄橙 15% BUNo.116 

48 坪 (12.0) BC'DGH' A 浅黄橙 35% BUNo.127 

49 坪 (13. 4) (5.9) BC'DGH' A 橙 50% BUNoJ30 

50 坪 (13.0) BC'DG A 橙 20% BUNo.8 

51 坪 (13.0) BCDGH' A 橙 15% BTNo.11 

52 坪 (14.6) (5.7) BCDGH' A 橙 40% BUNo.65 

53 坪 (14.0) C'GH' A 橙 25% BT4 G、BUlG 
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第188図 西地区旧河道出土遺物(2)
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八H市遺跡

番号 器種 口 径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出士位置•その他

54 坪 (14. 4) BC'DGH' A 橙 25% BUNo.22 

55 坪 (14.2) BC'DGH' A 黄橙 25% BTNo.1 

56 杯 (15.0) BC'DGH' A 橙 15% BUNo.172 

57 坪 (13.0) BC'DGH' A 橙 15% BUNo.108 

58 坪 (15.0) BCDGH' A 橙 30% BUNo.83 

59 坪 (15.0) BCDGH' A 橙 30% BU3 G 

60 坪 (14.0) (7.1) BC'DGH' A 浅黄橙 70% BUNo.41 外面はわずかに煤ける

61 坪 (13. 6) BC'DGH' A 橙 40% BUNo.145 

62 椀 (12.0) BC'DGH' A 浅黄橙 20% BUNoJ69 

63 高坪 (16.0) BC'DH' A にぶい橙 20% BUNoJ43 

64 高坪 (16.0) BC'DG A 橙 35% BUNo.105 

65 高坪 (17.0) BC'DH' A 橙 20% BUNo.69 

66 高坪 (16. 6) BC'DGH' A 浅黄橙 55% BUNo.175 

67 高坪 17.6 BC'DGH' A 浅黄橙 80% BUNo.141 

68 高坪 (17.0) BC'DGH' A 橙 15% BUNo.43 

69 高杯 13.2 BC'DGH' A 橙 95% BUNo.4 

70 高胚 BC'DH' A 橙 50% BUNolll 

71 高坪 (11.4) BC'DGH' A 橙 40% BUNo.47 

72 高坪 (13.0) BC'H' A 浅黄橙 25% 旧河 3トレ

73 高坪 BC'DGH' A 黄橙 55% BUl G 外面には煤が付着

74 高坪 (13.0) BC'G A 橙 40% BUNo.173 

75 高坪 BC'DGH' A 橙 95% BUNo.48 

76 高牙 (11.0) BC'DH' A 橙 30% BT4 G 

77 高坪 (12.0) BC'DGH' A 橙 30% 旧河 3トレ

78 高坪 BC'DGH' A にぶい橙 75% 旧河 2トレ

79 高杯 (12.0) BC'DGH' A 橙 85% BUNo.50 

80 高坪 12.4 BC'DGH' A 橙 80% 旧河 2トレ

81 高坪 BC'DGH' A 橙 90% BUNo.103 

82 高坪 (12.0) BC'DGH' A 橙 70% 包含層、BUlG 

83 高坪 11.4 BC'DGH' A 橙 90% BUNo.2 

84 高坪 (16.6) BC'DGH' A 橙 75% BUNo.92 

85 紺 8.8 BC'D A 橙 95% 旧河 2トレ

86 用 8.8 BC'DGH' A 橙 70% BUNoJO、171

87 鉢 (20.0) BC'DGH' A 橙 25% BUNo.106 

88 脚付椀 (17. 4) (15.5) (13. 4) BC'D A 浅黄橙 50% BUNo.157、164、166 透かしは 4方と思われる

89 壺 (18. 0) BC'DG A 橙 20% BUNo.167 

90 壺 (20. 8) BCDGH' A 黄橙 35% BUNoJ60 

91 壺 (20. 0) BC'G A 橙 15% 旧河 2トレ

92 宜士 (24.0) BC'DH' A 橙 15% 包含層

93 壺 (32.0) BC'DH' A 橙 60% BUNoJ55、156

94 壺 12.8 BC'DH' A 橙 60% BUNo.62 

95 壺 (15.0) (16. 2) (5.2) BC'DGH' A 橙 45% BUNo.67 

96 壺 (20.0) BC'DGH' A 橙 20% BUNo. 7 

97 壺 (4.0) BC'H' A 暗褐 45% 旧河 2トレ

98 壺 (6.0) BC'DH' A 浅黄橙 25% 旧河 2トレ

99 壺 5.6 BC'DGH' A 橙 90% BU3 G 

100 壺 6.0 BC'DGH' A 橙 40% BUNo.4 

101 壺 7.2 BC'DG A 橙 55% 旧河 2トレ

102 壺 7.0 BC'DG A 黄橙 45% 旧河 2トレ

103 ミニチュア (4.0) C'G' A にぶい褐 40% 旧河 1トレ

104 ミニチュア 5.0 4.1 BC'DGH' A 橙 100% 旧河 2トレ 焼成後底部穿孔

105 支脚 (10.0) BC'DGH' A 橙 25% BUNo.70 

106 甕 (18.0) BC'H' B 灰褐 15% 包含層 わずかにタタキ目がのこる

107 甕 (23.0) C'EH' A 灰白 40% BUNoJO 

-207-



第189図 西地区旧河道出土遺物（3)
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八B市遺跡

第190図 西地区旧河道出土遺物(4)
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番号 器種 日 径 器高 底径 胎 土 焼成 色調

108 甕 (16. 4) BC'DGH' A にぶい褐

109 甕 (16. 4) C'EH A にぶい橙

110 甕 (19.0) BC'DGH' A 橙

111 甕 (18.4) BC'DEH A 橙

112 甕 (18.6) BC'EGH A 橙

113 甕 (20.6) BC'DH A 灰白

114 甕 15.4 31.0 5.4 BC'DH A にぶい褐

115 甕 (7.0) BC'EH A 黄橙

116 甕 (7.0) BC'EH A 橙

117 甕 6.2 BC'DGH' A 橙

118 甑 17.2 10.5 5.6 BCDH' A 橙

119 甑 (22. 0) (13.3) (6.8) BC'H' A 橙

120 甑 (19.0) BC'G' A にぶい橙

121 甑 (24.0) BC'DGH' A 橙

122 甑 (29.0) BC'G A 橙

123 甑 8.0 BC'DH A 灰褐

124 甑 (80) BC'DH' A 橙

FAは褐色土中にブロック状になって微量含まれてい

た。この 4層中からは遺物がほとんど出土しなかった

が、上層の 3層中からは多量の遺物が出土した。その

3層中には焼土粒子、炭化物粒子を少量、炭化物が帯

状に含まれていたが、火を使用したような痕跡は認め

られなかった。

遺物は 1層から 3層にかけて多最に出土した。その

多くはBT-3、BU-3グリッドの 3層中からの出土

てあった。遺物は土師器が大半て‘ヽ、須恵器甕の口縁部

破片が2点だけ出土した。

遺物の出土状況をみると、東側に集中する広範なブ

ロック Iと西側の土師器坪だけが出土したブロックII

に分けられる。ブロック Iには杯、壺、甕などの器種

がまんべんなくみられ、旧河道の肩部に沿った 5mX

5m程の範囲内に集中して出土した。ブロックIIは土

師器杯が1ヶ所に重なって出土した。調査て濯侑認て‘き

たのは上から順に42• 43。13• 44 • 39 • 36 • 51・16の

8個体て、、他にも周辺には杯の破片が数個体分散在し

ていた。一番下から出土した16の杯の中からは滑石製

の臼玉が6点出土した。

以上のブロックIIての杯の出土状況や滑石製模造品

の出土などから、城北遺跡などて確認、されたような河

川に関わる祭祀跡と考えられる。

残存 出土位置。その他

40% BUNo.77、79

20% BU3 G 外面全体に煤が付着

30% BUl G 

30% BUNo.74 

25% BUNo.93 

60% BT4 G、BU1 G 

60% BUNoJ28 内外面とも煤が付着

50% 包含層

30% BUNo 2 

90% BUNo.11 

90% BUNoJ04 

20% 旧河 1トレ

15% 包含層

25% BUNo 1 

20% BUNo. 9 

70% BUl G 外面は煤が付着

20% BU3 G 

出土した土器は残存率が悪く、完形になるものはほ

とんど無い。

1 ~61は土師器の杯て` ある。 1は日縁部が短く外傾

し、端部外面が僅かに肥厚する。模倣杯と比べ全体的

に器壁が厚い。 2~44。49~61は模倣杯て、、摩滅が著

しく遺存状態は良くない。 34• 60は体部外面に煤が付

着している。 45• 46は体部と日縁部の境に明瞭な稜を

もたない。

63~84は高杯て｀ある。須恵器を模倣したと考えられ

るもの (69)が1点だけて‘‘、和泉式の高坪の系譜を引く

もの (63~68。70~84)が主体を占める。 63• 66 • 67の

坪部にはハケメ調整が施される。

88は脚付の椀て‘ある。二等辺三角形の透し孔が現状

ては 2個所に認められる。透かしの位置から四方透か

しと思われる。

103・ 104はミニチュア土器て‘ある。 103は高坪て‘、坪

部が欠損している。 104は杯て‘ヽ 、底部は焼成後に穿孔さ

れている。

106・107は須恵器甕て‘ある。 106は胴部外面に平行タ

タキ目が僅かに認められる。107は日縁部外面に櫛描き

波状文が1段施されている。

108~117は甕て‘‘ある。 109は外面全体に、 114は内外

面にそれぞれ煤が付着している。
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h、鉄製品（第191図）

1は帯金具て‘ある。銅製の蛇尾て□幣との付け根部

分を僅かに欠損している。先端部は丸く弧状につくら

れ、形状は横長の半円形をしている。鋲は 3ヶ所に認

められる。現状て‘‘は帯幅と蛇尾の長さは 1: 1て同じ

てある。漆が全面に付着している。第18号住居跡の床

面から出土した。

八日市遺跡

2 • 3は刀子片てある。 2は刀身片て、刃部のほぱ

半分と茎部を欠損しているため全体の形状は不明てあ

る。 3は切先部分を欠損している。全体に錆化が著し

い。形状は緩やかに湾曲しており、関をもたない。 2

点ともに第41号溝の覆土から出土した。

4は釣針と思われるが、錆化が著しく細部について

は不明瞭て‘ある。第41号溝の覆土から出土した。

第191図鉄製品

□口
二

I
 

こ
］
 

I 
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第191図 出土鉄製品観察表

番号 種 類 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 備考

1 帯 金 具 (2.3) X 2.4 X 0.6 (3.9) 第18号住居跡 舵尾銅製

2 刀 子 (5. 7) X 0.8 X 0.3 (8.0) 第41号溝 刀身片

3 刀 子 (11.6)X 1.1 X 0.3 (20.6) 第41号溝 先端を欠く

4 釣 針 6.3 X 3.6 X 0.3 16.2 第41号溝

i、石製品（第192図）

1 ~ 6は滑石製の臼玉て‘ある。 1• 3 • 6は一部を

欠損しており、 1の欠損部分は摩滅している。つくり

は粗雑なものが多い。旧河道BT3グリッドの16の土師

器坪の中から 6点がまとまって出土した。

第192図 出土石製品観察表

7 • 8は滑石製の管玉てある。 2点とも大形て‘、細

長い形状をしている。 7は片面穿孔て‘、つくりは丁寧

て‘‘ある。第 3号住居跡の覆土上層から出土した。 8は

片面穿孔てある。残存状態があまり良くない。旧河道

第3トレンチから出土した。

番号 種 類 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 備考

1 臼 玉 0.5 X (0.3) (0.3) 旧河道BT3グリッド 滑石製

2 臼 玉 0.5 X 0.4 0.3 旧河道BT3グリッド 滑石製

3 臼 玉 0.5 X (0.4) (0.2) 旧河道BT3グリッド 滑石製

4 臼 玉 0.5 X 0.5 0.3 旧河道BT3グリッド 滑石製

5 臼 玉 0.5 X 0.4 0.2 旧河道BT3グリッド 滑石製

6 臼 玉 (0.6) X (0.5) (0. 2) 旧河道BT3グリッド 滑石製

7 硲日 玉 2.6 X 0.8 2.7 第 3号住居跡 滑石製

8 砥目 玉 2.5 X 0.8 2.9 旧河道 3トレンチ 滑石製， 砥 石 (10.0)X 4.5 X(2.2) (66.0) 第 5号住居跡 凝灰岩

10 砥 石 (16.0) X 6.5 X 4.3 (780.3) 第10号住居跡 凝灰岩

11 磨 石 6.1 X 6.8 X 4.5 112.6 第18号溝 多孔質安山岩

12 編 物 石 12.7 X 4.9 X 3.6 403.0 第19号住居跡 安山岩

13 編 物 石 14.6 X 5.1 X 4.3 521.2 第19号住居跡 安山岩

14 編 物 石 15.9 X 5.1 X 4.1 513.1 第20号住居跡 安山岩
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9 • 10は凝灰岩製の砥石てある。 9は大部分が剥離

欠損しており、 2次的火熱を受けた可能性が考えられ

る。側面の 1面にのみ擦痕が認められる。第5号住居

跡の覆土から出土した。 10は上端部を僅かに欠損して

いる。 3面に使用による擦痕が認められる。第10号住

居跡の床面から出土した。

11は磨石と思われる。擦痕は認められなかった。第

18号溝の覆土から出土した。多孔質安山岩製。

12~14は編物石てある。 12・13は第19号住居跡のP

1から、 14は第20号住居跡の覆土からそれぞれ出土し

た。安山岩。

第192図石製品
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j、土製品（第193図）

1~3は紡錘車て‘‘ある。八日市遺跡西地区から出土

した紡錘車は全て土製て、、石製のものは出土しなかっ

た。 1は高さがあり、やや不整形てある。第 3号住居

跡の覆土下層から出土した。 2は重輩感がある。第17

号住居跡から出土した。 3は全体の約1/3を欠損してい

る。第8号溝からの出土てあるが、第10号住居跡から

流れ込んだ可能性が高い。

第193図土 製 品

□17 0/0 

ロ ロ
： 
□OG 

八日市遺跡

4は土玉て‘ある。穴が2ヶ所に穿たれているが貫通

はしていない。穴の深さは 5mm前後と浅く、先端のや

や尖った棒状のエ具によって突き刺しただけてある。

穴の径は 4mmと小さい。第 3号住居跡の覆土上層から

出土した。

5は用途不明の環状の土製品て‘ある。全体の約1/2を

欠損している。つくりは丁寧て‘ある。第 3号住居跡の

覆土上層から出土した。

□--[7 

o. ＼＼三 5 ゜
5cm 

1 2 

第193図 出土土製品観察表

番号 種 類 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 備考

1 紡 錘 車 2.5 X 3.8 • 2.2 34.6 第 3号住居跡 橙色

2 紡錘車 2.2 X 3.5 36.3 第17号住居跡 橙色

3 紡 錘 車 2.1 X (5.5) • (3.4) (28.3) 第 8号溝 にぶい褐色

4 土 玉 2.4 X 2.2 11.6 第 3号住居跡 橙色 穴は貰通していない

5 環状土製品 (7.0) X 0.9 (11. 7) 第 3号住居跡 橙色
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VII 城西

1 遺跡の概観

城西遺跡は、櫛引台地の縁辺部を蛇行して流れる幅

川に沿って位置している。城西遺跡の範囲は遺跡の大

半を占める櫛引台地部と僅かに北は妻沼低地にかかっ

ており、北緯36゚12'05”、東経139゚17'50”に位置してい

る。遺跡は台地部と低地部とては性格が異なる。本遺

跡は木の本古墳群の西縁にもあたり、周辺には 3悲の

古墳が現存している。県道を挟んて東には八日市遺跡、

本郷前東遺跡などの古墳時代の集落跡が、北西約100m

には室町時代に築造された皿沼城跡、南西480mには原

正2(1456)年に深谷上杉氏の四代当主房憲が築城した

深谷城跡などの遺跡がある。また南西38mの所には平

安時代の創建と伝えられる瑠璃光寺が位置している。

本遺跡が所在する城西という小字名は、南東約200mに

位置する幡羅太郎館跡に由米するものと考えられてい

る。

今回の調査を行った地点は、福川右岸の櫛引台地上

と左岸の微高地（自然堤防）上の 2地点て‘‘、どちらも本

遺跡範囲の北端にあたる。台地上を東地区、微高地上

を西地区と分けて調査を行った。調査面積は 2地区あ

わせて7,600mてあった。

東地区は調査区の東端および西端に谷状の浅い落ち

込みがあることから、舌状に延びた台地先端部に立地

しているものと思われる。標高は33.5mて、低地部と

の比高差は0.5m前後てあった。

検出された遺構は、縄文時代前期の土痰2基、縄文

時代中期の住居跡 1軒、古墳時代後期の住居跡 l軒、

平安時代の住居跡 3軒、近世の溝2条てあった。

縄文時代の第 1号住居跡は農道下に廷びていたため

全体を調査てきなかった。覆土からは縄文時代中期後

葉の加曽利EIII式の深鉢形土器片が多く出土した。第

1号土横は集石土墟てあり、覆土上層に径4cm前後の

小蝶が多鼠に認められた。土堀は 2基ともに縄文時代

前期末葉の緒磯式と思われる土器片が出土したが、小

破片てあるため詳細な時期は判別てきない。
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古墳時代後期と思われる第 3号住居跡も同様て、、詳

細な時期を判断て‘きる遺物は出土しなかった。

平安時代の第 2号1打苦跡の床面からは内面に漆状の

物質が付着した土師器杯が出土した。第 4局住居跡の

覆土からは須恵器杯を中心に多量の土器が出土してお

り、その中に墨書土器が1点みられる。南比企産の須

恵器高台杯て、、底部外面に墨書が認められる。墨書は

「願恵」（僧侶の名前）もしくは「願恩」（願文）と判読て‘‘

きる。また墨書の下には「X」のヘラによる記号も認

められる。第 4号住居跡から出土した須恵器23点の産

地別ての内訳は、南比企産14点（61%)、末野産 9点(39

％）て‘ヽ、南比企産の須恵器が優勢てあった。第 5号住居

跡は拡張を行っており、刀子。鎌などの鉄製品が拡張

後の住居跡から出土した。

溝は 2条検出されたが、覆土の観察から近世に開削

されたものと思われる。

西地区の地形は平坦て、標高は32.9mて‘‘あった。櫛

引台地との比高差は約 lmを測る。

検出された遺構は、平安時代の掘立柱建物跡 3棟、

ピットが 3本てあった。調査区の西側からは遺構。遺

物がまったく検出されなかった。そのことから、本遺

跡の低地部ての西限を確認、したことになり、遺跡は東

に大きく拡がるものと思われる。

第 1号掘立柱建物跡は 3間X2間て｀、東面と南面に

庇柱を備えていた。遺物は須恵器坪が2点と土師器甕

が1点出土した。他の 2棟は、第 2号掘立柱建物跡が

2間X2間、第 3号掘立柱建物跡が2間Xl間て‘‘、第

1号掘立柱建物跡と比べると規模が小さい。遺物は出

土しなかった。柱穴の痕跡は第 1。2号掘立柱建物跡

に確認された。

ピットは調査区東際に 2本検出されているが、 1本

には柱穴の痕跡が確認されたことから、掘立柱建物跡

の柱穴て‘‘ある可能性が高い。調査区外にも数棟存在し

ており、群を構成していたことも考えられる。



第194図 城西遺跡全体図 6
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城西遺跡

2
 

東地区の調査

(1)縄文時ボ区の遺構と遺物

a、住居跡

第 1号住居跡（第195図）

AQ-6 • 7グリッドて検出された。東側は調査区外

にかかるため全体の約1/2を調査することがてきなかっ

た。今回の調査て‘検出された縄文時代の住居跡はこの

1軒だけて‘あった。規模は南北4.30m、深さが0.33m

て、平面形態は円形をしていたと思われる。

覆土は 3層からなる自然堆積て‘‘あった。 1層の褐色

土中には焼土粒子、炭化物粒子を少量含んて、いた。

床面はほぼ平坦てあった。

炉・柱穴などの施設は何等検出て‘‘きなかった。

遺物は覆土から土器片が約70点出土したが、接合率

が悪く形になるものはなかった。

1 ~10は加曽利EIII式の深鉢形土器て‘ある。全体に

摩滅が著しく、地文の縄文は不明瞭て‘ある。

日縁部破片て、緩やかな波状日縁を呈するものと思わ

れる。 3は日縁隆帯上に円形の剌突が施されている。

4 • 5は胴部破片て‘ある。

の同一個体と思われる。

内湾している。

1 ~ 3は

6~10はキャリパー形土器

6は平縁の日縁部て、、僅かに

7~10は胴部て、縄文地に隆帯の懸垂

文が認められる。

第195図 第 1号住居跡
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第 1号住居跡土層説明

1褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を少量。

2褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を微量。

3 黄褐色土 地山類似層。
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第196図 第 1号住居跡出土遺物
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b、土墟

第 1号土漿（第197図）

AW-7グリッドて検出された。集石土墟て‘‘あっ

た。規模は長軸1.30m、短軸1.06m、深さが0.32m

て‘‘、平面形態は楕円形をしていた。主軸方位はN-70°

-Eて‘‘ある。覆土上層の 1層中に集石が認められた。

遺物は諸磯式と思われる土器片が出土したが、小破

片のため図示することがてきなかった。

第 2号土堀（第197図）

AW-7グリッドて検出された。規模は長軸1.66

m、短軸1.00m、深さが0.62mてヽ、平面形態は楕円形

をしていた。主軸方位はN-27°-Eてある。

遺物は第 1号土墟同様に諸磯式と思われる土器片が

出土したが、小破片のため図示てきなかった。

C、出土石器（第198図）

城西遺跡東地区からは局部磨製石斧1点と打製石斧

が2点の総数3点の石器が出土した。しかし縄文時代

の遺構に伴うものは 1点もなく、全て後世の遺構に流

れ込んだものてある。

1は粘板岩製の局部磨製石斧て‘、ある。頭部と刃部に

調整加工が施されている。刃部には特に丁寧て‘ある。

2 • 3は砂岩製の打製石斧て‘‘ある。 2は分銅形て‘‘、

頭部の一部を欠損している。側縁の挟りは小さく、表

面には自然面を残す。周縁的に入念な調整加工が施さ

れ、裏面には主要剥離が認められる。 3は上半部を欠

損している。形態は撥形をしていたと思われる。刃部

には丁寧な調整加工が施され、ほぼ円刃に仕上げられ

ている。

-218-



城西遺跡

第197図 土塙 <̀| 
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第 1号土城

1褐色土礫を多塁、焼土粒子・炭化物粒子・白色パミスを微量。

2暗褐色土 礫・白色パミスを少量、焼土粒子・炭化物粒子を微量。

3 黄褐色土 礫・白色パミスを少畠。

第198図 石器

第 2号土塙

1暗褐色土

2暗褐色土

3褐色 土

焼土粒子・炭化物粒子・白色パミスを少量。

焼土粒子・炭化物粒子・白色バミスを微量。

焼土粒子・炭化物粒子を微呈。
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石器観察表

出土地点

第 2号溝

第 4号住居跡

第 2号溝

器種

局部磨製石斧

打製石斧

打製石斧

長さ (cm)

(7.5) 

(8.5) 

(8.1) 

幅(cm)

5.4 

9.1 

5.3 

厚さ (cm)

0

6

8

 

．
．
．
 

3

2

1

 

重最(g) 石質

(195. 3) 粘板岩

(310.1) 砂岩

(120.6) 砂岩

備考
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(2)古墳時代以降の遺構と遺物

a、住居跡

第 2号住居跡（第199図）

AP-7グリッドて‘検出され、今回の調査区の中ては

一番西側に位置していた。住居跡の大半が調査区外に

延びていたため、検出て‘きたのは北壁部分だけてあっ

第199図 第2号住居跡および出土遺物

|
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□[ A

-
A' 

三 3] ¥ 

第 2号住居跡土層説明

1褐 色土 ローム粒子・焼上粒子・炭化物粒子を微量。

2暗褐色土 ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子を微蜃。

3淡褐色土 ローム粒子・プロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を微握。

た。規模は東西2.42m、深さが0.50mてあった。

覆土は 3層からなる自然堆積て‘あった。

カマド・村穴・貯蔵穴・壁溝は検出て‘‘きなかった。

遺物は床面直上から 1の土師器の杯が出土した。内

面全体には漆状の物質が付着している。

ーニ三□

ニー

ロニーー

ーニ
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゜
2m 
I 
1: 60 ゜

10cm 

1: 4 

第199図 第 2号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.0 3.7 BC'DH' A 橙 95% No.1 内面に漆状の物質が付着

2 坪 (12.4) BC'DH' A 黄橙 35% 覆土

3 坪 (12. 8) BC'DH' A 黄橙 20% 覆土

4 杯 (11.4) BC'DGH' A 橙 20% 覆土

5 甕 (10.2) C'DH' A 橙 15% 覆土 内外面とも煤ける

6 甕 (8.4) C'DH' A 橙 20% 覆土

第200図第3号住居跡
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第 3号住居跡土層説明

I淡褐色 土表土 。

1暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を少羅。
2褐色 土 ローム粒子・ロームプロック・焼土粒子・炭化物粒子を少塁。

3 淡黄褐色土 ローム土を主体とし、焼土粒子・炭化物粒子を微呈。

A
-

゜
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I 
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第 3号住居跡（第200図）

AT-6グリッドて‘検出された。北側は調査区外に延

びていたため、全体を調査することがてきなかった。

規模は東西4.18m、深さが0.23mてあった。

覆土は 3層からなる自然堆積て‘‘あった。

第201図第 4号住居跡

:.:1 

•— |
‘
―
 

城西遺跡

床面はほば平坦てあった。

カマド・柱穴・貯蔵穴・壁溝は今回の調査て‘‘は検出

てきなかった。

遺物は床面から土師器の甕の胴部片などが少量出土

したが、図示てきるものはなかった。

<I 

●’ 

</ 
•— 

●' 

]□□三」

第4号住居跡土層説明

1暗褐色土 ロームプロック・焼土粒子・炭化物粒子を微塁。

2褐色土 ロームプロックを多盪、焼土粒子・炭化物粒子を微塁。

3暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を多呈、ロームプロックを微量。

0 2m 
1:60 

第 4号住居跡（第201図）

AT-7グリッドて検出された。北へ約2mの所には

第3号住居跡、東へ約12mには第 5号住居跡が位置し

ていた。規模は南北3.30m、東西3.26m、深さが0.53

mてあった。平面形態は方形をしていた。主軸方位は

N-2 °-Wて‘ある。

覆土は 3層からなる自然堆積て‘あった。最下層の 3

層には焼土粒子、炭化物粒子が多量に含まれていた。

床面は平坦て‘あった。

カマドは北壁やや西寄りに位置していた。柚は地山

の削り出して、、内側の壁面はあまり赤く焼けていなか

った。燃焼部は壁外に長く延び、浅い掘り込みがあっ

た。最下層には厚さ 5~25cmの灰層が認められた。燃

焼部奥壁は傾斜をつけて立ち上がり、ほぼ平坦に掘り

抜かれた煙道へと至る。煙道は長さが28cmて、燃焼部

に比べ短かった。遺物はほとんど出土しなかった。

柱穴・貯蔵穴・壁溝は確認て‘‘きなかった。

遺物は覆土 1層中から多く出土した。出土状況をみ

ると大半の土器が住居跡の外側から流れ込んだ様相を

示していた。そのことから遺構としては確認て‘きなか

ったが、棚状施設の存在も考えられる。 1~23は須恵

器て‘、その内訳は末野産が9点、南比企産が14点て‘あ

る。末野産の須恵器は焼成があまり良くない。 1の高

台坪は底部外面に墨誉が認められた。墨書は「願恵」

もしくは「願思」と読める。また墨書の下に「X」の

ヘラ記号が認められる。南比企産。
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第202図 第 4号住居跡遺物出土状況
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第203図第 4号住居跡カマド
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カマド

a 褐色土 ロームプロック・焼土粒子・炭化物粒子を多量（天井崩落土）

b 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を多量、ロームプロックを若干。

c 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を多量（灰層）

d褐色土 焼土粒子・炭化物粒子を少量（使用時煙道口堆積土）

e褐色土 ロームプロックを多量、焼土粒子・炭化物粒子を少最（掘り方）

゜ 1 : 30 
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城西遺跡

第204図 第 4号住居跡出土遺物(I)
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第205図 第 4号住居跡出土遺物(2)
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第204• 205図 第 4号住居跡出土土器観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (10.8) 4.8 6.2 AC'H' A 灰褐 35% I区底部に墨書、箆記号あり 南比企産

2 坪 12.0 3.8 6.9 AC'DI A 灰 95% No 4、5 南比企産

3 坪 12.1 3.7 5.8 AC'DEH' A にぶい褐 85% No. 1 南比企産

4 坪 12.2 4.0 6.0 AC'DGH' D 浅黄橙 80% Nol8 南比企産

5 坪 (12. 2) C'H'I A 灰白 35% I区、 II区、 III区末野産

6 坪 (12. 9) (3.8) (7.0) AC'DH' A にぷい褐 20% No.6 南比企産

7 坪 12.1 3.8 6.3 ADEI A 灰黒 100% III区南 比企産

8 坪 11.9 3.4 6.6 C'EH'IJ C 灰白 60% No•21 末野産， 坪 12.4 3.9 6.5 C'DEH'I D にぶい褐 80% No.30 末野産

10 坪 12.0 3.8 6.1 C'DH'I A 灰 70% No.32 末野産

11 坪 (13.0) C'H'I A 灰 10% II区、 III区末 野産

12 杯 12.3 3.2 6.0 C'EH'IJ D にぶい褐 85% No.29 末野産

13 杯 12.5 3.5 6.4 C'EH'I D にぶい褐 70% II区、III区、IV区末野産

14 坪 (14.2) (3.5) 6.7 C'DH' D にぷい褐 35% No15 末野産

15 杯 14.2 5.4 7.1 AC'H' A 灰 60% No.24、35、37 火欅痕あり 南比企産

16 坪 14.9 5.4 7.3 AC'DH'I A 灰 85% No.13、33 南比企産

17 坪 15.0 5.8 7.5 ACEH' A 灰 90% No.1~ 3、20、23 南比企産
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城西遺跡

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

18 坪 (13. 6) AH' A 灰 15% No.19 南比企産

19 坪 (14.6) ABC'DH' C 灰白 35% No.12 南比企産

20 坪 (14.6) AC'DH' A 灰白 20% I区、 II区南比企産

21 蓋 (14.2) AC'DH' D にぶい褐 10% II区南比企産

22 蓋 (17. 2) (3.9) C'H'J A 灰 50% No.25~27 末野産

23 甕 (21. 6) AC'H' A 灰黒 5% II区南比企産

24 坪 (12.2) BC'DEH' A 黄橙 45% I区、 II区

25 坪 (12. 2) BC'DFH' A 橙 20% 覆土

26 坪 (12.0) BC'DFH' A 橙 15% II区

27 坪 13.8 4.5 BC'DH' A 黄橙 70% No38 

28 坪 (13. 8) (4.1) BC'DFH' A 橙 35% No. 2 

29 坪 (13. 0) BC'DFH' A 橙 15% III区

30 鉢 (22.0) BC'DH' A 橙 15% II区 日縁部は煤ける

31 甕 (11.1) BC'DEH' A 橙 30% II区

32 甕 (12.2) BC'DFH' A 橙 45% II区

33 甕 8.6 BC'DGH' A 黄橙 60% I区、 II区

34 甕 (17.8) BC'DEH' A 橙 15% II区

35 甕 (20.0) BC'DGH' A にぷい橙 20% II区

36 甕 (21.0) BC'DGH' A 橙 20% IV区

37 甕 (19.8) BC'DGH' A 黄橙 20% 覆土

38 甕 (21.0) BC'DEH' A 黄橙 25% No.11、16

39 甕 (3.6) C'DEH' A にぷい褐 30% II区外面は煤ける

40 甕 (3.8) BC'DGH' A にぶい褐 20% IV区

第206図第5号住居跡
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第 5号住居跡土層説明

1暗褐色土 ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子を微最。

2暗褐色土 ローム粒子を少量、焼土粒子・炭化物粒子を微昼。

3淡褐色土 ロームプロックを少量、焼土粒子・炭化物粒子を微量。

4 淡黄褐色土 ローム土・砂を主体に含み、焼土粒子・炭化物粒子を微量。
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第207図第5a号住居跡
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第208図第 5a号住居跡カマド
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第 5a号住居跡カマド

a 褐 色 土 ローム粒子・焼土粒子・焼土プロック・炭化物粒子を微景。

b 淡黄褐色上 ローム士を大犀、焼士粒子・焼土プロックを少塁（天井崩落土）

c 淡黄褐色上 ローーム粒子を少畠、焼士プロック・炭化物粒子を微量（灰層）

d褐 色 土 ローム粒子・焼土粒子・焼土プロック・炭化物粒子を微量。

e 淡黄褐色上 ロム土を多犀、焼土粒子・炭化物粒子を微畠（掘り方）

゜
1m 

1:30 
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第 5号住居跡（第206図）

AU-7、AY-7グリッドて検出された。今回の調

査区内ては一番東側に位置していた。本遺構は新旧の

カマドと床面が検出されたため、拡張を行っていたこ

とが判明した。以下、住居跡個別について述べる。

第 5a号住居跡（第207• 208図）

拡張前段階の住居跡て‘ある。規模は東西3.34m、南

北2.72m、深さが0.48mて‘、平面形態は東西に長い長

方形をしていた。主軸方位はN-100°-Eてある。

カマドは東壁やや南寄りに位置していた。袖は地山

の削り出して‘‘、内側の壁面は赤く焼けていた。燃焼部

城西遺跡

は壁外に延び、掘り込みはなかった。最下層には厚さ

4~7 cmの灰層が認められた。燃焼部奥壁は開きなが

ら立ち上がり、煙道に至る。煙道は長さ45cmて‘、きつ

い傾斜をつけて掘り抜かれていた。

貯蔵穴は南東コーナ一部分に位置していた。大きさ

は、長径42cm、短径35cm、深さが20cmてあった。

ピットは南壁寄りに 2本確認てきた。何れも主柱穴

になるかは確認、てきなかった。

壁溝は確認て‘きなかった。

遺物は覆士から僅かに土師器片が出土したが、図示

てきるものはなかった。

第209図第5b号住居跡

<I 、<I

8
l
 

ー

、

一

B' 

</ 

第 5b号住居跡カマド

a褐色土 ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子を微羅。

/ b褐色土 ローム粒子・焼土粒子・焼土プロック・炭化物粒子を微蔓。

<l.i::塁［ ：□：糸`乙叫□‘嘉1[9霊：：以は：土）
―゚ B' C

- c-

三＼｀｀｀｀｀｀｀｀｀｀＼＼｀ ミ冒 ゜
2m 
＇ 1:60 

第 5b号住居跡（第209図）

第5a号住居跡の拡張後の住居跡てある。南壁と西

壁を約40cm拡張し、床面を14~18cm埋めて構築されて

いた。またカマドを北向きに作り替えていた。規模は

南北3.13m、東西3.78m、深さ0.30mて‘ヽ 、平面形態は

方形に近かった。主軸方位はN-10°-Eてある。

カマドは北壁東寄りに位置していた。柚は確認て‘き

なかった。燃焼部は壁外に長く延び、壁面が僅かに赤

く焼けていた。灰層は認められなかった。

柱穴・貯蔵穴・壁溝は確認て‘きなかった。

遺物は覆土および床面から少贔出土した。 1の須恵

器の杯は、底部の切り離しは回転糸切りてある。末野

産。 4• 5の土師器の甕は、器面に煤が僅かに付着し

ている。どれも残存率は低い。

ほかに床面から刀子と覆土から鎌と棒状の鉄製品が

それぞれ出土した。
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第210図 第5b号住居跡出土遺物

□□ーン／ □ 3ロ
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゜
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1: 4 

第210図 第5b号住居跡出土土器観察表

番号 器 種 日 径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (11. 6) (3.0) 5.8 C'H'IJ' A 灰 40% No.4 末野産

2 坪 (14.0) (3.6) BC'D A 黄橙 20% II]区、IV区

3 甕 (10. 8) C'DH' A 黄橙 20% IV区

4 甕 (11. 8) BC'DH' A にぷい褐 20% IV区 日緑部内外面は煤ける

5 甕 (20. 7) BC'DGH' A 黄橙 15% IV区内面は煤ける

6 甕 (21. 8) BC'DFH' A 橙 20% IV区

7 甕 (23.0) BC'DH' A にぷい褐 10% IV区

8 甕 20.2 BC'DH' A にぶい橙 40% IV区， 甕 (3.8) BC'DGH' A 橙 25% Ill区

第211図鉄製品

I I 

------1~1 
Q Q 1 

二

|

b、鉄製品（第211図）

城西遺跡東地区からは 3点の鉄製品が出土した。す

べて第5b号住居跡からの出土てある。

1は刀子てある。ゆるやかな両関をもち、切先は丸

くなっている。茎部の錆化が著しい。長さ11.9cm、刃

部幅1.0cm、茎部輻0.7cm、峰の幅0.3cmてある。

2は鎌て＼刃部先端および柄装着部を欠損している

3
 ゚

一

＼

ー

ー

川

｀

0 5cm 
I | | 1: 3 

ため詳細は不明て‘ある。現存長5.7cm、刃部幅1.6cm、

峰の幅0.2cmてある。

3は用途不明の棒状鉄製品て‘ある。上端を欠損して

いる。断面は円形て‘ヽ、先端はかなり尖っている。鉄製

紡錘車の軸棒の可能性が考えられる。現存長5.6cm、径

0.3cmてある。
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城西遺跡

第212図第 I• 2号溝

I
、

一

SD1 

A
-

C、溝

第 1号溝（第212図）

AP-6 • 7、AQ-6 • 7グリッドにかけて検出さ

れた。南北両側は調査区外に延びていたため調査がて‘

きなかった。幅1.77m、深さが0.62mて‘‘、南ー北方向

に走行していた。

遺物はまったく出土しなかった。

覆土の状態から近世に開削されたものと思われる。

第 2号溝（第212図）

AR-6グリッドて‘検出された。北側は調査区外に延

びていたため調査がてきなかった。本遺跡内は木の本

古墳群の西縁にあたるため古墳の周溝て‘ある可能性が

考えられたが、覆土の観察からは古墳とは考えられな

かった。幅1.14m、深さが0.18mてあった。調査区壁

から南東方向に走行したのち、北東方向に緩やかに屈

曲していた。

本遺構に伴う遺物は出土せず、覆土から縄文時代の

石斧が2点出土した。

覆土の状態から近世に開削されたものと思われる。

A
-

A
-

三
第 1号溝土層説明

1褐色十ー ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子を微量。

2褐色土 ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子を微羅。

3 淡褐色土 ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子を少量。

4 黄褐色土 ローム土をt体とする。

＼ 
A' 

SD2 

A
-

A
-

第 2号溝土層説明

I淡褐色土表土

1暗褐色十 ローム粒子・ロームプロック・焼土

粒子・炭化物粒子を微量。

2 淡黄褐色土 口—ーム土を主体とし、焼土粒了→・炭
化物粒子を微塁。

。
2m 
l 
1: 60 
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3 西地区の調査

第213図 第 1号掘立柱建物跡(I)

旦：ロ Q -UI ----l 
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城西遺跡

第214図 第 1号掘立柱建物跡(2)

0
-

D' 

E
_
 

E' 

•-

第 1号掘立柱建物跡土層説明

1褐色土 黄褐色土粒子・焼t粒子・炭化物粒子を微量（柱痕）

2淡掲色 土 黄褐色土粒子・焼土粒子・炭化物粒子を微馘。

3淡黄掲色土 黄褐色土粒子を多塁、焼」・粒子・炭化物粒子を微量。

4褐 色 上 黄褐色土粒子・焼土粒子・炭化物粒子を少量。

5淡黄褐色土 黄褐色土粒子を多量、焼上粒子・炭化物粒子を微量。

゜
2m 
＇ 1:60 

第215図 第 1号掘立柱建物跡出土遺物

こ一古1 口ロニニ □
゜

10cm 
l 
1: 4 

第215図 第 1号掘立柱建物跡出土土器観察表

番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置•その他

1

2

3

 

坪

坪

甕 (21.5) 

(6.4) I AC'H' 

(6.0) I G'H'J' 

BC'DH' 

A

A

A

 

灰

灰

橙

25% 

25% 

10% 

ピット 11

ピット 9

ピット 4

(1)平安時代の遺構と遺物

a、掘立柱建物跡

第 1号掘立柱建物跡（第213。214図）

y~ 2 • 3グリッドて検出された。第X-2。3、

2号掘立柱建物跡を切っていた。北側は排水溝の掘削

のため Pllの一部を壊してしまった。規模は 3間X2

間て‘ヽ、東面と南面に庇柱を備えていた。身舎部分の規

模は、桁行7.80m、梁行6.18mて‘ヽ 、庇部分を含めると

南北9.14m、東西が8.05mて‘あった。主軸方位はN-

13°-wてある。

覆土の断面には柱穴の痕跡が16本すべてに確認て‘‘き

た。土層て‘は 1層が柱痕にあたる。

柱穴の平面形態は楕円形または長方形をしていた。

身舎部分の柱穴の大きさは、径が38~115cm、深さが

14~52cmとばらつきがあった。 p 1。4• 6の隅の 3

本は他と比べ掘り方が深くなっていた。庇柱は、径が

47~82cm、深さが18~58cmを測った。柱の径は21~30

cmて‘‘、円柱て‘あった。柱間の距離は、桁行1.72~2.06 

m、梁行2.11~2.71mを測った。

遺物はP9 • 11から 1• 2の須恵器杯の底部破片と

P4から 3の土師器甕の日縁部破片が出土した。 lは

南比企産て，，、底部の切り離しは回転糸切りてある。

は末野産て＇、、底部周辺にヘラケズリが施される。

2
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第 2号掘立柱建物跡（第216図）

X-2 • 3、Y-3グリッドて検出された。第 1号

掘立柱建物跡に切られていた。規模は 2間X2間て‘‘、

桁行5.00m、梁行が5.03mて‘あった。主軸方位はN-

13°-Wてある。

覆土の断面には柱穴の痕跡が8本すべてに確認て‘‘き

た。掘り方の埋土てある 3層中には地山の土て‘ある黄

褐色土粒子が多贔に含まれていた。

柱穴の平面形態は楕円形または長方形をしていた。

各柱穴の大きさは、 Plが68cmX62cmX 31cm、P2が

59cmX 48cmX 22cm、P3が60cmX5lcmX 24cm、P4が

4lcmX 38cmX 13cm、P5が53cmX35cmX 13cm、P6が

56cmX 45cmX 18cm、P7カf72cmX69cmX 20cm、P8カ’

57cmX 50cmX 19cmて‘‘、東側の柱穴の掘り方がやや深く

なっていた。柱の径は16~20cmてゞ、円柱てあった。柱

間の距離は、桁行2.07~2.25m、梁行2.04~2.29mを

測り、ほぼ同間隔て‘あった。

遺物は出土しなかった。

第216図 第2号掘立柱建物跡
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旦口
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：ロ □》

4 ミ旦
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第 2号掘立柱建物跡土層説明

1褐色土 黄褐色土粒子・焼士粒子・炭化物粒子を微量（柱痕）

2淡褐色土 黄褐色土粒子・焼土粒子・炭化物粒子を徴昼。

3 淡褐色土 黄褐色土粒子を多星、焼土粒子・炭化物粒子を微晨。

゜
2m 

1:60 
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第 3号掘立柱建物跡（第217図）

x-3. 4グリッドて‘検出された。第 1• 2号掘立

柱建物跡の南西側に隣接して構築されていた。北東の

隅柱は鵬忍ごきなかった。規模は 2間X 1間てゞ 、桁行

4.61m、梁行3.87mてあった。主軸方位はN-30°-W

て‘ある。

覆土の断面観察からは柱穴の痕跡は確認てきなかっ

た。覆土には黄褐色土ブロックを多鼠に含んて、いた。

城西遺跡

柱穴の平面形態は円形または楕円形をしていた。各

村穴の大きさは、p1が52cmX37cmX 25cm、P2が61

cmX 30cmX 14cm、P3カ152cmX43cmX 16cm、P4カ,43

cmX 43cmX 27cm、P5が50cmX36cmX 16cm、P6が38

cmX 28cmX 20cm、P7が58cmX45cmX 20cmて‘‘、底面は

ほば平坦に掘られていた。

遺物は出土しなかった。

第217図第3号提立柱建物跡
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b、ピット

城西遺跡西地区からはピットが計3本検出された。

ピット 1は単独て‘位置しており、性格は不明て‘ある。

ピット 2• 3は調査区外に延びる掘立柱建物跡の柱穴

の可能性が考えられる。

ピット 1（第218図）

x-3グリッドて検出された。規模は長径0.38m、

短径0.20m、深さが0.08mて‘、平面形態は楕円形をし

ていた。

遺物は出土しなかった。
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ピット 2（第218図）

Y-3グリッドて検出された。規模は長径0.41m、

短径0.30m、深さが0.05mて‘ヽ 、平而形態は惰円形をし

ていた。

覆土の観察はてきなかった。

遺物は出土しなかった。

ピット 3（第218図）

Y-3グリッドて検出された。規模は長径0.43m、

短径0.26m、深さが0.18mて‘、平面形態は楕円形をし

ていた。

覆土の断面には柱穴の痕跡力咽窟認て‘きた。土層ては

1層がそれにあたる。掘立i主建物跡の柱穴の可能性が

考えられるが、西側は調査区外にかかるため確認する

ことがてきなかった。

遺物は出土しなかった。

第218図ピット

A
-ーニAl 

A A 

宣言言

ー'l

〔ロム

A A 

言冒言：

／／  

］口 A

A A 

P3 
1褐 色 土 黄褐色上粒子・焼上粒子・炭化物粒子を微最（柱痕）
2淡褐色土 黄褐色土粒子を少最。

3 淡黄褐色土 黄褐色土を主体とする。

2 3 

。
1m 

＇ 1 : 40 

C、表採（第219図）

ここに掲載した円筒埴輪は、城西遺跡東地区の調査

区から南に約10m行った農道に露出していた。城西遺

跡は木の本古墳群の西縁にもあたり、古墳が多数存在

していた場所て‘ある。現在ては墳丘を残す古墳は12基

しか残存していない。本遺跡周辺の櫛引台地上にも削

平された古墳が数基存在する可能性が考えられる。

円筒埴輪は、外面は縦方向のハケメ、内面は斜位の

ハケメのち縦位のナデ調整が施される。突帯は台形を

している。焼成は良好て、色調は橙色てある。

第219図表採

゜
10cm 

1:4 
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VIII 結語

1. 宮ヶ谷戸遺跡

宮ヶ谷戸遺跡からは以下の遺構が検出された。

古墳時｛〖後期

奈良時代

平安時代

中・近泄

時期不詳

廿揺跡

土墟

住居跡

住居跡

土墟

掘立柱建物跡

土墟

溝

住居跡

1稗干

4基

6軒

20軒

16基

1棟

12基

1条

2軒

住居跡は総数4碑干が検出された。調査区西の福川の

旧河道の氾濫原にあたる地点ては住居跡が散在してい

るが、調査区東の狭い徴高地部分ては重複が著しい。

集落はこの微高地を中心に大きく南北に拡がりをもつ

ものと思われる。

以下、時代別に遺構・遺物などについて述べること

にする。

古墳時代後期の住居跡は18軒検出され、第 2• 4 • 

5 • 9 • 14 • 16 • 18 • 19 • 21 • 22 • 23 • 25 • 26 • 31・

32。34• 41 • 46号住居跡が該当する。

今回調査を行った地点て‘‘一番古い住居跡は第14号住

居跡て‘ある。出土遺物から模倣杯の出現前段階に位置

付けられる。攪乱によって遺構の1/2が壊されていたた

め、カマドの有無を確認することはてきなかった。貯

蔵穴内から出土した外面にハケメ調整が施される壺は、

その出土状況から貯蔵穴に器台として据え置かれたも

のと考えられる。

他に器台として転用された可能性があるものは、第

14号住居跡の 6、第16号住居跡の43の壺がある。

カマドの支脚ても、第16号住居跡の38の小形壺が転

用されていた。第26号住居跡の 4の台付鉢の脚部も支

脚に転用されていた可能性がある。

古墳時代の須恵器は第16号住居跡から逃が1点出土

しているのみて、他には破片さえ確認て‘きなかった。

住居跡の主軸、カマドの方位については規則性が認

められなかった。

奈良時代の住居跡は第 6• 7 • 8 • 10 • 20 • 42号住

居跡の 6軒が検出された。遺構は微高地部分の西に集

中して検出された。古墳時代後期。平安時代と比べ遺

構数は大きく減少する。

第10号住居跡はやや古相て、内面に暗文が施される

坪・皿がまとまって出土した。

実測を行った須恵器は10点て‘‘産地別ての内訳は、末

野産5点 (50%)、南比企産2点 (20%)、不明が3点

(30%)て‘‘ある。

住居跡の主軸は、第6• 7 • 10。20号住居跡がN-

42°~72°_Eの範囲内て‘‘、カマドを北東に向ける。

平安時代の住居跡は20軒が検出されており、第 1.

11・12• 13 • 15 • 17 • 24 • 27 • 28 • 29 • 30 • 35 • 36 • 

37 • 38 • 39 • 40 • 43 • 44 • 45号住居跡て‘‘ある。微高地

部分の南東に集中しており、重複が激しい。

住居跡の主軸は、第40• 45号住居跡の 2軒を除くと

N-43°~68°-Eの範囲内に全ておさまる。

実測を行った須恵器は110点て‘‘産地別ての内訳をみる

と、末野産87点（79%)、南比企産18点(16%)、不明

5点 (5%)て‘ヽ、末野産の須恵器が全体の 8割弱と圧

倒的に多いことがわかる。第35• 36号住居跡に限ると

南比企産が全体の26％とやや突出している。

特筆される遺物として、線刻を有する石製紡錘車が

第44号住居跡の覆土から出土した。側面に「田」の字

が刻まれている。「田夫」の可能性が考えられる。

第3• 33号住居跡の 2軒は、遺物がほとんど出土し

ていないため時期を決定することがてきなかった。

掘立柱建物跡は、遺物が出土していないため時期を

判断しかねるが、第31号住居跡の覆土を壊して構築し

ていることから概ね平安時代の所産と考えられる。
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2.根岸遺跡

根岸遺跡からは以下の遺構が検出された。

平安時代

中・近祉

水田跡

溝 24条

住居跡などの生活の痕跡は何等検出されなかった。

水田跡は調査区の西側て‘検出され、北に拡がりをも

つものと思われる。南側には隣接する福川の旧河道が

検出されたが、旧河道の堆積土を切って畦畔が形成さ

れており、土層断面からも水田が作られた時には旧河

道はすて‘‘に埋没していたことがわかった。

耕作面の直上には浅間B軽石層が堆積しており、浅

間山の噴火により使用を断念せざるをえなかったもの

と推測される。

水田跡の時期は、軽石層が洪水などの影響て‘後世に

3.八日市遺跡

八H市遺跡て‘検出された遺構は以下の通りてある。

【東地区】

平安時代

【西地区】

縄文時代晩期

古墳時代後期

奈良時代

奈良～平安時代

中・近i:!t

旧河道

土堀 1基

住居跡 1叩

土墟 2基

旧河道

住居跡 8軒

土横 8基

道路跡 2ヶ所

溝 5条

（道路跡の側溝を含む）

建物跡

溝

土壊

1棟

42条

1環

本遺跡においては古墳時代後期の第 3号住居跡から

大量の遺物が出土したことが注目に値する。

流れ込んだ可能性もないとは言いきれないが、概ね11

憔紀末から 12世紀初頭のものと考えられる。

また本遺跡から北へ約800mの新屋敷東・本郷前東遺

跡からも浅間山B軽石層に覆われた水田跡が検出され

ており、本遺構と同様の状況を示している。

溝については出上遺物も皆無て‘、時期および性格を

明らかにすることはてきなかった。その多くは用・排

水路として機能していたものと思われる。また調査区

東端て｀検出された11条の溝は、その形態から畑作によ

る畝跡の可能性が考えられる。覆土の状態から本遺構

は近泄以降と推定される。

以上のことから根岸遺跡における低地部分には、福

川の氾濫原のため居住するには適した場所て‘‘はなく、

平安時代に至って農耕技術の発展と共に生産域として

利用され始めたことが今回の調査て‘判明した。

実測を行った個体数だけても 394点（石・土製品を含

む）を数えた。実測不可能て‘あった遺物も考慮すると

50併固体を超える遺物が出土したことになる。出土遺物

の大半は上師器て‘あり、その他には須恵器2点、管王

1点、上製紡錘車 1点、土王1点、環状土製品 1点が

出土している。

第3号住居跡から出土した土器のうち実測個体総数

390点における器種別て‘の内訳は、以下の通りてある。

土師器坪が圧倒的に多く 255点(65.4%)を数える。坪は

模倣坪が主体を成す。大きさは、小形（口径が10cm未

満）、中形 (10c叫lll3cm未満）、大形(13c叫上ヒ）の

ものとがある。口縁部は内傾、直立、外傾するものと

あるが、外牛頃するものがやや多くみられる。口縁部に

段を有するものは 1点も認められない。また口縁部と

体部に明瞭な稜をもたず、体部が球形のもの(255~261)

が僅かに認められる。杯を見る限りては時間差はそれ

ほどないものと思われる。

以下の器種においてはそれほど大きな個体差は見ら

れない。椀が24点(6.2%)、高坪が30点（7.7%)、鉢が
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19点（4.5%）、甕が33点(8.5%)、壺が12点(3.1%)て‘

ある。さらに出土個体数が少ないものとして、用が7

点（1.2%）、甑が 4点(1.0%)、支脚が 1点(0.3%)、

ミニチュアが 3点(0.8%)、須恵器が 2点(0.5%)あ

る。

その中て‘‘完形品の占める割合は、総数29点て＼僅か

に全体の7.4％てある。このことから完形品の占める比

率は極めて低いことがわかる。

同様の遺物出土状況を示した好例として本遺跡の北

西約200mに位置する上敷免遺跡A区の第 1号住居跡

が挙げられる。

当遺構からも覆士全体にわたり大量の遺物が出土し

ている。主な出土遺物は土師器て‘‘、他に須恵器の破片

および土玉・臼玉各2点がある。

実測土器の個体総数は311点を数え、その内訳は杯が

155点(49.8%)て他を凌駕しており、椀が15点(4.8

％）、高坪が57点(18.3%)、甕が51点（16.4%)、壺が

4.城西遺跡

城西遺跡からは以下の遺構が検出された。

【東地区】

縄文時代前期 土墟 2基

中期 住居跡 1軒

古墳時代後期 住居跡 1軒

平安時代 住居跡 3軒

近憔 溝 2条

【西地区】

平安時代 掘立柱建物跡 3棟

ピット 3本

本遺跡て‘‘特筆されることとして乎安時代の第 4号住

居跡から墨書上器が1点出土したことが挙げられる。

須恵器高台付杯の墨書土器が出土した第 4号住居跡

は、出土した遺物から 9世紀後半と考えられる。遺物

は須恵器を主体にして多最の土器が覆土の上層から出

土した。墨書土器は正確な出土地点をおさえることが

てきなかったが、カマドの右側周辺から出士した。

5点（1.6%)、甑が 6点(1.9%)、鉢が14点(4.5%)、

逃が 1点(0.3%)、J甘が2点(0.6%)、支脚が3点（ 1

％）、手捏が 1点(0.3%)出土している。

住居跡廃絶後において大最の遺物が出土する理由と

して、以下の 3点のことが考えられる。

① 上器の貯蔵を目的としたもの

②住居跡廃絶後における集落内祭祀

③住居跡廃絶後の遺物の遺棄（廃棄）

①については完形品が全体の約 7％と極めて少贔て‘

あり、僅かてはあるが煤が付着している土器が出土し

ていることからも貯蔵を目的としたとは考えにくい。

②についても管玉・臼玉などの石・土製品が出土し

ているものの積極的に祭祀といえる根拠がない。また

祭祀に関連した遺物もないことから可能性は低い。

以上の結果も踏まえ、土器の残存率の低さや遺物の

出土状況からも考えると本遺跡においては③の住居跡

廃絶後の遺物の遺棄（靡棄） としての可能性が高い。

高台付坪は残存率35％て＼胎土に白色針状物質、白

色微粒子を含む。焼成は良好て‘ある。南比企産。墨書

された部位は底部外面て｀、調整は回転ヘラケスりてあ

る。また墨書の下に「x」のヘラ記号も認められる。

墨書が不明瞭て‘あるため 2通りの読み方がてきる。

1、「願思」（願ヒ思フ…願文の意味）

2、「願恵」（僧侶の名前力？）

宗教関連の墨書土器としては「寺」「00寺」「大佛」

「僧」などが確認、されているが、人名としての僧侶の名

前が書かれた土器は全国を見渡しても類例がほとんど

知られていない。

本遺跡の南西38mの場所には平安時代に創建された

と伝えられる瑠在欝光寺が位置しており、墨書が僧侶の

名前てあったとするならば当寺との関連性が強く考え

られる。

＊墨書土器の解釈については宮瀧交二氏に御教示を項

し、た。
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5.八日市遺跡の道路跡について

(1)八日市遺跡の古代道路跡

八日市遺跡西地区から道路跡2ヶ所とそれに伴う側

溝がそれぞれ検出された。

第 1号道路跡は調査区の東側て検出された。硬化面

は古墳時代後期の第8• 12号住居跡の埋没後に構築し

ており、全長16.2m、最大幅が4.8mてあった。直線を

維持しながら南南東から北北西方向に走行し、非常に

堅固て‘‘中央部分がやや高かった。

側溝は東西両端に検出されたが、後世に幾度となく

掘り返されていたため道路跡に伴うものを明確にする

ことは困難て‘あった。そのため、検出された硬化面の

幅がそのまま当時の道路跡の輻て｀あるかどうかも不確

定て‘ある。第15号溝の覆土最上層には浅間A軽石層が

認められている。

硬化面上には浅間B軽石層が認められ、砂礫と共に

良く踏み固められていた。中央部分には波板状の痕跡

が検出された。輻0.72~1.90m、長さが11.5mて‘‘、調

査区外に廷びていた。

第2号道路跡は調査区の西端て‘検出され、西側の側

溝は調査区外にかかるため調査はて‘‘きなかった。東側

の側溝の土層堆積状態から、数度の整備・縮小が行わ

れていたようてある。

硬化面は全長17.2m、幅が4.lmて‘‘、第 1号道路跡と

同様に中央部分がやや高くなるものと思われる。走行

方向は南からほば真北を向く。全体的に凹凸が著しく、

砂礫・粘土て‘踏み固められていた。路肩部分には砂礫、

中央部分には粘土が充填されている。粘土部分には小

ピットを伴う浅い落ち込みが確認された。

その下にはもう一面の硬化面が検出され、柵列と考

えられる小ピットが1列確認された。ピットはほぼ一

直線に並び、覆土断面には柱穴の痕跡が認められた。

側溝は東側に 3条の溝が検出された。道路構築段階

には第45号溝が伴い、第47号溝がそれに続き、廃絶段

階のものては第46号溝が相当する。第45• 46号溝の覆

土上層からは浅間B軽石層が認められ、当時において

は側溝としての機能を失っていたことが考えられる。

(2)県内て‘検出された古代の道路跡

d.所訳市東の上遺跡（第221• 223図）

遺跡は武蔵野台地上に島状に突出する狭山丘陵の東

側末端の八国山を南に臨む位置に立地する。丘陵直下

には柳瀬川が流れ、遺跡の南て‘北東に流れを変えたの

ち荒川に合流している。

第36次調査て検出された道路跡は、全長が約100m

て、両側に幅・深さ約 1mの側溝を伴い、両側溝間心々

距離が約12mて‘‘あった。硬化面は輻3~5 mて、波板

状の痕跡が確認されている。

出土遺物等から、築造時期は 7世紀第 3四半期て‘‘、

廃絶されたのが9憔紀代と考えられている。

e.川越市女堀II遺跡（第221• 223図）

本遺跡は、入間川と小河川て‘‘ある小畔川が合流する

地点の狭い入間台地上に位置する。周辺には弥生～平

安時代にわたる大規模集落て‘ある霞ケ関遺跡など、弥

生時代後期以降の遺跡が数多く知られる。

16世紀前半以前と考えられる輻8~9m、深さ約3

m、全長420mの直線的な堀が検出されている。女堀と

呼ばれるその堀の東側の土塁の下から、古代道路跡の

東側溝と考えられる溝が検出された。群馬県境町の例

が示すように、堀は西側溝て‘あったものが後匪に灌漑

用水路として新たに掘削されたものて‘あると考えられ

ている。古代道路跡の側溝てあった場合には、道路跡

の硬化面の輻は10~12mて‘‘、東の上遺跡て検出された

ものと類似する。

n.熊谷市横間栗遺跡（第222。223図）

遺跡は、利根川によって形成された沖積地て‘‘ある妻

沼低地の自然堤防上に位置し、八日市遺跡から東に約

4 km、南東約2.7kmには式内社の奈良神社がある。

検出された道路状遣構は古墳時代に属する可能性が

高いとされ、他に古墳時代の遺構としては前期の住居

跡 1軒、後期の溝7条が検出されている。

硬化面については確認されていないが、波板状の痕

跡が検出されており、浅い溝状遺構の両側にピットが

ほぼ直線的に並んて‘‘いる。遺物は出土していない。
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(3)第 1• 2号道路跡の年代

道路跡から出土した遺物はほとんどなかった。出土

した土器も小片てあり、時期を判別て‘‘きるものは皆無

に等しい。実測可能てあったのは第172図に示した須恵

器甕の底部破片のみて｀ある。

1は硬化面上から出土しているが、第 1号道路跡に

伴うものかは判断しかねる。 2は東側溝てある第45号

溝の覆土から出土した。何れも末野産てある。

2点ともにおおよそ 9憔紀代と思われる。然しなが

ら須恵器は小破片てあり、また出土位置を正確におさ

えることがてきなかったため、道路跡の時期をこれら

の土器だけて決定することは困難て‘‘ある。

次に、検出された遺構の配置及び重複関係から古代

道路跡の時期を考えてみたい。

第 1号道路跡は、硬化面が古墳時代後期の住居跡上

に構築されており、第 8• 12号住居跡とも 6世紀前半

を下らないものと考えられる。そのことから築造時期

は、住居跡の埋没期間を考慮に入れて、 6軋紀後半か

ら7世紀前半以降と考えられる。廃絶時期は、硬化面

を覆う砂礫に浅間B軽石層が認められることから、天

仁元(llOS)年以降の12世紀前半代が与えられる。

第2号道路跡については、他の遺構との重複関係が

まったくない。そのため、道路跡周辺の遺構の配置な

どから時期を考えてみたい。

本遺構の東側には帯金具（蛇尾）を出土した第18号住

居跡など 7靴紀後半から 8世紀前半にかけての住居跡

8軒が集中している。古墳時代後期6匪紀前半の住居

跡は第ll号住居跡が最も近接するものて‘ある。このこ

とから住居跡の配置を考えた場合、本道路跡の築造時

期は 7憔紀後半の前後の時期と考えられる。道路跡が

先に策造されたのてあったのなら、 7世紀第 3四半期

を与えても良く、そうなると東の上遺跡て‘検出された

ものとほぼ同時期に築造されたことになる。溌絶時期

は、東側溝てある第45• 46号溝の覆土上層から検出さ

れた浅間B軽石層から、第 1号道路跡と同様の12憔紀

前半代が与えられる。

第220図 埼玉県式内社。古代寺院跡分布図
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第221図 道路跡関連の主な遺跡(I)

a、武蔵国府推定地

b、武蔵国分寺跡

C、将軍塚

d、東の上遺跡

e、女堀II遺跡

f、霞ヶ関選跡

g、若葉台追跡

h、LI」Ill遺跡

i、宮町遥跡

j、南比企窯跡群

式内社・占代寺院跡の記号は第 220因に 1叫じ

(4)第 1• 2号道路跡と東山道武蔵路

前項て述べた東の上遺跡と女堀II遺跡て‘検出された

古代の道路跡は、東山道武蔵路と推定されている。

東山道武蔵路とは、武蔵国が東山道から東海道に所

属替えとなる宝亀二(771)年以前の国府へと通じる官道

てある。本項て‘‘は八日市遺跡て‘‘検出された古代道路跡

と東山道武蔵路との関係について考えてみたい。

東山道の所属替えについての記述は『続日本紀』宝

亀二(771)年10月己卯 (27日）条に次のように書かれてい

る。

「太政官奏す。武蔵国は山道に属すと雖も、兼ねて

海道を承く。公使繁多にして祗供堪へ難し。其の東山

の，駅路は上野国新田駅より下野国足利駅に達す。此れ

便道なり。而るに柾げて上野国邑楽郡より五ヶ駅を経

て武蔵国に到り、事畢って去る日、又同道を取りて下

野国に向ふ。今東海道は相模国夷参駅より下総国に達

す。その間四駅にして往還便近なり。而るに此を去り

彼に就くこと損害極めて多し。臣等商最するに東山道

を改めて東海道に属せば、公私所を得て人馬息するこ

とあらんと。奏可す。」

東山道武蔵路のJレートについては木本(1992)や洒井

(1993)が推定しており、両氏ともほぼ同一）レートを考

えている。そのルートとは、武蔵国府ー東の上遺跡一

鎌倉衛道堀兼道一（入間川）―女堀II遺跡一勝呂廃寺一

（荒川）一奈良神社一妻沼町台ー（利根川）一新田駅・足

利駅を結ぶラインとなる。

以上のルートてあったと仮定した場合、本遺跡て‘‘検

出された古代道路跡はJレートから西に約 4kmずれてい

ることになる。そのことから東山道武蔵路の支道とし

ての可能性が考えられる。地図を眺めると、東山道武

蔵路のルートと考えられている東松山市古凍(k)から

分岐し、 7世紀前半に位置付けられる寺谷廃寺 (F)、

式内社伊古乃速御玉比賣神社(31)、出雲乃伊波比神杜

(17)、最盛期が9匪紀後半と考えられ「大里郡」と書

かれた平瓦が出土した寺内廃寺(I)、そして荒川を渡

河した地点には式内杜田中神杜(20)、さらに楡山神杜

(21)を抜け、群馬県伊勢崎に向かうほぼ一直線の道路
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が認められる（第221・222図）。この道路に沿って占代

の寺院跡・式内社が並ぶことから、古代道路跡の名残

りとして考えることも可能て‘あろう。

第222図 道路跡関連の主な遺跡（ 2)

また陸上交通の重要な問題として、利根川を渡河す

る際には、近世にその利用が確認されている高島の渡

しを使っていたてあろうことが推測される。

(5)まとめ

以上のことから、八日市遺跡て‘検出された 2本の古

代道路跡は、おおよそ同時期に利用されていたことが

考えられる。そのルートは、古代寺院跡・式内社が沿

道に並ぶ東松山古凍（郡街推定地）ー上野国佐位駅間と

推定した。現時点においては、本）レート上には古代道

路跡が検出されてはいないが、これからの調査て発見

される可能性が考えられる。荒川の北には標高77mの

残丘状の小丘陵て‘ある観音山、さらに群馬県に目を向

ければ標高1,828mの赤城山がほぼ正面に見渡すことが

てきる。これらの山は、直線的な道路を計画・敷設す

るためには絶交の目標物てあったに違いない。

推定した）レートが、東山道武蔵路そのものなのか、

あるいはその支道て‘あるのかは、後者の可能性がかな

り高い。それては何故この道が必要になったのてあろ

うか。宝亀二年以前の時代に東山道を利用するにあた

っては、上野国新田駅なり下野国足利駅に出て武蔵国

府に向かったものと思われる。しかし、国府に向かう

ために推定した）レートを利用した場合には、新田駅を

利用したよりも約 6~7km程の近道になる。現代のよ

うに自動車て‘‘も利用すれば1(Y分弱の距離ても、当時の

人々にとってはとても長く感じられたことてあろう。

以上のことから、本遺跡て‘検出された古代道路跡の敷

設目的は、武蔵国府に向かうためのショートカット（近

道） と考えられる。

最後に、筆者の浅学のため道路跡が2ヶ所検出され

た問題点、道路の構造、古代の交通制度などについて

も十分な考察を加えることがて‘‘きなかったことを反省

したい。今後の古代道路跡調査の成果を踏まえて、改

めて稿を草したい。
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k、古凍（比企郡衡推定地）

1、山王裏遺跡

m、大谷瓦窯跡

n、横間栗追跡

0、寺井廃寺

p、 ド原宿遺跡

q、下新田遺跡

r、市宿通遺跡

S、大東遺跡

t、矢ノ原遺跡

U、十三宝塚遺跡

式内社・占代寺院跡の記号は第 220図に同じ



第223図 道路跡集成図
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IX 附編

1、埼玉県深谷市八日市遺跡の火山灰分析

古環境研究所

1.はじめに

八B市遺跡西地区における発掘調査ては良好な土層

断面が作成されるとともに、テフラ層が検出された。

そこて地質調査を行い本遺跡の土層の層序についての

記載を行うとともに、テフラ検出分析を合わせて行っ

てすてに噴出年代が明らかにされている示標テフラの

検出同定を試みることにした。調査分析の対象とされ

た地点は、第45号溝、第46号溝、第15号溝、第 1号道

路跡硬化面の 4地点て‘ある（第 1図）。

2.土層の層序

(1)第45号溝

この溝の覆土は、下位より灰色砂層（層厚23cm)、淘

汰の良い灰色砂層（層厚51cm)、賀灰色砂層のブロック

混じり灰色土（層厚4cm)、黄白色シルト層（層犀0.3

cm)、暗灰色土（層厚0.5cm)、黄灰色砂層のブロック混

じり暗灰色土（層原6cm)、黒泥層（層厚2cm)、成層し

たテフラ層、暗褐色土（層厚0.2cm)、青灰色細粒火山

灰層（層厚0.5cm)、黒褐色土（層厚0.1cm)、褐灰色土

（層厚2cm)、黒色土（層原0.3cm)、黄白色シルト層（層

厚0.4cm)、黒灰色土（層厚0.5cm)、灰色粗粒火山灰層

（層厚0.8cm)、細かく成層した灰色シルト層（層厚 3

cm)、褐色砂質土（層原0.8cm)、灰色枯質土（層厚 3

cm)、砂混じり灰色土（層厚18cm)、砂混じり褐灰色土

（層厚2cm)、黄灰色土（層厚8cm)、白色軽石混じり灰

色土（層厚llcm, 軽石の最大径2mm)の連続が認めら

れた（第 2図）。

これらのうち成層したテフラ層は、下位より褐色ス

コリア層（層厚0.4cm, スコリアの最大径3mm)、褐色

粗粒火山灰層（層厚 4cm)、桃色がかった褐色細粒火山

灰層（層厚0.8cm)の連続から構成されている。このテ

フラ層はll08（天仁元）年に浅間火山から噴出した浅

第 1図試料採取位置図

゜
40m 

＇ 1 : 1000 
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間Bテフラ (As-B,新井， 1979)に同定される可能性

が考えられた。またその上位の青灰色細粒火山灰層は、

層相から 1128（大治 3)年に浅間火山から噴出したと

推定される浅間一粕川テフラ層 (As-Kk,早田，

1991, 未公表資料）に同定される可能性が考えられ

た。

(2)第46号溝

この溝の覆士は、下位よりれき混じり灰色砂層（層

厚 4cm, れきの最大径38mm)、暗灰褐色土（層四 3

cm)、黒褐色土（層厚 1cm)、成層したテフラ層、暗灰色

砂質土（層厚0.6cm)、盛土（層厚71cm)の連続が認め

られた（第 3図）。これらのうち成層したテフラ層は、

下位より褐色スコリア層（層原0.4cm, スコリアの最大

径 3mm)、褐色粗粒火山灰層（層厚3cm)、桃色がかった

褐色細粒火山灰層（層厚0.6cm)の連続から構成されて

いる。このテフラ層はAs-Bに同定されると推定され

た。

(3)第15号溝

この溝の覆土は、下位よりれきおよび砂混じり灰色

土（層厚10cm, れきの最大径9mm)、灰色砂質土（層厚

4 cm)、褐灰色砂質土（層厚 6cm)、灰色土（層厚 5

cm)、灰褐色砂質土（層厚11cm)、砂混じり灰色土（層

厚11cm)、黄灰色砂層（層厚18cm)、白色軽石に富む灰

色土（層原 3cm)、作土（層原25cm)から構成されてい

る（第 4図）。

(4)第 1号道路跡硬化面

ここては黄灰色砂噌［シルト層の上位に、下位より円

れき混じり灰褐色粗粒火山灰層（層厚8cm, れきの最

大径56mm:硬化面）、暗灰色作土（層／厚23cm)が認めら

れた（第 5図）。

3. テフラ検出分析

(1)分析試料と分析方法

地質調査時に 4地点から採取された14点と、発掘調

査担当者により採取された 4点の合計18点の試料につ

いてテフラ検出分析を行い示標テフラとの同定を試み

ることにした。分析の手順は次の通りてある。

1)試料10gを秤量。

2)超音波洗浄装置により泥分を除去。

3) 80℃て恒温乾燥。

4)実体顕徽鏡下て‘テフラ粒子の特徴を観察。

(2)分析結果

1)第45号溝

テフラ検出分析の結果を第 1表に示す。ここては試

料番号 6に比較的よく発泡した淡褐色軽石が多く認め

られた。軽石の最大径は1.8mmてある。また細粒火山灰

層として認められた試料番号 5にも、比較的よく発泡

した淡褐色の細粒軽石（最大径1.2mm)が比較的多く合

まれている。さらに試料香号 1には、よく発泡した灰

白色軽石（最大径2.2mm)が比較的多く認められた。

2) 第46号溝

粗粒火山灰層として認められた試料番号 1には、比

較的よく発泡した淡褐色軽石（最大径3.1mm)が多く合

まれている。

3)第15号溝

ここては、試料番号 1によく発泡した灰白色軽石（最

大径3.4mm)が多く認められた。これより下位の試料中

ては、淡褐色の軽石（最大径1.9mm)が少量ずつ検出さ

れ、 とくに多く合まれる層準は検出されなかった。

4)第 1号道路跡硬化面

試料番号 1には、比較的よく発泡した淡褐色の軽石

（最大径3.2mm)が比較的多く合まれている。

5)預かり試料試料番号 l （第45号溝第 9層）

この試料には、比較的よく発泡した淡褐色軽石（最

大径7.1mm)が多く含まれている。

6)預かり試料試料番号 2 （第15号溝覆土）

この試料にも、比較的よく発泡した淡褐色軽石（最

大径2.9mm)が多く含まれている。

7)預かり試料試料番号 3 （第15号溝覆土）

この試料には、よく発泡した灰白色軽石（最大径3.

2mm)が多く含まれている。

8)預かり試料試料番男 4 （旧河道 3T第4層）

ここには、あまり発泡のよくない細粒の白色軽石（最

大径1.0mm)が少輩合まれている。
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第 1表 八日市遺跡のテフラ検出分析結果

地点 試料軽石の量 軽石の色調 軽石の最大径

SD45 1 ＋＋ 灰白 2.2 

2 ＋ 淡褐 1. 7 

3 ＋＋ 淡褐 5.2 

4 ＋＋ 淡褐 2.1 

5 ＋＋ 淡褐 1.2 

6 +++ 淡褐 1.8 

SD46 1 +++ 淡褐 3.1 

SD15 1 +++ 灰白 3.4 

3 ＋ 淡褐 1.6 

5 ＋ 淡褐 1.9 

7 ＋ 淡褐 1. 5 

8 ＋ 淡褐 1.6 

10 ＋ 淡褐 1.3 

第 1号道路跡 1 ++ 淡褐 3.2 

SD45 1 *1 +++ 淡褐 7.1 

SD15 2*1 +++ 淡褐 2.9 

SD15 3*1 +++ 灰白 3.2 

旧河道 3トレ 4*1 ＋＋ 白 1.0 

＋＋＋十：とくに多い，＋＋十：多い，＋十：中程度，十：少ない，ー：認められない．

最大径の単位は， mm. ＊1：発掘調査担当者により採取された試料．

第 2表 八日市遺跡の屈折率測定結果

地点 試 料 重 鉱 物 gl (n) opx (y) 

SD45 5 opx,cpx,mt 1.509-1.525 1.707-1.711 

6 opx,cpx,mt 1.521-1.532 1.707-1.710 

SD15 1 opx,cpx,mt 1.507-1.514 1.707-1.710 

ho (n2) 

旧河道 3トレ 4 ho,opx,mt 1. 502-1. 504 1. 709-1. 712 1. 672-1. 680 

屈折率の測定は，位相差法（新井， 1972)による．
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4.屈折率測定

(1)測定試料と測定方法

地質調査とテフラ検出分析により 3層のテフラ層と

3種類の軽石が検出された。 3種類の軽石は、発泡の

よい灰白色の軽石、比較的発泡のよい淡褐色軽石、そ

して発泡のあまりよくない白色軽石て‘ある。実際には

比較的発泡のよい淡褐色軽石を含むテフラ層が2層あ

ることから、全体として 4層のテフラが検出されたこ

とになる。そこて‘‘4層のテフラについて、屈折率測定

を行って、よりよい精度て‘噴出年代が知られている示

標テフラとの同定を行うことになった。測定の対象と

なった試料は、第45号溝試料番号6と5、第15号溝試

料番号 1、そして預かり試料のうちの試料番号4 （旧

河道3T)の4試料て‘‘ある。屈折率の測定は、位相差

法（新井， 1972) による。

(2)測定結果

屈折率の測定結果を第 2表に示す。第45号溝試料番

号6には、斜方輝石、単斜輝石、磁鉄鉱が含まれてい

る。火山ガラス（n)と斜方輝石（y)の屈折率は、各々

1. 521-1. 532、1.707-1. 710て‘ある。第45号溝試料番号

5にも、斜方輝石、単斜輝石、磁鉄鉱が含まれている。

火山ガラス（n) と斜方輝石（y)の屈折率は、各々1.

509-1.525、1.707-1. 711てある。

また第15号溝の試料番号 1には、斜方輝石、単斜輝

石、磁鉄鉱が含まれている。火山ガラス（n)と斜方師

石（y）の屈折率は、各々1.507-1. 514と1.707-1. 710 

てある。さらに預かり試料番号4 （旧河道3T) には、

角閃石、斜方輝石、磁鉄鉱が含まれている。火山ガラ

ス（n)、斜方輝石（y)、角閃石(n2)の屈折率は、各々

1. 502-1. 504、1.709-1. 712、1.672-1. 680てある。

5.考察ー示標テフラとの同定と遺構の構築年代につ

いて

第45号溝試料番号6のテフラ層は、層相、軽石の岩

相、重鉱物組成、火山ガラスや斜方輝石の屈折率など

から、 As-Bに同定されるQまたその上位にある試料番

号5のテフラ層は、層位、層相、軽石の岩相、重鉱物

紺成、火山ガラスや斜方揮石の屈折率などから、As-Kk

に同定される。

また第15号溝の試料番号 1のテフラ層は、層相、軽

石の岩相、重鉱物組成、火山ガラスや斜方輝石の屈折

率などから、 1783（天明 3)年に浅間火山から噴出し

た浅間A軽石 (As-A)に同定される。さらに預かり試

料のため、産出状況など不明な点もあるものの、預か

り試料番号4（旧河道3トレンチ）に含まれる軽石の

岩相や含まれる重鉱物の種類、さらに火山ガラス、斜

方輝石、角閃石の屈折率などから、 6世紀初頭に榛名

火山から噴出した榛名ニツ岳渋川テフラ層 (Hr-FA,

新井， 1979,坂日， 1986,早田， 1989,町田・新井，

1992)に由来するテフラ粒子が多く含まれているもの

と考えられる。

第45号溝および第46号溝は、覆土中にAs-Bが認めら

れたことから、その構築年代はll08（天仁元）年以前

と推定される。また、第15号溝については、覆土中に

As-Aが検出されたことから、その構築年代は1783（天

明3)年以前と推定される。また第 1号道路跡硬化面

の土層中には、As-B起源の軽石が含まれていたことか

らll08（天仁元）年以降と考えられる。

6. まとめ

八日市遺跡西地区において地質調査とテフラ検出分

析さらに屈折率測定の結果、浅間Bテフラ (As-B,1108 

年）、浅間一粕川テフラ (As-Kk, 1128年）、浅間A軽

石 (As-A, 1783年）が検出された。また榛名ニッ岳渋

川テフラ層 (Hr-FA, 6世紀初頭）に由来するテフラ

粒子も検出された。これらのテフラとの層位関係から、

第45号溝および第46号溝の構築年代は1108（天仁元）

年以前、第15与溝は1783（天明 3)年以前と推定され

た。また第 1号道路跡の硬化面の形成は、 1108（天仁

元）年以降と考えられた。
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2、出土土器の胎土分析

X線回折試験及び化学分析試験

1 実験条件

1-1 試料

分析に供した試料は第 1表胎土性状表に示す通りて‘

ある。

X線回折試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥した

のちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料として実験

に供した。

化学分析は士器をダイヤモンドカッターて小片に切

断し、表面を洗浄し、乾燥後、試料表面をコーテング

しないて‘‘、直接電子顕徴鏡の鏡筒内に挿入し、分析し

た。

1-2 X線回折試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定は

X線回折試験によった。測定には日本電子製JDX-

8020X線回折装置を用い、次の実験条件て実験した。

Target: Cu, Filter: Ni, Voltage: 40K v, Current: 30 

mA,ステップ 角度： O.OZ

言ド如寺間： 0.5SEC。

1-3 化学分析

元素分析は日本電子製5300LV型電子顕微鏡に

2001型エネルギー分散型蛍光X線分析装置をセット

し、実験条件は加速電圧： 15KV、分析法：スプリン

ト法、分析倍率： 20併音、分析有効時間： 100秒、分析

指定元索10元索て‘‘行った。

2 X線回折試験結果の取扱い

実験結果は第 1表胎土性状表に示す通りてある。

第 1表右側にはX線回折試験に基づく粘土鉱物及び

造岩鉱物の組織が示してあり、左側には、各胎土に対

する分類を行った結果を示している。

X線回折試験結果に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の

椋第四紀地質研究所 井上巖

各々に記載される数字はチャートの中に現われる各鉱

物に特有のピークの強度を記載したものてある。

電子顕微鏡によって得られたガラス景と X線回折試

馬箭て得られたムライト（Mullite)、クリストバーライ

ト(Cristobalite)等の組成上の組合せとによっで焼成

ランクを決定した。

2-1 組成分類

1) Mo-Mi-Hb三角ダイアグラム

第2図に示すように三角ダイアグラムを 1~13に分

割し、位置分類を各胎土について行い、各胎土の位置

を数字て表した。

Mo、Mi、 Hbの三成分の含まれない胎土は記載不能

として14にいれ、別に検討した。

三角ダイアグラムはモンモリロナイト (Mont入雲母

類(Mica)、角閃石(Hb)のX線回折試験におけるチャ

ートのピーク強度をパーセント（％）て表示する。

モンモリロナイトはMo/Mo+Mi+ Hb * 100て‘‘パー

セントとして求め、同様にMi,Hbも計算し、三角ダイ

ャグラムに記載する。

三角ダイアグラム内の 1~4はMo,Mi,Hbの3成分

を含み、各辺は 2成分、各項点は 1成分よりなってい

ることを表している。

位置分類についての基本原則は第 2図に示す通りて‘

ある。

2) Mo-Ch, Mi-Hb菱形ダイアグラム

第3図に示すように菱形ダイアグラムを 1~19に区

分し、位置分類を数字て記載した。記載不能は20とし

て別に検討した。

モンモリロナイト (Mont)、雲母類(Mica)、角閃石

(Hb)、緑泥石(Ch)の内、

a) 3成分以上含まれない
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b) Mont,Chの2成分が含まれない

c) Mi,Hbの2成分が含まれない、の 3例がある。

菱形ダイアグラムはMont-Ch,Mica-Hbの組合せを

表示するものて‘ある。

Mont-Ch, Mica -HbのそれそれのX線回折試験のチ

ャートの強度を各々の組合せ毎にパーセントて表すも

ので例えばMo/Mo+Ch* 100と計算し、Mi,Hb,Ch

も各々同様に計算し、記載する。

菱形ダイアグラム内にある 1~ 7は、 Mo,Mi,Hb,

Chの4成分を含み、各辺はMo,Mi,Hb,Chのうち 3成

分、各項点は 2成分を含んて‘‘いることを示す。

位置分類についての基本原則は第 3図に示す通りて‘‘

ある。

2~2 煉成ランク

焼成ランクの区分は、 X線回折試験による鉱物組成

と、電子顕微鏡観察によるガラス鼠によって行った。

ムライト (Mullite)は、陶磁器など高温て‘‘焼かれた

状態て‘初めて生成する鉱物て‘‘あり、クリストバーライ

ト(Cristobalite)はムライトより低い温度、ガラスは

クリストバーライトより更に低い温度て生成する。

これらの事実に基づき、 X線回折試験結果と電子顕

微鏡観察結果から、土器胎土の焼成ランクを I~Vの

5段階に区分した。

a)焼成ランク I:ムライトが多く生成し、ガラス

の単位面積が広く、ガラスは発泡している。

b)炒戚ランクII:ムライトとクリストバーライト

が共存し、ガラスは短冊状になり、面積は狭くなる。

C)焼成ランクIII:ガラスのなかにクリストバーラ

イトが生成し、ガラスの単位面積が狭く、葉状断面を

し、ガラスのつながりに欠ける。

d)、焼成ランクIV:ガラスのみが生成し、原土（索

地土）の組織をかなり残してる。ガラスは微小な葉状

を呈する。

e)、焼成ランクv:原土に近い組織を有し、ガラス

は殆どてきていない。

以上の I~Vの分類は原則てあるが、胎土の材質、

すなわち、粘土の良悪によってガラスの生成鼠は巽な

るのて‘、電子顕微鏡によるガラス量も分類に大きな比

重を占める。このため、ムライト、クリストバーライ

トなどの組合せといくぶん異なる焼成ランクが出現す

ることになるが、この点については第 1表の右端の備

考に理由を記した。

3)化学分析結果の取り扱い

化学分析結果は酸化物として、ノーマル法 (10元索

全体て‘100％になる）て‘‘計算し、化学分析表を作成し

た。化学分析表に基づいて Si02-Al203, Fe203-

MgO, K20-Ca0の各図を作成した。これらの図をもと

に、土器類を元索の面から分類した。

第 1図胎土分析試料

ニニ］三で戸言｝3 ― - r 
1 SJ 1-2、2 SJ 3-1、3 SJ 3-2、4 I日河道ー107

城西遺跡

三デニーニ---、 5

宮ヶ谷戸遺跡

ヮロ

ロコ □言三／
5 SJ4-21、6 SJ 4-18、7 SJ 4-5、8 SJ4-ll 

＼ 

9 SJ 16-36、10 SJ 35 • 36-16、11 SJ 35 • 36-1 

12 S J 35 • 36-37、13 S J 35 • 36-36 

＿三三三二：／
¥ | // 8 

口
゜

10.cm 

1:4 
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第 1表 胎土性状表―|

-

2

5

3
ー

試料 タイプ 焼成 糾成分類 粘土鉱物および造岩鉱物
備考

No 分類 ランク Mo-Mi-Hb M『Ch,Mi-HbMont Mica Hb Ch(Fe) Ch(Mg) Qt Pl Crist Mullite K-fels Halloy Kao! Pyrite Au ガラス

福川ー1 F 14 20 3538 75 98 107 96 蓋一須恵器一八日市

福川ー2 F 14 20 1878 104 986 239 94 214 蓋一須恵器一八日市

福川ー3 F 14 20 1856 80 936 225 199 坪一須恵器一八日市

福川—4 F 14 20 2145 131 335 109 91 甕一須恵器一八日市

福川ー5 F 14 20 2857 202 191 蓋一須恵器（南比企）一城西

福川ー6 F 14 20 1722 113 941 55 坪一須恵器（南比企）一城西

福川—7 F 14 20 2819 100 304 96 85 坪一須恵器（末野）一城西

福川ー8 F 14 20 2136 66 584 107 99 坪一須恵器（末野）一城西

福川―9 F 14 20 3006 86 313 92 96 ハソウ―須恵器一宮ヶ谷戸

福川ー10 F 14 20 1759 236 375 89 170 坪一須恵器（末野）一宮ヶ谷戸

福川―11 F 14 20 1710 87 296 78 67 坪一須恵器（末野）一宮ヶ谷戸

福川—12 C 7 ， 280 142 220 2246 802 坪一須恵器（末野）一宮ヶ谷戸

福川―13 A 5 20 85 1520 1214 246 坪一須恵器（末野）一宮ヶ谷戸

森下ー1 F 14 20 2550 159 132 85 115 甕一須恵器

森下ー2 F 14 20 2413 179 261 62 甕一須恵器

森下ー3 F 14 20 1907 148 202 70 72 甕一須恵器

森下—4 F 14 20 3267 198 155 92 152 甕一須恵器

光山ー1 F I 14 20 2305 97 124 140 134 坪一須恵器（東海？） 7CM

光山ー3 F I 14 20 2162 90 1326 190 155 坪一須恵器一鳩山 SCE

坂東山西ー7 F 14 20 3514 88 156 119 坪一平安ー東金子

坂東山西ー8 F 14 20 2498 85 181 88 坪一平安ー東金子

坂東山西ー9 F 14 20 1566 96 151 166 175 坪一平安ー東金子

稲荷前ー1 F 14 20 3360 229 621 108 

稲荷前ー2 F 14 20 2912 258 552 75 

稲荷前ー3 F 14 20 3007 197 650 95 96 

稲荷前ー4 F 14 20 3810 150 222 

稲荷前ー5 F 14 20 2123 205 1146 115 113 

稲荷前ー6 F 14 20 3581 115 829 184 166 

稲荷前ー7 F 14 20 3327 158 245 84 

稲荷前ー8 F 14 20 4012 115 817 180 95 

稲荷前ー9 F 14 20 3012 109 941 109 110 

稲荷前ー10 F 14 20 3318 225 224 62 

稲荷前―11 F 14 20 3328 163 946 90 84 

稲荷前ー12 F 14 20 2507 142 1289 147 152 

稲荷前ー13 F 14 20 3705 230 592 69 67 

稲荷前ー14 F 14 20 2541 256 832 171 167 

稲荷前ー15 F 14 20 2388 117 954 204 219 

稲荷前ー16 F 14 20 3186 777 

稲荷月1Jー17 F 14 20 2002 160 257 
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試料 冨 焼成 組成分類 枯土鉱物および造岩鉱物
備考

No ランク Mo-Mi-Hb Mo-Chぶli-HbMont Mica Hb Ch(Fe) Ch(Mg) Qt Pl Crist Mullite K-fels Halloy Kaai Pyrite Au ガラス

稲荷前ー18 F 14 20 1372 123 956 224 198 

稲荷前ー19 F 14 20 1967 887 141 77 

稲荷前ー20 A 5 20 134 3113 197 

稲荷前（A)-21 A 5 20 67 2354 191 213 坪

稲荷前（A)-22 F 14 20 2183 130 1025 159 180 坪

稲荷前（A)-23 A 5 20 83 3468 438 226 坪

稲荷前 (A)-24 F 14 20 3340 166 940 60 坪

稲荷前 (A)-25 F 14 20 2966 113 285 坪

稲荷前 (A)-26 F 14 20 2649 163 280 蓋

稲荷前 (A)-27 F 14 20 2882 147 205 坪

稲荷前 (A)-28 A 5 20 71 3231 203 509 58 坪

稲荷前 (A)-29 A 5 20 70 3280 354 224 坪

稲荷前 (A)-30 A 5 20 70 3432 287 201 坪

稲荷前 (A)-31 F 14 20 3052 191 1135 79 72 坪

稲荷前 (A)-32 A 5 20 92 2966 501 坪

稲荷前 (A)-33 F 14 20 3462 161 283 坪

稲荷前 (A)-34 F 14 20 3194 138 1200 104 98 坪

稲荷前（A)-35 F 14 20 3308 134 633 73 73 坪

稲荷前 (A)-36 F 14 20 2799 107 154 125 112 坪

鳩山窯址ー1 F I 14 20 3189 174 949 162 221 坪一須恵器、 SCL 

鳩山窯址ー2 F I 14 20 1766 108 563 219 213 坪一須恵器、 8 C E 

鳩山窯址ー3 F I 14 20 1612 160 472 218 179 坪一須恵器、 8CE~ 8 CM 

鳩山窯址ー4 F III 14 20 3448 231 185 坪ー須恵器、 8CL~9CE 

鳩山窯址ー5 F III 14 20 3143 279 199 坪一須恵器、 8CM~ 8 C L 

鳩山窯址ー6 F I ~II 14 20 3188 171 196 碗一須恵器、 8 C L 

鳩山窯址ー7 F I ~II 14 20 2781 188 386 82 82 蓋一須恵器、 8 C L 

鳩山窯址ー8 F I 14 20 3154 275 276 70 坪一須恵器、 8CM~SCL 

鳩山窯址ー9 F III 14 20 2413 174 217 83 坪一須恵器、 8CE 

鳩山窯址ー10 F I 14 20 2617 121 980 139 120 坪一須恵器、 9CE 

鳩山窯址ー11 F I 14 20 1731 107 815 209 183 蓋一須恵器、 8CM~ 8 C L 

鳩山窯址ー12 F III 14 20 3507 325 214 坪一須恵器、 8 CM~ 8 C L 

鳩山窯址ー13 F I 14 20 2624 325 1029 145 135 坪一須恵器、 8 C L 

鳩山窯址ー14 F I 14 20 2389 137 1221 128 110 坪一須恵器、 8 C L 

鳩山窯址ー15 F I 14 20 1666 92 300 259 坪一須恵器、 8 C L 

鳩山窯址ー16 F III 14 20 2764 452 278 坪一須恵器、 8 C L 

鳩山窯址ー17 F 14 20 4384 340 205 坪一須恵器、 8CL 

鳩山窯址ー18 F 14 20 2985 132 822 164 143 坪一須恵器、 8C L 

鳩LII窯址ー19 F 14 20 2427 111 221 74 坪一須恵器、 9CM 

鳩山窯址ー20 F 14 20 3025 85 1090 121 108 坪一須恵器、 8CL 
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試料 タイプ 焼成 組成分類 枯土鉱物および造岩鉱物
備考No 分類 ランク Mo-Mi-Hb ¥,lo-Ch, ~li-Hb Mont Mica Hb Ch(Fe) Ch(Mg) Qt Pl Crist Mullite K-fels Halloy Kao! Pyrite Au ガラス

鳩山窯址ー21 F 14 20 2539 216 234 73 坪一須恵器、 9CM 

桜沢ーl D III 7 20 154 130 2240 543 95 坪lOCE 

桜沢ー2 F I ~II 14 20 1700 329 138 川皿lOC E 

桜沢ー3 F II 14 20 1221 200 302 41 高台付訃lOCE 

上敷免ー61 F 14 20 540 487 823 須恵器

上敷免ー62 F 14 20 1271 981 242 須恵器

上敷免ー63 F 14 20 1069 497 196 須恵器

上敷免ー64 B 6 20 121 190 1550 357 87 碩恵悩

上敷免ー65 E 8 20 83 1326 705 190 67 須恵器

上敷免ー66 D 7 20 99 56 1923 432 114 須恵器

ーい放免ー67 F 14 20 1919 204 192 須恵器

t敷免ー68 F 14 20 1804 160 196 88 須忠器

上敷免ー69 D 7 20 86 62 2666 844 104 須忠器

上敷免ー70 A 5 20 88 1184 1185 238 須恵器

金井窯址ー1 F 14 20 2817 218 833 125 須恵器、益

金井窯址ー2 D 7 20 95 79 4027 541 須恵器、蓋

金井窯址ー3 F 14 20 2571 170 818 132 195 須恵器、蓋

金井窯址ー4 F 14 20 2373 110 1091 173 169 須恵悩、坪身

金井窯址ー5 F 14 20 2457 106 1004 202 178 須恵器、盤

金井窯址ー6 F 14 20 3678 108 880 195 須恵器、大甕

金井窯址ー7 F 14 20 3682 102 799 164 須恵器、大甕

金井窯址ー8 F 14 20 4004 92 1032 143 須忠器、大甕

金井窯址ー9 F 14 20 2606 101 739 201 須恵器、大甕

金井窯址ー10 F 14 20 2314 93 1128 174 須恵器、大甕

金井窯址ー21 F 14 20 2439 73 773 177 148 須恵器、蓋

金井窯址ー22 F 14 20 1896 93 706 182 176 須恵器、蓋

金井窯址ー23 F 14 20 2324 101 317 145 139 須恵器、坪

金井窯址ー24 B 6 20 96 97 1690 559 154 須恵器、坪

金井窯址ー25 D 7 20 71 71 2377 368 128 須恵器、坪

秋間ー1 F 14 20 3152 91 535 169 須恵器、坪

秋聞ー2 F 14 20 1696 102 312 101 84 須忠器、坪

秋1h]-3 F 14 20 3775 76 934 llO 88 須忠器、杯

秋間ー4 F 14 20 5116 66 68 須恵器、杯

秋問ー5 E 8 20 175 3944 164 154 須恵器、坪
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3 X線回折試験結果

3-1 タイプ分類

第 1表胎土性状表に示すように、周辺あるいは関連

する遺跡から出土した遺跡も記載してある。これら全

体に対するタイプ分類を行い、 A~Fの6タイプに分

類された。宮ヶ谷戸・八H市・城西遺跡に対しては統

ー的に稲川遺跡という名称を使用した。

輻川遺跡と森下遺跡から出土した土器はA、C、F

の3タイプてある。

Aタイプ： Hbl成分を含み、 Mont,Mica, Chの

3成分に欠ける。幅川一13の土器。

Bタイプ： Mica,Hb,Chの3成分を含み、 Mont

1成分に欠ける。福川ー12の土器。

Fタイプ： Mont,Mica, Hb, Chの4成分に欠け

る。高温炒諏により、鉱物が分解して

ガラスに変化したもの。福川一12• 13 

を除くすべて。

以上の結果から明らかな様に、福川、森下各遺跡か

ら出土した須恵器のほとんどは高温焼成されたものて‘‘

ある。このため本来の鉱物はガラスに変わっている。

3-2 石英(Qt)一斜長石(Pl)の相関について

土器胎土中に合まれる砂の粘土に対する混合比は粘

土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがある。土

器を製作する過程て‘‘、ある粘土にある鼠の砂を混合し

て索地土を作るということは個々の集団が持つ土器製

作上の固有の技術て‘‘あると考えられる。

自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石

比を有している。この比は後背地の地質条件によって

各々臭なってくるものて‘あり、言い換えれば、各地の

砂はおのおの固有の石英と斜長石比を有していると言

える。

この固有の比率を有する砂をどの程度粘土中に混入

するかは各々の集団の有する固有の技術の一端と考え

られる。

第4図Qt-Pl図（総合）に示すように、土器は I~IV 

の4グループと｀その他”に分類された。 Pl（斜長石）

の強度が200以下の領域て‘、グループを形成するのは高温

燎成された土器て¥200以上の領域に分布する土器は焼

成ランクが高くないものてある。

Iグループ：福川遺跡から出土した坪が集中し、稲

荷前、上敷免東、鳩山窯址の土器と混

在する。福川遺跡のなかの宮ヶ谷戸、

八日市、城西遺跡の末野タイプの坪が

含まれる。

IIグループ：鳩山窯址、稲荷前の土器が集中する。

このグループには藤岡市の金井窯址の

須恵器も集中している。森下遺跡の甕

も混在する。

IIIグループ：稲荷前の土器が集中し、鳩山窯址の土

器が共存する。城西の坪、宮ヶ谷戸の

遥森下の甕が混在する。

IVグループ：稲荷前の土器が集中し、八日市の蓋が

混在する。秋間の坪と金井窯址の土器

も混在する。

，，その他”:Plの強度が200以上の領域には上敷免の

土器が多く分布する。上敷免の土器は

Qt（石英）の強度が2000以下の領域に

分布する。桜沢窯址の土器はPlの強度

が200~600の範囲て‘‘、Qtが2500以下の

領域て‘分布する。鳩山窯址と稲荷前の

土器のうち、焼成ランクの低いものは

Plの強度が200以上て‘‘、Qtの強度が2000

以上の領域に分布する。

以上の結果から明らかな様に、各グループは遺跡毎

に特性がて‘ている。

第5図には福川遺跡の土器と森下遺跡の土器だけを

記載した。

Iグループ：八日市の坪．蓋・甕、城西の坪て末野

タイプ、宮ヶ谷戸の坪て‘末野タイプ、

森下の甕て‘‘構成される。このグループ

には末野タイプの土器が集中する。

IIグループ：森下の甕が集中する。

IIIグループ：城西の南比企タイプと末野タイプの杯

と宮ヶ谷戸の逃、森下の甕て‘‘構成され
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第 2表化学分析表―|

試料番号 Na20 MgO Al203 S,02 K20 CaO Ti02 MnO Fe203 NiO Total 備考

福川ー1 0.70 0.71 19.93 64.48 2.84 0。21 0.97 0. 27 9.88 0.00 99.99 

福川ー2 0.00 0.51 27。10 63.28 1. 94 0.00 0.98 0.26 5.43 0.49 99.99 

福川ー3 0.00 0.16 9.12 86.69 1.11 0.19 0.20 0.00 2.36 0.16 99.99 

福川ー4 〇.83 0.65 27.09 63.54 1。34 0.43 1. 29 0。14 4.68 0.00 99.99 

福川ー5 0.36 0.64 14.83 74.87 1.15 0.38 0.94 0.00 6.43 0.40 100.00 

福川一6 1. 25 1.22 17.50 66.77 1.69 0.67 0.89 0.48 9.52 0.00 99.99 

福川ー7 0.86 0.79 23.10 63.98 2A9 0。26 1.55 0.00 6.99 0.00 100.02 

福川ー8 0.81 1.09 22。18 65.39 2.13 0.19 1.29 0.39 6.53 0.00 100. 00 

福川一9 0.56 1. 21 22.46 67.80 3.46 0.31 0.97 0.00 3.21 0.04 100.02 

福川ー10 1.40 0.92 22.16 58.26 1。78 0.40 1.52 0.49 13.07 0.00 100。00

福川一11 1.64 0.79 24.07 58.43 3.02 0.50 1.27 0.05 10.23 0.00 100.00 

福川一12 1.13 1.58 22.95 56.53 2。77 1.37 1.03 0.66 11. 76 0.22 100.00 

福川ー13 0.79 0.93 21.49 65.48 0.89 1.11 1.61 0.26 7.26 0.19 100.01 

福川ー14 1.27 0.73 23.53 63.82 1.56 0.66 1。30 0。30 6.83 0.00 100.00 

福川一15 0。58 0.88 22.07 62.00 1. 53 0.65 1.52 0.17 10.43 0.18 100.01 

森下ー1 1.57 1.19 22.37 60.24 2.87 0.43 0。88 0.39 9.71 0。35 100.00 

森下ー2 1.15 1.26 23.05 58.02 2.43 0.48 1.03 0.16 12。43 0.01 100.02 

森下ー3 1。33 1.07 23.79 62.12 2.48 0.27 1.02 0.00 7.70 0.22 100.00 

森下—4 1.80 1. 31 24.81 58.43 3.00 0.50 1。16 0.00 8.92 0.06 99.99 

光山ー1 1.47 0.64 18.62 65.92 3.09 0.59 1.03 0.03 8.06 0.56 100.01 

光山―3 0.62 0.35 24.00 63。74 1.28 0.39 1. 58 0.37 6.78 0.89 100.00 

坂東山西ー7 0.58 0.57 20.48 67.34 2。62 0.29 0.82 0.02 6.91 0.36 99.99 

坂東IlI西ー8 0.49 0.64 21.38 60.56 3.83 0.26 1.43 0.00 11.21 0.19 99.99 

坂束山西ー9 0.95 0.88 20.64 65.30 3.79 0.35 0.91 0.17 6.71 0.29 99.99 

稲荷前ー1 1.06 1.49 23.18 62.51 1.66 0.67 1.24 0.03 7.97 0.18 99.99 

稲荷前ー2 0.57 0.52 20.10 62.24 1.29 0.45 1. 76 0.00 12.44 0.63 100.00 

稲荷前ー3 0.29 0.75 24。46 56.34 0。70 〇.15 1. 77 0.00 15.50 0.04 100.00 

稲荷前ー4 0.34 0.65 22.10 66.12 1.44 0.26 1.23 0.57 7.29 0.00 100.00 

稲荷前ー5 〇.74 0.71 17.34 67.00 2.10 0。70 1.11 0.24 9.76 0.29 99.99 

稲荷前ー6 0.80 0.42 22.51 64.46 1.39 0.78 1.33 0.19 7.32 0.81 100. 01 

稲荷前ー7 0.82 0.41 22.09 66。81 1. 72 0.55 1.33 0.31 5.63 0.33 100.00 

稲荷前ー8 0.00 0.94 21.50 69.85 0。93 0.34 0.97 0.00 5.48 0.00 100.01 

稲荷前ー9 0.94 0.48 18.11 68.26 1.68 0.39 0.86 0.14 8.70 0.44 100.00 

稲荷前ー10 0.84 0.52 19.94 65.48 1. 78 0.48 1.38 0.43 9.13 0.00 99.98 

稲荷前ー11 0.75 0.57 22.34 63.71 1.43 0.38 1.41 0.24 9.17 0.00 100.00 

稲荷前ー12 0.43 0.45 22.16 61.82 1.11 0.33 1.64 0.23 11.83 0.00 100.00 

稲荷前ー13 1.08 0.71 19.84 63.61 1.59 0.47 1.25 0.16 10.95 0.34 100.00 

稲荷前ー14 1. 27 0.56 21.42 64.54 1.17 0.54 1.14 0.11 9.25 0.00 100.00 

稲荷前ー15 0.98 0.58 21.11 67.22 1.44 0.47 1.14 0.04 6.43 0.58 99。99

稲荷前ー16 1.36 1.18 27.01 56.06 2.67 0.34 1.36 0.34 9。70 0.00 100.02 

稲荷前ー17 0.46 0.42 27。05 62.29 2.02 0.56 1.35 0.21 5.61 0.03 100.00 

稲荷前ー18 0。84 0.26 24.03 64.33 2.02 0.32 1.56 0.36 5.72 0.55 99.99 

稲荷前ー19 0.66 1.86 27.38 56.05 1.54 0.66 1. 76 0.12 9.98 0.00 100.01 

稲荷前ー20 0.34 0.54 20.86 67.07 0.77 0。47 1。45 0.00 8.49 0.00 99.99 

稲荷前（A)-21 0.37 0.16 25.95 63.09 1.27 0.43 1. 25 0.00 7.32 0.15 99.99 

稲荷前 (A)-22 1.44 0.40 17.64 69.99 1. 92 0.54 0.91 0.37 6.77 0.00 99.98 

稲荷前 (A)-23 0.73 0.54 18.53 67.45 1.49 0.68 1.04 0.00 9.17 0.36 99.99 

稲荷前 (A)-24 0.88 0.61 19.98 67.51 1.39 0.69 1.00 0.00 7.93 0.00 99。99

稲荷前 (A)-25 0.40 0.56 19.76 64.47 2.10 0.27 1.22 0.12 10.94 0.17 100.01 

稲荷前 (A)-26 1. 01 0.51 19.77 63.77 2.07 0.32 0.85 0.00 11.64 0.06 100.00 

稲荷前 (A)-27 0.45 0.76 19.94 62.48 1。70 0.29 0.93 0.00 13.42 0.04 100。01

稲荷前（A)-28 0.86 0.65 18.88 67.96 1.58 0.63 0.88 0.22 8.08 0.26 100.00 

稲荷前 (A)-29 0.86 0.57 19.15 68。44 1.52 0.77 0.93 0.00 7.63 0.13 100.00 

稲荷前 (A)-30 0.52 0.49 19.72 66.79 1.48 0.87 1.05 0.00 9.08 0.00 100.00 

稲荷前（A)-31 1.24 0.64 18.17 68.04 2.47 0.57 1.08 0.00 7.61 0.17 99.99 
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第 2表化学分析表ー 2

試料番号 Na20 MgO Al203 Si02 K20 CaO Ti02 MnO Fe203 NiO Total 備考

稲荷IJIJ(A) -32 0.77 0.14 19.18 67.38 1.12 0.44 1.05 0.43 9.46 0.01 99.98 
稲荷前 (A)-33 0.44 0.87 17.80 67.84 1.92 0.55 1.28 0.00 9.30 0.00 100.00 
稲荷前 (A)-34 0.84 0.38 18.60 66.67 0.85 0.53 0.87 0.00 1L07 0.19 100.00 
稲荷則（A)-35 0.66 0.26 18.99 66.73 1.89 0.46 1.53 0.23 9.12 0.12 99.99 
稲荷前 (A)-36 0.78 0.52 18.78 67.74 1.50 0.56 1.48 0.00 8.64 0.00 100.00 
鳩山窯址ー1 0.65 0.33 21.42 65.83 1.69 〇.49 1.03 0.00 8.50 0.07 100.01 
鳩山窯址ー2 1. 21 0.42 18.80 68.82 2.59 0.60 1.06 0.03 6.37 0.11 100.01 
鳩山窯址ー3 0.48 0.76 21.26 64.19 1. 51 0.32 1.11 0.00 9.98 0.40 100.01 
鳩山窯址ー4 0.54 0.61 23.12 65.66 1. 70 0.39 1.12 0.27 6.56 0.03 100.00 
鳩山窯址ー5 0.54 0.79 19.25 66.76 2.00 0.40 0.89 0.34 8.92 0.11 100.00 
鳩山窯址ー6 0.31 0.50 21.47 65.18 1.54 0.29 1.15 0.13 9.45 0.01 100.03 
鳩山窯址ー7 0.68 〇.88 23.68 64.97 1. 73 0.49 1.42 0.35 5.80 0.00 100.00 
鳩Il」窯址ー8 0.98 0.38 21. 31 67.01 1.44 0.68 1.36 0.00 6.83 0.00 99.99 
鳩山窯址ー9 0.37 0.40 28.40 63.32 1.08 0.39 1.28 0.11 4.39 0.27 100.01 
鳩山窯址ー10 0.89 0.46 21.19 65.09 1.46 0.24 1.20 0.13 9.17 0.15 99.98 
鳩山窯址ー11 0.40 0.42 21.13 67.07 1.27 0.46 1.36 0.06 7.85 0.00 100.02 
鳩山窯址ー12 0.65 0.50 23.08 63.67 1.27 0.39 1.16 0.13 9.15 0.00 100.00 
鳩山窯址ー13 0.56 0.58 25.59 60.58 1.58 0.44 1.46 0.25 8。63 0.32 99.99 
鳩山窯址ー14 0.80 0.50 20.70 65.85 1.54 0.40 1.45 0.31 8.34 0.11 100.00 
鳩山窯址ー15 0. 54 0.20 24.87 64.30 1.17 0.25 1.13 0.00 7.55 0.00 100.01 
鳩山窯址ー16 0.82 0.49 20.13 60.88 2.58 0.40 1.86 0.03 12.80 0.00 99.99 
鳩山窯址ー17 0.87 0.62 23.57 60.52 1.83 0.25 0.99 0.00 10.67 0.69 100.01 
鳩山窯址ー18 0.41 0.19 21.02 68.97 0.94 0.32 1.17 0.00 6.97 0.00 99.99 
鳩山窯址ー19 0.26 0.40 23.82 64.11 0.91 0。28 1.01 0.00 9.22 0.00 100.01 
鳩山窯址ー20 0.45 0.56 22.27 64.23 1.32 0.29 1.50 0.22 9.15 0.00 99.99 
鳩山窯址ー21 0.33 0.63 23.47 60.52 1.97 0.57 1.61 0.00 10.89 0.00 99.99 
桜沢窯跳ー1 1.20 0.84 28.67 40.56 2.02 0.70 2.22 2.23 20.45 1.11 100.00 坪lOCE 
桜沢窯跡ー2 1. 22 1.83 23.55 54.68 2.21 0.99 1.57 0.00 13.63 0.32 100.00 皿IOCE 
桜沢窯跡ー3 1.33 1.65 25.16 52.46 2.09 0.89 1. 57 0.00 14.47 0.37 99.99 尚台付坪lOCE 
上敷免ー61 1.32 1.00 15.07 56.42 0.67 2.42 1.42 0.17 21.44 0.08 100.01 

上敷免ー62 0.65 1.01 16.40 64.11 0.71 1.59 1.62 0.20 13.61 0.12 100.02 

上敷免ー63 0.83 0.82 14.37 57.75 1.12 1.52 1.67 0.03 21.89 0.00 100.00 

上敷免ー64 1.03 3.48 16.39 58.39 2.41 2.03 1.92 0.14 13.94 0.28 100.01 

上敷免ー65 0.63 0.70 15.33 66.35 0.86 2.90 1.28 0.04 11. 70 0.20 99.99 
上敷免ー66 0.51 2.16 21.97 59.56 2.20 1. 72 1. 77 0.12 10.00 0.00 100.01 
上敷免ー67 1.32 1.19 16.49 62.30 2.12 0.95 1.50 0.06 13.87 0.19 99.99 
上敷免ー68 1.10 1.24 17.43 64.17 2.41 0.75 1.24 〇.00 11.45 0.21 100.00 
上敷免ー69 0.93 1.44 18.38 61.63 2.31 0.93 1. 54 0.21 12.39 0.23 99.99 
上敷免ー70 0.70 1.15 17.83 67。16 0.79 2.43 1. 51 0.06 8.19 0.17 99.99 
金井窯hl:-l 0.39 0.47 26.05 65.58 1.40 0.32 1.32 0.23 4.07 0.16 99。99 須恵器、蓋

金井窯址ー2 0.61 0。54 24.44 62.93 1.44 0.47 1。56 0.00 7.73 0.28 100.00 須恵器、蓋

金井窯址ー3 0.35 0.72 25.75 66.31 1.64 0.39 0.88 0.04 3.78 0.13 99.99 須恵器、蓋

金井窯址ー4 0.43 0.37 22.86 68.91 1.59 0.54 1.09 0.00 4.20 0.00 99.99 須恵器、坪身

金井窯址ー5 0.32 0.84 24.32 64.92 1.96 0.25 1. 23 0.08 5.54 0.54 100.00 須恵器、盤

金井窯址ー6 0.20 0.55 29.29 60.20 1.28 0.21 1.29 0.61 6.28 0.09 100.00 須恵器、大甕

金井窯址ー7 0.68 0.95 26.97 60.69 4.71 0.76 0.95 0.12 4.17 0.00 100.00 須恵器、大甕

金井窯址ー8 0.18 0.52 26.10 65.51 1.68 0.32 0.96 0.00 4.68 0.05 100.00 須恵器、大甕

金井窯址ー9 0.23 0.49 25.93 63.62 2.27 0.35 1.01 0.11 5。99 0.00 100.00 須恵器、大甕

金井窯址ー10 0.32 0.48 26.20 63.51 1.65 0.34 1.26 0.00 6.07 0.17 100.00 須恵器、大甕

金井窯址ー21 0.38 0.40 25.35 62.51 2.10 0。31 1. 70 0.52 6.72 0.00 99.99 須恵器、益

金井窯址ー22 1.82 1.09 22.30 64.73 1.62 0.77 1. 21 0.00 6.30 0.15 99。99 須恵器、蓋

金井窯址ー23 1.05 0.53 24.86 65.65 2. 77 0.46 0.84 0.03 3.73 0.08 100.00 須恵器、坪

金井窯址ー24 0.24 0.57 26.09 57.39 1.17 0.44 1.89 0.67 10.99 0.54 99.99 須恵器、坪

金井窯址ー25 0.21 0.75 24.78 64.52 1.82 0.31 1.16 0.22 6.10 0.12 99.99 須恵器、坪

秋問ー1 0.00 0.66 23.64 62.65 2.20 0.16 1。00 0.12 8.80 0.77 100.00 須恵器、坪

秋間ー2 0.81 1.35 17.19 68.47 3.18 0.30 0.92 0.30 7.36 0.13 100.01 須恵器、坪

秋間ー3 0.00 0.65 22.11 67.95 1.56 0.18 0.77 0.05 6.73 0.00 100.00 須恵器、杯

秋問—4 0.00 1.04 23。59 66.59 1.81 0.27 0.99 0.00 5.70 0.00 99.99 須恵器、坪

秋問―5 0.16 0.64 21.18 62.39 2.71 0.44 0.99 0.00 11.20 0.28 99.99 須恵器、坪
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る。

IVグループ：八日市の坪だけが含まれる。

‘その他” ：宮ヶ谷戸ー12• 13は末野タイプの坪て‘‘Pl

の強度が高く、異質て‘ある。

4 化学分析結果

化学分析は第 2表化学分析表に示すように、福川、森

下遺跡出土土器と周辺の遺跡及び関連する遺跡の土器

の分析値を記載してある。分析は10成分て、分析結果に

基づいて、 Si02-Al203図、 Fe203-Mg0図、 K20-

CaO図を作成し検討した。

「4-1 Si02-Al203の相関について」

第 6図Si02-Al203図には福川と森下遺跡の土器、

第 7図Si02-Al203図は総合図として作成した。

第 7図に示すように、 A-A'線を境として大きく 2分さ

れ、更に I~VIIIの8グ）レープと‘その他”に分類された。

A-A'線より左側の領域には上敷免、桜沢の土器と福

川の土器が I~IVの4グ）レープに分れて分布し

右側の領域には稲荷前、鳩山窯址、福川の土器及び藤

岡市の金井窯址、安中市の秋間窯址の土器V~VIIIの4

グループに分れて分布する。左側の領域をA、右側の領

域をA'とする。

-A領域一

Iグ）レープ：桜沢窯址の上器て‘‘構成される。

IIグ）レープ：幅川のうち宮ヶ谷戸の末野タイプの土器

と森下の甕が集中する。

IIIグループ ：上敷免の土器て‘‘構成される。

IVグ）レープ：上敷免の土器て‘構成される。

-A'領域一

Vグ）レープ：藤岡市の金井窯址の土器が集中する。

VIグループ：鳩山窯址の土器が集中し稲荷前の土

器も共存する。幅川の城西遺跡の末野タ

イプの土器が集中する。

VIIグループ：稲荷前の土器が集中し幅川ー 1の八

日市の蓋が混在する。

VIIIグループ：稲荷前の土器が集中し鳩山窯址の土

器が混在する。福川一 6の城西遺跡の

南比企タイプが混在する。

¥‘その他”：福川ー 3の八H市遺跡の坪と 5の城西遺

跡の南比企タイプの蓋はどのグループに

も属さず、異質て‘ある。

第6図に示すように、幅川と森下の土器はIIグループ

とVIグループに集中する。 IIグループには宮ヶ谷戸の末野

タイプの土器と森下の甕が集中する。VIグループには城西

遺跡の末野タイプと宮ヶ谷戸の土師器が集中する。福川

-2•3·4·5 の 4 個は I ~VIIIのどのグループにも属

さず、異質て‘ある。

「4-2 Fe203-Mg0の相関について」

第8図Fe203-Mg0図（福川他）、第 9図Fe203-

MgO図（総合）に示すように、土器は I~VIIIの8グルー

プと‘その他”に分類された。

Iグループ：金井窯址の土器が集中し福川ー 2。

4、鳩山窯址、稲荷前の土器が混在す

る。

IIグループ：福川と森下の土器が共存し上敷免、稲

荷前、坂東山西の土器が混在する。

IIIグルーフ゜：稲荷前と鳩山窯址の土器が集中し福川

の土器が混在する。

IVグループ：福川と稲荷前の土器が共存する。

Vグループ：鳩山窯址の土器が集中し稲荷前の土

器が共存する。

VIグループ：稲荷前の土器が集中し鳩山窯址の土

器が共存する。

VIIグループ：上敷免の士器が集中し福川と森下の土

器が混在する。

VIIIグループ：桜沢の土器だけて構成される。

‘その他”：上敷免の土器は 8グループに属さないもの

があり、異質てある。福川ー 3• 9もどの

グループにも属さず巽質。

第8図に示すように福川の土器は I~IVとVIIの5グルー

--260-



プと` その他”に分類された。 Iグ）レープには八日市の土

器、 IIグループには城西の末野タイプの土器と森下の

甕、 IIIグループには城西の南比企と末野タイプの土器、

IVグループには宮ヶ谷戸、八日市、城西、森下の土器が

混在する。 VIIグ）レープには宮ヶ谷戸の末野タイプの土器

と森下の甕が混在する。‘その他”の 3は八日市の杯、 9 

は宮ヶ谷戸の逃て‘ヽ 、異質て‘ある。

「4-3 K20-Ca0の相関について」

第10図K20-Ca0図（福川他）、第11図K20-Ca0

図（総合）に示すように、土器は I~Vの5グループと‘'そ

の他”に分類された。

lグループ：鳩山窯址の土器が集中し稲荷前の土

器が共存する。福川と金井窯址の土器が

混在する。

IIグループ：稲荷前の土器が集中し福川の土器が

混在する。

IIIグループ：鳩山窯址と稲荷前の土器が集中し金井

窯址の土器が共存する。福川の土器

が混在する。

IVグループ：上敷免と桜沢窯址の土器が集中する。

Vグループ：福川と森下の土器が集中し上敷免と稲

荷前の土器が混在する。

‘その他”:CaOが1.5％以上の領域には上敷免の土

器が分布し明らかに異質て‘ある。福川

-12・13もCaOの値が1.0％以上の領域

にあり、異質。福川ー 9はK20が 3％以

上と高く嬰質て‘‘ある。

第10図て‘明らかな様に、 Iグループには八日市の土器

と城西の土器、 IIグ）レープには城西、 IIIグループには城

西と宮ヶ谷戸、 Vグループには森下の甕と宮ヶ谷戸・八日

市・城西の土器が分布しどのグループにも属さない土器

は9の宮ヶ谷戸の逃、 12と13の宮ヶ谷戸の末野タイプの坪

て、異質て‘ある。

5 まとめ

1)土器胎土のタイプ分類は福川遺跡と福川遺跡に関連

する遺跡の土器全体て‘‘行った。その結果A~Fの6タイプ

に分類された。最も多いFタイプは高温焼成のために本来

の鉱物が変質してガラスになったものてある。 A~Eのタイ

プは焼成ランクが低く、鉱物が残ったものて‘ある。 A~E

のタイプは非常に少ない。

2)Qt-Plの相関によれば、 Plの強度が200以下の領域

に福川、鳩山窯址、稲荷前、金井窯址の土器が分布

し稲荷前と鳩山は共存して 3グループに分れる。上敷免

と桜沢窯址の土器はPlの強度が200以上の領域に分散し

て分布し明瞭に分れる。 Iグループには福川の末野タ

イプの杯が集中する。IIIグループには宮ヶ谷戸と城西の土

器が分布する。‘その他”の福川ー12・13は宮ヶ谷戸の末

野タイプの坪て‘‘Plの強度が高く巽質て‘ある。

3) Si02-Al203の相関て` は、 A-A'線の左側のA領

域と右側のA'領域に分れ、 A領域には桜沢窯址、上敷

免、福川の一部が分布L. A'領域の鳩山窯址、稲荷

前、金井窯址の土器とは明瞭に分れる。 A'領域のなかて‘

は稲荷前、鳩山窯址の土器は混在してグループを形成す

るが金井窯址の土器は独自のグループを形成する。A'領

域のなかて福川の土器は鳩山窯址と稲荷前の土器と共存

する。 Fe203-Mg0の相関て‘、も同じ傾向が認められる。

金井窯址の土器は独自のグループを形成し上敷免の土

器はグループ外、稲荷前と鳩山窯址は共存してグループ

を形成する。福川の土器は鳩山窯址と稲荷前の土器と共

存するものと分れてグループを形成するものとに分れる。

K20-Ca0の相関ては、桜沢窯址と上敷免の土器は

CaOの高い領域に分布し明瞭に鳩山窯址と稲荷前の土

器とは分れる。
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第4図 Qt-Pl図 第6図 Si02-Al203図
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